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例目

いわたし とよおかむら とうだいしまやしろや宮 かみかん そ・

1 本書は、静岡県磐田市(旧・豊岡村)合代島・社山地内に所在する上神増A古墳群、上神増B古墳

群、上神増E古墳群の発掘調査報告書である。

2 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(旧市町村)単位にて実施して

いる。豊岡地区では本書が3冊目であるため、 「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

豊岡村-3 Jとした。
なお、豊岡地区では最終の報告書である。

3 発掘調査は第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査として、 中日本高速道路株式会社(平

成17年度途中までは日本道路公団静岡建設局)の委託を受けて、静岡県教育委員会文化課の指導のも

と、豊岡村教育委員会(発掘調査当時)および磐田市教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵

文化財調査研究所が実施した。

4 現地調査・資料整理の期間と調査担当者は下記のとおりである。

なお、本発掘調査は事務的な準備期間を含めず、実際に現地に着手した期間とする。また、資料整

理のうち基礎整理作業は現地調査と並行して実施しており長期に及ぶため、ここでは本格的な資料整

理を実施した期間とした。

確認調査 平成9年9月1日-11月25日 遠藤喜和・平野徹・佐藤清隆

本調査I期平成10年1月26日-3月19日 遠藤喜和・平野徹・佐藤清隆・長谷川睦

本調査E期平成10年6月9日一平成11年1月8日 篠原修二・富樫孝志・梶葉良久・大谷宏治

本調査皿期平成12年4月17日一平成12年8月8日 田村隆太郎 。児玉卓 ・中村正宏

資料整理 平成19年4月1日~平成20年3月31日 田村隆太郎

平成21年2月1日~平成22年3月31日 田村隆太郎 (21年3月まで)

大谷宏治 (21年4月から)

5 本書の執筆は、第7章第1節をパリノ・ サーヴ、ェイ株式会社、同第2・3節を株式会社加速器研究

所、第8章第2節を田村隆太郎が行い、その他を大谷宏治が行った。

6 本書の挿図・挿表・図版(第7章を除く)の作成は、第4章第3-6節、第5・7章および写真図

版は平成20年度までに田村隆太郎が行い、平成21年度に大谷宏治が一部追加・修正した。 その他の

挿図(第1-3章・ 8・9章)は平成21年度に大谷宏治が作成した。

7 現地の写真撮影は各担当者が、遺物の写真撮影は当研究所写真室が行った。

なお、図版96に掲載した上神増A.B古墳群の写真は、当研究所調査研究員 足立順司氏より B1-

4号墳の調査時の写真およびその時に見学・撮影した上神増A古墳群 (A1号墳?)の写真の提供を

受けた。

8 金属製品の保存処理は、当研究所保存処理室 西尾太加二・大森信宏が実施した。

9 調査の概要については、当研究所や他の刊行になる出版物で一部公表されているが、本書と内容が

異なる場合は本報告をもって訂正する。

10 本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

11 発掘調査における指導・助言および協力者は第9章末に、測量等の委託先については第2章調査の

経過に記載している。

12 本発掘調査にかかる記録類、出土品については静岡県教育委員会が保管・管理している。
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凡例

1 現地測量においては、 日本測地系(旧測地系)を使用した。測量図・実測図もこれに準拠する。特

に記載のない場合は日本測地系による位置である。

一方、国土地理院ホームページにおいて世界測地系におけるおおよその位置を確認し、記載してい

る部分がある。この場合は、世界測地系であることを明記した。

2 土色は、小山正忠・竹原秀雄編、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1999 r新版標準土色帖J
に基づいて、分類した。

3 本書で使用した遺跡の表記は次のとおりである。

SF 土坑(陥穴・古代墳墓・中世墳墓・炭窯) S D 溝状遺構 SX 性格不明遺構

4 土器・陶器は、 須恵器(黒ヌ リ)、縄文土器・土師器(白ヌキ)、山茶椀・常滑焼(灰色)などの

陶器に分けて、網みかけをしている。

5 古墳や埋葬施設に関しては、 第4章にて部位名称とその定義を記載した。土器、 鉄器などの遺物に

ついては同じく第4章にて本書で使用する名称を記載した。

6 参考文献については、 第1. 7章および第8章第2節については章・節末に記載した。それ以外(第

3-5章，第8章第2節)については第8章末に一括して掲載している。

7 資料整理にあたり、古墳の番号および遺構番号を変更した。以下に、 調査の古墳名と本書で用いる

遺構名の対応表を記載した。本書をもって正式遺構名とする。

第1表新旧遺構番号対応表

新辿構名 旧泊椛名 新進構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名

A5~写士品 5号墳 E10号噴 2号墳 SF10 SF15 

B5号墳 17号墳 E11号墳 21号墳 SF11 SF17 

B6号墳 19号墳 E12号墳 14号墳 SF12 SF07 

B7号墳 18号墳 E13号墳 12号墳 SF13 SF18 

B8号墳 20号墳 E14号墳 15号墳 SF14 SF01 

B9号墳 16号墳 E15号墳 10号墳 SF15 SF02 

E1号墳 23号墳 E16号墳 11号墳 SDOl SD02 

E2号墳 6号i民 E17号墳 13号墳 SD02 SD27 

E3号墳 24号墳 SF01 SF01 SD03 SD04 

E4号;噴 5号墳 SF02 SF03 SD04 SD03 

E5号墳 8号墳 SF03 SF05 SD05 SD12 

E6号墳 7号墳 SF04 SF21 SXOl SF23 

E7号墳 1号噴 SF05 SF20 SX02 SF26 

E8号墳 9号墳 SF06 SF19 SX03 SF13 

E9号墳
2号墳

SF07 SF16 

第1埋葬施設 SF08 SF22 

SX04 SX04 

SX05 SX05 

E9号墳 SF09 SF14 SX06 SF24 
第2埋葬施設
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第1章調査に至る経緯

東名高速道路は昭和44年の開通以来、日本の大動脈として大きな役割を果たしている。しかし、 経済

発展に伴って交通量が激増し混雑が激しくなり、高速性・定時性を伴う交通需要に対応することが困難

になると予想されるようになった。この問題に対する抜本対策として第二東名高速道路(現・新東名高

速道路，以下では契約名に基づき「第二東名高速道路Jのままとする)が計画された。このうち静岡県
内においては、東西に貫く形で延長約170kmの路線が策定された。

この計画に伴い、静岡県教育委員会は日本道路公団から埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼、埋蔵文

化財包蔵地の所在の有無についての照会を受けた。埋蔵文化財の所在の有無についての回答は、関係市

町村教育委員会へ照会した結果を基に協議し、静岡県教育委員会が取りまとめて行った。調査対象とな

る地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地を中心に県内130箇所以上に及ぶこととなった。

その後、日本道路公団に第二東名建設の施行命令が出されたことに伴って、日本道路公団、静岡県土

木部、静岡県教育委員会が埋蔵文化財調査の進め方等について協議した。また、発掘調査の実施につい

ては、日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(以下、財団法人を除いて記す)へ委託す

ることが確認された。平成8年度には埋蔵文化財調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局と静

岡県教育委員会は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについての確認書を締結した。さら

に、静岡県埋蔵文化財調査研究所-を加えた三者は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方

法等を定めた協定書を締結した。この年度から、静岡県における第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査が始まっている。なお、平成17年度の日本道路公団の民営化に伴って、日本道路公団静岡建設局によ

る埋蔵文化財発掘調査の委託は、中日本高速道路株式会社東京支社(掛川工事事務所)に引き継がれて

pる。

上記したように旧豊岡村域においても調査が開始された。豊岡村域には、延長約4.2kmの路線が計画

されており、旧豊岡村域では周知の埋蔵文化財包蔵地と第二東名路線の計画範囲を対比すると、上神増

A古墳群 (124地点)、上神増B.E古墳群 (125地点)、西の谷遺跡 (126-2地点)、寺山古墳群 (128地点)

が所在する乙とが判明した。この4地点 (5遺跡)に対し、分布調査を実施し、遺跡、が良好に現存する

ととが判明したため、本発掘調査 (以下、「本調査」とする)に先立ち確認調査を実施した。調査の結果、

」〉f

J 
上神地古墳群

(1 : 2， 500， 000) 100km 。
ーム2

第1図遺跡の位置
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第l箪剛査に至る経緯

4地点すべてで遺構の存在が認められた。 この結果にもとづいて、各遺跡の本調査を順次実施すること

となった。

今回報告する合代島地区では、上神増A・B.E古墳群が所在しており、この2地点3遺跡について

本調査を実施した。

確認調査と本調査 (現地調査、整理作業、報告書刊行作業)は、静岡県教育委員会の指導のもと、静

岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。なお、上記の経緯の詳細や確認調査の内容については、既に報

告している(静岡埋文研2004)。

参考文献

静岡県埋蔵文化財調査研究所 2004 r寺山古墳群』
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第2章 調査の方法と経過

第 1節調査体制

本書で報告する上神増A・B.E古墳群の調査は、第二東名建設事業に伴う掛川工区として体制を組

んで実施した。第2表はそのうち豊岡地区に係る調査体制である。

第2表調査体需IJ
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第21，1 1暗号まの方法と経過

第 2節確認調査の方法と経過

1 .調査の方法

踏査 発掘調査前に、第二東名高速道路建設工

事対象地内を踏査し、これまでの分布調査で古墳

の所在が確かめられている位置や、古墳が存在す

る可能性が高い丘陵斜面の不自然に高くなってい

る場所などを中心に、古墳の所在が想定される箇

所を抽出した。

確認調査 上記で古墳の所在を想定した箇所に

試掘識を設定し、人力にて表土除去 ・遺構の精査
.いそ う し ....， J.金 いc c.ぅζ う

を行い、古墳の埋葬施設や葺石、周溝やその他の

遺構の有無を確認した。確認調査地点は簡易の平

面図等を作成した後、地形図に古墳や遺構の所在

を明記した。

2.調査の経過
上神増A古墳群 (No.124地点)の確認調査は、

平成9年 9月1日より準備を開始し、 9月2日に

現地事務所を設置し、 9月10日より試掘溝の設定、

掘削を開始した。順次、試掘満の掘削、精査を行い、

実測図や写真などの記録鮪を作成し、 9月30日に

確認調査を終了した。この確認調査では、周知の

A5号墳以外には遺構・ 遺物は出土しなかったけ

上神増E古墳群、B古墳群 (No.125地点)の

確認調査は、平成9年 10月1日より開始した。10

月1日に現場事務所の設置、発掘調査に必要な資

機材の運慨を行うとともに試抑溝設定箇所の樹木

の伐採、除草作業を開始した。 古墳の所在が想定

される喝所に64簡所の試掘溝を設定し、 10月2日

より人力により試掘満の掘削を開始した。確認調

査は、 11月25日にすべての作業を終了した。この

確認調査で9基の古墳の存在が想定できた。
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写真1 調査区の草木伐採作業状況

写真3 試掘溝の精査作業状況

写真4 誌編潟の埋め戻し作業状況



第3節本調査の方法と経過

1 .現地調査の経過と方法

( 1 )現地調査の方法

表土除去 古墳の表土除去は基本的に人力で行

い、確認調査により古墳や遺構が存在しない調査区

の斜面下部や樹木の抜根・処理については、重機を

用いた。

古墳の調査古墳は確認調査によりその存在が

想定できる箇所を中心に表土除去を行った後、埋

葬施設、周溝の検出を行った。古墳の存在が想定

できたものについては、 墳丘と想定される箇所を

四分割し、まず、対角線上に掘削し土砂の堆積状

況に留意しながら、盛土や葺石、埋葬施設の有無

等を確認した。それらが確認できたものから順次、

周溝の掘削、埋葬施設の掘削を行い、埋葬施設内

部を完掘した状態で写真撮影、遺物出土状況や積

穴式石室の実測を実施した。埋葬施設内の調査終

了後、盛土との関係に留意しながら、 埋葬施設お

よび墳丘の解体を行い、 墓横の写真撮影 ・実測を

行った。なお、埋葬施設内の土砂については、現

地にて飾にかけた。

その他の遺構の調査 内墳以外の辿構について

は、古墳の表土除去後に判明したものが多く、大

型のものは四分割、小型のものは二分割して堆積

状況や遺物等に留意しながら人力にて実施した。

遺構実測 遺構実測のうち、 3・4級基準点、

座標杭の設置は、委託作業として実施し、 国土鹿

標(日本測地系)に準拠して設置した。横穴式石

室等の実測のための杭については、 調査担当者な

どがト ータルステーション(以下、 TSとする)

を用いて設置した。

地形測量は、TSを用いて調査担当者等が実施

した調査区と、測量業者に委託してラ ジコンヘ リ

コプターによる空中写真測量を実施した調査区が

ある。 遺構実測については調査担当者の指示のも

と、 調査補助員等が実測した。

写真撮影 遺構の写真撮影は、 中型カメラ(6 

X7判、白黒フィルム)を主体に掛影し、補助的

に小型カメ ラ (35mmポジフ ィルム、カラーネガフ

ィルム)を用いて撮影 した。また、古墳群の全景
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写真5 表土除去作業状況

写真6 遺構検出作業状況

写真 7 古墳埋葬施設精査作業状況1



第2:0:湖3世の方法と経過

写真などについては大型カメラ (4X 5判、 ポジ

フィルム、白黒フィルム)を用いた。空中写真撮

影については、中型カメラ(6 X 4.5判、ポジフ

ィルム、白黒フィルム)を用いてラ ジコンヘリ コ

プターにて実施した。

( 2 )現地調査の方法

現地調査は、平成9年度(I期)、 10年度(II期)、

12年度 (皿期)に実施した。

平成9年度(本調査I期)は、上神増E5・6号

墳の調査を実施した。 調査はまず平成 10年l月26

日から調査前地形測量を行い、 2月12日から人カ

による表土除去を開始し、順次墳丘・埋葬施設の

調査を行い、 3月18日に (株)フジヤマに委託し、

空中写真撮影を行い、 翌 19日に現地事務所及び発

掘資機材の撤収を行い、本調査I期を終了した。

平成 10年度(本調査E期)は、上神増E、B古

墳群の調査を実施した。調査は、平成10年6月9

日から資機材の搬入、 現地詰所の設置を開始し、

翌6月10日から人力による表土除去を行い、検出

した遺構の精査、実測、写真撮影を順次実施し、

11月16日に(株)フジヤマに委託して調査区全体 』

の空中写真撮影を行った。 遺梢の調査は平成 11年

1月7日に終了し、翌 1月8日に資機材の撤収を

実施し、 E期の本発掘調査を終了した。

平成12年度(本調査田朋)は、上神増A、E古

墳群の発掘調査を行った。平成12年4月17日に資 L

機材の搬入、現地詰所の設蛍とともに重機による

進入路の作成および表土除去を開始した。 4月24

日より人力による表上除去を開始し、 古墳等の遺

構検出を行った後、順次遺構の精査、写真撮影、

実測を行った。 A古墳群については、6月7日に

国際航業 (株)に委託し、 E古墳群については7

月12日に中日本航測1(株)に委託して、空中写真

撮影 ・測量を実施した。空中写真蝦影後、遺構の

解体を行い、 8月3日に現地の調査を終了し、 8

月8日にプレハブの解体、 資機材の撤収を行い、

皿期の本発掘調査を終了した。
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写真9 古墳埋葬施設精査作業状況3

写真12 古墳墳丘調査作業状況



2.資料整理および報告書作成
( 1 )資料整理の方法

基礎整理~報告書刊行までの作業は、静岡県教

育委員会通知I静岡県埋蔵文化財発掘調査の作業標

準・積算基準』 に基づき実施した。

基礎整理 土器・玉類については取上げ後、台帳

を作成し、 遺物を傷つけないように慎重に洗浄・注 .a，.".' 

記し、整理作業に備えた。金属製品については、現 ピグ
マ

地にて劣化遅延処置を実施後、取り上げを行い、台 与〉

帳作成し、保存処理に備えた。

記録知は現地で、実測した図面の整合|企を合わせる

とともに、台帳を作成した。

整理作業・報告書刊行作業 出土品の分類、仕分

け、接合、復原を行うとともに、復原が終了した遺

物から順次実測を行い、版組を行った後でトレース

した。また、 実測が終了したものから写真撮影を行

った。 金属製品は、保存処理(クリーニング)を行

った後で実測、版組、 トレースを行うとともに、写

真撮影を実施した。

記鋸1:買は図面整理を行い、古墳・遺構ごとに版組

し、 トレースを行った。

これらが終了した段階で、文章の執筆、編集、構

成を行い、本書を刊行した。

保存処理 出土した金属製品について、現地淵査

終了後断続的に当研究所保存処理室においてクリー

ニング・保存処理等を進めた。

( 2 )資料整理および報告書作成の経過

基礎整理 基礎整理は、記録類の図面整理、遺構

写真整理、造物(土器と王類)の洗浄 ・注記、台帳

作成、金属製品は、遺物の劣化遅延処置および台11虞

作成を当研究所森現地事務所にて平成 10年度から

平成12年度に断続的に実施した。

整理作業・報告書作成 整理作業・報告書作成は、

掛川工区の基礎整理作業が終了した平成15年度か

ら報告書刊行に向けた整理作業を開始し、平成 21

年度まで断続的に当研究所森現地事務所及び袋井

整理事務所で実施した。本格的な整理作業は主に平

成 19-21年度に実施し、平成 19.20年度に主に挿

図・図版の作成、 平成21年度に主に原稿執筆、編集

作業等を行い、 報告省の刊行に五った。

都3節 本周査の方法と経通

な

況状業七「査精墓墳
.
代古ηd

 
真写

コンヘリコプターによる空中写真撮影作業状況

写真15 接合作業状況

写真16 遺物実測作業状況

-7-



第2単簡査の方法と経過

保存処理保存処理は当研究所保存処理室にて実

施した。処理前記録の作成後、X線写真撮影を行い、
きび

この写真を参考にしながら土砂および錆を除去し、

脱塩処理を行った。脱塩処理後保存処理を実施し、

処理後の記録を作成し、処理を終了した。

自然科学分析 自然科学分析は、平成19年度に上

神増E2・3号墳から出土した万装具と想定した金

属製品の漆膜らしいものおよび用途不明の金属製

品408の材質分析をパリノサーヴェイ株式会社に委

託して実施した。

また、平成21年度には当時の植生や炭として利用

した樹種及び操業年代を確定するためSF12(炭窯)

から出土 した木材の樹種同定および加速器(AMS)

を用いた放射性炭素 C14年代測定を(株)加速器分

析研究所に委託して実施した。

収納 遺物や版組が終了した記録類は永久保管の

ための台rl仮作成・収納作業を平成 21年度末に行い、

報告書を刊行後、静岡県教育委員会へ移管した。

8 

写真17 遺構図編集 ・トレース作業状況

写真18 遺物写真撮影作業状況

写真19 写真図版作成作業状況

写真20 報告書編集作業状況



第3章 地理的・歴史的環境

第 1節地理的環境

上神増A・B.E古墳群が所在する磐田市(旧豊岡村)は静岡県西部に位置し、古代の遠江田の中央

部に当たることから、中遠地区に区分される。磐田市は北と西側が浜松市(東区・浜北区・天竜区)、東

側が森町、袋井市に接しており、南側は遠州灘に面する(第2図)。

旧豊岡村域西側は諏訪湖をはじまりとする天竜川によって浜松市域と隔てられ、旧村域の形成に大き

く影響を受けている。旧豊岡村域北部は赤石山系の本宮山から南にむかつて伸びる山地の裾にあたる丘

陵地であり、南側は磐田原台地が広がり、山裾と磐田原台地に挟まれた丘陵地帯が今回報告する上神増

古墳群が築かれた「合代島丘陵」にあたる。旧村域内の丘陵地は、一雲斎川、敷地川により開析され、

狭小な平野部が形成される。西側は大きく天竜川により開析された天竜川平野の北東隅の平地部に当た

る(第3図)。

台地が途切れる旧豊岡村域は、太田川が形成した平野部から磐田原台地を避け、天竜や浜松方面へ向

かうための交通要衝であり、現在も掛川と湖西を結ぶ天竜浜名湖鉄道一旧国鉄時代は、東海道に支障が

生じた場合の代幹線として想定されたーや県道 61号線がはしり、戦国時代には当地を押さえるために武

田、徳川などが剣を交えた場所となっている。

。 (1 : 200， 000) 10km 

第2図上神増A・B.E古墳群の位置
(国土地理院平成元年1月30日発行1: 200，000地勢図「豊橋」・ 「伊良湖」に加筆)
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首13郡 地理的・歴史的環境

1.旧石器・縄文時代

合代島丘陵周辺では、旧石器時代

の遺跡は数箇所において確認されて

いるが発掘調査による資料ではない。

合代島丘陵南側の磐田原台地では、

磐田市寺谷遺跡、匂坂中遺跡、高見

丘 I-N遺跡、袋井市山田原I遺跡

(第4図 51，以下、括弧内の数字は

第4図の遺跡番号)のほか豊富な資

料が確認されており、遠江では最も

旧石器時代遺跡の密度が濃い地域と

して周知されている。

縄文時代の遺跡としては、 本宮山

から伸びる丘陵の先端部分にある大

楽地(上の段)遺跡(14)で溝状遺構

が確認され、中期後半の咲畑式や北

屋敷式土器、石核、剥片などが出土

しており、遺跡内で石銀などの製品

が生産された可能性が高い。

合代島丘陵の北端にある新平山遺

跡(B地点， 21)で石囲炉l基が確

認されたほか、中期前半の五領ヶ台

式を中心として、 曽利式、鷹島式、

第2節歴史的環境

流

層

明

I
V

僻
「
寸
I

泥

口
日
ロ
ロ
田
盟
国
園
田
日
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一豊岡村史編さん委員会1995図 1-5を修正 ・使用

北屋敷式、咲畑式、勝坂式(の影響を受けた)土器や打製石鍬(石斧)、石匙、石鍛などが出土している。

第3図 遺跡周辺の地質状況図

型文を施した土器や、石錘などが出土した。

磐田原台地上の大手内遺跡 (45-47)では、 配石遺構が確認され、縄文早期の楕円形押型文・山形押

2 .弥生時代
合代島丘陵では、西の谷遺跡 (31)で敷地川に向かつて延びる尾根の北斜面で明治時代に2点、第二

東名高速道路建設工事に先立つ調査でl点の合計3点の銅鐸が出土している。このうち敷地1. 2号銅

鐸は偶然発見されたもので、「上下2個が相重なっ」た状態で出土し(梅原1927)、現在l号銅鐸は東

京国立博物館、 2号銅鐸は辰馬考古資料館が所蔵している。また、第3号銅鐸は静岡県指定文化財とな

った。これらの銅鐸は三遠式銅鐸であり、完全な形の銅鐸として現存するものでは最も東側に位置して

おり、銅鐸文化圏を考える上で非常に重要な位置を占めている(静岡埋文研2010)。西の谷遺跡の北側

に位置する蔵平遺跡では鳥形土器などが出土し、西の谷遺跡との関係が注目される。

また、新平山遺跡(A地点，20)で弥生時代後期から古墳時代前期を主体とする集落跡(竪穴住居10軒)

が確認されている。合代島丘陵上では、現在確認される唯一の集落跡であり、蔵平遺跡や西の谷遺跡と

の関連性などが注目される。
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第3章 地理的ー歴史的環境

3.古墳時代
旧豊岡村には古墳(群)が非常に多く、 北から神田古墳群(3 )、新平山A.B古墳群(20・21)、合代島A，

B古墳群(19・22)、上神増A-F古墳群(23-26・29，なお、 C古墳群はなp)、大当所古墳群(35)、寺

山古墳群(34)、大手内A-C古墳群(45-47)、血松塚古墳(47)などが形成されている。

古墳時代前期の古墳としては、 磐田原台地北部には、西縁に小銚子塚古墳、寺谷銚子塚古墳、東縁

に新豊院山2号墳がある。旧豊岡村域では、磐田原台地北西縁に築造された大手内A15号墳が位置づけ

られる可能性があるが、非常に少ない。

古墳時代中期前葉一中葉(5世紀前半一中頃)では、大手内A3号墳、五反田1号墳などがある。その

後、中期後半(5世紀後半-6世紀初頭)になると古墳の造営が活発化し、磐田原台地上で当該時期で

は遠江で最丸級の前方後円墳、血松塚古墳が築造される。また、小規模古墳の造営が増加し、寺山古墳群、

大手内A.B古墳群、本書で報告する上神増A'E古墳群などで継続的に古墳が築造されるようになる。

之の時期の合代島丘陵周辺地域は、遠江でも非常に珍しい箱形石棺や小竪穴式石榔(室)が形成される

など、同時期の遠江の他の古墳とはやや系譜の異なる古墳が確認でき、注目できる(大谷2004)。

古墳時代後期(6世紀前半以降)になると、古墳の築造はより活発となり、群集墳としては上神増A-

F古墳群、合代島A.B古墳群、新林古墳群(27)、新平山A'B古墳群などで多数が築造され、奈良時

代直前の8世組まで古墳の築造が続けられる。これらの後期~終末期の古墳群では、合代島丘陵の古墳

から鈴鏡(第4章第1節の写真 21)や三累環頭大万(同第5図)が出土している乙と、新平山A2・4・

6号墳で金銅装大万や金銅装馬具が出土していること、神田1号墳で7世紀代の中国製の銅鏡が出土し

ていることが注目できる。

ー方、古墳に比べて集落選跡は少ない。大楽地(上の段)遺跡(14)で、前期の竪穴住居7軒が切り合

い関係をもって出土しており、ある程度の期間、集落として機能していた。また、同遺跡からは古墳時

代後期から奈良時代に亘る遺物が出土しており、その期間の集落が存在する可能性がある。

4.奈良・平安時代
奈良時代の遺物が採集される遺跡もあるが、乙の時期に位置づけられる遺構が確認された遺跡はな1，'¥ 0 

平安時代の代表的な遺跡は、敷地川上流の東側の丘陵上に造営された岩室廃寺(17)である。岩室廃

寺は密教系山岳寺院で、平安時代後期の作と想定される大目立日来等が杷られる観音堂のほか、礎石建物

や塔心礎が確認でき、発掘調査により基壇らしい部分2箇所が確認されている。これらの遺構周辺では

平安時代の瓦や陶器が発見されており、岩室廃寺は平安時代中頃に最盛期を迎えていたと考えられる。

熊野神社の尾根斜面に当たる行者下遺跡(15)では、奈良時代前半一平安時代に亘る遺物が出土して

おり、行者下という地名からも岩室廃寺や修験道との関係が想定できる。また、行者下遺跡に近接する

大楽地窯(15)では、平安時代一中世と想定される布目瓦が採集されており、陶器も併焼されていたと

考えられている。

また、遺物は確認されるものの現状ではとの時期の集落は確認されていない。上神増B.E古墳群か

ら奈良時代後半の火葬墓と想定する古代墳墓4基が確認された。

5 .中世・近世

中世では、岩室廃寺の近接箇所で集石墓をはじめとする墳墓が多数確認された岩室中世墓群、本書で

報告する上神増E古墳群などで中世墓が出土している。

また、敷地川の西岸の横山遺跡では、貿易陶磁器の白磁、龍泉窯青磁碗や古瀬戸製品などが出土して

-12-
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pる。

城館跡としては、合代島丘陵の北西端(合代島丘陵西尾根の北端)に築かれた亀井戸城(18)や合代

島丘陵の南端に位置する社山城 (42)を代表として挙げることができる。

亀井戸城は合代島丘陵の北端に位置し、縄張りの遺存状況は良好で、ある。南東から浜松市天竜区(旧

天竜市)の三長城を目指すには避けて通れないルートに位置しており、各方向への眺望も良好である。

武田信玄が二俣城を攻撃する際 (16世紀後半)に本障を張った城と考えられている。

社山城は合代島正陵の南端に位置しており、築城の時期は明確ではないが、 15世紀末から 16世紀にか

けて、今川氏と斯波氏の新旧守護勢力の抗争の舞台となっていた乙とが判明しており、その後、武田氏

が亀井戸城に障を張る乙ろには、武田氏の所領になっていた可能性が高い。
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古墳の調査成果第4章

1.合代島丘陵に築造された古墳群の概要(第3・4・6図，第3表，図版1) 

今回、合代島丘陵とする丘陵地は、上述したように本宮山から伸びる山地の最南端の山麓と磐田原台

地に挟まれた丘陵地である。この丘陵地は中央部が平坦地となっており、東西に最高地点、標高100m 

前後の丘陵地が展開する。この丘陵地をことでは「合代島丘陵」とし、中央の平坦地(谷)を挟んで東

側を東尾根、西側を西尾根とする。この丘陵地の範囲は合代島丘陵全体で、東西1.5km、南北2.5km、

東尾根は東西0.9km、南北2.5km、西尾根は東西0.6km、南北1.5kmの範囲である。

この丘陵地で現在周知される集落遺跡として東尾根の北端部分に新平山遺跡が所在するが、基本的に

は古墳、古代一中世の墳墓と山城(社山城、亀井戸城)や砦が多い。

古墳群は合代島丘陵の尾根上とその斜面に築造されており、西尾根は全体的に古墳の分布が確認でき、

北から合代島A (5基)、合代島B (5基以上)、上神増A (13基以上、上神増B (西通り山， 9基)・ E

(19基)、上神増D (押越、 15基以上)、上神増F (社山古墳群、 9基以上， 3基

消滅か)、新林古墳群(3基以上)が築造される。総数79基以上が現状で確認でき、

未周知の古墳や既に破壊された古墳を含めれば100基以上が築造されたと想定で

きる。一方、東尾根には北側の先端に新平山A (11基)・B古墳群 (18基)が築

造されるが、それ以南は合代島C古墳群(7基)や、合代島丘陵最南端に位置す

る社山C古墳群 (14基)が築造される程度で、古墳の分布は散在的である。

合代島丘陵に築造された古墳群は、一部古墳時代中期まで遡る古墳が確認でき

るが、多くが横穴式石室を埋葬施設とする 20m以下の小規模な古墳であること

が想定されている。現状では前方後円墳は確認されておらず、円墳が主体と考え

合代島丘陵に築かれた古墳群の概要第1節

られる。
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2.既往の調査(第5・8図，写真21，図版
96) 

合代島丘陵の古墳群は、古くから知られており、

『静岡県系史J(1930)時点で、古墳の所在が報告され、

三累環頭大万(第5図)や鈴鏡 (写真21)など

が出土したことが記録されている。特に、丘陵上

の古墳4基は明治時代に掘削され、そのうちの l

号墳から金銅装大万を含め、豊富な遺物が出土し

ている。この1号墳の記録からすると、天井石を

外して天井から入った様子が記録されていること

から判断すると、現在も天井部分から石室内に進

入できる上神増Al号墳である可能性が高い。因

みに『静岡県系史jに掲載されたl号墳は割石を用

いた全長10m程の大型の横穴式石室で、ある。

--14-

上神増古墳群出土鈴鏡(静岡県高1930より)写真21



第 I節 合代島丘陵に築かれた古墳群の概要
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第4寧古!Jの開査成果

.古墳(墳形明確)
O 古漬(境形不明)
*古境の可能性あり

o (1 : 5，000) 

f 

第7図 遺跡と第二東名工事範囲の関係
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都4章古墳の開査成果

また、足立順司氏に提供いただいた上神増

古墳群 (A古墳群)の写真 (図版96)は足

立氏の記録によれば、当 l号墳に該当する可

能性が高い。

このように合代島丘陵では古くから古墳の

存在が知られ、豊富な遺物が出土している。

第1・2次調査本格的な発掘調査が行わ
れたのは戦後になってからで、合代島丘陵西

尾根ではこれまで大きく 2回の発掘調査が実

施されている。1965年に調査された上神増B 写真22 上神増B古墳群横穴式石室の現況

1-4号墳(西通り山古墳群)および1970年に調査された上神増D (押越)古墳群・上神増F (社山)

古墳群であり、合代島丘陵の古墳群の特徴ひいては天竜川平野北東部の古墳群の様相を知る上で貴重な

調査資料となっている。

上神増B古墳群 (写真22，図版96)は、正式報告が刊行されていないため、概要を知ることができ

るのみである。この時に調査された古墳のう ち2基が現地に保存されており、奥壁や立柱石に板石、側

壁に円f離を使用した横穴式石室が保存される。複室擬似両袖式石室で、土器や鉄製品が出土したと され、

築造時期は7世紀代とされている。

上神増D.F古墳群は、正式報告(豊岡村教委1983)が刊行されており、詳細が報告されている。

上神増D古墳群は天竜J11に向かつて伸ひ守る尾根斜面に築造され、調査箇所において 15基の古墳調査が

実施されている (第8図、全体図には20号墳が抜けている)。古墳は立地箇所から 2支群に区分できる。

板石を用いて構築した横穴式石室墳であり、左片袖式石室が隣接して所在するなど遠江でも特徴的な

群集墳である。

なお、 I押越・社山古墳群調査報告書j(豊岡村教委1983)で 「杜山古墳群」とされた古墳群は、現

状では上述したとおり上神増F古墳群に当たる。豊岡村教育委員会が刊行した別遺跡の発掘調査報告書

ではその 「杜山古墳群」が「社山A古墳群」として報告されるものがあり、誤解を生む可能性がある。

静岡県教育委員会による分布調査の際に発掘調査された「杜山古墳群」の場所は再確認され、現在静岡

県教育委員会が周知する上神増F古墳群に該当していることを明記しておきたい。

第3次調査 今回の第二東名高速道路建設に先立つ調査は合代島丘陵西尾根で行われた上神増古墳群

としては第3次調査となる。

第3表合代島丘陵の古墳群一覧表
古境群名 場所 基数 墳形 埋葬施設 時期 備考 文献

新平山A 東尾根 11 円墳 横穴式石室 後期一終末期 消滅 J!!!岡村教委1992

新平山B 東尾根 18 円積 木棺直葬ー横穴式石室 中期~終末期 消滅 盟関村教委1992

合代島A 西尾根 5 円t負 横穴式石室 後期一終末期 未調査
合代ぬB 西尾根 5 円』貧 横穴式石室 後期~終末期 未調査
合代);oC 東尾根 7 円積 横穴式石室 後期一終末期? 未調査
上*I't!'/A 西尾娘 13 円1設 木棺直務・積穴式石室 中期後半一終末期 本拐、未調査 本書

上神相B 西尾綬 9 円墳 横穴式石室 後期一終末期 西通未り報山告古境幹 本書

上神精D 西尾根 15 円墳 横穴式石室 後期~終末期 押魁消古滅I貧群 盛岡村教委1983

上神増E 西尾根 19 円tJ'! 木棺-横在穴葬式・横木穴室式石室 中期後半一終末期 一部本未轡綱査 本管ほか

上村't!'/F 西尾根 9 円積 横穴式石室 後期一終末期 大社部山分古未1責調群査 盛岡村教委1983

新林 西尾線 3 円j貰 横穴式石室 後期 未調査 盟問村1993

合計 11古噴群 114基以上
※l 古噴の基数は、捌笠および踏査で古境あるいは古墳の可能性が高いもののみを数えた。第6.7図で古噴の吋能性ありとしたものは含めていない。
※2 上神噌C古横群は「登録地点なしJ(欠番)である。
※3 社山C古扇群は基数に含めていない。
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第 l節合代島丘陵に築かれた古墳群の概要

3.古墳部位の名称と出土遺物の名称(第9・10図)
今回報告する古墳および埋葬施設、遺物の名称を下記の通り定義する。

( 1 )古墳

墳形 円墳石室・木室などの形状に合わせ主軸側が長い楕円形墳、やや不整形な形の円墳を含む。

墳丘 第一次墳丘横穴系埋葬施設において墳丘を段階的に造成する場合、埋葬施設を覆う墳丘の中

核となる盛土。

第二次墳丘横穴系埋葬施設において第一次墳丘を覆う盛土。乙れをもって墳丘は完成する。

葺石墳丘の斜面部を離で、覆った施設。

み議会括 通藷あるいは段桑がある場合、各段の裾に積載された石列で、一段から数段積載さ
れるもの。

墳丘内石列 墳丘の構築段階で積載された石列で、墳丘完成時には墳丘内に全部あるいは一部

が取り込まれたもの。

周溝 墳丘を区画するために掘削された溝。
げず だ

削り出し 斜面を削り出して成形することにより、古墳と周囲を区画するもの。

( 2 )埋葬施設

朱語量義 古墳の内部に構築された季最に木棺を直接埋葬するもの。
磯櫛古墳の内部に構築された墓墳に川原石を用いて榔を造り、内部に木棺を納めるもの。

箱形石棺(箱形石構) 古墳の内部に構築された墓墳に板状の石材を用いて箱形の棺(榔)とするもの。

横穴式石室 古墳の内部に掘削された墓績に、石材を用いて玄室などを構築するもの。

横穴式木室 古墳の内部に掘削された墓域に、木材と粘土を用いて玄室などを構築するもの。

横穴式土境 古墳の内部に掘削された墓墳をそのまま利用し、天井に木材を用いるものなど墓域・埋

葬施設を構築するために掘削された土坑。

墓道埋葬施設へ至る通路部分。

裏込め 横穴式石室・横穴式木室を構築し、木棺を墓域内に据える際、石材・木材と墓域との聞に充

填された土砂。

基底石 横穴式石室を構築するにあたり最下段に据えられた石材。

片袖式 袖が片側のみ内側に折れ、羨道はその幅のまま、あるいはやや広がるもの。

なお、本報告では、横穴系埋葬施設の場合、奥壁側から玄門側をみて、右側を右側壁、左側

を左側壁とする。

両袖式袖の両側が内側に折れ、 羨道はその幅のまま、あるいはやや広がるもの。

疑似両袖式 玄門を有するが、玄門が内側に突出するもの。

また、玄室と羨道(あるいは前庭側壁)で構成されるものを i(単室)疑似両袖式」、玄
室と稜道と前庭側壁(あるいは後室、前室、羨道)で構成されるものを「複室疑似両袖式」

とする。

竪穴系横口式石室 横穴式石室の影響を受けて、竪穴系埋葬施設に横口が取り付けられたもの。

無袖形 袖が形成されないもの。無袖形は、系譜関係の判断が難しく、「型式」として区分できないた

め、袖がないものを一括して「無袖形」とする。
げんしつ へいめんけい ちょうほう けい

玄室の平面形長方形玄門側、中央部、奥壁側の幅がほぼ等しいもの。
どうばりがた

胴張形 玄門側、奥壁側に比べて中央の幅が広く、側壁が弓なりを呈するもの。

奥窄まり形 玄門側、中央部に比べて、奥壁側のみ|隔が狭いもの。
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第4章古墳の濁筆成果
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第 li描 合代島丘陵に築かれた古墳群の概要

( 3 )遺物

遺物では、須恵器、土師器、玉類、耳環、鉄鍛、万剣、万子、縄文土器、山茶碗、常滑焼が出土した。

主な遺物は次のように分類する。

須恵器 須恵器は杯身・杯蓋 (杯身・杯蓋、返蓋・無台杯、摘蓋・有台部に細分して表記する)、高杯、(小

型)広口選損器、裏議運、握、短頭壷、半端、議点、フラスコ鋭、話、 蓋、議に区分した(第

10図)。

土師器 杯身・杯蓋、境、高杯、盤、脚付盤(高盤)、壷、饗に区分した(第 10図)。

その他 本報告で報告する須恵器・土師器以外では、縄文土器(深鉢)、山茶碗(椀・小皿)、常滑

焼(壷)に分類した。

玉類勾玉、管玉、薬玉、切子玉、算盤玉、丸玉、小玉に分類した。

ガラス玉は直径8阻で、丸玉(8 rnm以上)と小玉(8剛未満)に区分した。

なお、管玉などについて自然科学的な石材鑑定は実施していない。

鉄鉱 頭部長が鍛身長の2倍以上のものを長頭銀、それ未満のものを短頭鍛とする。また、銀身幅が
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第4輩古墳の関査成果

1.5 cmを超えるものを平根式、それ以下のものを尖根式とする。関は鍛身部分を鍛身関、茎と頭

部の聞の闘を「茎関」 とする。銀の形態分類については、『静岡県埋蔵文化財調査研究所研究紀要』

10号の分類に基づく。

4 .本書で用いる時期について
本書で用いる古墳時代の時期区分は、須恵器を主体とし、鈴木敏則氏の湖西窯を中心とした遠江須恵

器編年(鈴木敏2001)を用いる。大阪府陶邑古窯群とのおおよその時期の対応を以下に示す。

第4表本書で使用する須恵器編年の時期対応表

湖西編年本(書鈴木編年) 陶邑田辺編年 | 陶邑中村編年 飛鳥編年 暦年代

遠江I期中葉 TK208 I期3段階 5世紀中頃~後半

遠江I期後葉 TK23 I期4段階 5世紀後半

遼江I期末葉 TK47 I期5段階 5世紀末一6世紀初頭

遠江E期 MT15 E型式1段階 6世組前葉

遠江E期前薬 TKIO E型式2段階 6世紀中頃

遠江田期中葉 TK43 E型式3.4段階 6世紀後半

遠江田期後葉 TK209古 E型式5段階 6世紀末一7世紀初頭

遠江田期末葉 E型式6段階 飛鳥I 7世紀前半

TK217 H型式6段階・皿型式1段階| 飛鳥E
遠江N期前半 7世紀中頃~後半

飛鳥皿

遠江町期後半 TK46 
回型式2段階

7世紀後半
飛鳥N

遼江N期末葉 TK48 皿型式3段階 7世紀後半~末葉

遠江V期前半(初頭) MT21 N型式1段階 飛鳥v.平城I 7世紀末葉-8世紀第1四半期

遠江V期前半 8世紀第2四半期頃

遠江V期後半 8世紀第3四半期頃~

※陶邑との編年的な対応、関係および暦年代については、近つ飛鳥博物館『年代のものさし 陶邑の2見恵器-J、鈴木ー有氏の編年観
(鈴木2008)を参考にして作成。
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第2節調査区の配置

第二東名高速道路建設範囲内で、上神増古墳群中の範囲は、試掘・確認調査結果に基づき、調査区は

A古墳群でl箇所 (A-l区)、 B古墳群で2箇所 (B-l区・2区)、 E古墳群で3箇所 (E-1 -3区)

設定した(第 11図)。

なお、当初は上神増A'E古墳群のみと考えて調査したが、遺跡範囲図と詳細に分析した結果、当初

E古墳群として調査した古墳5基はB古墳群に該当することが判明したため、本報告での調査区名と発

掘調査時(当初)の調査区名とは変えていることをあらかじめ断わっておく。

各調査区の緯度経度は下記のとおりである。なお、本緯度経度は世界測地系による。

A-l区は、おおよそ北緯340 49' 40ぺ東経1370 50' 50" 1こ位置する。

B-l区は、おおよそ北緯340 49' 35ぺ東経1370 51' 8"に位置する。

B-2区は、おおよそ北緯340 49' 35ぺ東経1370 51' 7"に位置する。

E-l区は、おおよそ北緯340 49' 36ぺ東経137"51' 00"に位置する。

E-2区は、おおよそ北緯340 49' 35ぺ東経137"51' 4"に位置する。

E-3区は、おおよそ北緯340 49' 35ぺ東経1370 51' 7 "1こ位置する。

したがって、今回の調査範囲は、北緯340 49'40"-北緯340 49〆35"、東経137"50' 50" -1370 51' 8" 

の範囲である。

なお、例言で記述したように、第 11図以下の挿図中の緯度経度は、日本測地系であることを再度断わ

っておきたい。

。
」一一一
」ー一一一一一一

第11図 誤査区周辺の地形と調査区配置図
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第3節調査した古墳の概要

今回の調査において、 上神増A古墳群でl基、上神増B古墳群で5基、上神増E古墳群で17基の計

23基の古墳とともに、縄文時代の路失8基、奈良時代の火葬主4基、平安時代末~鎌倉時代初頭の中世

墓1基、鎌倉時代の炭窯2基、用途不明遺構7基、溝5条の調査を行った。

第5表罰査古墳一覧表

墳丘 有望丘 埋葬施般

望 規模
境施丘殴

盗掘・破峻 玄室
玄室(木柏事機下段，石綿等)

噴形
(南北×東西)

形態
の有無

主軸方位
平面形 全長

残存高
玄室長 最大幅 奥盛稲 玄門側幅

(11，5+) X 14 葺石 (由木j竹拍形車木事事柏) 有 N-90" 45' -E 6，0 0，55 2.15. 0，78 

A5 円積

(再利用) 横穴式石室 有 N-38" 15'ーE 長方形 4，5. 0，8 4，_5士 1.4 1.2 125玄

B5 円1買 (4，0%)x(3，6") 横(穴無式袖石形)笠 無 N-19"45' -w 長方形 2.2 0，7 2，2 0，62 0，6 0，56 

B6 円墳 (6，0土)x(6，0") 横穴式石袖室式 干T N-44030' -W 奥窄形 3，6ま 0，65 2.2 1.1 0，8 I 1似(綴似両 ) 

B7 円喰 (6，0，c)X(5，0") 横穴式石袖室 有 N-27015'-W 奥窄形 3，7+ 1.0 2，4 0，9 0.4 0，8 
(様似荷式)

B8 円墳 (3.2")X (3.3") 横(無穴式袖石形室) 無 N-21015'-W 楕円形 1，4 0，95 1.4 0，68 0，54 0，4 

B9 不明 (横縄似穴式両相石l室式) 有 N-37030' -W 奥窄形 1.55 0，9 0，5 0，9" 

El 円積 ? (12.2土)X(7，7+) (割木竹棺形直木事事箱) 有 N_610 45'-E 3，4+ 0，56 3，0. 0，6 

E2 円墳 7 I 附 )X12，4 I 横(穴式石)室 無 ? N-53・30'ーE 長方形 3.8 1.3 3，8 0，95 0，85 0，75 無袖形

E3 円横? (10，5") X (10，0"') 横(穴片式袖式木釜) 有 N-O。口町-E 方形 4，65 0，7 2，7 2，0 2，0 1.9 

E4 不.形境 (9，0")X(9，0") 横横穴穴式式木土室壌か 有 N_6000' -W 方形? 3，9. 0，8 3，9. 

E5 不明 木棺直事事? 右 N-460 15'-E 2，5. 0.1 

E6 円墳 (8，5+) X 11.2 木柏直事事 有 N_OOOO'ーE 3，3. 0，7 2，5 0，94 

E7 円墳? (12，5土)X(l2_0"') 機箱口横構形穴石造式棺の石箱(柳室形川か石、郷 有 N-63"∞'ーE 長方形 3_5+ 0，9ま 0，9. 0，8土

E8 不明 木箱直弊? 有 N-78000'ーE 1.45+ 0，8 0，9+ 

木拍車葬 無 ? N-16" 15'-W 5，0 0.35 2_9 0，5 

E9 円積 (17，0，c) X (13，5 +) 

木綿直界 有 N-9030'ーW 3.1 0，45 1，3 

ElO 円墳 ()O，O r) X (11.0") 「積口併進の様榔j 有 N-76" 15' -E 
長方
6，8ま 0，5 6，8- 1.5. 形?

Ell 円墳 (10，5") x (10，0 I) 
横穴式石室

有 N-16015'-E 奥窄形 3，0+ 0.1 3.0+ 1.0. 1.0土(無制l形 ?)

E12 不明 墳石丘列内 (横擬穴式石室 N_29030' -W 鯛張形 3.1 1.3 2，85 0.8 0，5 0，6 似両袖式)

E13 なし? 横穴式土機? 有? N-24" 30' -W ー I2，)-I悶

E14 なし? 横穴袖式石室 無 N_34015' -W 円形 1.0. 0.2 1，0土 0，5土 0，3 0，3土
(無形)

EI5 円墳? (12，OI)X(11.0I) (横援似穴式両石袖室式) 有 N_15045'ーW 奥窄形 5，0土 0.2 3，0. 1.2 

E16 円墳 (11.0)主 X(8，8I) (横緩穴似両式石納室式) 有 I N-22" 45' -W I綱張形 6，75 0，7 4，5土 1.1> 1.0. 0，8 

E17 (円不墳明か) (7，0+) X (6，0+) じ路議) 有 N-17030' -W 長方形 4，65 1.15 4，3 1.05 0，9 0，95 

※ 1 r + J =以上， r IJ =前後，r一J=以下
※2 木t[r車事事の場合 全長=墓域長、玄室長墓繍長、羨道長=下段長、畿道幅=下段帽とする。
※3 玄室としたものは検穴系埋弊施股が該当する。竪穴系埋葬施設では、玄室=木棺(幕嫌下段) 石綿の長さ、幅を示す。

A
T
 
つ臼



第3節 餌査した古墳の概要

遺物は、縄文土器、古墳時代の須恵器、土師器、装飾付大万、鉄万、鉄剣、鉄鉾・石突、万子、馬

具、玉類、耳環、鉄釘、奈良時代の土師器、中世の常滑壷、山茶碗、銅銭、江戸時代の銅銭が出土し

第5表に古墳の墳形、規模、埋葬施設の種類・規模、副葬品、そのおおよその時期を記す。各古墳の

調査所見については、第4節以降で詳述する。古墳以外の遺構については第5章以降で詳述する。

一 埋葬施敵

製造畏 前庭 墓域(基墳上段) !llJ葬品等 備考 築造時期 墳古名

長 開 長 開 形態 畏 tol 

長隅方丸形 6.0 3.0 (柏上)須恵務1 n:石を伴う。 5世紀中頃~後半

A5 

不明 0.9-
長方形

6.1 2.8 玉類製(勾品玉3IZE管~玉r.~接5・小玉4近) ・耳須環恵1・鉄小万1 ・刀子6-7・不僻2明 破の壊鮮紙が著不しく、石室規模 6世紀末策-7世紀初
(片袖形) 金属 ・ 1;(事 ) 器4;(岐丘周溝)須恵 不明。 頭

長隅方丸形 2.8 1.4 (周辺)須恕器1 7世紀後半以降 B5 

1.4全 0.95 
隅丸 4.0+ 2.0 なし 71世紀後半以降 B6 長方形

0.8 
隅丸 | 

1.8 装飾付(積大丘万・1・鉄鎌l辺+・)鉄須釘27+ 須恕捺1; (奥盛盛込め)須~ 7世紀中頃 B7 長方形 4.4令 器1; 周I梓・周 !!.捺6

間丸
2.2 1.9 (J耳I昨)須恕r.~l 7世紀後半~末紫 B8 長方形

2.[， 0.7. ー 長隅方丸形 “判明… 7世紀末-8世紀初頭 B9 

3.4+ 鉄剣2・刀子i・玉類(小玉14) 5原世紀後半-6世紀初 I El 
長方形

間丸 鉄製5三;+(説築ー玉現泊膏頭)I須(大t恵?Y玉J器柄1115耳・1概1玉万2装切具子2・玉大1刀・121・盤鉄玉小2万丸1・玉刀4子・小2・玉
長方形

鉄血陸 611ト紀後半 E2 
111) 

1.95 0.8 左片割11形 6.6 3.3 玉類(小玉148)・錫製品l((IR指丘輸ーか)・大刀2・刀子1.鉢l鉄滋 f定道は石材で構集。 6世紀後半10+・万装具HJ'i忠告よ1; 西側周溝)jJ'î)J.l~拘

間丸
4.4 2.4 須!l1i*十2・土陶器1

6世紀末-7世紀前
E4 長台形 "1O? 

1片品I2.5. 1.15 丸'.ド、レ 埋葬施設ではない可能 不6世明紀(5世紀後半~ E5 怖がある。 初頭?) 

I ~ 世紀後半~間丸
2.3 玉類(勾玉l'U-玉I・丸玉I小玉4) E6 長方形 3.3. 6世紀初頭?

「一一一一一一
SX071こ聞配当起きれる。

1.3 
玉類m玉I丸玉12小玉2)・鉄鎖l万子I須忠告品2;(.積丘)

石口室式の石場室合、片は柑竪l式穴無系制繍1形 6世紀前半~中頃 E7 事Ul':~品9
の可能性あり。

隅丸 1.45. uお 馬共(鞍)・大刀I・須忠器2;(墳丘)須!J..(器] |埋葬施肢ではない可能 16世紀中頃 E8 長方形 性がある。

附丸
5.0 1.15 なし

長方形 5世紀後半-6世紀初

「て-「一一一一一ーー 顕 E9 

+百円形 3.1 1.3. 欽揖IJI.大刀i鉄皇族5土閣総I

l臨 73 .r~o .. 1班(但1) 問2;山

長隅方丸形 6.0-1 1.95 力子1;(周港)須問む梓2 1| 6世?紀末-7世紀初 1El! 

出土の須忠世;は11

出土。

長品品問台丸形 lu1Zー21ム! s 08 なし 7岨措鼎? IEI3 

1.1 なし 7世紀末葉以降? IE14 

2.5 大刀1刀(横子丘2+・鉄滋1須惣器I土師器1;(猛追)須恕器8・土 7世紀後半以降 E15 
陶器1; 周溝)須愈器2

| 玉類(勾玉10切子玉2・須司恵i玉鰐37管;(基玉道I丸玉10);耳(噴環丘4・刀子2| | 
長間台丸形 加 2.3 認私鉄鎖2+ 鉾l.m~ll'J7 ; (lHn須開7 鵬)I I ~顕世紀後半-7世紀初 EI6 

品 =:J_::J蛸l政 l伽 10;(石室問削瑚1 17世叫 !El7 
単位(m)

F
h
d
 

q
L
 



S 

f 

e 

一、

E 
、ー、『ーー

f 

-ー-

e 
-ーーー

第4節上
神増A古

墳群の調
査成呆

第四局ーと神智A古4責務鋳.~.区Iè，.図と厨辺の地彩
。

J
 o
 

nu
 

内

U
内
ノ
も1
 
(
 

100町7

;壬hq?なZZの同ーーー-X=:-13
01BO

ーー- X=
=-130190

。

一ー一一-X=:
-13020
0

図量お一区査騎韓併惜笥古A内地句神，よ図。u第

j
 
o
 

n
u
 

d
匂1
 
(
 

-26-



上神増A5号墳

2.上神増A5号墳
( 1 )古墳の現況(第12図，図版9)

A5号墳は、周囲よりも高く盛り上がっており、調査前から古墳であることが想定できた。この他に

古墳と想定できる高まりは周囲にはなく、単独で、築造されたと考えられる。墳丘頂部は標高約66.6mで、

平地部との比高差は現状で約37mである。古墳が築造された場所からは天竜川平野が一望でき、非常

に立地条件がよい場所に築造されている。

( 2 )墳丘の構造(第13~ 16 ・ 21 図，第 5 ・ 37 表，図版 3 ・ 9~11・62・64)

墳丘 後述するように、 A5号墳は時期の異なる埋葬施設2基が確認でき、 時期の新しい横穴式石室

構築時の墳丘は、古い時期の墳正を再利用したものである。古い時期の墳丘を活かして、横穴式石室を

口口一圃

? (1 : 150) 

一一一( L=66.00m ) 
第14図 上神増A5号墳墳丘測量図

門

i
ワ白
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第4.第4節 上神増A古墳群の踊査成果

構築し、古い時期の墳丘盛土の上に新しい盛土(第一次墳丘)が積み上げられた状況を確認できる。

周溝 周溝は、古墳が立地する尾根が東西に伸びることから、尾根筋に直突するように東側と西側を

掘削し、北側と南側は自然地形を活かしたかあるいは削りだして周溝に代えていた可能性が高い。

墳丘には段築は確認できず、載頭円錐形の円墳であった可能性が高い。

葺石葺石は墳丘東側および西側で確認した。南東~南西にかけては丘段自体が崩落しており、また

横穴式石室を築造した際の墓道の掘削等で破壊された可能性が高い。したがって、葺石は少なくとも墳

丘東側から南側を経て西側まで葺かれていた可能性が高い。墳丘北側は崩落した状況であるが、北の平

地から仰ぎ見た場合、丘陵に遮られて直接見えない場所にあたることから、もともと葺く予定ではなか

ったのかもしれなp。古墳が築造された場所は最も南西からの見晴らしがよいことから、明らかに南西

から見ることを意識して築造された可能性が高いといえるであろう。このため築造当初から北側は葺石

が行われなかった可能性も否定できない。

葺石の設置は、周溝底面立ち上がり箇所に 20-30cmの川原石を基底石と して据えた後、墳丘の中心

から見た場合、放射状になるように区画石を約1.0-1.2 mの間隔で一直線に積み上げ、その聞を 10-

15cmの川原石で、充填している。残存する葺石の傾斜角度は、墳丘西側(第 16図のc-c '断面部分)

で約25度、墳丘東側 (H-H '断面)で約25度であり、東西でほぼ同じ角度で設置している。

周溝と葺石の関係から、墳丘規模は東西 14m、南北11.5m以上で、あるととが判明する。

墳丘及び周溝出土遺物 (第21・23図，第37・39表，図版62，_.64) A 5号墳の墳丘表土から須恵

器壷瓶類底部l点(7)、周溝からは須恵器杯身l点(2 )が出土した。

杯身(2 )は内傾しながら立ち上がる立ち上がりで、口縁端部は丸く収められる。口径は 11.3cmに復

原できる。壷瓶類底部片は、平底で、胴部下端にはへラ削りを行う。

この他、直接古墳に伴わない遺物として、墳丘表土から銅銭「寛永通費J(古寛永，初鋳1636年)1点(32)、

銅銭「元豊通賓J(北宋銭，初鋳1078年)1点 (33)の銅銭2点が出土した。遺構は確認できなかったが、

中世墓・近世墓が存在した可能性がある。

( 3 )墳丘盛土の構築過程(第14・15図，図版10)

墳丘の構造については、調査所見から復原する盛土工程を記載する。なお、下記のとおり、第 1埋葬

施設に伴う盛土と第2埋葬施設に伴う盛土が確認できるため、 ここでは、古墳築造当初の盛土(ア)と

第2埋葬施設の盛土(イ)に分けて記載する。

ア古墳築造当初の盛土

古墳築造は3工程に分けて把握できる。

第1工程 旧表土の様子をみると、水平ではないがやや傾斜する平坦面が確認できることから、盛土

前に樹木等の除去を行うとともに平坦面を意識して古墳築造予定箇所を造成する。

第2工程第1段階土層断面の確認により、埋葬施設を構築するために 24・25、26-37層を整地(旧

地表)面上に盛土する工程で、黒色土と黄褐色土を交互に積み上げている。

残存する部分の土層の観察からは、外側に堤状の土山を築いたその内側を埋めていくような様相は確

認できず、 35・36層と 33層の関係や30・31層と 29層の関係から中心から外側に向かつて盛土を行っ

た可能性が高い。

第2工程第2段階標高65m付近で、 c-c'断面30・29層、 A-A'断面25層下面、 31・32・33・35

層上面の高さが揃えられており、第2工程第1段階がこの高さまでであった可能性が高い。したがって、

この高さで一旦水平にした後でこの上に盛土(A-A'断面34・29・28・26層、 25・24層、 c-c'断面27層)

を行う工程が本工程である。

-28-



23 

1 褐色土雌粒含む

2 1!，¥1tl色土

3 暗褐色土際粒含む

4 烈褐色土

5 照褐色土侵粒含む

6 ，1M筒色土

7 照18色土
8 11¥褐色土
9 照褐色土

10 償褐色粘土膿粒多く含む

11 鳳褐色士 E聖位多く含む

12 費補色土磁舵多く含む

13 附褐色土

14 P.:¥l日色土際段含む

15 以褐色土瞭粒含む

16 隙褐色土際粒含む

17 ~\色土

目黒色土

19 )1，¥色土

20 m伺色土 111!粒含む

21 貧褐色土邸粒多く含む

22 時相色上様粒fjむ
23 貨何色粘土

24 J.(¥lIJ色 t 様位含む

25 貧褐色土

26 .tt¥褐色土 理署粒多く合む

27 褐色上様粒含む

28 .'!H8色土膿粒含む
29 賞褐色土際粒多く含む

30 t竜褐色土様粒多〈含む

第15図上神増A5号墳墳丘土層図

-29-

c' 

亡コ石単純時の盛土

木館前務時の盛土

。

31 貧色土様粒含む

32 nI栂色土邸粒含む

33 前掲色土 担軽粒含む

34 m褐色土際粒含む
35 黒褐色土 E聾粒含む
36 賞褐色土 1'-.粒含む

37 褐色土際粒多〈含む

38 掲色土

目黒褐色土

_:IB~土問

(1 : 50) 
一一一一←一一一
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第4章第4節 上神増A古墳群の関空E成果

A 6i)G!) 

B B' 

Ed表運欝動勝。ヴも

F' 

C 

A' 

c' 

(1 : 50) 手m

(し=65.00m ) 

傘鈎長島 巨'

G' 

?(1  : 50) 2m  

一( L=65.50m ) 
第16図上神増A5号墳葺石実測図
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上神ItlA5号墳

第3工程 第2工程までで積み上げた盛土を掘り込んで、墓域(上段)を掘削し、墓墳の中央部を木

棺の形状に合わせて一段深く掘削する(下段)。棺床に粘土を設置した後で木棺の左右に粘土を入れて

固定させながら木棺を設置し、埋め戻す工程で、木棺設置する段階である。

イ 横穴式石室構築時の盛土

古墳築造当初の盛土の上に横穴式石室築造時の土層が確認できる。1-12層である。 6-12層は墓

墳と石室との裏込めであり、墓横は34層、 18・22層などを掘り込んでいることが確認できる。 1-5

層は横穴式石室築造時の裏込めを兼ねた第一次墳丘である。

裏込めおよび盛土は、黒褐色土を主体とし、その聞に黄褐色土を挟む形で盛る。

( 4 )埋葬施設の構造と遺物出土状況

A5号墳では墳丘中央部で木棺直葬(第1埋葬施設)および横穴式石室(第2埋葬施設)を確認した。

第2埋葬施設が第l埋葬施設を破壊して構築されている。

ア第1埋葬施設(第17図，第6表，図版13・14)

埋葬施設 墳丘中央部に掘削された墓墳内をさらに 第6表上神増A5号墳第1埋葬施設の規模
主車Ib方位 N-90。

一段掘り下げて、棺底に粘土[第17図青灰色粘土 (底 墓域上段長 6.0m 墓郷土段|幅 3.0m 

部)]を設置し、 その上に木棺を設置した木棺直葬で
墓域下段長 2.15m以上 墓場i下段幅 O.78m 

ある。木棺は残存していないが、底面の粘土の断面形状を確認すると底面は水平で、はなく、 U字形であ

ることから割竹形木棺を安置したものである乙とがわかる。なお、木棺の左右および小口上部にも粘土

が確認できる乙とから木棺を設置後、安定させるため粘土を活用していたことがわかる。想定木棺長は

5.3 m前後で、ある。

遺物出土状況 埋葬施設の半分が第2埋葬施設により破壊されているため、この部分に遺物が副葬さ

れていた可能性が高いが、残存する東側棺内外では遺物は全く出土していない。また、朱なども確認で

きない。磐田原台地北西端に位置する大手内A6号墳第l埋葬施設(豊岡村ー教委2000)でも、 8mの墓

娯内に埋葬された棺(5世紀前半と報告される)には玉類が副葬されただけで造物量が少ない古墳があ

ること、第2埋葬施設の埋土や、墳丘からも第1埋葬施設に伴う可能性が高い遺物が出土していないこ

とから、埋葬当初から副葬品が少なかった可能性も十分考慮する必要がある。

なお、第1埋葬施設の棺上から、須恵器費(1 )がl点は胴下部と胴上部~口縁部が打ち欠かれ、胴

下部は正位の状態で据えられているが、胴上部以上は口縁部を下に向け、胴下部の中に入れられた状態

で出土した。儀礼をおこなった後で、破砕された可能性が高い。

イ 第2埋葬施設(第18・19図，第7表，図版12~ 14) 

第l埋葬施設を破壊して構築された、主軸を北東に 第7表上神増A5号墳第2埋葬施設の規模
主車111方位 N-380 15'-E 

取り、南西に閉口する無袖形あるいは右片袖形の横穴石室全長 4.5m前後
づア霊Zょヱー " ~抗均四川〆J、

式石室である可能性がある。第8章第2節で論じるよ支童英壁lhE212山川 玄室l隔 1.4m 
玄室玄門側l偏 1.25m前後

うに、無袖形石室に羨道の要素を付加し弁片袖式と無羨道長 不明
ー 墓成長

羨道l隔 O.9m以下
墓機IP~ 2.8m 

袖式の折衷的な石室である可能性もある。

墓靖・墓道 墓墳は第 l埋葬施設設置時の墳丘および埋葬施設、そしてその下の地山を掘り込んで構

築した長方形である。墓墳の南側に沿って墓道が接続するため、平面形は右片袖形である。石室との関

係は石室の石材を据えた小土坑の痕跡からは玄門部分にも小土坑が確認でき、玄門にも石材を設置し、

しきみ石としていた可能性がある。また、墓道の墓墳の接続部には大手内A6号墳(豊岡村教委2000)
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第4章第4節上神増A古墳群の別査成果
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上神増A5号墳第1埋葬施設実測図および漬物出土状況図
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第4章第4節上神柑A古I責群の鯛査成果

¥ 

一一29(万子)

/ヘ ω 

。
(1 : 20) 

第19図 上神増A5号墳第2埋葬施設遺物出土状況図
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1 m 

の事例を参照すると石

積みの短い羨道が構築

されていた可能性が高

L瓦。

墓道は、石室の主軸

からやや東側にずれた

谷方向に伸びており、

南東の谷部を意識した

配置である。つまり、

墓道への通路はこの方

向にあった可能性があ

る。

横穴式石室玄室平

面形は、やや中央部が

膨れる長方形である。

奥壁・側壁奥壁に

は板石を立て奥壁の基

底石としている。本来

は2枚の板石で奥壁基

底石を構成していた可

能性が高い。

側壁は奥壁と同じく

板石を立てて基底石(腰

石)としている。

残念ながら 2段目以

上は崩落しており、積

載状況は不明で、あるが、

石室内の覆土中には川

原石が多く含まれてい

たこと、南に位置する

大手内A6号墳(豊岡

村教委2000)片袖式石

室の状況から川原石を

小口積みしていた可能

性が高い(ただし、川

原石は、閉塞石や羨道

側壁などのみに用いら

れた可能性もある)。

なお、図上で墓墳に

近い墓道の接続箇所付

近で本来羨道が築造さ



上神増A5号墳

， 
-， 

火俸

c-ー『、

/ /，/ 

_-
-〆

、弘

、?、 〆

A5号噴第1狸弊纏般事基嶋上部

。 (1: 3) 10cm 
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上神増A5号墳第1埋葬施設出土土器実測図

れる箇所には石材が確認できないが、石室形状が類似する大手内A6号墳第2埋葬施設(豊岡村教委

2000)を参考にすると、墓道には玄室のように石材を据えるための小土坑を確認できないため板石を立

てたのではなく、 川原石を小口積みしていたか、板石を平積みしていた可能性が高い。また、羨道は2

~ 3 石分のみ設置され、かなり短かった可能性が高い。 また、石積みがあった場合でも天井石は架構さ

れなかった可能性が高く、前庭側壁とすべきであろう。

床面 板石を床面に敷いている。玄室中央から奥側がやや大きめの石材を用いており、中央より玄門

側に小型の石材を用いている。なお、撹乱が著しく判然としないが玄室中央やや南側には下部に板石、

上部に川原石が確認できることから、床面は板石敷面(下面)と川原石敷面(上面)の 2面であった可

能性がある。

遺物出土状況

「

D
q
J
 

第20図

第2埋葬施設からは、残存した床石上から遺物が出土した。玄門付近では散乱した状



第4章第4節上神増A古墳辞の鯛査成果

態で万子4点 (25・26・28・29)、小万 1点 (30)が出土した。その北側約0.8mで、耳環1点 (19)が出

土し、石室中央右側壁側で万子2点 (23・24)が、奥壁側からはガラス玉4点 (15- 18)が、その左

側壁よりから管玉l点 (10)が出土している。勾玉1点(9 )、管玉4点 (11-14)は奥壁・側壁が抜

かれた痕跡から出土しており、原位置を保持していない。このうち刀子l点 (29)と小万 l点 (30)は

川原石上であるため、床面が2面だとすれば、上面 (追葬時)の遺物となる。

この他、墓道の覆土中から須恵器5点 (3-6・8)が、石室内の撹乱土から万子I点 (27)、用途不

明金属製品3点 (20-22)が出土した。

( 5 )出土遺物

ア第1埋葬施設 (木棺直葬，第20図，第37表，図版62)

土器須恵器費1点(1 )が出土した。口縁部直下に突帯を作り出し、頭部には波状文を 2条施す。

胴部下半には格子タタキを施し、胴部中央はその格子目をカキメにより消している。

この格子タタキと口縁部の特徴から、陶邑田辺編年TK208型式併行期(以下、型式併行期は「型式期」

とする)に位置づけられる可能性が高い。

イ 第2埋葬施設 (横穴式石室，第21・22図，第37'"""'40表，図版62I'OOJ 64) 

大きく撹乱された埋葬施設内からは、玉類10点、耳環1点、万子6点以上が出土した。

墓道の覆土からは須恵器 (3-6・8)の5点が出土した。

土器須恵器(3 )は杯身であり、立ち上がりは高い。口径11.3cmである。 4は短頭壷で、5は長頚

壷蓋の可能性が高い。 天井と口縁の境に回線があり、全体的にシャープに仕上げられている。 6はいわ

ゆるワイングラス形高

杯か却の口縁部の可能

性が高い。 8は提瓶で、

耳は環状になっていな

いが、突起ではな く、

C字形に曲げられ貼り

付けられている。

これらの須恵器の

」 」 -》 /

J_ ~ 二才 V
~ 

マ
A5号墳第2鹿葬筋股墓道 3 

A5号境第2埋葬施俊玄2室内 4 

ど壬ー弓-~ 
/ A5号墳第2壊葬施般Ii道 5 

;二二十ii

¥←L 
A5号墳第2嵯努施般車匹道

/ 一 一一一

。 (， : 3) 1Ocm 

第21図 上神増A5号墳墳丘・周溝および第2埋葬施設出土土器実測図

《

h
uqo 

8 

中で、 5は非常に薄

く、 シャープに仕上げ

られ、硬質に焼き上げ

られており、丁寧なっ

くりが特徴である。今

回調査した古墳から出

土した須恵器の中でみ

ると異質な感じを受け

る。

玉類 9は璃瑞製勾

玉である。穿孔は図左

側から右側に向かって

穿孔している片面穿



上神増A5号墳

孔である。 10-14は緑色石材を利用した管玉 (pわゆる碧玉製)で、 全長1.8-2.7cm、直径約7-9

凹で、ある。穿孔は図上部から下に向かつて穿孔する片面穿孔である。 15-18はガラス製小玉である。

15・17・18が濃緑色、 16が紺色を呈する。直径約4-7mm、高さ約3-4mmで、ある。

耳環 銅地銀張、中実である。 C字に開いた部分の小口面の観察を行うと、箔を折り曲げた痕跡(敏)

が確認できることから銅地に薄い銀箔を貼り付けたものであることが判明する。断面は円形で、耳環幅

3.4cmである。

鉄製品 30は鉄製小万(短万)である。刃部に反りはなく、鏑は確認できない。関は直角均等両関で、

茎は茎尻が欠損しているが、関と残存部端までほぼ幅は同じであることから直線的に伸びる形状であっ

た可能性が高い。関から約5cmの所に目釘孔が穿たれ、鉄製目釘が残存している。残存長22.5cm、刃部

長16.5cm、刃部幅2.4cmで、ある。

31は鉄製鋼(柄縁装具)である。その大きさを考慮すると、小万 (30)の姐の可能性が高い。断面形

状は楕円形であるが、図下部がやや尖っており、刃側である可能性が高い。全長2cm、幅2.7cmで、ある。

23-29は鉄製万子である。関が6点確認できることから少なくとも 6点が副葬されていたことになる。

乙のうち 23・27は鹿角柄万子、 24・25は木柄万子である。 28・29は茎にその痕跡が遺存しないため

柄の材質は不明である。 25が完形である以外は刃部あるいは茎の一部が欠損している。関は23-25・

27.28は直角均等両関、 29は刃部側が直角、棟側が撫角の両関である。

21・22は用途不明鉄製品である。 21は断面が楕円形であることから、馬具の轡の引手や街、鐙吊金

具の兵庫鎖の可能性がある。 22は断面が薄い長方形であることを考慮すると、鉄鎖の頭部の可能性が高

υ
 

、、、Ev

金銅製品 20は金銅製品である。小片のため用途不明であるが、弧状を描く製品であることから、大

万などの万装具 (責金具)の可能性がある。
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第22図 上神増A5号墳第2埋葬施設出土玉類および金属製品実測図
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第23図上神増A5号墳墳丘表土出土遺物

32 

( 6 )小結

墳丘高の復原棺上から出土した須恵器習が墳頂部祭杷に

伴うものと仮定し、木棺の沈下の深度(約0.6-0.8 mと想定)

を考慮、した場合、須恵器の本来の位置は費底部が標高66.7-

66.9 m付近となり、墳丘の高さは1.5-1.7 mで、 葺石の傾斜

角度との相関関係から墳頂部の平坦面の直径は約7.5m前後

であったと想定できる。石室を構築した際、もともとあった

墳丘を掘削した土砂を石室天井石上に載せた場合もそれほど

高くはならず、標高67.5m付近までであった可能性が高い。

古墳の築造時期について 第I埋葬施設は、棺上から出土

した須恵器費から、古墳時代中期後半(遠江I期中葉~後期

陶邑編年TK208型式期-TK23式期)に位置づけることがで

き、その時期に築造された可能性が高い。

一方、第2埋葬施設の石室内から出土した須恵器杯身の口

33 

5 cm 

径が約llcmでーあり、遠江田期後葉 (TK209型式期)、 6世紀末-7世紀初頭に位置づけられる。同じく

周溝から出土した須恵器も同じ時期に位置づけられるごとから、 A5号墳第2埋葬施設は遠江田期後葉、

6世紀末-7世紀前半に築造された可能性が高い。

ただし、提瓶 (8 )は把手が鈎状ではなく、環状にはなっていないものの先端が胴部に接着されており、

この要素を最大限評価すれば、遠江皿期中葉 (TK43型式期)まで遡る可能性があるが、 この1点のみ

で時期を遡らせるには根拠が薄い。 この点を注意するに留めたい。

追葬について 第l埋葬施設については木棺直葬のため、追葬は行われていない。

第2埋葬施設については、床面が2面の可能性があるが出土遺物に明確な時期差が認められないため、

判然としない。
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第5節 上神増B古墳群の調査成果

1.上神増B古墳群の概要
上神増B古墳群は、 A古墳群の南、 E古墳群の北側に位置しており、周知されている古墳はすべて合

代島丘陵西尾根の東側緩斜面地に位置している。今回の確認調査で新たに5基(B5-B9)が確認され、

これまでに調査された古墳4基を含め9基が確認されている。今回の調査により上神増B古墳群すべて

が調査されたことになる (B1-B4号墳は未報告)。

今回調査したのはB古墳群中の5-9号墳で、 B5-8号墳は西側に向かつて張り出した尾根斜面 (B

-1区)に、 B9号墳はその谷の奥部分 (B-2区)に立地している(第24・25図，図版 15)。それぞ

れの古墳からの見晴らせる範囲は狭く、天竜川平野は一切確認できないうえ、合代島丘陵の東西尾根の

谷口(平坦地)も見渡すことは難しく、 立地条件としてはよいとはいえない。

なお、 B-1・2区西側の尾根は、昭和49年7月7日の、いわゆる「七夕豪雨」の際に大きく崩落し

たといわれている。 B-1区ではB5-8号墳の築造時期とは異なる可能性が高い須恵器坪身が出土し

ているととも考慮すると、この崩落したといわれている尾根上に古墳が存在した可能性を排除できない。

B-1・2区ともに第25図の示したように等高線はほぼ等間隔であり、傾斜の緩い斜面を利用して古

墳を築造したことが明らかである。

Y=-59IQO Y=-59000 

。
(' : 1，000) 100m 

第24図 上神増B古墳群・上神増E古墳群調査区配置図と鹿辺の地形
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第4i匝第5節 上神地B古墳群の簡査成果
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第25図上神増B古墳群調査区地形測量図
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2.上神増B5号墳

( 1 )古墳の現況

上神増B5号墳

古墳は、緩斜面に位置しており、調査前は若干の高まりが確認でき、古墳の可能性があり、確認調査

により確定された古墳である。古墳は標高89m付近に築造されている。周囲には第5章で後述する古

代墳墓2基や、 B6-8号墳が位置し、この群の中では最高所に築かれた古墳である。

( 2 )墳丘の構造 (第26・27図，第5・37表，図版15)

墳丘・盛土墳丘盛土は一切確認できない。

周溝周溝は斜面上部のみ確認でき、当初からこの部分のみ掘

削された可能性が高く、東側や南側は周溝ではなく削り出しなど

で周囲と区画していた可能性が高い。残存する周溝と石室の位置

関係からすると、東西3.6m、南北4.0m程度の不整形な円墳と

想定できる。

古墳周辺の出土遺物 (第26図、図版65) B 5号墳の周辺か

ら須恵器高杯 (34)が出土している。 B5号墳はBー 1区の中で B5サ噴周辺

は最も高い位置に築造されている古墳であり、当古墳に伴うもの

34 

。
(1 : 3) 10cm 

である可能性があるが断定はできない。
第26図 上神増65号墳周辺出土土器実測図

須恵器高杯 (34)はi苑形の杯部の短脚無蓋高杯で口縁部は外反

した後丸く仕上げられる。脚部はラッパ状に垂下した後、脚端部に段を設けるものである。とのような

A 

/ 

/ 

〆
/ 

第27図上神増65号墳境丘測量図

-41-

。
(1 : 100) 4m 

( L =89. 50m ) 



第4章第5節 上神地B古墳群の個査成果

特徴の高杯は遠江町期前半~V期まで確認される形状であり、 7 世紀前半以降の遺物である。

( 3 )埋葬施設の構造(第28・29図，第8表，図版16)

埋葬施設は墳丘のほぼ中心に位置し、半地下式に構築

された無袖形横穴式石室である。ほぽ南に向かつて開口

する。

墓塘 ・墓道墓墳の平面形態は長方形であり、南側に

第8表上梓増B5号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-190 45ぺW
石室全長 2.2m 
玄室長 2.2m 
玄室奥壁l幅 O.6m 
墓級長 2.8m 

玄室i隔 O.62m 
玄室玄門側幅 O.56m 
墓横幅 1.4m 

墓道が接続する。横穴式石室より一回り大きく、石室はこの墓横内に設置されている。

なお、墓道は石室南東側に一部確認できるが、斜面下位にある SD04がB5号墳の墓道の可能性がある。

横穴式石室 玄室平面は長方形で、玄門と奥壁側の幅はほぼ同一である。

側壁・奥壁 奥壁はやや大型の川原石を用いており、基底石3石、 2段目 l石で、 3段目以上は側壁

から続く、円磯で構成され、奥壁と側壁の区分は困難で、ある。側壁は人頭大の川原石を用いて構築され

ており、 残存範囲で5段、約0.65m残存している。側壁の持ち送りは著しく、特に奥壁側は隅角が明瞭

ではなく、ドーム状に丸みをもって仕上げられていた可能性が高い。側壁の基底石は2段目以上と同大

の石材を用いているが、長手面を内側に向けて設置されたものが多い。2段目以上は小口積みを基本と

している。

床面 奥壁から 0.7mの範囲まで人頭大の円離が敷設され、その南側は地山を床面としている。この

敷石の範囲が埋葬に伴うと想定できるが、 0.7mの範囲に大人を伸展葬で、埋葬するのは不可能である。

したがって、B5号墳は伸展葬ではなく、改葬骨を納めた可能性が高い。

閉塞石 閉塞石は玄門部分で確認でき、側壁と同大の川原石を用いている。

<([ 

。
(1 : 50) 
二ニコ二二

( L ~89. 50m ) 

2m 

第28図 上神増B5号犠横穴式石室検出状況および基底石、募集実測図

つUAせ



上神増B5号ー噴

B B' 

ι旦 l す仰す l 旦j

C C' 

i~、

C C' 

?(1 : 50)?m  - ( L =89. 50m ) 

第29図上神増85号墳横穴式石室実測図

( 4)出土遺物

横穴式石室内から遺物は全く出土していない。

( 5 )小結

築造時期について 石室内から出土遺物がないことから時期は特定できないが、横穴式石室が約2.2

mと小型で、あること、改葬骨を納めた古墳である可能性が高い乙とから、 7世紀前葉以降に築造された

可能性が高く、後述するB7号墳との関係から 7世紀後半以降である蓋然性が高い。

追葬について 出土遺物がないため、追葬についても不明で、ある。
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A
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第4章第5節 上神滑B古墳砕の掴査成果

3 .上神増B6号墳

( 1 )古墳の現況

調査前はなだらかな斜面であり、隆起等は確認できず、確認調査により発見された古墳の一つである。

地形的には斜面が東側に向かって、やや張り出した位置を利用している。古墳は標高約87.5m付近に築

造されている。

( 2 )墳丘の構造(第30図，第5表，図版17)

墳丘盛土 墳丘盛土は一切残存していない。

周溝 周溝は斜面上部のみ確認されており、 B5号墳同様、斜面上部のみ掘削された可能性が高く 、

南側、東側は削り出しにより周囲と区画していたと想定できる。横穴式石室が古墳の中央に構築された

とすれば、東西約6.0m、南北約6.0m程度の不整形な円墳に復原することができる。古墳の見かけ上

の高さは、玄室入口部分基準として周溝までの高さとした場合、1.4mで、ある

( 3 )埋葬施設の構造(第31・32図，第9表，図版17・18)

埋葬施設は南東に向かって閉口する半地下式に構築された擬似両袖式横穴式石室である。

A 

第30図上神増86号墳墳丘演IJ量図
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上神増86号墳

。
(1・50)
二二ヰニ二

( L=88.00m ) 

2庁1

s' 賞褐色土

階10色土
且H日色:ヒ

第31図 上神増86号墳横穴式石室検出状況および基底石、墓療実測図

横穴式石室 玄室平面形はやや胴の張る奥窄まり形で、

羨道はハ字形に聞いており、羨道ではなく天井が架構さ

れない前庭である可能性が高い。

奥壁奥壁は既に取り除かれており残存していないが、

それを据えるための掘方から板状の石材を用いた可能性

第9表上神増86号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-44030ぺW
石室全長 3.6m前後
玄室長 2.2m 
玄室奥壁幅 O.8m 
後道長 1目4m前後
墓域長 4.0m以上

玄室幅 1.1m 
玄室玄門側幅 l.04m 
羨道幅 O.95m 
墓域幅 2.0m 

が高い。

側壁側壁は川原石を用いており、基底石は40cm大の川原石の長手積み、 2段目以上は人頭大の川原

石を小口積みしている。立柱石は細長い川原石を縦位に設置している。

床面床面は一部破壊されているが、奥壁から1.2mまで敷石が設置されている。この敷石には板石

と拳大の円!擦を用いている。敷石が設置されない箇所については、本来敷石が敷設されなかったのか、

盗掘等により持ち出されたのか明確ではない。

(4 )出土遺物

B6号墳からは一切遺物は出土していない。
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第4章第5節 上神地B古墳群の調査成果
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第32図上神増B6号墳横穴式石室実演IJ図
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( 5 )小結

築造時期 出土遺物がないため時期を特定することはできない。古墳の位置や横穴式石室の形状等か

ら想定すると、B7号墳より新しく、 B8号墳よりは古い可能性が高い。したがって、遠江町期後半以

降V期前半以前に築造された可能性が高い。

追葬の有無 出土遺物がなく、追葬の有無は不明である。



よ神場B7号墳

4.上神増B7号墳

( 1 )古墳の現況

緩斜面に位置しており、当初は古墳の存在は想定できず、確認調査で初めて確認された古墳の一つで

ある。北側にB5 . B 6号墳、東側にB8号墳が所在する。古墳は標高87.5m付近に築造されている。

( 2 )墳丘の構造(第 33~37 図，第 5 ・ 37 表，図版 19 ~ 21・65)
墳丘盛土 墳丘盛土は一切確認できず、既に流出した可能性が高い。

周溝周溝は、斜面上部の地山を掘削して形成しており、斜面下位の東側には周溝は確認できず、 B5・

6号墳で想定したように削り出しを行い、周溝に代えていた可能性が高い。西側周溝と石室の関係から

見ると、石室が古墳の中央に設置されたとすれば、東西5.0m前後、南北6.0m前後の楕円形に近い円

墳に復原できる。

A A' 

第33図上神増87号墳墳丘測量図
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第4耳障第5節 上神増B古墳群の劉査成果

B 
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(1 : 50) 
==:::t::::::: 
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2m 
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第34図 上神増87号墳績穴式石室検出状況および基底石、墓績実現j図

墳丘および周溝出土遺物(第37図，第37表，図版65) 墳丘からは須恵器杯身l点 (38)、周溝か

ら須恵器高杯l点 (40)、古墳周辺から須恵器杯蓋l点 (36)、杯身2点 (37. 39)、杯身(高耳、の可能

性も残る) 1点 (42)が出土した。 B7号墳周辺から出土した遺物は当古墳に伴わない可能性がある。

墳丘から出土した杯身 (38)は、短いが受け部より高い立ち上がりであり、口径8cmで、ある。古墳周

辺出土の杯身 (37・39)も同様の特徴で、口径7-8 cmで、ある。杯蓋 (36)は半球形で、口縁と天井の

境界に稜や回線はない。口径9.8cmで、ある。高杯(40)は塊形の杯部であり、口縁部は外反する。杯身 (42)

は外側に向かつて伸びる杯部で、口縁部は外反せず、丸く収められる。有台杯あるいは平底の杯身(無

台杯)の可能性が高い。

これらの須恵器は、42を除いて、遠江町期前半に位置づけられる可能性が高い。 42は、杯身だとすれば、

遠江N期後半に位置づけられる可能性が高い。

( 3 )埋葬施設の構造 (第34・35図，第10表，図版19"'"21) 

横穴式石室 南南東に向けて閉口する半地下式に構築された擬似両袖式横穴式石室である。

墓境 墓墳は南側が狭し瓦台形で、立柱石の部分から急激に幅を狭める。残存する墓墳の状況では墓道

とは境がなく連続する可能性が高い。
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第四図上神増87号墳横穴式石室実演11図

平面形 玄室平面形は、奥壁に向かつて急激に幅を狭める奥窄まり形である。羨道平面形は2石固ま

で、は主軸に平行し、 3石目以降はハ字形に開いているため2石田までが羨道、 3石目以降は前庭側壁で

あった可能性が高い。羨道および前庭側壁は立柱石から 1.3mまで残存する。

天井石 石室内には天井石が落下しており、 B-B '断面部分まで確認できる。したがって、玄門ま

では確実に天井石が架けられていたことが判明する。

奥壁・側壁 奥壁は板石を立て、その上に円l擦を5段以上積載する。円磯部分の持ち送りは著しく 、

ドーム状に円く形作られていた可能性が高い。側壁は円礁を用いて多段積みして形成されており、最大

で7段残存している。基底石は長手積、 2段目以上は小口

積みを基本としている。

袖(玄門)は板状の角離を縦位に用い立柱石としてお

り、 側壁に組み込まれているが、 10cm程度石室内に向けて

-49-

第10表 上神増87号墳埋葬施設の規模

主刺l方位 N-2701S' -w 
石室全長 3.7m以上
玄室長 2.4m 
玄室奥壁l隔 O.4m 
羨道長 1.3m 
墓成長 4.4m以上

玄室1偏 O.9m 
玄室玄門側幅 O目8m
摂道幅 O.8m 
墓成11原 1.8m 



第4章第5節上神地B古境群の蘭査成果

突出する。

床面・棺台 石室内には全面的に敷石は確認できない。原位置を保つ大万 (59)を考慮すると当初か

ら敷石は行われておらず、人頭大の石材を棺台として設置していた可能性が高い。棺台と想定する石材

の範囲は長さ 1m、幅0.6mであり、木棺を設置するためにはやや狭い。しかし、奥壁の部分と、石室

中央の鉄釘 (49)の出土位置までが木棺の範囲とすれば木棺は長さ 2m弱になり、伸展葬が可能である。

埋葬に当たっては釘が出土していることから木棺が採用されたことは明らかである。

J 
47 

。
出土状況

グ 49
54 。
((J rOc;JfJ 

。

( 4 )遺物の出土状況(第36図，図版20)

棺台と想定する石材の南側で石室の主軸に平行し、柄

を奥壁側に、何裏を上に向けて副葬された装飾付大万

(59)が、奥壁側から鉄釘・鉄鍬、鉄万切先付近から鉄

釘 (43)、石室中央から鉄釘・鉄鎖、石室玄門付近で須

恵器杯蓋 (35)が出土した。

( 5 )出土遺物(第37・38図，第11・37・39表，図版

8・64"""66，写真23・24)

石室内からは、須恵器l点、装飾付大万l点、鉄鎖l

点以上、 鉄釘7点以上が出土した。

土器 35は須恵器杯蓋である。口径は9.0cm、器高3.1

cmで、ある。天井と口縁部の境には稜や回線はない。天井

はヘラケズリを施す。

装飾付大万

概要装飾付大万 (59)は柄頭が失われているため、

その形式は不明である。持えは柄頭を除いて良好に残

存しているため、柄頭は有機質であったものが腐食して

消滅した可能性が高い。持えは、鞘口金具、鍔・組が金

属製で、それ以外は有機質の素材を用いる素鞘(瀧瀬

丘=ミ弐三Y、l¥γ3符J5〉、ミミ三三手JJ j J i 
后ヰ三ミ「、町

宍雫モ主JJ， 

qヨ?~~三仁三J
1m ~三→-)'

36 
メピ二一一一一J

竺型‘

。。
「
し
「
に

B7号墳石室奥壁纂込 41 

三主三、

。
(1 : 3) 10cm 

。
(1 : 10) 

第37図上神増B7号墳出土土器実測図

土器

B7号墳周辺 39 
(1 : 20) 

第36図 上神増B7号墳横穴式石室温物出土状況図
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1984) である。

侃用方法は環付

足金物を用いた

一足侃用、縦侃

である。鉄万の

全長65.4cmであ

る。

構え柄聞は

糸巻きで、鍔は

喰出鍔、刃側に

鑑が、柄側には

責金具が装着さ

れる。鞘につい l 

て鞘尻金具は確

認できず、鞘口

金具と侃用のた

めの鉄製金具と

それを鞘に固定

するための責金

具が2点確認さ

れている。以下、

残存する柄聞か

ら/1固に特徴につ

いて記述する。

なお、各部位

の数値について

は第 11表に記

載する。
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4ぞ》
59部分凶(縮尺1:2) 

8cm 

1 I 

1 
11 

57 
また、材質に

ついて、鞘尻金

具は鉄製漆塗、

足金物の責金 第38図上神増87号墳犠穴式石室出土金属製品実測図

具、鋼、鍔、柄の黄金具は腐食が著しく断定できないが、残存状況が不良であるととから金銅装ではな

く銅製である可能性が高い。

柄間 柄聞は、木製柄を装着した後、 1.5-2 mm間隔で、糸巻きを施す(写真23 図版66の中段)。糸

巻き後に漆塗りを施した可能性があるが、断定はできない。目釘孔は茎尻から 1cmのところに打たれて

いる。柄を固定するための目釘には銅(あるいは金銅)製のものが使用されている。

鍔 鍔は喰出鍔で、、腐食のため欠損しており、本来はもう少し大きかった可能性が高い。

鍔の柄間側には、銅製(あるいは金銅装)の黄金具が装着される。

鎚縄は残存状況が不良で、何裏側のみ残存する。横断面倒卵形であった可能性が高い。

(1 : 2) 
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約 4;軍~~~5節 上神地8，有明書1の開査成果

第11表 上神増B7号墳出土装飾付大万の計測値

横断面 板
割I{立 材質 長さ {措 ~ 

i野面形 長船l 煙軸 厚さ

t存え 鍋液Z査 65.4 金銅訟の可能性あり

柄頭 イI機'V{? 欠tJi

柄聞装具 糸巻きt宰塗 1.5-2mmrol隔で糸
柄 巻空を行う
3主 柄nn誠一金具 銀製 0.2 倒卵形? (1.2) 0.1 ，u 

苦手z 銅事3 0.3 倒卵形? (3.0) 2 0.3 金銅銭の可能性あり

組 銅製 2.4 楕円形? (2.1) 1.4 0.1 

鞘白金具 鉄製告主主書? 3.2 倒卵形 3.2 2.2 0.1 
黒色→赤包の漆を盗
る?布付着

E肩付足金物 鉄車』 (4.4) 附"*t長方形 1.2 0.2 
革高

街tkに突起す装 環1寸足金物~'l金品 銅製 0.3 (1.8) 0.1 金銅装の可飴性あり
同戸

る倒卵形

E明{寸足金物針金n 銅製
痕跡のみ。金銅裂の

可能性あり

鞘尻金正! イ4機'l'!? 欠鍋

木納 木事1 (11.0) 倒卵形 (2.6) (1.6) 

木鞘 木製 倒卵形 (2.8) (1.0) 

会長 65.4 

刀.q. fHl~ 54.8 一等辺ュ鈎形 2.4 0.7 ふくら切先
刀

j直 長台形10.6 2.0 0.4 

目 ~T 銅烈 (1.4) 方形 0.1 0.1 

※2 長さは、各自Hllの械に Oi 行する方向の長さJ品断而l立 ~.li iニ抗焚寸る方 lí~Jの形態と法14

写真23 装飾付大刀の柄間顕微鏡写真

鞘口金具鞘口金具は、侃裏

側の一部 (切先側)を凹形に

扶り、侃用のための金具を配

置したものである。 この部分に

はi凧用金具である環付足金物

が装着された可能性が極めて

高い。表面には漆が塗布され、

表面は赤色(黒色→赤色の 2

層)であった可能性がある。

なお、鞘口金具には写真24

に示したように網代状に編ま

れた有機材が付着している。

これは、相内に納められた時

に鐘等が木棺内に敷かれてい

たことを示すのであろうか。

環付足金物は、環が既に腐食

して存在していないが、 iA4は

銅製であった可能性が高い。足金物は鉄製で、平

面形態は長方形である。残存長で4.4cm、Illffi1.2 cm、

厚さ2mmで、ある。内面に布などの痕跡は確認でき

ない。

2004)。この他、 鉄釘の可能性があるものとして断面が方形で厚さ約5醐の5点 (50-54)がある。

環付足金物はずれないように足金物が装着する

部分が癌状に膨らむ凸状賞金具で、2簡所固定され

ている。賞金具は、銅製の可能性が高い。

万 刀はふくらの張る切先で、 鏑は確認できな

い。刀身長54.8cm、|幅2.4cm、棟厚さ 7mOlで、ある。

関は直角均等両関である。 茎は茎尻に向かつて幅

を狭めるもので、 茎尻は丸尻である。 茎には上述

したように鋼製目釘が打たれる。通常鉄製目釘が

用いられる中、 銅製目釘が用いられたことは注目

できる。

鉄器 鉄J~t (55)は尖根塑箭式鉄鎖である。鍬

身関はなく、銀身と顕部の境界は不明瞭で、j焼身

は両丸造で、ある。この他、 56が鉄鍬の顕部、 57

が鉄鍛の茎の可能性がある。

鉄釘のうち釘頭が残存する 7点 (43-49)は、

写真24 装飾付大刀の鞘口金具に付着した有機物の顕微鏡写真 残存状況が良好なもので、全長約8-llcm、厚

さ約5叩で、ある。釘頭の整形は、まず方形の鉄棒を叩き延ばした後でL字形に折り曲げ、平面的にはT

字形になるように鍛造されたもので、 東海地方で出土する一般的な鉄釘の形状 (A類)である (大谷

つムEU
 



上神糟B7号噴

( 6 )小結

築造時期について 石室内出土須恵器は、杯蓋が口径約9cmで、あり、遠江N期前半、 7世紀中頃に位

置づけられる可能性が高い。装飾付大万は、環付足金物を伴うものが7世紀以降増加すること(下大迫

2003)、持えが銅装であること、撃箭式鉄鉱は7世紀以降多いととを考慮する(大谷2003)と、須恵器

の時期である遠江N期前半、 7世紀中頃に築造された可能性が高い。
追葬について 出土遺物に時期差がなく、 追葬の有無については不明である。
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第4章第5節上神崎B古墳群の削査成集

5 .上神増B8号墳

( 1 )古墳の現況

古墳は緩斜面に位置する。調査前には斜面の盛り上がりなどは確認できなかったことから、古墳の存

在は想定できず、 確認調査で新たに確認された古墳の一つである。標高85.0m付近に築造される。斜面

上部にB7号墳、 北側にB5・B6号墳が位置する。

( 2 )墳丘の構造 (第39・40図，第5・37表，図版22・23・66)

墳丘盛土 B 7号墳に隣接して造営されており、築造当初は、

B7号墳の墳丘・周溝の一部を破壊して構築したか、その墳丘に

貼りつけるように構築された可能性が高い。墳丘盛土は一切確認

できない

周溝周溝は斜面上部のみ残存しており、 周溝と石室の高さか

10cm ら考えると、斜面上部を削り出して平坦に成形した後、石室の墓

墳を掘削し、それに盛土したと考えられる。したがって、本来斜

60 

。
(1 : 3) 

第39図 上神増B8号墳周溝出土土器実測図面上部のみしか成形されていなかったことも考慮する必要がある。

1~ 
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第40図上神増B8号墳墳丘測量図
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t
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。 4m (1 : 100) 
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上神地B8号墳

周溝出土遺物(第39図，第37表，図版66) B 8号墳周溝から、須恵器部身1点 (60)が出土したが、

後述するように想定されるB8号墳の築造時期と須恵器の時期が不一致である乙とから、 この遺物はB

8号墳に伴わず、斜面上位から流れ込んだ遺物である可能性が高い。

部身は立ち上がりが斜め上方に立ち上がるもので、 口径 12.0cm、器高3.7cmで、ある。この特徴から遠

江田期後葉に位置づけられる可能性が高い。

( 3 )埋葬施設の構造(第41図，第12表，図版22・23)
横穴式石室地下式に構築された、南南東に向かつて

開口する無袖形石室である。石室は奥壁と側壁の明瞭な

区分が確認できず、石室平面形は楕円形である。

石室規模から大人の伸展葬は不可能であり、改葬骨を

納めた可能性が高い。

第12表上神増B8号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-21015' -W 
石室全長 1.4m 
玄室長 1.4m 
玄室奥壁l幅 O.54m 
墓機長 2.2m 
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(1 : 50) 2m 

( L=B5.00m ) 

第41図 上神増B8号墳積穴式石室および墓壌実測図
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第4章第5節 上神地B古墳群の鯛査成果

奥壁・側壁 上述したように奥壁と側壁の境界は明瞭ではなく、当初から奥壁と側壁を一体として構

築した可能性が高い。基底石は川原石の長子面を内側に向け、 2段目以上は川原石の小口積みを基本と

している。現状で8段、 0.7rn残存している。天井石らしい石材は確認できず、 8段目以上が急激にもち

送られ、幅の狭い天井石が利用されたか、あるいは木板などが使用された可能性もある。

閉塞 閉塞は石室前面の墓道部分で、行っている。側壁と同じく人頭大の川原石を山形に積み上げた様

子が確認できる。

床面 石室内には玄門付近を除いて全面に人頭大の石材が敷設されている。敷設範囲は、長さ 1rn、

幅0.8rnで、あり、上述したように成人を伸展葬するのは不可能である。

( 4 )出土遺物

石室内からの出土遺物はない。

( 5 )小結

築造時期について B8号墳周辺から須恵器がl点出土しているが、遠江で調査された同様の特徴を

有する横穴式石室をもっ古墳の事例一浜松市大屋敷C52号墳など は遠江町期末葉-v期前半、 7世
紀末葉-8世紀前半に位置づけられており、 B8号墳も 7世紀末葉-8世紀前半に位置づけられる可能

性が高い。

したがって、 B8号墳に近在する古墳は、遠江町期前半にB7号墳が築造された後、 N期後半以降V

期前半までに、 B5 . B 6・B8号墳が築造された可能性が高い。

追葬について 遺物が出土していないことから、追葬の有無については明確ではないが、石室規模は

伸展葬が不可能なほど小さいこと、築造が想定される 7世紀後半以降は追葬を行わず、単葬になっている

時期であり、追葬は行われなかったと考えたい。

-56-



6.上神増B9号墳

( 1 )古墳の現況

古墳は、丘陵谷部分の最も奥まった箇所に築造されており、 当初全くその存在は想定しておらず、確

認調査により確認した古墳の一つである。古墳は、標高90m付近に築造される。

( 2 )墳丘の構造(第42図，第5表，図版24)

古墳の盛土および周溝は確認できず、墳形・規模は不明で、ある。古墳の周辺の周溝が掘削されてもよ

い場所に周溝は確認できないととから、 非常に浅く掘削されたものか、あるいは当初から周溝をもたな

い古墳であった可能性もある。

( 3 )埋葬施設の構造(第43・44図，第13表，図版24~ 26) 

埋葬施設は、半地下式に構築された擬似両袖式横穴第13表上神増89号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-37" 30ぺW

式石室であり、南東に向かつて閉口する O 石室全長 3.5m以上
玄室長 1目55m

墓墳墓墳は丘陵斜面を掘り込んだ、隅角が丸みを玄室奥壁幅 0.5m 

もつ羽子板形であり、奥壁部分で 1.1m掘り込んでいる。議長 222f 
右側壁先端の石材は移動している可能性が高く、本来

は長方形の墓横内に石室が納まっていた可能性が高い。
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第42図 上神増89号墳周辺地形浪IJ量図
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第4章第5節上神増B古境群の綱査成果

Ii 
B B' 

。
(1 : 50) 
二ニヰ二二

( L =90. OOm ) 

2m 

。
。

B' 

第43図 上神増89号境機穴式石室検出状況および基底石、墓壌実測図

横穴式石室

平面形 玄室は中央部がややふくらみ、奥壁に向かつて窄まる形状である。羨道は玄門からハ字形に

聞いている。 c-c '断面を確認すると、この部分の側壁は内傾するように石材が持ち送られているこ
とから、玄門から 2石固までは天井が架構されていた可能性がある。

奥壁・側壁 奥壁は大型の板状石材を立てて使用し、 2段目も板状の石材の平手面を内側に向けて積

んでいる。側壁の基底石は川原石の長手面を内側に向けて設置し、 2段目以上は小口積みを基本として

積み上げている。玄門 (袖)は右側壁側しか残存していないが、板状の石材ではなく、大型の川原石を

用いて立柱石としている。側壁は7-8段残存している。

天井石 天井石は石室内に落ち込んで、おり、板状の石材が玄室中央から奥壁側に3石、南側に l石の

都合4石が確認できる。これらの長さは1.1m前後しかないが、石室を破壊した際に持ち出されたとす

れば、玄室部分は天井石で覆われていた可能性が高い。

床面 玄室床面には全面的に拳大の川原石を用いて敷石が設置されている。

( 4 )遺物の出土状況 (第44図，図版25)

遺物は玄室敷石直上で中央からやや奥壁側で耳環1点 (67)が、左側玄門部分に須恵器杯蓋2点 (61・

口
δ
F
同

υ



日 B' 

上神崎B9号墳
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第44図 上神増89号墳横穴式石室実測図および遺物出土状況図
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第4章第5節 上神増B古墳群の開査成果
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第45図 上神増89号墳横穴式石室出土土器実測図

62)、杯身2点 (63・64)、土師器椀l点 (65)、盤l点 (66)がまとめられた状態で出土した。一番南側

に土師器盤 (66)、その横に蓋付杯身 (61・63)、この蓋の上に杯蓋 (62)、その上に杯身 (64)、さらに

その上に土師器杯 (65)が出土しており、蓋付杯身の上に 62・64・65が載せられていて、それが倒れ

たような状態を示している。

( 5 )出土遺物(第45・46図，第37・40表，図版67・68)

出土遺物には、耳環1点、須恵器杯身2点、杯蓋2点、土師器杯1点、盤l点がある。

土器須恵器杯蓋 (61)は大型の擬宝珠形の摘をもっ摘蓋で、口縁部は垂直に垂下させ三角形に仕上

げる。口径14.5cm、器高3.7cmで、ある。杯蓋 (62)は扇平な大型の擬宝珠形の摘みをもっ摘蓋で、 61と

異なり、天井からほぼ水平に伸びた後、口縁端部を緩やかに垂下させるもので、器高が低い。口径 15.2cm、

器高2.1cmで、ある。天井外面には ixJ字形のへラ記号が刻まれている。坪身 (63)は杯蓋 (61)が重

ねられていたが、ヘラ記号からみると、組み合わせ関係にあったのではなく、乙の位置に置かれる際に

重ねられただけの可能性もある。63は台を持つ有台杯で、底部は台よりも高い位置にある。部部はやや

外側に向かつて立ち上がり、口縁部はやや細く丸められている。口径13.3cm、器高4.1cmで、ある。底面

には iXJ字形のへラ記号が刻まれている。このへラ記号から考えると、本来は62と組み合わせ関係

にあった可能性が高い。坪身 (64)は有台杯で底部は台よりも高い位置にある。口径 13.8cm、器高3.7

crnをはかる。 62と63が組合関係であるとすれば、 61と64が組合関係にある可能性が高い。

土師器杯 (65)は内外面全体に赤彩が施されている。底面はほぼ平坦で、体部は丸みをもって立ち上

がり、口縁部は丸く仕上げられている。盤 (66)も全面赤彩されている。底面はやや外側が高く、体部

は底部から外側に向かつて立ち上がり、体部下半は強く撫でられる。

耳環 耳環 (67)は銅地銀張である。関口部の小口面を観察すると、箔を折り曲げた痕跡(搬)が確

認できるととから、銅地に薄い銀箔(板)を貼り付けたものであることがわかる。。
Gヨ仁@67 

。(1. 2) 4cm 
第46図上神増89
号墳績穴式石室出
土耳環実測図

形状はほぼ円形に近く、幅1.8cm、環は断面楕円形で長軸6凹、短軸4皿で、ある。

( 6 )小結

築造時期について 築造時期は出土した土器から遠江V期前半(7世紀末葉--8 

世紀前半)に位置づけることができる

追葬について 出土した遺物は同時期であり、追葬の有無については不明で、ある。
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第6節上神増E古墳群の調査成果

1.上神増E古墳群の概要

上神増E古墳群は、 A.B古墳群の南側、 D古墳群の東側に位置する。E古墳群は尾根上とその斜面

に位置するが、尾根が痩せて古墳が築造されていない部分があることから、 4支群程度に細分できる。

E-l区では西側のEI-E3号墳と東側のE4、E-2区でE5・E6号墳、E-3区でE7-E

17号墳が築造されている(第6・7. 24・47・48図，図版2・27)。
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第47図 上梓増E古墳群調査区 (E-3区)測量図

唱
'
ム円。



第4章第6節 上神t暫E古墳群の調査成果
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20上神増E1号墳
( 1 )古墳の現況

上神地E1号墳

古墳は天竜川に向かつて伸びる尾根上に位置しており、天竜川平野を一望することができる。この尾

根の先端に上神増D古墳群が分布する。 D古墳群からは直線距離

200 m、標高差約30mで、ある。 El号墳には近接してE2・E3号

墳が所在するが、 E1号墳は尾根の先端で、最も立地状況が良好な

場所に築造している。

( 2 )墳丘の構造(第49・50図，第5・37表，図版28・69)

E 1号墳周辺は土取りにより大きく削平されており、その際の掘

実二二斗 =:)' 
El号墳東側

八人
削あるいはその後の斜面の崩落により E1号墳の一部(西側から南 El号噴東側 69 

側)の墳丘が崩落している。

墳丘墳丘は北側部分に盛土が残存している。埋葬施設より標高

が低い位置から盛土が始められており、墳裾から徐々に赤褐色土、

褐色土、黒褐色土を互層にしながら盛り上げたことがわかる。

~.，，~ 

ーへ¥

A 

∞| 
A ' ~ ~_p.;_ 11 I 

第50図上神増E1号墳犠丘測量図
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。
(1 : 3) 10cm 

第49図上梓増E1号犠
墳丘周辺出土土器実測図

1 褐色土 8 赤褐色土

2 何色土 9 鳳褐色土

3 明褐色土 10 鳳褐色土

4 淡赤褐色土 11 黒褐色土

5 淡赤褐色土 12 暗褐色土

6 褐色土 13 階褐色土

7 淡赤褐色土

。
(1 : 100) 4m 

( L =91.00m ) 



第4章第6節上神増E古漬鮮の飼査成果
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上神増E1号墳埋葬施設および遺物出土状況実測図

周溝は墳丘東側から北側部分で確認でき、丘陵を掘削し、隣接するE2号墳がある場所と区画

している。周溝は残存部位で幅約0，8mである。

古墳は墳丘が崩落しているととから確定的ではないが、円墳の可能性が高い。現状では12m前後の

円墳であった可能'性が高い。

墳丘出土遺物 (第49図，第37表，図版69) E 1号墳の東側から須恵器坪身1点 (68)、高杯l点 (69)

が出土しているが、両者が接合し、 有蓋高杯である可能性もある。杯身 (68)は受部の破片で、受部径

12.6cm前後に復原で、きることから、口径はおおよそ 11-12cmと推測できる。高坪脚部片 (69)は破片

上部に凹線が2条確認できることから、長脚二段透かし高杯である。脚部はハ字形に広がる形態を示す。

透かしは二方向透かしである可能性が高い。

これらの特徴から両者は遠江皿期後葉に位置づけられる可能性が高く、隣接する 2号墳

第51関

周溝

-64-

したがって、



上神増E1号噴

に伴う遺物である蓋然性が高い。

( 3 )埋葬施設の構造 (第51図，第14表，図版28)

埋葬施設は、 主軸を東西側に向け、地山を掘り込んだ木第14表上神増El号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-610 45'石

棺直葬である。 墓域上段長 3.4m以上 墓域上段l幅 1.3m 

墓墳墓墳は二段墓横で、-E!.長方形に掘削した後、木 萎城下段長 3.0m以上 墓旗下段幅 O.6m 

棺を据える部分をさ らに一段掘り込んだもので、 上神増A5号墳第1埋葬施設と同様の構造である。

木棺 下段の墓墳は東側に棺を安定させるための拳大の川原石が隅に設置されていること、粘土は墓

墳の棺底面中央には配置されず、棺の南北部分(棺側)にのみ確認できることの 2点を考慮すると、平

板な板を組み合わせた組合式箱形木棺とするよりも、棺底がU字形の割竹形木棺で、それを安定させる

ために棺底側壁近くの下部に川原石と粘土を設置し、木棺の安定を図った可能性が高い。また、東側の

粘土は棺小口壁を押さえるために設置されたものである可能性が高い。

頭位 棺は棺床が東側から西側に向かつて傾斜していることから、棺床が高い東側に頭を置く、東頭

位であった可能性が高い。

( 4 )遺物の出土状況(第51図，図版28)

遺物は残存する棺の南側から出土したが、当初は棺の中央であった可能性が高い。遺物は棺底よりも

やや高い位置から出土している。現存する棺南側から切先を西側に向けた状態で鉄剣 (85)が、その関

付近から万子 (84)が同じく切先を西に向けた状態で出土した。85の0.4m西側から棺床直上で切先を

西側に向けた状態で鉄剣 (86)が出土した。この他、棺内の土砂の洗浄中にガラス小玉14点が出土した。

なお、鉄剣 (86)は茎と剣身が分断して 10cmほど離れて出土しているが、この高低差は5cmほどあり、

後述する上神増E7号墳や、磐田市(旧豊岡村・)寺山 14号墳第1・2主体部(静岡埋文研2∞4)のよ
うに地震などによる地滑りの影響を受けている可能性がある。

( 5 )出土遺物(第52・53図，第38・39表，図版68・69)

出土遺物は、玉類 14点、鉄剣2点、万子1点である。

玉類 すべてガラス小玉で、70-79が紺色、80-83がライトブルーで泊る。大き さは直径3.0-4.5mm、

全長(高さ)1.5 -3.8mm、重量0.01-0.13gである。

鉄器 万子 (84)は刃部と茎尻が欠損している。残存長7.6cmで、ある。刃部は鏑のない平造りで、関

は直角均等両関で、茎は関から茎尻までほぼ同じ幅である。関部分には柄縁装具が残存している。

鉄剣 (85)は、切先、 茎が欠損しており、全長は不明である。剣身は鏑がなく、断面杏仁形 (レンズ状)

である。聞は直角両関で、扶り込みは浅い。茎は茎尻に向かい幅を狭めるものであり、破断部に目釘孔(円

子υが確認できる。茎には、布が付着しており、柄・鞘装着状態で布に巻かれていたか、被葬者の衣服
の一部が付着したものと想定できる。剣残存長35.0cm、剣身残存長28.4cm、幅3.3cmである。

鉄剣 (86)は、剣身・ A 

@ ~ @ ⑨ @ e @) .;= 一一 一プ d二三「 一宇語圏ー_，，_，_

田 o a::> 0 cll ...__ー一-L../_ ¥ 弓呈出"..ιJ茎の一部が欠損して 。 ① 

おり、全長は不明であ 70 71 

る。剣身は両面に鏑が
③ @ 

あり、断面は幅広の菱 CD 。
形(鏑造)である。剣 77 78 

残存長73.0cm、剣身長
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第52図 上梓増E1号墳埋葬施設出土玉類および万子実測図
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第41韓第6節 上神地E古墳群の測査成果

。

(1 : 4) 
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第53図上神増E1号墳
埋葬施設出土鉄剣実演tl図

61.8cm、幅4.0cm、厚さ 0.8cmで、ある。関は直角均等両関で、茎は茎尻に向かい幅

を狭める。茎尻は一文字尻である。茎には目釘孔が2孔穿たれており、 一孔に

は鉄製目釘が残存する。茎残存長11.2cm、幅2.8cm、厚さ O.4cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期について 墳丘周辺から出土した須恵器は杯身の法量が受部で12cm

前後であり、口径が llcm前後と想定できること、長脚高杯の透かしが2方向透

かしであるごとなどの特徴から遠江皿期後葉、 6世紀末-7世紀初頭に位置づ

けることができる。 E1号墳は木棺直葬である点や後述する埋葬施設から出土し

た鉄剣の分析により、この遺物は隣接するE2号墳に伴うものである可能性が高

埋葬施設内から出土した副葬遺物からは詳細な時期は特定できないが、万剣

類(2点)は鉄剣のみであることが注目できる。遠江では古墳時代後期になると

鉄剣の副葬が減少することを考慮すると(大谷2004)、鉄剣の副葬が盛んな古墳

時代中期後葉~末葉(5世紀後半-6世紀初頭)に位置づけられる可能性が高く、

遅くとも鉄剣の副葬が行われる古墳時代後期前半(遠江田期前葉， 6世紀中頃)

までに築造された可能性が高い。
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3.上神増E2号墳
( 1 )古墳の現況

調査前の踏査段階で、高まりが確認できたため、古墳であることは明瞭であった。

上神増E2号墳

E2号墳は、尾根の先端に築造されているが、東側にE3号墳、西側にE1号墳が所在している。古

墳は標高約92mを墳頂としているが、平野からの見え方については、尾根の先端に築造されたE1号

墳の墳丘に遮られて、ほとんど見えず、南側の谷に入らないと見えない状況であった可能性が高い。

( 2 )墳丘の構造(第54"""'56図，第5表，図版4・29)

周溝 周溝は墳丘北東側の尾根上を切断する形で掘削されており、周囲と分断している。墳丘南西側

は削り出しを行い周囲と区画している。

なお、周溝が掘削された北東側は周囲の地形をみると、現在はこの周溝部分で尾根幅が狭まっている。

E3号墳築造箇所との関係を考慮すると、 E2 . E 3号墳が所在する尾根は一つの丘で、その中間部分

に周溝を掘削することで墳丘に盛る盛土を確保した可能性を想定すべきかもしれない。この周溝掘削の

結果、周溝がE3号墳と分断する機能も果たしていたと想定する。

また、 E3号墳と周溝の切り合い関係が確認できるが、後述する中世墓 (SF01)の影響により前後関

係は明らかにすることはできなかった。

墳丘 墳丘は丘陵尾根を利用し、その尾根上に盛土が行われている。現状ではやや東西に長い楕円形

を呈している。東西12.4m、南北9.4m以上で、あり、南西からの見掛け上の高さは、約1.4mである

墳丘盛土 古墳は尾根の中心に墓墳を掘削し横穴式石室を構築するには平坦面が足りなかったよう

で、墓墳は最高所からやや南側に掘削され、第56図に示したようにその北西側(以下，北側とする)を

中心に盛土が行われている。墳丘構築前の標高は、 A-a断面で、墓城南側が約91.5m、北側が91.1mであ

り、 O.4mほど北側が低い。北側の盛土は横穴式石室の裏込めから続く第一次墳丘で、その上位に横穴式

石室を覆う第二次墳丘が確認できる。

旧表土の取り扱いは、南側墳丘上には盛土が直接地山の上に盛り上げられており、表土を除去した後

で盛土が行われたことがわかる。北側では旧表土が確認できるため、旧表土を残したまま盛り上げられ

ているが、 B-b断面をみると、 61と60層の聞の土砂は盛り上がっており、ある程度は表土を整形した

上で、盛土を行った可能性が高い。

墳丘構築過程の復原(第54・55図)

以下には、土層の観察結果をもとに、 墳丘の構築過程を5工程に復原して記述する。

第1工程旧表土を整形する。

第2工程横穴式石室を構築する墓域を掘削する。

第3工程横穴式石室の壁面の構築とともに、 第一次墳正(A-a断面の 44~ 38層，B-b断面の 61~ 

52層， c-c 断面の 75~ 62層)の盛土を行い、南東側の地表面の高さと揃える。横穴式

石室の裏込めに合わせて第一次墳丘(第l段階盛土)を盛り上げる段階である。

第4工程 第l段階盛土上にさらに石室裏込めを兼ねた第一次墳丘 (第2段階盛土，んa断面の 37

~ 29 層、 B-b 断面の 51 ~ 45層 c-c 断面の 28・27層)を盛り上げる。

第5工程 第4工程で積み上げた第一次墳丘を覆う ように、さらに第二次墳丘 (第3段階盛土，んa

断面では 19~ 8層、 B-b断面の 26~ 20層)を行い、古墳を完成させる。

なお、墳丘北東側の周溝および南西の削り出しについては、どの工程に伴うものか明確な根拠がない

ため復原工程からは除いている 。 第 1 ~3 工程の中で行われた可能性が高いと考えている。
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第4.第6節 上神増E古墳群の餌査成果

B 

A 

_ :第一次墳丘(第 l段階盛土)

b S' 仁コ:第一次墳丘(第2段階盛土)

一 一 亡コ:第二次駈

- 旧表土属

土器
。 (1: 10) 40cm 

。 (1: 100)4m  
遺情'

( L =91.50m ) 

第54図 上神増E2号墳墳丘測量図および墓道遺物出土状況図
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A a 

B b 

c c 

-第一次頃丘(第 l段附土)

亡コ:第一次取丘(初段階盛土)

仁ゴ第二次損丘

1 暗褐色土 23 lIi1赤褐色土 45 褐色土 67 赤18色土 89 伺色土

2 貧褐色土 14 赤褐色土様粒含む 46 褐色土 68 淡折、褐色土 90 18色土
3 淡赤褐色土 25 裕色土 47 明裕色土 日淡赤18色土 91 相色土

4 明褐色土 26 i主赤褐色jこ 刊明褐色土 70 淡赤褐色土 92 褐色土

5 淡赤褐色土 27 明褐色土 49 淡赤褐色士郎位含む 71 赤褐色土 93 明栂色土様粒含む

6 淡赤褐色土 28 淡赤褐色土 50 暗赤褐色土 12 補色土 94 明褐色土

7 晴賞筒色土 29 明褐色土 51 明褐色土 73 抱色土 95 褐色土

8 赤lfl色土 30 赤褐色ゴこ 52 明褐色土 74 淡赤褐色土 96 褐色土

9 時褐色土 31 赤褐色土 53 淡赤褐色土磯粒曾む 15 褐色土 97 113色土
10 褐色土 32 明褐色土 54 褐色土 76 lfl色土 98 1哲色土
11 褐色土 33 黒褐色土 55 明褐色土 円 相日色土 99 明質事B色土

12 明褐色土 34 淡赤褐色土 56 褐色土 78 明褐色土 100 褐色土

13 明褐色土 35 褐色土 57 明褐色土 19 13色土 101 褐色土

14 赤褐色土 36 黒褐色土 58 明褐色土醸粒含む 80 褐色土 102 褐色土

15 褐色土 37 明褐色土 目 黒字日色土 81 l1l色土 103 明褐色土

16 淡赤拘色土 38 J!:1l8色土 60 瓜褐色土際粒多く含む 82 明褐色土 E曹粒含む 104 褐色土

11 赤褐色土 39 赤褐色土 61 淡赤褐色土 83 明褐色土 105 明褐色土

18 褐色土 40 淡赤褐色土 日赤褐色土 84 抱色土 106 褐色土

19 暗褐色土 41 赤字E色土 日褐色土 85 明褐色土
-回日表土居

20 筒色土様粧台む 42 褐色土 制淡赤褐色土 86 褐色土

21 褐色土 43 黒褐色土 65 赤褐色土 87 渇色土 。
(1 : 50) 2m 

22 赤褐色土様粒含む 44 III色土 66 赤褐色土 88 褐色土
( L=92.00m ) 

第55図上梓増E2号墳墳丘土層図
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第4章第6節上神地E古墳群の開査成果

亡コ 第一次墳丘
。

(1 : 10日)

( 3 )埋葬施設の構造 (第

56""'60図，第15表，図

版30"'"33) 

埋葬施設は、地下式に

近い半地下式の墓境内に

築造された、南西に向か

つて開口する無袖形横穴

式石室である。

墓境・墓道墓墳は長

方形であり、南西側に墓

道が接続する。墓横内に

横穴式石室が築造される。

横穴式石室との間の裏込

めには拳大から人頭大の

川原石がやや多く充填さ

れており、人為的に離が

混入された可能性が高い。

墓道は地山を約 1m掘

り込んでおり、石室から

南に向かって緩やかに弧

を描き、斜面下部方向へ

向いている。古墳南側の

谷筋を意識した配置と考

えられる。

横穴式石室

天井石天井石は崩落

していたが、幸運なこと

4m  に石室内部に落ち込んだ

だけでほぼ架構位置を特

第56図上神増E2号墳第一次墳丘の範囲 定できる。天井石は第 57

図A-A'断面の 7石と D-D'断面の板状石材1石の 8石であると想定でき、玄門部分まで確認できる

ことから、天井石は石室を完全に覆っていた可能性が高い。天井石の大きさは石室主軸方向の断面で40

-60cmで、ある。

なお、第59図に天井石を架構した状態を復原した。一部崩落などにより側壁の構造が不明確な部分

があるが、おおよそこのような状況で構築されていたと想定する。

奥壁 奥壁は I段目に 2枚の板石を樹立し、2段目以第15表 上梓増E2号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-53030' -E 

上は川原石を小口積みしている。奥壁の裏込めは川原石石室全長 3.8m 
ー ? 玄室長 3.8m 

を用いて充填しており、板石が奥L向かつて倒れ」むの 玄室奥壁幅 O.85m 

を防ぐ目的があった可能性がある。 墓横長 4.5m 
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第57図 上神増E2号墳横穴式石室検出状況図
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第4章第6節上神埼E古墳群の鯛査成果
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側壁側壁は基底石を含めてすべて小口積みしており、残存状況が良好な奥壁の状況から側壁の高さ

は奥壁部分で約1.2m前後で、あった可能性が高く、その場合には7段であった可能性が高い。

第四図上神増E2号墳横穴式石室実測図



下 商

¥人

上神地E2号積

。
)
 
0
 
5
 

1
 
(
 

2m 

第59図 上神増E2号墳横穴式石室床面(下商)実測図および横穴式石室復原図

E 

( L=91.00m ) 

基底石は上述のとおり、小口を内側に向けて設置しているが、左右で長さが異なり、左側壁側がやや

長い。つまり、まず奥壁と玄門の石を先に置き、長さを揃えたわけで、はなく、奥壁側から玄門に向かつ

て設置していった可能性が高いと考える。

敷石 敷石は2面確認できる。下面は板石を隙聞のないように玄門付近まで敷き詰めている。一方、

上面は下面上に拳大から人頭大の川原石を設置しているが、玄室中央部から南側のみである。上面と下

面の聞には遺物がないため、両面が埋葬面として機能した(下面が初葬時、上面が追葬時)か、 l面の

埋葬面としてのみ機能したか明確で、はない。以下、両面が埋葬面であった可能性を考慮して記述する。

閉塞横穴式石室の閉塞は、川原石を用いて玄門部分で行っている。用いられた石材の大きさは20

~ 40cmで、ある。このうち玄門に近い位置の石材が30~ 40cmの大型の川原石を用い、その上に20cm前後

の川原石が積載されていることから、大型の川原石と小型の川原石で、行った閉塞には時期差があり、前
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第4章第6節 上神地E古積群の鯛査成果
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----1 
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者が初葬時、後者が追葬の際の石材である可能性が高い。

C' D 
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i

。
(1 ・50)
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( L =91. OOm ) 

2m 

第60図 上神治E2号墳繍穴式石室基底石および墓調書実測図

( 4 )遺物の出土状況 (第61図，図版32)

横穴式石室内からは玉類、万子、小万(短万)、鉄鍛、 三葉環頭大万柄頭、鉄万、万装具が出土した。



上神増E2号墳

三葉環頭大万柄頭 (246)は奥壁付近から

単独で、出土しており、柄頭が万身から取り

外された状態で副葬されたか、追葬のかた

づけに伴い破壊されたか明確で、はない。そ、

の西北でこの柄頭に伴う柄装具の可能性が 、¥
高い鉄製万装具 (247)が出土し、この周 〉ヘツく '

固からは鉄鍛や万装具が出土した。これら

の万装具が散在して出土した南側から小万

(233)が切先を奥壁側に向けた状態で出土

した。さらに、玄室中央よりやや北側で、側

壁に切先を下にして立てかけられた状態で

鉄万 l点 (249)が出土した。 もう 1点の鉄

万 (250)は上面の敷石上から切先を奥壁側

に向けた状態で出土した。

玉類は、右側壁側奥壁から 0.5-1 mの範

囲で出土している。

墓道からは須恵器が出土した。墓道底面

にほぼ接した状態で須恵器坪蓋 (87)と須

恵器杯身 (93)が出土し、須恵器広口短顕

壷(銀， 98)と須恵器杯身 (94)が床面よ

り0.3m浮いた状態で、出土した。原位置を保

つ87・93と94の関係からみると、後述す

るようにl型式の時期差がある乙とから、追

葬が行われたことが明らかである。

また、この他墓道の覆土から、須恵器杯

蓋6点、郎身3点、平瓶l点、長頚壷か躍l点、

土甘?1点が出土した。

なお、土器は石室内から出土せず、墓道

のみで出土した点は注目すべき特徴である。

( 5 )出土遺物(第 62'"64図，第 16・37'"

39表，図版6・70'"73) 
横穴式石室内から、玉類 131点、三葉環

頭大万柄頭l点、大万 2点、万装具2点、

小万(短万) 1点、鉄鎖5点以上、墓道か

ら須恵器15点が出土した。

土器石室内からの出土はなく、すべて

墓道からの出土で、須恵器のみが出土した。

杯蓋6点、杯身5点、広口短頚査(錘) 1点、

平瓶 l点、長頚壷?胴部片 l点、土目?底部

片l点の 15点である。

亡

。
)
 
0
 
2
 

1
 
(
 

1m 

第61図 上神増E2号墳績穴式石室遺物出土状況図
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E2号境基道
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第62図上梓増E2号墳墓道出土土器実測図

杯蓋は、口径により 3種類がある。 87は最も大型で、、天井と口縁の境には稜があり、口縁部は内湾し、

口縁端部は丸く収められる。口径は14.8cm、高さ 4.7cmで、ある。89・90は口径13cm前後で、天井と口縁

部の境界には稜や回線は確認できず、屈曲により境界を表現する。 3つめは、 91・92で口径10-11cm 

であり、 91は明瞭な稜線が確認でき、 92は回線がみられるのみである。 91と92の特徴からは時期差と

して考えるごともできる。

杯身は、口径により 2種類がある。出土状態から前者が古く (初葬時)、後者が新しいこと(追葬時)

が判明する。 93は立ち上がりが高いもので、口径13.1cmで、ある。 2つめは94-96で、口径12cm前後で、

立ち上がりは93に比べるとやや低いが、高いものである。

平瓶 (99)は頚部片であり、頭部は5.2cmとやや太い。胴部片 (100)は長頚壷か躍の体部と想定する。

最大径よりやや上位に二条の凹線が施される。底部片 (101)は柑と想定する。底部は平底であるが、

中央がやや上げ底になるものであり、胴部は丸みをもって立ち上がる。俵形瓶などの胴部の可能性も完

全には排除できない。

玉類玉類は管玉11点、薬玉2点、算盤玉2点、切子玉l点、丸玉4点、小玉111点が出土した。

管玉11点 (102-112)はすべて濃緑色を呈するもので、いわゆる碧玉製(蛇紋岩、緑色凝灰岩かグ

リーンタフ製のいずれかである可能性が高p)である。すべて片面穿孔である。直径約1.0-1.2cm、全

長2.4-3.0cm、重量4.3-7.9gである。藁玉l点 (113)は琉泊製で透明な明褐色を呈する。樽形で両

面穿孔の可能性が高い。直径約1.2cm、全長1.9cm、重量2.7gである。藁玉1点 (121)は濃緑色を呈す

る。いわゆる碧玉製(蛇紋岩、緑色凝灰岩かグリーンタフ製のいずれかである可能性が高p)である。

樽形で直径0.8cm、全長1.0cmで、ある。算盤玉2点 (114・115)は水晶製で、片面穿孔である。大小があ

り、最大径1.3と1.2cm、全長1.4と1.0cmで、ある。切子玉1点 (116)は水晶製で、片面穿孔である。直

径1.0cm、全長1.0cm、重量1.1gである。丸玉4点(117-120)は、ガラス製の可能性が高いもの2点 (117・

118)、石製2点 (119・120)であり、直径1.0-1.2cmで、ある。
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第63図 上神増E2号墳繍穴式石室出土玉類実測図

小玉111点はすべてガラス製である。大部分の 105点 (128-232)がライトブルー、 2点 (123・

124)がライトグリーン、 4点 (122，125 -127)が紺色である。大部分が藍色系統であるが、 2点の緑

色が組み合わされているところに注目できる。ガラス小玉の直径は2.5-7.0mm、高さは1.1-5.4mrnで、ある。

装飾付大万 三葉環頭大万柄頭l点が出土した。三葉環頭大万柄頭 (246)は、鉄製であり、 X線写

真撮影の結果、象猷は施されていない乙とが判明した。柄頭は環と三葉文の一体造りである。柄頭の形

態は平面蒲鉾形の環内に上向きに三葉文を造り出す。三葉文の中央の葉は環とは接着していない。茎は

長く、茎尻付近に2孔の目釘孔が穿たれている。茎
第16表上神増E2号墳出土三葉環頭大刀柄頭の計測値

先は破断している可能性が高く、もう少し長い可能

性がある。

三葉環頭大万の類例(穴沢・馬目 1989)調査を参

考にすると、三葉環頭大刀は環頭が万身と一体造さ

れるものと、別々に製作されるものがあるため特定

部位 材質 横断面 畏さ 帽 厚さ 備 考

f存え (12.6) 象候なし

柄頭 隅丸方形 4.0 5.8 0.6 百u鉾形平面
柄3異ti 
ト一一一一一 鉄製

戸竺 附丸方形 1.6 2.2 0.6 

茎 長台形 (8.6) 1.4 0.5 

単位(cm)

一廿一



第4挙第6節 上神増E古墳群の調査成果
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できないが、茎は長いものの環

頭と万身は一体造ではなく別々

に製造された可能性が高いと考

えている。根拠と しては、 E2 

号墳から出土した大万 2点はい

ずれも破断部分の茎幅が1.5cm前

後であり、当該三葉環頭の茎先

端部分の幅と同様で、あるが、ご

のどちらかと一体造されたとし

た場合、柄間部分が非常に長く

なることから、どちらの大万に

伴うにせよ柄頭と万身は別々に

製造され、目釘で万身茎・柄と

装着された可能性が高い。

鉄器万装具2点、鉄万2点、

鉄小万 l点、万子2点、鉄鎖5

点が出土した。

万装具 (247)は中央に鉄製目

釘が残存している。組である場

合はとの部分に目釘は必要ない

ため、柄あるいは鞘尻金具の可

能性があるが、鞘尻金具のよ う

に、 鞘の端部(小口)を覆う金

具は確認できないごとから、柄

を飾る万装具である可能性が高

い。この場合、 246に伴う可能

性が高く、茎尻の目釘孔とこの

金具の目釘孔が一致するのであ

ろうか。これが正しいとすれば、

柄間金具になる。

万装具 (248)はやや幅広の金

具であり、切羽の可能性が高い。

これも 246に伴う万装具であろ

うか。

1 
242 

第64図 上神猶E2号墳出土金属製品実測図

なお、万装具の鉄片の表面の分析をしたが、漆塗の痕跡は確認できなかった(第7章第1節参照)。

鉄万 (250)は切先と茎尻が欠損している。万身に鏑はない平造りで、聞は刃側が直角、棟(背)側が

撫関あるいは斜角であり、刃側の扶り込みが深い不均等両関である。茎は茎尻に向かつてやや幅を狭め

る形状である。茎には関から 2.5cmの位置に目釘孔が穿たれる。残存長65.0cm、万身残存長56.6cm、幅

2.8cm、茎残存長8.4cm、茎最大幅2.0cm、厚さ 6mmで、ある。

鉄万 (249)は、茎尻、万身を欠損する。柄縁装具(縄)を有する大万であるが、鍔は確認できない。

万身には鏑は確認できない。関は装具に隠れて明確で、はないが、直角均等両関である可能性が高い。茎

243 

(1 : 2) 10cm 

(， : 4) 

口。
ヴ

i



上神地E2号墳

は茎尻に向かい幅を狭める形状で、関から 4.0cmの位置に目釘孔が1孔穿たれている。金属製の目釘は

遺存していないため有機質の目釘であった可能性が高い。残存長39.6cm、万身長33.2cm、幅2.2cm、茎

残存長6.4cm、幅2.0cm、厚さ 4mmで、ある。なお、三葉環頭大万柄頭に伴う鉄万は出土位置からすると、

249の可能性が高い。

小万(短万， 233)は、完形である。万身は錆のない平造りで、 関は直角均等両関である。茎は茎尻に

向かつて幅を狭めるもので、茎尻は一文字尻である。茎には木質が残存しており、柄が装着された状態

で副葬されている。全長20.0cm、万身長 14.9cm、幅2.0cm、厚さ 3剛、茎長5.1cm、茎最大幅1.0cm、厚

さ3阻で、ある。

万子は2点 (234・235)出土しているが、ともに刃部片である。両者ともに万身がやや内側に弧を描

いており、研ぎ減りの可能性が高い。

鉄鍬は鍛身5点 (236-240)、関5点 (236・240-243)が確認できることから 5点であった可能性

が高い。すべて平根長三角形鍬である。大きさと関の形状から 3種に細分できる。この分類は出土位置

からみると、それが近い位置から出土していることから、 236・239はセットで、238・240もセットで副

葬された可能性が高い。 236・239は錬身幅が3cm前後で、闘がやや鋭角である。 237は幅が2.6c01とや

や狭く、台形関である。 238・240は237と同形態であるが、銑身幅が3cmで、ある。関の形状については、

台形関と疎開の 2者が確認できるが、出土位置からみると、 243は237に、 242は238に、のこる241

は239に伴う可能性が高い。なお、 244・245はこれらの鉄鍬の茎片である可能性が高い。

( 6 )小結

築造時期と追葬時期について 墓道の須恵器の出土状況と須恵器の特徴から追葬が行われたことが明

らかであり、墓道から出土した須恵器からみるとさらにもう l回追葬が行われた可能性がある。

築造時期は87・93から遠江皿期中葉(6世紀後半)、追葬1回目は94などから遠江田期後葉(6世紀

末一7世紀初頭)、追葬2回目は須恵器 (91・92)の法量や形態的な特徴から遠江田期末葉-lV期前半(7 

世紀前半~中頃)に行われた可能性がある。

各時期の副葬品について 上述したように少なくとも追葬が2回行われた可能性が高いため、各時期

の副葬品について考えておきたい。

鉄製品については、平根式鉄鍬には時期差が確認できないが、遠江で長三角形式鉄鍬は遠江田期中葉

に多いととから、初葬時であった可能性が高い。一方、鉄刀 (250)は第2面上に副葬されており、追

葬時の遺物である可能性が高い。これ以外の石室内出土遺物については、副葬時期を区分する乙とは困

難であるが、初葬者に伴う遺物である可能性が高いと考えている。須恵器は墓道の最下層である底面直

上から杯身 (93)が出土し、部身 (94)・広口短頚琵 (98)はそれよりも上位で出土しており、 93は初

葬時、 94・98は追葬時の遺物である。

したがって、以下に各埋葬時の副葬遺物をまとめて記載する。

初葬時三葉環頭大万柄頭l点 (246)、鉄万 1点 (249)、鉄鍛5点 (236-240)、万子3点 (233-

235)、玉類全部、須恵器杯蓋l点 (87)、杯身l点、 (93)

追葬1回目 鉄万l点 (250)、須恵器杯蓋3点 (88-90)、杯身3点 (94-96)、広口短頚査1点 (98)

追葬2回目 須恵器坪蓋2点 (91・92)

にのほか、追葬時の遺物として須恵器平瓶1点 (99)、査瓶類2点 (100・101)が該当する可能性

が高い。)
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第4章第6節上神増E古墳群の調査成果

4.上神増E3号墳
( 1 )古墳の現況

E3号墳は踏査時から盛り上がりを確認できたため、古墳であるととは想定できた。古墳はE2号墳

のすぐ東側に位置しており、 E2号墳とは周溝により隔てられている。古墳は墳頂で標高91.8mである

が、平野からの見晴ら しは、 尾根の先端に位置するE1号墳の墳丘に遮られ、南西側から見ない限り、

E2号墳同様ほとんど見えなかった可能性が高い。

なお、墳丘のほぽ南側に大きな盗掘坑が掘削されていた(第74図，図版34)。

。 4m 

τ三五音m ) 

第65図上神増E3号墳墳丘測量図
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( 2 )墳丘の構造

(第65・66・71図，第5・

37表，図版5・34)

墳丘墳丘は、 尾根 a 

を最大限利用して築造

されている。

墓域内部に落ち込ん

だ第66図a-a 断面の

75 ~ 66層、 c-c断面

の65~ 39層が木室の

天井と墓墳の聞に充填

された裏込めで、その

上の a-a ・c-c断面

38 ~ 20層が木室上に盛

り上げられた第一次墳

丘で、さらにその上に

a-a 断面 16~ 10層、

c-c 断面 19~ 10層を

盛り上げて、第一次墳

丘の構築を終了 してい

る。

そして、 最終的に第

二次墳丘 (a-a'断面、

c-c断面ともに 1~ 9 

層を構築し、墳丘を完

成させている。

乙れらの盛土をみる

と赤褐色土と褐色土を

ある程度互層になるよ

うに積載していた可能

性が高い。

周溝周溝はE2号

上神増E3号墳

1 暗赤褐色土

2 淡赤褐色土 様粒含む

3 明赤褐色土

4 明赤褐色土 疎粒含む

明褐色土

6 淡赤褐色土

7 淡赤明褐色土

8 淡赤偲色土

9 淡赤掲色土

10 淡赤明細色土

11 淡赤約色土

12 淡赤明褐色土

13 淡赤暗褐色士

川淡赤明褐色土

15 赤街色土

16 淡赤掲色土

げ赤約色土

13 I市何色土

19 淡赤褐色土

20 附赤褐色土

21 淡赤褐色土

22 淡赤白褐色土

23 明褐色土

24 明何色砂質土

25 附褐色土

26 明褐色砂~土

27 赤褐色土

28 淡赤明褐色土

29 淡赤褐色土

30 淡赤I!;¥色土

31 淡赤明lU色土
32 明f日色土
33 ~昔赤10色土

34 1ts'赤祁色土

35 淡赤自拘色土

36 附赤褐色土

37 淡赤白褐色土

45 掲色土

46 赤褐色土

47 暗赤褐色土

48 時赤筒色土

刊淡赤暗褐色土

50 淡暗赤褐色土炭化粒含む

51 赤褐色砂貧土

52 淡赤褐色土

53 赤褐色土

54 明褐色土

55 1!l色土

56 淡赤字白色土

57 赤縄色土

58 赤褐色土

59 ~青梅色土 炭化粒含む

印 淡赤褐色砂1!!土

61 暗赤褐色土炭化粒含む

62 附褐色土

63 淡赤褐色土

64 淡赤褐色土

65 明lU色土
日淡赤明褐色:t
67 官官赤銅色土

68 淡赤明伺色土

69 淡赤階約色土

70 淡赤白托i色土

71 淡赤明褐色土

72 明褐色砂白土

73 時相色土

74 淡赤明褐色土

75 柿色砂質土

76 赤犯色土

77 淡赤褐色土

78 抱色土

79 淡赤褐色土

80 踏托i色土
81 階褐色土

82 淡赤偲色土

83 赤褐色土

84 梢色土

85 淡赤褐色土

師褐色土

87 赤褐色士

88 明褐色土

四褐色土

90 時相色土

91 褐色土

92 褐色土

目 1c色土

9' 明偲色土 炭化粒含む

95 暗褐色土

随時褐色土

97 暗褐色土炭化粒多く含む

93 褐色土

99 杷色土

100 鈎色土

101 明褐色土 [コ 慨色粘士

。
(1 : 50) 
二二ゴ二二二

( L=92.00m ) 

2m 

38 赤褐色土

39 赤褐色土

40 淡赤1!l色土

" 時赤褐色土

.2 赤褐色土

43 淡赤褐色土

'4 褐色土

第66図 上神増E3号墳横穴式木室墓境内土層図
墳との境界部分にのみ

尾根を切断する形で掘削されており、この部分のみ確認できることから周溝ではなく区画溝に近い。墳

丘の北側と南側は削り出しで周囲と区画している。

周溝と削り出しから判断して、 E3号墳は円墳で、南北10.5m、東西約10.0m前後と想定で、き、南側

からの見かけ上の高さは1.4m前後で、ある。

墳丘出土遺物(第71図，第37表，図版73・74) 墳丘西側と西側周溝から須恵器杯葦4点、坪身4

点が出土した。原位置を保持した状態ではなく、破片で出土した。

部蓋は天井と口縁部の境に稜線があるもの (253)とやや浅い回線が施されるもの (251・252・254)

がある。この2者は口縁部の作り方にも差異があり、前者は口縁と天井の聞に稜線を巡らせ、口縁部は

噌

E-A口。



第4.第6節上神I曽E古墳群の綱査成果

丸く収めるのに対し、後者は口縁部をS字状に外反させる。前者は口径15.0cm、器高4.2cmで、ある。後

者は口径13.4-14.9cm、器高3.9crnで、ある。なお、後者の251・252には天井に iXJのへラ記号が描か

れている。

杯身3点 (255・256.258)は立ち上がりが内傾して、高く立ち上がるものである。口径11.1-12.0cm、

器高4.2-4.5cmで、ある。 255-257には杯蓋251・252と同じく iXJのへラ記号が確認できる。

( 3 )埋葬施設の構造(第68・69図，第17表，図版5・35""'38)

第17表上神増E3号墳埋葬施設の規模 埋葬施設は半地下式に構築された横穴式木室で、真南

支222 12;ot に向かって閉口する。

玄室長 2.7m 玄室|幅 2.0m 墓境・墓道墓墳は地山を左片袖形(本報告では、上
玄室奥壁III~ 2.0m 玄室玄門側11扇 1.9m 
羨道長 1.95m 喜美道幅 O.8m 述したように奥壁からみて右側に袖を持つものを右片袖
墓旗長 6.6m 墓横幅 3.3m 

¥ 

式、左側に袖があるものを左片袖式とする)を掘削し、

この中に埋葬施設を構築している。墓墳の袖部分に木室

の袖が形成されており、墓横掘削当初から左片袖形を意

識していた可能性が高い。

墓道は羨道部分の墓横よりも一回り幅が狭い。墓道は

地山を 0.5m以上掘削して形成しており、木室同様、ほ

ぽ真南に向かって伸びる。

木組 墓道は、閉塞前に下部を埋め戻されている。

横穴式木室横穴式木室の玄室部分は通常の木室構造

であるが、羨道部分の側壁は横穴式石室と同様川原石で

構築している。
第67図 中・東遠江の横穴式木室復原模式図

(田村2008より引用) 横穴式木室の構造 玄室は左片袖形 (ロ形)に溝を掘

り、その溝内に側壁、奥壁の中心構成材となる柱を設置するための主柱穴を掘削する。奥壁側・玄門側

の中央に棟持柱の柱穴を設けるための主柱穴は奥壁側中央と左玄門部に、左片袖形(ロ形)に掘削され

た溝の各隅4箇所に設置され、棟を支える支柱を据えていた可能性が高い。主柱穴の聞には木室の壁を

構成する柱を挿入するための小柱穴が確認できる。木室はこれらの柱穴に柱を設置して構築し、それを

粘土で、覆っている。なお、左袖部分に設置された棟持柱と、玄門右側壁側に設置された主柱は後述する

石材で構築された羨道側壁が崩落しないように抑える機能も持っていた可能性が高い。

墓横内に残存する粘土の形状を確認すると木室主軸に直交する横断面では三角形、主軸(縦断面)で

は玄門側は直立、奥壁側は倒れかかつてはいるものの直立していたような状態を示している。乙の粘土

の状況から木窒の形状が横断面三角形(合掌形)であることが判明する。また、粘土は第68図に示し

たように、一部確認できない部分もあるが、左片袖形に掘削された溝を覆い隠すように出土しているこ

とから、木室はほぼ乙の掘削された溝と同じ大きさであった可能性が高い。

羨道は石材を積み上げて構築しているが、天井石は確認できない。この部分に盗掘が及んで、おり、そ

の時に石材が抜き取られたか、築造当初より伴わなかったか、木室であることから木材を利用していた

か明確ではない。羨道の側壁は、基底石の左側壁側は長手を内側に、右側壁側は小口を内側に向けるも

のが多い。 2段目以上は基本的に小口積みしている。隣接するE2号墳の基底石の設置方法は小口を内

側に向けており、 E3号墳の左側壁側が長手を中心に向ける点で若干異なっている。木室でありながら

石材を利用した側壁を構築している点は横穴式石室築造者集団が関与している可能性が高く、その点が

興味深い。
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第4i韓第6節 上神増E古噴群の調査成果

。

第69図 上神増E3 号墳横穴式木室実現~図
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- 立二二

( L=91.00m ) 

2m 

また、 羨門南側に柱穴が2箇所確認でき、 羨門には木柱が立てられていた可能性が高い。乙の羨門に

木柱が建てられた可能性からも羨道の天井は木材が架構されていた可能性が高~ ¥0 

木室の構築方法の復原 奥壁中央と左袖部分の柱穴に棟持柱を立て、それに棟木を載せる。棟持柱が

倒れないように各隅から支えるための柱を差し込み、奥壁、玄門の三角形を形成する。各柱の聞にはそ

れらより細い木材を差し込むと同時に青色粘土を貼り付け各壁を構築したと考えることができる。この

玄室の構造は、鈴木敏則氏の分類による遠江I型(鈴木敏1991)であり、中遠江に一般的な形態である

ことが判明する。

羨道は羨門部分に木柱を立て、その柱と玄室の聞に川原石を積み上げ側壁を構築し、天井には木板を

架けていた可能性が高い。

玄室構築後には墓墳内を埋め戻し、そののち墳丘を盛土した可能性が高い。
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上神増E3号墳

閉塞 閉塞は川原石を用いて、羨道部分で行われている。一番下に長さ 30-60 cmのやや大型の石材

を設置し、 その上に20cm前後の小型の石材を積み上げている。石材の大きさの違いを考慮すると、 一番

下の大型石材と 2段目以上は時期が異なり、小型の石材を用いた上部の閉塞は追葬に伴うものと考えら

れる。閉塞石の範囲は木室の主軸方向で約1.9m、高さ 0.6mである。

床面床面には敷石が墓墳床面直上に直接設置される。敷石は玄室内全体に設置されるわけではなく、

玄室中央部のみに敷設しているが、その範囲でも東西で敷石の敷設方法が異なっている。東側は、 10cm

以上の石材も部分的に確認できるが、大部分が10cm以下の小f蝶を密に敷設している。西側は東側とは逆

に10cm以上の石材をやや空間をあけて設置している。東側の離床の範囲は南北1.6m、東西0.4-0.5mで、

西側の離床の範囲は南北1.6m、東西0.6-0.65mである。敷石全体では平面は逆台形で、北側東西1.25m、

南側東西1.0m、南北1.6mで、ある。

両離床とも北側が広く、南側が狭いことから、北側に頭を、南側に足を置いた北頭位であったと想定

できる。

横穴式木室が火化されたような状況は一切確認できない。

なお、後述するが蝶床上から出土した遺物が非常に少ない点が注目できる。

( 4 )遺物の出土状況(第70図，図版36"'"38) 

遺物は玄室の左袖部分に須恵器壷が、奥壁に併行するように鉄万が切先を西側に向けて、その鉄万の

茎に重なるように万子 (409)が切先を同じく西側に向けて置かれている。敷石の北西に鉄鎖などが散乱

した状態で出土した。 ただし、鉄鎖のうち410と412、413と415は重なった状態で出土していることから、

有意な関係にある可能性が高い。また、 鉄鍛は鍬身数と茎関数は10点と同じ数量であるが、 417-423 

は完形ではない上、 420は鉄鍬が主に副葬された箇所から 1m以上はなれた位置から出土しており、副

葬に当たって鉄鎖の破砕行為が行われた可能性がある。

なお、大万や鉄鍬ーなどの刃物は遺体が埋葬された敷石を取り囲むように置かれており、さらに左側壁

側に沿って納置された鉄鍬 (414・416)、奥壁に沿って置かれた万子 (409)と大万 (427)、右側壁に沿

って置かれた鉾 (424)の切先は、反時計回りになるように配置され、これに意昧があるとすれば僻邪

の意味が込められたのであろうか。

鉄鍬の南側敷石と側壁の間で玉類 (261-393)と錫製品 (408)が出土した。出土位置からみると錫

製品は耳環の可能J性が高p。

敷石上からは東側 (左側壁側)の密に敷石が敷設された部分の中央やや南側からガラス玉3点 (394・

397・399)が、北側で鉄鍬ー (419)とガラス玉l点 (261)が出土した。一方、西側では中央やや南側に

鉄鎖 (420)が出土した。鉾 (424)は、右側壁側玄室中央よりやや南側で、切先を南側に向けた状態で、出

土した。

( 5)出土遺物(第71，...， 73図，第37"'"40表，図版6・73"'"76) 

玄室内から出土した遺物には須恵器査1点 (259)、ガラス小玉148点 (260-407)、錫製品l点 (408、

耳環あるいは指輪か)、万子l点 (409)、鉄鍛最低10点(鍬身、茎関で数えて，410-423)、鉄鉾l点 (424)、

鉄万l点 (427)と大万の可能性があるものl点 (425)、万装具I点 (426)である。

土器 須恵器壷 (259)が左袖部から破片となって出土した。本来は口縁を上に向けて正置の状態で

副葬されていた可能性が高い。口縁部は厚手に仕上げられ、頭部はく字形、体部は球形で、体部下半に

は格子タタキ、上半には平行タタキが行われた後カキメ調整が施されている。内面には同心円の当て具

痕が残る。口径14.6cm、胴部径20.9cm、器高22.9cmで、ある。
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第4章第6節 上神地E古噴群の嗣査成果
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第70図 上神増E3号墳横穴式木室遺物出土状況図

玉類 ガラス小玉148点 (260-407)が出土した。大部分の 136点 (261-396)が紺色、 l点 (260)

が黄色、 12点 (397-407)がライトブルーである。直径2.5-4.2mm、全長(高さ)1.8 -3.0mm、重量

0.02 -0.07gである。紺色系が主体である中で、 l点のみであるが黄色が出土している点が注目できる。

錫製品 錫製品(第7章第1節参照)は小片となっており、全体の形状・大きさが不明であるが、玉

類が出土した位置から出土していることを考慮すると、耳環あるいは指輪の可能性が高い。現状では黒

褐色を呈しているが、当初は白銀色であった可能性が高い。

鉄器鉄鎖は、平根腸扶柳葉式3点 (410-412)、長三角形式5点 (413-417)、尖根柳葉式l点 (419)、

平根三角形式か尖根三角形式の中間的な形式である 1点 (418)の合計10点が出土した。

平根腸扶柳葉式3点は、銀身の大きさと茎関の形態から 410・411と412の2者に区分でき、前者は

茎闘が直角関で、完存する 410で全長16.0cm、鍛身長7.3cm、幅2.5cm、頚部長3.2cm、茎長6.7cmで、あ

る。 411もほぼ同雄の法量である。 一方、412は、前者よりも小型で、茎関が赫関である。全長約13.0

cm、銀身長約5.5cm、幅2.3cm、頭部長4.2cm、茎長3.5cmで、ある。平根長三角形式も直角関と腕闘があり、
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第71図 上神増E3号墳出土土器実測図
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第4.第6節上神噌E古墳群の網査成果
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上神増E3号積

413と414は平面形態が類似するものの、平根長三角形式5点は全体的に形態差がある。平根と尖根の

中間形態である三角形式鉄鎖418は長頭鍛である可能性が高く、長頚尖根三角形式鉄鎖である可能性が

高い。上記の9点の鍛身はすべて平造である。

長頭尖根柳葉式 (419)は、鍛身が平造で、鎌身関は直角、茎関は赫関である。残存長11.7cm、銀身

長約2.6cm、銀身幅1.0cm、頚部長7.6cmで、ある。

この他、直角茎関、台形茎関が各l点、茎破片2点が出土している。

なお、重なった状態で出土した410と412、413と415は前者が腸扶柳葉式、後者が長三角形式であり、

同じものを2点纏めて副葬している。

これらの鉄線の時期は法量や茎関の形態から若干の時期差が存在する可能性があるが、まとめて副葬

された410・412は大きさ、茎関が異なるものが重ねられており、それぞれが同時期に副葬されたもの

である可能性が高い。

鉄万 (427)は、ふくらの張る鉄万で、撫関の片関で、茎は茎尻にむかつて細くなる形状を呈し、茎尻

は隅扶尻である。茎には2箇所目釘孔が穿たれているが、目釘は残存していないため、木製の目釘であ

った可能性が高い。万身、茎には木質が残存しており、剥き身ではなく鞘・柄に収められた状態で副葬

されている。

万子 (409)は鹿角柄万子である。直角両関で、茎は茎尻に向かつて細くなり、茎尻は一文字尻である。

目釘孔はない。

426は大万の万装具で、切羽あるいは責金具の可能性が高い。平面形は外形、内形ともに倒卵形で、

断面は薄い板状である。

425は鉄万の可能性が高い刃部片である。切先に近い破片で、ふくらの張る切先であった可能性が高い。

鉄鉾 鉄鉾 (424)は鉾身が短小な形態である。使用途中で折れて研ぎなおした可能性もある。

鉾身は杏仁(レンズ)形で、鏑は確認できない。関は撫関で、中実の円形部分があり袋部へと続く。

袋部には木柄に固定するための目釘孔が2箇所で確認できる。袋部は円形で、袋端部は直裁である。全

長17.5cm、鉾身長5.1cm、i幅2.1cm、袋部長10.4cm、袋短部直径2.3cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期と追葬について 築造時期は、墳丘から出土した須恵器杯身・杯葦は遠江皿期中葉に位置づ

ける乙とができる。鉄鎖は腸扶柳葉式、長三角形式、柳葉式の組み合わせ関係からみると、遠江皿期中

葉一後葉に位置づけることができる。敷石の敷き分けからみると 2人が埋葬された可能性が高い。

各時期の副葬遺物について 閉塞石の状況と敷石の敷き分け状況から、追葬が行われたととはほぼ確

実である。鉄鍬には形態差が確認できることから時期差ととらえることも可能であるが、上述したよう

に形態が異なり別々に出土すれば時期差と考えるようなものが、重ねられた状態で出土しているととか

ら時期を特定するととは困難である。残念ながら副葬品を時期ごとに区分するのは難しい。

ただし、出土遺物に時期差がほとんどないこと、木室構造であることから、それほど時期を隔てず埋

葬された可能性を想定しておきたい。
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第4章第6節よ神地E古墳群の綱査成果

5.上神増E4号墳
( 1 )古墳の現況

古墳はE3号墳の所在する尾根から東側に50m、E3号墳の所在する尾根より 5mほど標高の低p尾

根上に位置する。現状ではE4号墳の周囲には古墳を築造できるほどの空間はなく、単独で立地する可

能性が高い。

古墳が築造された箇所は細尾根が広がる部分であり、高まりが確認できたことから古墳であることは

明瞭であった。古墳は標高86~ 87 m付近に築造されている。

なお、墳丘中央部に盗掘坑が掘削されていた。

1 褐色土

。 4円1

第74図上神増E4号墳壌丘測量図
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( 2 )墳丘の構造 (第74図，第5表，

図版39)

古墳は、尾根を最大限利用して構

築されているが、 盛土は確認できな

い。また、周溝や削り出しも確認で

きないことから、墳丘の形状は明確

ではない。

尾根の形状および墓道の標高から

推測すると、古墳は東西に長い不整

形な円墳で東西9m前後、南北9m

前後であった可能性が高い。

( 3 )埋葬施設の構造(第75図，第

18表，図版39・40)

埋葬施設は石積を用いない構造で

ある。調査段階ではE3号墳に隣接

することから横穴式木室の可能性を

考慮、して調査したが、 E3号墳のよう

に横穴式木室を構成する粘土や柱穴

は確認できず、 E3号墳の横穴式木

室の構造とは異なることが判明した。

さらに、一部床面に対して垂直に粘

土が確認できる乙とから、 E3号墳と

は異なる木室形式か、あるいは横穴

式土墳などの可能性が想定できる。

埋葬施設はほぼ南に向かつて開口

しており、この点では横穴式木室で

あるE3号墳と同じく真南を意識し

て築造されたことは明らかである。

墓境・墓道墓棋は地山を掘り込

んでいる。奥壁側がやや幅の広い長

台形で、南側に墓道が接続する。墓

道と墓墳には段差は確認できず、ほ

ぽ水平で、ある。

埋葬施設奥壁側では埋葬施設の

主軸に並行して左右で青灰色粘土が

B 

上神増E4号墳

日'

ぷ呈会h

C 

F~ヘ 1I _L 

イ
E
Ea
n同
d

(1 : 10) 40cm 

C 

C 

1 褐色土

2 淡育偲色土

3 褐色土

4 褐色土

5 明細色土

6 褐色土

7 褐色土

8 明裕色土

9 淡膏抱色土

10 縄色土

11 淡青褐色土

12 青褐色土

13 明褐色土

14 掲色土

仁コ育灰色粘土

0 
土器

。
遺構

2m (1 : 50) 
二二コ-

( L =86. OOm ) 

直立した状態で確認した。この青灰 第75図上神増E4号墳埋葬施設実測図および漬物出土状況図

色粘土の範囲は敷石と想定できる石敷き部分よりも一回り大きい乙とから、木棺を固定するための粘土

である可能性が高い。

墓墳の両側壁側に沿って柱穴と考えられる小穴が確認できるため、木室である可能性がある。しかし、

E3号墳は墓墳に沿って溝状に掘り込んで、、その中に柱穴を掘削するものであるのに対し、 E4号墳は



第4i極第6節上神増E古墳群の繭査成果

第18表上神増E4号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-6000' -w 
玄室長 3.9m前後 木棺 ?I幅
墓域長 404m 墓域|隔

非常に浅い小穴だけの形態であることから、木室であ

O.8m以上 った場合にもその構造は異なっていた可能性が高い。
204m以下

また、墓墳壁に沿って、奥壁側、左右両側壁側ともに、

縦に細長い層位(第75図の 14層)が確認でき、これは柱穴と思われる小土穴の外側に形成されている

ものであることから、木室の裏込めである可能性もある。この点から木室が造られた場合にも横断面は

三角形(合掌形)ではなく、方形(箱形)であった可能性が高い。

E4号墳は横穴式木室で、その内側に棺を入れ、その両側を粘土で国定したものであろうか。

(4 )遺物の出土状況(第75図，図版40)

奥壁付近から、須恵器2点 (428・429)、土師器1点 (430)が出土した。いずれも小片で、原位置を

保持していないため、埋葬施設は一部撹乱されている可能性がある。

( 5 )出土遺物(第76図，第37表，図版77)

」午;子
」;主主、
E4号墳坦務施鮫 429 

。

E4号墳埋算施般

(1 : 3) 

第76図 上神繕E4号墳埋葬施設出土土器実測図

( 6 )小結

430 

10cm 

土器須恵器高杯?1点 (428)は蓋のない

形態で、脚部l点 (429)は、壷類 (長頚査?) 

の脚部である可能性が高い。ハ字形に直線的に

開く形態で、端部は丸く収められる。

土師器高坪 (430)は脚部片であり、接合部

は中実で、脚中央部以下はハ字形に広がる。接

合方法は杯に中実の粘土をまず接合し、それに

さらにハ字形に開く脚部を接合している。

築造時期と追葬について 出土した遺物は小片であり、器形も不明であることから時期を特定するこ

とは難しい。また、時期差を見出すことも困難であり、追葬の有無についても不明である。

埋葬施設について E4号墳については横穴式土墳の可能性も排除できないが、石積を伴わない横穴

式木室の可能性が高い。横穴式木室である場合にも、遠江で通常確認される横穴式木室の特徴とは隔た

りがあり、長い箱形の木室に木棺を納めてそれを粘土で押さえた可能性が高い。この木棺構造で墓域際

に木材を使用しない構造であれば、天井に木板を用いた横穴式土墳の可能性が高い。

このように墓境内に石室を築かず木棺を納めたものに、袋井市山田原古墳群中の8号墳がある。この

8号墳は横穴系埋葬施設(墓横)に木棺を据え、羨道を施す横穴式土墳であるとされている(袋井市教

委 1994)。

このような形態であるとすれば、遠江で横穴式土墳が多くみられるのは7世紀前半以降であるが、 E

4号墳で出土した土師器は古墳時代後期末一終末期前半の遺物である可能性があり、須恵器も 7世紀前

半までに収まる可能性が高い。横穴式木室とすれば、通常の形態とは異なるため最終末段階と考えれば

遠江田期後葉以降町期前半に収まる可能性が高い。
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上神増E5号墳

6 .上神増E5号墳

( 1 )古墳の現況

古墳は、 EI-E3号墳、 E4号墳が所在する尾根から谷を挟んだ北の尾根の緩斜面に位置しており、

尾根上にはE6号墳が所在する。 E5号墳は墳丘の盛り上がりは全く確認できず、 E6号墳の表土除去

の段階で確認したものである。

E5号墳については埋葬施設と想定する土撲の形状が長方形であること、底面が平坦であること、丘

陵斜面に位置していることなどから、古墳の埋葬施設と想定したものであり、 ここでは古墳の埋葬施設

として報告するが、後述するように出土遺物が一切なく、古墳の埋葬施設である確率は 100%ではない

ことをあらかじめ断っておきたい。

。

第77図上梓増E5号墳墳丘測量図

q
J
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y
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第4.第6節 上神地E古境群の倒査成果

B 

B 
-r一

一司二二二一

。
(1 : 40) 

二=ゴ=二

B' 

B' 

( L =87. OOm ) 

1 暗褐色粘質土

2円、

( 2 )墳丘の構造(第77図，第5表，図版41)

墳丘盛土や周溝は全く確認することができず、埋葬施

設上部の丘陵部にも周溝は確認できない。

( 3 )埋葬施設の構造(第78図，第19表，図版41)

主軸を北東方向にとる、木棺直葬である可能性がある。

墓境斜面の中腹に掘削された、やや不整形な長方

形であり、底面は斜面下位が低く、斜面上位から下位

に向かつて緩やかに傾斜している。

墓墳底面には木棺を設置するための土坑や棺台など

の石材は一切確認できない。

墓墳の形状からみると、木棺は割竹形木棺ではなく、

組合式箱形木棺である可能性があるが、断定はできな

~ ~o 

( 4 )出土遺物

出土遺物は埋葬施設内、あるいは近辺からも一切出

土していない。

第78図上梓増E5号墳埋葬施設実演j図 ( 5 )小結

第19表上神増E5号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-460 15'-E 
墓横長 2.5m以上 墓城幅

E5号墳はE6号墳に近接しており、古墳の埋葬施

設の可能性があるが、墳丘盛土や周溝が確認できない
1.15m 
だけでなく、遺物も一切出土しておらず、その他の時

期の墓や、古墳ではない別の遺構の可能性も排除できない。

築造時期について 古墳の埋葬施設であるとすれば、E6号墳と大きく時期差は考え難いことから、

遠江I期後半ーI期末葉(5世紀後半-6世紀初頭)である可能性が高い。

-94-



上神地E6号噴

70上神増E6号墳

( 1 )調査前の状況

丘陵のやや高まった地点に位置しており、 古墳の存在を想定することが可能で、あった。古墳は現状で

標高90m付近を墳頂としている。古墳の存在する場所は谷奥の丘陵上にあるため、平地からの見晴ら

しはあまり良好とはいえない。

( 2 )墳丘の構造(第79図，第5・37表，図版41)

墳丘・周溝 墳丘盛土は確認できない。 周溝は確認できず、地山を削り出して周囲と区画する。 した

がって、 墳形は尾根を利用することからその形状に左右され、完全な円形とはならず、 隅丸三角形ある

いは楕円形に近い不整形な円墳である。墳丘規模は、東西約11.2m、南北8.5m以上であり、見かけ上

の高さは現状で0.9mである。

墳丘出土遺物 (第80・82図，第37表，図版77) 墳丘上から縄文土器深鉢l点 (431)が破片とな

って出土した。完全には復原できないことから、 古墳構築の際に破壊された可能性が高い。

431は、 条痕紋系の深鉢である。底部は欠損しており、その形状は不明である。胴部は砲弾形に近い

形状で、底部から内湾しながら立ち上がり、口唇部は内傾する面をもっ。外面の調整は、風化のため確

認できないが、内面には条痕が残る。口径はおおよそ25cmに復原で、きる。これらの特徴から縄文時代早

期に位置づけられる可能性が高い。

A 
A' 

1 明黄褐色土

2 賛褐色土

。
(1 : 100) 

二二二=

( L =90. OOm ) 

4m 

第79図上神増E6号境墳丘測量図
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第4 寧~ 6節上神地E古境群の鯛査成呆

。電撃q
(/j 431 

刊
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C 

0 
遺憐

第80図 上神増E6号墳埋葬施設実測図および遺物出土状況図

0 
出土状況

s' 

c' 

(1 : 6) 20cm 

(1 : 40) 
=ニコ二二

( L =90. OOm ) 

2m 

( 3 )埋葬施設の構造 (第80図，第20表，図版41・42)
墳丘の中央に地山を掘削して地下式に構築された木棺直葬である。主軸をほぼ真北に取っており、北

を意識した埋葬であった可能性が高い。

墓墳 墓墳は問丸長方形に掘削した後、床面を埋め戻し、 木棺を設置した後で墓墳と木棺の聞に裏込

めする構造で、上神増A5号墳第1埋葬施設やE1号墳のような二段墓壊ではない。

木棺木棺部分の土層図から判断すると、B-B'断面ではU字形に埋まっている状況が確認できるた

め、木棺の形状は割竹形木棺であった可能性が高い。

第20表上神増E6号墳埋葬施設の規模

( 4 )遺物の出土状況と頭位 (第80図，図版42) 主軸方位 N-OOOOι 
墓機上段長 3.3m以上 墓域上段幅

遺物は木棺内の床面からやや浮いた状態で、勾玉1点、 墓城下段長 2.5m 墓機下段幅
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管玉 l点、丸玉・小玉5点 (432-437) 

が出土した。 この位置が頭部周辺であっ

た可能性が高く、また棺床はやや南側に

向かつて傾斜していることを考慮すると、

北頭位であった可能性が高い。

( 5 )出土遺物(第81図，第38表，図

版 77)

埋葬施設の木棺内に該当する箇所で、

勾玉1点、管玉1点、丸玉・小玉5点が

出土した。

玉類勾玉 (432)は、滑石製の薄L叶、

型の勾玉であり、灰白色を呈する。全長

約1.7cm、幅0.9cmで、ある。穿孔は片面穿

子Lで、ある。

管玉 (433)はいわゆる碧玉製(蛇紋岩

あるいはグリーンタフ製、緑色片岩)で、

緑灰色を呈する。穿孔は両面穿孔である。

全長約1.9cm、直径0.7cmで、ある。

丸玉1点 (435)はガラス製で、紺色を

呈する。直径8.6mm、全長7.3mmで、ある。

小玉4点 (434・436-438)はガラス

上神地E6号積

-~ ~ 1) 
@ @ ⑨ @ @ @ 

① ① 江D 白 c::n 
白 432 

434 436 437 438 435 
434・436車甘 @ 437濃緑 。 (1・2) 8cm 
438ライトブルー 433 

第81図 上神増E6号墳埋葬施設出土玉類実測図

E6号噴境丘 431 。 (1 ; 3) 10cm 

第82図上神増E6号墳墳丘出土土器実測図

製で、 434・436は紺色、 437は濃緑色、 438はライトブルーで、ある。直径4.4-7.4mm、高さ 3.0-5.8mm 

である。

( 6 )小結

築造時期について E6号墳からは帰属時期を特定できる遺物が出土していないため、築造時期を想

定するととは難しいが、滑石製の勾玉が出土していることを考慮すれば古墳時代中期に築造された可能

性が高く、周囲に築造された中期古墳の様相からは中期後半以降の築造である可能性が高い。おおよそ

遠江I期後半~末葉(5世紀後半-6世紀初頭)に位置づけられよう。
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第4事第6節上神増E古積群の綱査成果

8 .上神増E7号墳

( 1 )古墳の現況

古墳は丘陵尾根上に位置しており、古墳の存在は想定できた。当初は、 E9 . E 10号墳が築造された

尾根を含めて前方後円墳の可能性を考慮して調査を行ったが、調査の結果、 E9 . E 10号墳とは別に

築造された古墳であることが判明した。

第83図上神増E7号墳墳丘測量図
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上神増E7号墳

古墳は、今回調査した古墳の中で最も高い位置に築造された古墳の一つであり、標高98.6m付近を墳

項とする。

( 2 )墳丘の構造(第83・84図，第5・37表，図版43・45・77"'"79) 

当初は、後述するE9・10号墳を含めた前方後円墳の可能性を想定して調査に当たったが、前方後円

墳と積極的に評価するような状況ではなかった。南側斜面にも削り出しが行われており、E10号墳と

は異なる古墳である可能性が高い。

墳丘 墳丘盛土は確認できなp。古墳の西側斜面は地滑りにより大きく崩落している。

周溝 周溝はU字形に掘削しておらず、周囲との区画は地山を削り出すのみである。この削り出しは

現状で南側、西側にのみ確認でき、北~東側にかけては確認できない。

削り出しの範囲から想定される古墳の形状は円墳で、墳丘規模は東西約 12.0m、南北約12.5m程度

と想定できる。

墳丘出土遺物(第84図，第37表，図版77"'"79) 墳丘から、須恵器杯蓋3点(441-443)、杯身3点(444

-446)、短頚壷1点 (449)、提瓶2点 (450・451)、E8号墳との問で須恵器杯蓋2点 (439・440)が

出土した。墳丘から出土した須恵器は、出土した地点が丘陵の最高所である乙とから、別地点からの流

れ込みや持ち込みは考え難いことから、当古墳に伴うものである蓋然性が高い。

墳丘上から出土した郎蓋2点 (441・442)は、低平な天井で、口縁部との境には明瞭な稜線が巡らされる。

口縁端部は内傾する段を有する。口径 13.4-14.1cm前後、器高4.4cmで、ある。 443は、低平な天井部で

あったと想定できるが、 441・442と比較すると、稜線が明瞭で、はない。口縁端部は内傾する面をもっ。

口径13.0cmで、ある。杯身 (444'445)は低平な底部で、口縁部は内傾して高く立ち上がり、口縁端部に

は内傾する段を有する。口径 13.2cm、器高5.0-5.1cmで、ある。口縁端部の形状から、 441と444が組合

関係にある可能性が高く、 442と445は坪蓋の口径が小さいことから組合関係にはないが同一生産地で

生産された可能性が高い。杯身(446)は内傾して高く立ち上がる口縁部で、口縁端部は丸く仕上げられる。

口径12.7cm、器高4.3cmで、ある。

短頚壷 (449)はやや大型のもので、口縁部はやや内傾して立ち上がり、肩が張る形状を呈する。口

径10.2cm、肩部径16.2cmで、ある。

提瓶 (450)は、水筒形の提瓶で把手はない。胴部には回転カキメ調整が行われ、頭部との接合箇所

にも回転カキメ調整が行われている。製作方法は、鉄鉢形に造った後、その口縁部に蓋を付け、一旦鰻

頭形の胴部を作った後、頭部接合箇所に円孔をあけて頭部を接合するものである。把手は確認できない

が欠損している胴部半分に取り付けられていた可能性がある。提瓶 (451)は大型の提瓶で、扇平な球

胴を呈する。肩には鈎状の把手が接合されている。

E8号墳との間で出土した坪蓋 (439・440)は、低平な天井で、口縁部との境界に明瞭な稜掠を巡ら

せるものであり、 441と特徴が類似することから、 E7号墳に伴うものである可能性が高い。

これらの須恵器のうち墳丘から出土した杯身・杯蓋はおおよそ遠江皿期前葉に位置づけることができ、

後述する埋葬施設内から出土した須恵器躍の時期と組踊がない。短顕査・提瓶については、時期を特定

することは難しいが、 遠江皿期前葉~皿期後葉の時期に収まる可能性が高い。

E8号墳との間で出土した須恵器杯蓋 (440)は口縁端部に内傾する段が見られないことから、墳丘か

ら出土したものよりは若干時期が下る可能性があるが、墳丘出土の須恵器杯身・杯蓋とほぼ同時期と判

断してよいだろう。
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第4章第6節上神増E古噴群の陶査成果

( 3 )埋葬施設の構造 (第85・86図，第21表，図版44)

埋葬施設は尾根の最高所に位置する。地山を掘削して墓墳を築き、板状の石材を樹立して築いたもの

である。主軸は東西に向けている。

調査時には既に土砂崩落のため西側小口部分が破壊され、本来小口と して存在したのか、特別な施設

がなく開放であったのか判断できなかった。

このため、周辺の古墳の状況をみると、磐田市 (旧豊岡村)五反田1号墳(豊岡村教委2000)や寺山

14号墳第1主体部(静岡埋文研2004)のように箱形石棺あるいはいわゆる「小竪穴式石室」である可

能性と、ここで報告した上神増A5号墳や隣接する新林l号墳 (豊岡村1993)のように基底石に板状の

石材を樹立する横穴式石室の可能性が想定できる。ただし、横穴式石室である場合には、埋葬施設の内

幅が0.8m前後と狭小であり、有袖形横穴式石室を想定することは困難である。つまり、小口が存在す

る場合は箱形石棺あるいは小竪穴式石室、箱形石榔、小口がなく開放されている場合は箱形石棺 ・榔に

E7号境漣葬Iii!般 447 

E7号境噴丘

E7号噴坦務施殴 448 

E7号墳墳丘

E7号墳境丘

<_'_;"'~"'" 一

第84図 上神増E7号墳出土土器実測図
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上神増E7号境

横口が付加された埋葬施設(以下、「横口構造の石榔」と仮称する)である可能性が高い。

なお、地震などによる崩落の亀裂(地滑りの痕跡)が埋葬施設内に確認でき、 15cm程度西側が崩落し

ている。

また、埋葬施設北側に鈎形に設置された川原石組の遺構 (SX07)は、埋葬施設の石材が内側にやや傾

いた後で載せられていることから、古墳築造当初の遺構ではないことは明らかである。この遺構につい

ては本項(7 )および第5章第3節にて詳述する。

埋葬施設

墓境 上述したように地滑りによる崩落のため西

側小口の構造が不明であるが、箱形あるいはコ字形

に掘削された隅丸長方形の墓墳で、墓墳の側壁部分

には、埋葬施設の石材を設置するために溝状の掘り

第21表上梓増E7号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-63000' -E 
埋葬施設全長 3.5m以上
埋葬施設長 3.5m以上 埋葬施設最大幅 O目9m前後
埋葬施設小口幅 O.9m前後 埋葬施設小口幅 O.8m前後
纂嫌長 3.5m以上 墓横幅 1.3m 

込みと、側壁・小口の石材の根入れに合わせた掘り込みが確認できる。

側壁・小口壁 上述したとおり、西側小口壁の存在の有無は確認できない。 小口がある場合には箱形

石棺(石榔)、ない場合には横穴式石室 (無袖形横穴式石室、あるいは片袖式石室)あるいは箱形石棺 ・

榔に横口が付加された埋葬施設 (1横口構造の石櫛J)である。

側壁および小口壁は全長 (長手)40 -50cm、幅(小口)20 -30cm、厚さ 10cmの板状石材を縦位に用

いて構築する。側壁の板状石材相互は重ね合されることはなく、両隣の石材と長手部分が合されている。

側壁は残存する石材と根入れのための小土坑により北側壁が 10石以上、南側が8石以上で構成されて

いた可能性が高い。また、東側小口壁の基底石は3枚であった可能性が高い。

なお、埋葬施設はSX07により破壊されているが、 SX07が周囲にあった石材を利用して築造したとす

れば、埋葬施設に利用された石材と判断でき、残存する板石上に川原石が積載されていた可能性が想定

できる。このように考えれば、E7号墳の埋葬施設は大手内A6号墳 (豊岡村教委2000)のような基底

石に板石を縦位に用い、その上に川原石を小口積するような片袖式石室の可能性を考慮、しておく必要が

ある (なお、E7号墳の想定される埋葬施設の形状については第8章第3節で検討する)。

敷石敷石は主に2-5 cm程度の小円礁を部分的に敷設しているが、東側小口部分と、西側には全く

確認できない。埋葬施設内部の撹乱が著しいことから、当初からこの部分に敷設されなかった可能性と

本来は全体に敷設されていた可能性が想定できる。

現状で敷石が確認できる範囲は、東側小口から 1-3mまでの 2mである。このうち密に敷設された

部分は、東側小口から 1-1.5 mの範囲で、あり、 それより西側は敷設されていない部分が多い。

敷石面 (床面)は地面の崩落による一部段差があるが、東西方向の床面は東側が高く 、西側に向かつ

て緩やかに傾斜している。したがって、堅穴系埋葬施設であるとすれば東頭位である可能性が高い。また、

敷石面の南北断面は水平で、あることから、木棺が使用されたとすれば、割竹形木棺ではなく、箱形木棺

であった可能性が高い。

( 4 )遺物出土状況(第86図)

東側小口から約0.8-1.0m西の敷石上から丸玉・小玉5点 (466・455・462・464・465)が散在して出

土し、 その西約1.8m、埋葬施設のほぼ中央で鉄鍛l点 (467)が出土した。また、玉類が出土した地点

に近い、側壁が抜き取られた箇所で玉類1点 (453)が出土した。須恵器躍2点 (447. 448)は埋葬施設

の覆土内で確認した。

これ以外の管玉1点 (452)、丸玉8点 (454，456 -461， 463)、万子l点 (468)は埋葬施設土砂を
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第4章第6節 上神t柑E古墳群の餌査成果
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( 5)出土遺物(第84・87図，第37~39 表，図版

78・79)

土器2点、玉類、鉄器が出土した。

土器埋葬施設の覆土中から出土した。須恵器

地2点である。447はラッパ状に聞いた後、口縁

部がさ らに外反するが、頚部と口縁部の境の稜は

明瞭で、はない。 頭部には3条の波状文が施されて

いる。 448はラッパ状に開く頭部~胴部の破片で、

頭部にはカキメが施される。胴部には円孔l孔が

穿たれている。胴部には特に文様はなく、穿孔部

分にカキメが施されている。447は口径14.0cm、

448は頭部径4.5cmで、ある。

玉類管玉l点、丸玉・小玉14点が出土した。

すべてガラス製である。

管玉 (452)は、紺色である。直径7mm、高さ

12mmで、ある。後述する丸玉と色調、直径が同一で

あることを考慮すると、 452は引き延ばし技法で

製作されたガラス棒から丸玉を切り出した後の最

後の塊(ガラス生地の残りの塊)である可能性も

あり、本来はガラス丸玉を生産する目的であった

ものが、最終的に必要量が満たされたため丸玉に

されず、小型の管玉として意昧が与えられた可能

性がある。

ガラス丸玉12点 (453-464)は紺色である。

直径8-9 mm、全長(高さ)5.2-7.8mm、である。

ガラス小玉2点 (465・466)は風化が進んで、おり、

本来の色調は不明で、ある。 466がやや大きく直径

6.7mm、全長(高さ)5 mm、465は直径5.8mm、全長(高

さ) 3凹で、ある。

鉄器鉄鍛l点、万子1点、が出土した。

鉄銀 (467)は鱗身の側面が欠損しているが、長

頭尖根柳葉式である可能性が高い。鍛身は両丸造

で、鍬身関は直角関である可能性が高い。

万子は鉄製柄縁装具を装着する木柄万子であ

る。刃部は内湾していることから研ぎ減りの可能

性がある。関は直角両関で茎は茎尻に向かい直線

的に延びる。

柄縁金具は関部分に依められており、木柄は関で止まっていた可能性が高い。柄縁金具の断面は倒卵

儲掛けして確認した。

形であったと想定できる。

上神増E7号噴

。
(1 : 20) m

 

第86図 上神増E7号墳埋葬施設床面実測図
および遺物出土状況図
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e ~ @ <0 ~ (6)小結
築造時期について 墳丘から出土した須恵器

① ① ① ① ① 部蓋・杯身は、口縁部に内傾する段をもつこと、

455 456 457 458 459 天井と口縁部を分かつ稜線が明瞭で突出度が

高いことから、遠江E期一皿期前葉に位置づけ

られる。これは埋葬施設から出土した躍 (448)

についても同時期に位置づけられる。題 (447)

については、形態的に後出的な要素を有する

が、 448と同時期と考えている。

したがって、 E7号墳の築造時期は遠江E期

~皿期前葉、 6世紀前半~中頃と考えたい。

追葬について 提瓶 (450・451)は口縁部や

胴部片であり全体的な形状が明確で、はないこ

とから確定的ではないが、 (450・451)ともに

肩平な球胴であり、鈴木敏則氏の遠江編年案
第87図上神増E7号墳埋葬施設出土玉類

および鉄製品実測図 (鈴木敏2001)を参考にすると、浜松市下滝3

区7号墳出土例(遠江皿期前葉)と類似する。この例よりは若干胴が膨らむ傾向にあることから新しい

要素が確認できるが、築造時の土器と大きく時期差は確認できず、須恵器は一括性の高い遺物とするこ

とができ、横穴系埋葬施設であった場合にも追葬はなかった可能性が高い。

第4章第6節上神増E古墳群の鯛査成果
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(7)その他の遺構 (第85図)

なお、埋葬施設北側の川原石による遺構 (SX07)は、この覆土から山茶椀(第5章第3節，第 139図)

が出土しており、中世に構築された石積遺構である可能性が高い。石材がL字形に残存することから方

形の石積遺構である可能性が高いが、この想定が正しければ中世の集石墓の可能性がある(詳細につい

ては、第5章第3節参照)。
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よ神増E8号墳

9.上神増E8号墳
( 1 )古墳の現況

上述したように当初はE7 . E 9号墳が所在する場所は、前方後円墳である可能性を考慮して調査し

たため、 E8号墳の位置は前方部と後円部の取り付き部分に当たると考えていたが、尾根上にはE7号

墳と、 E9・10号墳がそれぞれ別々に造られたことが判明したことから、その中間地点に当たるこの部

分を周溝として調査した。調査を進めると、この両者の聞に新たに遺物が出土する箇所が確認できたた

め、精査を行ったところ古墳の埋葬施設である可能性がでたことで新たに確認した古墳である。

なお、ここではE8号墳として記述するが、こごで報告する遺構は破壊が著しく、埋葬施設内覆土と

その上部から出土した須恵器片が接合したことで埋葬施設ではなく、 E7号墳やE10号墳の埋葬施設

を破壊した際の埋葬施設内にあった土砂をとの部分に埋めたと想定すべきかもしれない。その理由と し

ては、出土した須恵器の時期がE7 . E 10号墳と同時期であるとと、埋葬施設と想定される箇所から出

土した遺物が破片や部品の一部であることからである。ただし、この破壊は近年のものではなく、中世

墓 (12~ 13世紀頃)や炭窯などが築造された時期と考える。

また、遺構が古墳の埋葬施設とした場合には、周溝を伴うような古墳ではなく、埋葬施設を覆う程度

の墳丘であった可能性が高い。

( 2 )墳丘の構造(第88・90図，第5・37表，図版45・79・80)

埋葬施設の周囲にはまったく周溝などが確認できないため、墳丘の有無は確認できない。 E8号墳は

尾根をE7号墳とE9・10号墳とに区画するために掘削された鞍部にあたり、もともと周囲よりも低く、

: ¥/~JX¥ 

。」二

第88図上神増E8号墳周辺測量図
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第4章第6節上神増E古噴群の鯛査成果
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第89図 上神増E8号墳埋葬施設実測図および遺物出土状況図

ミ ミ才
E8寺境埋勢施設 471 

。
(1 : 3) 

第90図 上神増E8号墳出土土器実測図

第22表 上梓増E8号墳埋葬施設の規模

墓瀕下段長 N-78000' -E 
墓減上段長 1.45m以上 墓機上段幅
墓旗下段長 O.9m以上 墓城下段幅

周溝や削り出しを行うことは困難である

ため、当初からそれらを伴わず、埋葬施

設を覆う程度の墳丘であった可能性が高

p。

墳丘出土遺物(第90図，第37表，図版

79・80) E 8号墳の埋葬施設周辺(第
90図では墳項と表記)では、須恵器杯

身1点 (470)が出土した。

杯身 (470)は内傾して高く立ち上が

る口縁部で、 口縁端部は丸く仕上げられ

る。口径11.5cm、器高5_0cmで、ある。

1.85m (3)埋葬施設の構造 (第89図，第22表，図版45)

O.臼m 埋葬施設は地山を掘削したものであるが、地すべりや

木の根の撹乱などが多く、 埋葬施設は旧状を逸している。川原石が伴うことから一部に離を使用した木

棺直葬である可能性が高い。

第22図中企部分が当初の墓域掘り込みである可能性があり、この場合は、E1号墳と同様、二段墓墳で、

図中ム部分に木棺が納められた可能性が高い。

この想定が正しければ、E8号墳は割竹形木棺を用いた木棺直葬墳である可能性が高い。

-106-



上神増E8号噴

( 4 )遺物の出土状況 (第89図)

埋葬施設の覆土中と埋葬施設周辺から須恵

器杯身 (470)、杯蓋 (469)、高杯 (471)が、

西側の斜面から馬具(鞍金具， 472)と鉄万片

(473)が出土した。いずれも原位置を保持す

るものではない。

県 争
472 

。
(1 : 2) 

473 

10cm 。
472 

( 5 )出土遺物(第90・91図，第37・39表，
473 

(1 : 4) 20cm 

図版79・80)

E8号墳からは馬具(鞍金具) 1点、鉄万片l点、須恵器高杯1点、坪蓋1点が出土した。

第91図 上神増E8号墳出土金属製品実測図

土器 杯蓋l点 (469)は低平な天井で、口縁部との境に明陳な稜線を巡らせ、口縁端部は内傾する

段をもっ。口径15.6cm、器高4.7cmで、ある。高坪 (471)は無蓋短脚高杯であるが、脚部は長い。脚部は

垂直に近く垂下後、急激に外反するもので、全体にカキメ調整が施される。脚部には二方向に長方形透

かしがある。杯部は低平な底部から外上方に向かい直線的に伸びるもので口縁端部は丸く仕上げられる。

口縁部中央に回線が一条巡らされる。 この回線の下に波状文が巡らされる。

馬具 l間金具 (472)は、金銅装座金具と鉄製鮫具、鉄製脚金具で構成される。鍛具の平面形状はき

の乙形で、 T字形の刺金を有する。 T字形刺金は、鮫具(外枠)に円孔を穿ち、そこに俄め込んだもので、

外枠外側で叩いて止めている。

座金具は低平な半球形で、 鉄地金銅装で、、鉄製の地金を薄い金銅板で覆うものである。脚は鮫具の軸

棒を巻いて二条にて木製鞍に取り付ける。

鉄器鉄万は、万身片で、万身の幅は2.6cmで、ある。万身に鏑はない。

( 6 )小結

築造時期について 埋葬施設及びその周辺から出土した須恵器の特徴から遠江田期前葉に位置づけら

れる可能性が高い。同じく半球形の座金具をもっ鮫具はTK10型式以降に確認できるものであり、 E8

号墳は遠江皿期前葉 (6世紀中頃)に築造された可能性が高い。

ただし、上述したように埋葬施設と想定される箇所の撹乱が著しいことなどから、埋葬施設ではない

可能性もあり、取扱いに注意が必要であることを断っておきたい。
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第4章第6節よ神増E古漬群の鯛宝E成果

10.上神増E9号墳
( 1 )古墳の現況

古墳は、丘陵頂部に位置しており、今回調査した古墳の中で最も高い位置に築造された古墳で、最も

見晴らしが良い場所であるため踏査段階で古墳と認定されていた。

調査当初は上述したようにE7号墳が築造された尾根を含めた前方後円墳の可能性を考慮して調査し

たが、調査が進むにつれて、円墳であることが明らかとなった。

( 2 )墳丘の構造(第92図，第5表，図版46)

墳丘 墳丘盛土は確認できるが、 E9号墳の埋葬施設の上部は水平にされ、盛土が埋葬施設を覆うよ

うな状況であることから、 E10号墳を築造する際にE9号墳の墳丘の一部を削平して、丘陵]頁部を平

坦にならし盛土を行ったものである可能性が高い。

周溝周溝は墳丘の北側~北東側のみ確認でき、丘陵をU字形に掘削して周溝とし、北東側は途中か

ら斜面の削り出しにより周溝に代えている。東側から南東側はE15号墳の周溝造成時に破壊された可

能性が高い。また、南側には周溝は確認できない。

『そミL十一

被

A 

1 補色土 3 褐色土 。
(1 : 150) 5m 

2 貧縄色土様粒多く含む 4 淡黒褐色土
( L=98.00m ) 

第92図上神増E9・E10号墳墳丘測量図

-108-



/時

D -

州。|

D D' 

B -1~~ O-
g
I

、

1
11
1
ta
J

、lio
nu
H
H
H
H
H
U

~ 

上神増E9号墳

1 徳色土

2 賞褐色土 砂様粒多〈倉む

3 伺色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 貧相色土

7 暗貧褐色土砂膿粒多〈含む

→1 

¥者

B' 

。 (1 : 40) 
二二二と二二

( し=98.50m ) 

第93図 上神増E9号墳第 1・2埋葬施設実測図
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第4章第6節 上神明E古噴群の園町査成果
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上神地E9号墳

この周溝の形状からE9号墳は南北に長い楕円形墳で、 墳丘規模は南北17.0m、東西13.5m前後に

復原できる。西側からの見掛け上の高さは、 0.8m程度である。

( 3 )埋葬施設の構造(第93図，第23表，図版46)

埋葬施設は主軸を南北に向ける木棺直葬が2基確認

された。東側を第1埋葬施設、西側を第2埋葬施設と

する。

第23表上神増E9号墳第1・2埋葬施設の規模
第 l埋葬施設
主軸方位 N-160 15' -W 
墓境上段長 5.0m 墓域上段幅 1.15m 
墓繍下段長 2.9m 墓旗下段幅 0.5m 

第 2埋葬施設
第1埋葬施設 第l埋葬施設は主軸を真北からやや主軸方位 Nゲ 30ぺW

西側に向けた木棺直葬で、細長い隅丸長方形の墓墳(上墓機長 3.1m 墓域l隔 1.3m以上

段)の中央やや西側に木棺を設置するための隅丸長方形の土横(下段)が掘り込まれるこ段墓墳である。

D-D'部分の土層の様子を確認すると、棺底はU字形であることから割竹形木棺である可能性が高い。

なお、第l埋葬施設の埋波状況は上部を水平に削平された状態であり、木棺が腐朽して陥浸したよう

な土層は確認できないことから、埋葬後木棺がある程度形状を保持していた段階でE10号墳の築造が

開始され、その際棺内を埋め戻した可能性が高い。したがって、E9号墳の築造から、それほど時期を

隔てずE10号墳が築造された可能性が高いことが判明する。

第2埋葬施設 第2埋葬施設は地山を掘り込んだもので、主軸をほぼ南北にむけた木棺直葬である。

墓墳の平面形状は楕円形に近く、長さ 3.1m、最大11届1.3m以上である。やや離れているが桔底には10

-20cmの川原石3点が一直線に並んだ状態で残されており、棺底裏込め石材であった可能性が高い。こ

の石材が裏込めである可能性が高いこと、 墓域の横断面形(東西断面)がU字形であることから、使用

戸ヲミt戸 、
三:=三 一
同三J-

EI0号境基道 483 

トー二:ヰ二二71
EIO号墳埋葬施般南側鋭乱杭 484 

EIO号噴噴丘 485 

第95図 上神増E9・E10号墳出土土器実測図

ーよ
噌
l
ム

d
lム

EIO号境基道 479 

EIO号境漬丘 482 

481 

E9号噴埋葬施綾 486 

。 10cm (' : 3) 



第4.第6節 上神地E古贋群の鯛査成果

された木棺は割竹形木棺であった可能性が高い。

なお、E10号墳の築造の際、E9号墳の墳頂部を削平し、埋葬施設の上部を破壊している可能性が高く、

両埋葬施設の掘り込み位置が不明確で、あること、また両埋葬施設に重複関係がないことから第 l埋葬施

設と第2埋葬施設の前後関係は不明である。

( 4 )遺物出土状況 (第93・94図，図版46)

第l埋葬施設の出土遺物はない。

第2埋葬施設の墓墳中央部で鉄万 l点 (496)が切先を南に向けた状態で出土した。その南側、床面

より 10cmほど高い位置から鉄剣I点 (494)が切先を南側に向けた状態で、また鉄鎖 (487・488・492)

が墓墳中央の床面から 10cm以上高い位置で出土した。鉄万 (496)の0.2m西側で、土師器高杯l点 (486)

がやや浮いた状態で出土した。このほか鉄万片l点 (495)、鉄鎖 (489-491・493)は埋葬施設の土砂

を飾掛け中に発見したものである。したがって、上記の出土状況から鉄万が棺内遺物、鉄鍛・鉄剣・土

師器は棺上遺物である蓋然性が高い。

( 5 ) 出土遺物 (第 95~97 図，第 37 ・ 39表，図版 7 ・ 80 ・ 81 ・ 83)

遺物は、第2埋葬施設から棺内中央部で鉄万1点、棺上で鉄剣1点、鉄鍛5点、土師器l点が出土した。

土器 土師器高杯 (486)はハ字形に開く脚部であり、脚部は脚端部よりやや上位でさらに外反し、そ

の脚内部には明瞭な稜線が確認できる。坪部は杯底部と口縁部の境に明瞭な稜をもっ有稜高坪である。

脚端部径9.7cmで、ある。

鉄器鉄鍛は長顕尖根片刃箭式で、逆刺が長く明瞭である。残存状況が良好な 487・488は頚部~鎌

489 490 
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身長 10.5-11.0cm、頭部長8.5-9.0cmで、鍛身は5点ともにほぼ

同寸法であり、鍛身長3.0cm前後、幅0.7-0.8cm、腸挟の長さ 7

-10mmで、ある。

鉄剣 (494)は、直角均等両関で、剣身には鏑はなく両丸造である。

剣身には木質が残存していることから、木鞘に納められた状態で

副葬されたことが判明する。残存長32.8cm、剣身長32.0cm、幅2.6

cmで、ある。

鉄万片l点 (495)は万身の破片であり、鏑は確認できない。出

土位置が明確ではないため確定ではないが、大万が496のみであ

ることから、 496の切先に近い部分の破片の可能性が高い。

鉄万1点 (496)は、刃部側の片撫関であり、茎は茎尻に向かい

直線的に延びる。茎には木柄の一部と糸巻きが残存している。万

10cm 身には鏑は確認できないが、木質が万身に残存しており、木鞘に

納められた状態で副葬されたことが判明する。関部分には有機質

I I 

491 

第96図上神増E9号墳第2埋葬施設
出土鉄鎌実測図 の柄縁装具の痕跡が確認できる。残存長76.2cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期について E9号墳では時期の帰属が判明する遺物として鉄鍛と土師器高杯がある。出土し

た鉄銀は長頚銀であり、形式は腸扶の長い片刃箭式である。このような特徴を有する鉄鎖が出土した古

墳をみると、磐田市寺山 14号墳や明ヶ島5号墳、袋井市石ノ形古墳などがあり、おおよそTK23型式期

nJ臼1i
 

4
Eム



-TK47型式期に位置づけることができる。これらの古墳から出土した片刃箭式

と法量がほぼ同じであること、遠江のこれ以前の古墳から出土した片刃箭式は、

銀身が長く、頭部が短いこと、この次段階 (MT15型式併行期)以降では腸扶

が非常に短くなる(大谷2004)ことから、 E9号墳の鉄鎖は中期後半、遠江I

期後半~末葉 (TK23-TK47型式期)に位置づけられる可能性が高い。

土師器高杯は、坪部は屈曲し、明瞭な稜線を有するもので、脚部にはハ字形

に開く脚部で、脚端部近くでさらに外側に屈折する脚高杯であり、脚部内面に

も稜糠が確認できる。乙の特徴から、中期後半~中期末葉に位置づけることが

できる。

したがって、時期が判明する鉄鎖、土師器ともに中期後半一末葉の時期を示

しており、 E9号墳第2埋葬施設の埋葬時期は中期後葉~末葉(遠江I期後半

~末葉， TK23 -TK47)、5世紀後半から 6世紀初頭に築造された可能性が高い。

第l埋葬施設は一切出土遺物がないため、時期は特定できない。上述したよ

うに第2埋葬施設との重複関係もなく、第2埋葬施設との時期差が明瞭で、はな

いことから時期を想定することも難しい。主軸をほぼ同一方向にとり、それぞ

れが埋葬施設を破壊していないことから、ほぽ同時期に埋葬された可能性が高

。

(1 : 4) 
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第4章第6節上神地E古墳群の捌査成果

11.上神増ElO号墳

( 1 )古墳の現況

古墳は丘陵の最も高い位置にあるととから古墳の可能性が想定できた箇所である。E7号墳の報告で

も記載したように、当初は前方後円墳の可能性を考え調査を進めたが、尾根の鞍部に周溝や削り出しが

確認できたため、尾根上には別々にE7号墳と、 E9・10号墳が築造されていることが判明した。

古墳の調査を進めるに従い、 E10号墳が築造される以前に存在したE9号墳の墳丘を一部再利用して

いる乙とが判明したが、E10号墳東側に掘削された周溝や削り出しから、この範囲がE10号墳の範囲と

すればE9号墳よりは墳丘規模を縮小していることになり、この周溝や削りだしを段築ととらえればE

9号墳の墳丘を完全に再利用していることになる。

( 2 )墳丘の構造(第92・95図，第5・37表，図版46・47)

墳丘 墳丘はE9号墳を利用しているが、 E9号墳の削り出しよりも内側に墳丘盛土が確認できる。

埋葬施設を取り囲むように墳丘東側の盛土を調整し、削り出したような状況にした可能性が高い。この

埋葬施設を取り囲む範囲を墳丘とすれば、南北約10.0m、東西約11.0mの円墳とすることができる。一方、

E9号墳の築造の際の周溝や削り出しの部分までを墳丘として利用したとすれば、あたかも 2段築成の

円墳のような状況を呈し、南北約17m、東西約 13.5m以上のやや南北に長い円墳とすることができる。

墳丘の構造盛土は埋葬施設を構築する際の裏込めから続く、第一次墳丘である。この墳丘が構築

される面はほぼ平坦であること、上述したようにE9号墳の埋葬施設の上部を削平していることから、

ElO号墳築造の際に、 E9号墳の墳丘を削平して平坦にした後、墓墳を掘削し、埋葬施設の構築ととも

に第一次墳丘を盛土したことが判明する。

墳丘出土遺物 (第95図，第37表，図版7・81~ 83) 墳丘からは須恵器杯身 4点 (477・478・

480・482)、高杯l点 (485)が出土している。

須恵器杯身4点は内傾しながら高く立ち上がるもので、口縁端部は丸く仕上げられる。口径の大きさ

から 2種類存在し、口径が 12.2-12.8cmの大きいもの2点 (478・480)、11.5cmの小さいもの l点 (477)

がある。

高杯 (485)の脚部は直線的に垂下した後、脚下部で急激に外反し、端部は引き出している。脚の低

位置に円孔が二孔穿たれている。杯部は椀形で低平な底部から直立に近く立ち上がり、口縁端部は外反

し、内傾する面をもっ。

これらの杯身は、遠江田期前葉 (TK10-MT85型式期)に位置づけることができる。一方、高杯、の

帰属時期を決定するのは難しいが、同じく皿期前葉 (TK10-MT85型式期)であろうか。

( 3 )埋葬施設の構造 (第98・99図，第24表，図版47・48)
埋葬施設は川原石を用いたものであり、現状ではそれぞれの石材が規則的に積み上げられたような状

況は確認できず、定型的な横穴式石室ではないことは明らかである。一方、埋葬施設西側は、磯榔には

確認できない墓道状に床面が掘削され、側壁から連続する石組は確認できないごと、 さらに墓道状の部

分からまとまった状態で須恵器が出土している乙とから、西側には当初から石積みは存在せず、開放さ

れていた可能性が高い。また、遠江で確認される掛川市五塚山古墳などの磯榔では底面にも石材が確認

されるごとが多いが、 E10号墳の埋葬施設にはそれが第24表上神増E10号墳第1・2埋葬施設の規模

主軸方位 N-760 15'主
石室全長 6.8m前後
玄室長 6.8m以下
玄室奥壁幅 1.3m前後
墓域長 7.3m 

設置されていない可能性が高い。したがって、当埋葬

玄室l隔 1.5m前後施設は竪穴系の磯榔に横穴式石室の影響があった横口
玄室玄門側l幅 1.3m前後
墓減幅 3.0m 構造の特異な磯榔(以下、「横口構造の磯榔」と仮称する)
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第4事第6節 上神増E古墳群の間査成果
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上神増EIO号墳

の可能性が高い。

墓境 墓墳は長方形で、西側に墓道が接続する。墓墳の底面は石材が確認された部分よりも中央が一

段低く掘り下げられている。この部分に敷石が敷設されていたかどうか不明で、あるため、当初から一段

掘り下げられていたのか、のちの撹乱により一段掘り下げられたのか調査段階では明らかにすることが

できなかった。

埋葬施設 人頭大の磯を南北の側壁に沿って磯詰めをしており、意図的に積み上げたような状態では

なく、離榔のように築造されている。西側部分には墓道状の掘り込みが確認できることから、上述した

ように横穴式石室の影響を受けて、西側小口を設けず開放し、横口(玄門)とした傑榔(室)(1横口構
造の磯榔J)の可能性が高い。

奥壁はすでに存在していないか、奥壁が設置されたと考えられる東壁部分の床面には石材を設置する

ための小土坑は確認できないことから、板状石材を用いず、側壁のように川原石を積み上げた可能性が

高い。

側壁は北壁 (右側壁)側の残存状況が良好ではないが、南壁(左側壁)の玄門部分付近の残存状況が

比較的良好で、 一部板状角磯も利用され、基本的に20-30cmの川原石を用いて積み上げるが、規則的

に組み合わせながら積み上げたような状態ではない。また、墓墳と側壁の裏込めにも 20cm前後の川原石

を充填している。

また、横口の閉塞には20-30cmの川原石を用いている。この閉塞石は墓道の堆積土上に載っている

ため、確認した閉塞石は追葬時のものである可能性がある。

( 4 )遺物の出土状況(第99図，図版48)

墓道の北側から須恵器躍l点 (483)、坪身2点 (481・479)、坪葉l点、 (474)が底面からは5-15cm 

浮いた状態で出土した。躍が一番東側に口縁部を北西に向けた状態で横置きされ、それに接するように

須恵器郎身・郎蓋が出土した。須恵器坪身 (479)はそれらから 20cmtまど西側部分から口縁部を上にし

た状態で出土した。乙の4点の須恵器は、この上に閉塞石が載っていることから、この閉塞石を設置すー

る前に置かれた可能性が高い。閉塞石と墓道底面の聞には土砂が確認できることから追葬時の閉塞石の

可能性が高いため、その下にある須恵器は初葬時の閉塞祭杷にかかる遺物である可能性が高く、閉塞石

の外側で、行った祭杷の痕跡である可能性が高い。

出土位置からみると、杯身 (474)と坪蓋 (481)はセット関係で副葬された可能性が高い。

この他、埋葬施設内の撹乱・流入土からは杯蓋l点 (475)、玉類(管玉) 1点 (497)、埋葬施設の撹

乱坑から無蓋高坪l点 (484)が出土した。また、墓道覆土から杯蓋l点 (476)が出土した。

( 5 )出土遺物(第95・100，第37・39表，図版7・81，...， 83) 

埋葬施設の撹乱土中から玉類1点、須恵器2点、墓道から須恵器5点が出土した。

土器 474 -476は須恵器部蓋である。 474・475は口縁部に段を有し、口縁部と天井部の境に凹線を

施しており、鈍い稜が確認できる。口径13.7-14.0cm、器高4.4cmで、ある。 476は天井部と口縁部の境

界には鋭利な突出による稜が確認でき、口縁部はハ字形に聞きながら垂下し、口縁端部は丸く仕上げら

れる。口径15.5cm、器高4.2cmで、ある。

481は須恵器j不身である。内傾しながら高く立ち上がるたちあがりである。内面底部にはタタキの痕

跡が残る。口径11.7cm、器高4.9cmで、ある。

484は無蓋高杯の口縁部片で、墳丘から出土した無蓋高杯 (485)に類似する。この仮定が正しければ、

485のように円孔透かしを有する脚部であった可能性が高い。 484の杯部は椀形で低平な底部から直立
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第4章第6節上神増E古墳群の嗣査成呆

Gゑ 。
に近く立ち上がり、口縁端部は外反し、内傾する面をもっ。口径は10.8cmに復原で

きる。

483は須恵器麗である。頭部はやや太く、ラッパ状に聞いた後、口縁部で段をつ

けさらに強く外反する。胴部は最大径が胴上部にあり、やや肩の張る扇平な球胴形

である。胴部中央やや上に円孔が穿たれ、円孔部分はi持のように突起するが、遠江

町期以降に特徴的な円孔の周囲に粘土を貼り付ける噛状注口とは異なり、穿孔後粘

土を鴫状にヲ|き延ばすことで突起を形成している。底部にはケズリ調整、内面底部

mu 
(1 : 2) 

③ 
497 6 cm 

第100図
は斜め上方にナデ調整を行っている。口縁部と頭部の境目の段部分に8条一組の波

上神増E10
号墳埋葬 状文が巡らされる。胴には特に文様は施されない。口径12.8cm、胴部径9.6cm、器高
施設出土
玉類実測図 15.1cmで、ある。

管玉 (497)は深緑色で、いわゆる碧玉製(蛇紋岩、緑色凝灰岩かグリ ーンタフ製である可能玉類

性が高p)である。片面穿孔で、 全長約2.7cm、直径1.0cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期について 築造時期は、墓道や埋葬施設から出土した須恵器坪蓋は474・475のように口縁

端部に内傾する段を有することや、 476のように口縁部と天井の境界に明瞭な稜糠を有するなどの特徴

から、遠江皿期前葉 (TK10型式期一MT85型式期)に位置づけることができる。

したがって、 E10号墳の築造時期は遠江皿期前葉 (TK10型式期一M1ち5型式期、 6世紀中頃)に築

造された可能性が高い。

追葬について 墓道から原位置を保持して出土した須恵器と比較して、墳丘から出土した477は口径

がやや小さいこと、閉塞石が須恵器の上に載っているととから、追葬があった可能性が高い。

土器の副葬について E 10号墳では埋葬施設内で原位置を保持して出土した土器はなく、 墓道で行

われた祭杷に須恵器が使用されている。石室内部が大きく撹乱されていること、墳丘上や石室内流入土

中からも遺物が出土していることから、埋葬施設内に土器が副葬されなかったと早計には判断できない

が、遠江で埋葬施設内に土器が副葬されるようになるのは一般的には遠江田期中葉以降と考えられるた

め、横穴式石室の影響を受けながらも、埋葬施設内には土器を副葬しなかった可能性を十分考慮する必

要がある。
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上神増Ell号噴

12.上神増Ell号墳
( 1 )古墳の現況

Ell号墳はE7号墳からが所在する尾根が東に向かって張り出す平坦地に近い緩い斜面に位置する。
確認調査前からこの部分に平坦面が確認でき、 尾根斜面が張り出していたことから古墳の存在は想定で

A 
A 

。
(1 : 100) 
=二二二
( L =93， OOm ) 

4m 

第101図上神増E11号墳墳丘測量図
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第4章第6節上神糟E古墳群の削査成果

B 

C 

白ア〉

ι金主-2弔問一

旦 Bー\斗 ~ I ~イhか，~ '¥ I ~二
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。

第102図上神増E11号墳横穴式石室実測図

-120-

1 掲色土

2 鳳褐色土炭化粒含む

3 晴褐色土

4 貧褐色土

5 明褐色土

6 鳳褐色土

7 暗褐色土

8 瓜褐色土

9 明貧灰色土

10 貧褐色砂質土

11 明褐色土

11 明貧灰色土

(1 : 50) 
二二二と二二

( L =93. OOm ) 

2m  



上神増Ell号積

きた。調査を始めるとまずE12号墳が確認されたため、緩い平坦面の奥の方へ築造した古墳があると

の見解を持っていた。このためEll号墳に関しては全くその存在は確認できなかった。

しかし、調査を進めると、 E12号墳の調査中、本来地山であるべき墓道の壁面や底面が地山ではない

ことが判明し、人為的な掘削の痕跡である可能性がでたため、さらに掘り進めたところ横穴式石室であ

ることが判明し、後述するE12号墳がEll号墳を破壊して築造されたことが判明した。

調査の結果、古墳はE7号墳から一段下がった尾根の張り出し部分の先端に築造される古墳で、 標高

92 -94 m付近に築造されたことが判明した。

( 2 )墳丘の構造(第101・103図，第5・37表，図版48・49)

墳丘盛土は残存しておらず確認することはできない。 E12号墳の築造の

際に破壊された可能性が高い。 ぐ三三ゴヲ司、v
周溝 周溝は、丘陵の高い部分のみを掘削し、石室よりも斜面下位の部分 Ell号境周溝 498 

は手をつけていないか、地山を削り出して周溝に代えていた可能性が高い。仁二一一一一一 ー

周溝は北側で、 |幅1.5m、深さ 0.7m程度、南東側で幅1m弱、深さ 0.2m程¥一一←ー j一一一一一一，

度掘削されてL情。石室西側の斜面上位に当たる部分の周溝の幅が広いが、 トミ::_----f一ゴJ剣，伺
斜面上位に当たることカかミら古墳築造後、雨水の流路となり削られた可能性が E九12;f号墳附E「可1 3ω) 1印Oc叩m 

ヒェニエニz土ごト一一一一一一一→
高く、当初は1.0-1.5 m程度のIp~であった可能性が高い。

第103図 上神増E11号墳周
残存する部分の周溝から判断すると、墳丘形態は不整形な円墳である。周 溝出土土器実測図

溝と埋葬施設の関係から、墳丘規模は南北約10.5m、東西約 10m程度であったと想定できる。

周溝出土遺物(第103図，第37表，図版82) 周溝の北側部分の覆土内からは須恵器2点 (498ω

499)が出土している。 498は摘みのない蓋で、返りを有する。杯蓋ではなく、長頚壷の蓋の可能性が高

い。口径8.6cm、器高2.2cmと低平である。 499は査あるいは瓶類の底部で、胴部下半にはへラ削りが施

されている。

499は破片である乙とから時期を特定することは困難である。 498は返りのある蓋であり、遠江田期後

葉以降の時期である可能性が高いが、時期を特定する乙とは難しい。

( 3 )埋葬施設の構造(第102図，第25表，図版49)

埋葬施設は半地下式に構築された南に向かって開口

する横穴式石室である。

墓墳墓墳はやや南側が窄まるものの、ほぽ長方形

で、幅を狭めながら墓道へと続き、墓道は周溝が取り

付くと想定される箇所付近で急激に東に向けて曲がる。

横穴式石室 奥壁・側壁ともに抜き取られており、その構造は明確ではないが、奥壁部分には細長い

土坑が確認できることから他の横穴式石室同様板状の石材を立てて奥壁としていた可能性が高い。一方、

玄門の立柱石を立てる部分にみられる土坑は現状では確認できないことから、立柱を伴わない川原石を

積み上げる袖の構造であったか、無袖形石室であった可能性が高い。

敷石敷石は2面確認できる。上面は拳大の川原石を敷設しており、下面はそれより も大型の 20~~ 

30cmの川原石を使用し、中には 50cmを超える板石も使用している。両面ともに遺物が出土しておらず、

上面のみを埋葬面としたか、上下両面ともに埋葬面であったかは確認できない。

第25表上神増E11号墳第1• 2埋葬施設の規模
主軸方位 N-16015' -E 
石室全長 3.0m以上
玄室長 3.0m以上 玄室幅 1.0m前後
玄室奥壁l煽 1.0m前後 玄室玄門側幅不明
墓wl長 6.0m以下 墓域幅 1.95m 
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第41極第6節 上神t柑E古噴群の鯛査成果

(1 : 2) 

( 4 )遺物の出土状況 (第102図)

本来敷石が敷設されていた可能性が高い簡所、石室ほぼ中

8cm 500 央左側壁部分で万子1点 (500)が出土した。これは原位置を。

第104図 上神増E11号墳績穴式石室
出土万子実測図

( 5 )出土遺物 (第104図，第39表，図版82)

保持しない可能性が高い。

鉄器 500は鉄製万子である。関は直角両関で、刃部は使い込まれていたのか、刃が内湾している。

茎は茎尻に向かつて徐々に幅を狭めるもので、茎尻は丸尻である。茎には木質、鹿角ともに残存してい

ない。全長11.2cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期について 時期を特定できる遺物が出土していないため不明で、ある。後述するE12号墳に

破壊されているととから、その築造時期 (遠江V期前半，飛鳥V段階，平城I段階， 8世紀前半)より

以前であることは間違いない。 E12号墳墓道南側覆土内から出土した須恵器杯身(第108図501)が出

土した地点はEll号墳の埋葬施設内にあたることから、破壊した際にEll号墳の遺物が紛れ込んだと

仮定すれば、乙の須恵器の特徴から遠江田期後葉に位置づけることができることから、6世紀末一7世

紀初頭頃の築造であった可能性がある。

追葬について 時期を特定できる遺物がなく、また閉塞石も残存していないことから、追葬の有無は

特定できない。
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上神地E12号境

13.上神増E12号墳

( 1 )古墳の現況

E7号墳が所在する丘陵が東に向かつて張り出し、 平坦面に近い緩やかな斜面地が確認できたことか

ら、当初からこの位置に古墳があることが想定できた。 調査を実施すると、尾根が張り出した部分の奥

まった位置に築造されているとの印象があった。この印象は、調査が進むにつれ、解決した。 尾根の張

り出しに築造されていたEll号墳を破壊して、さらに奥に横穴式石室を構築したことが判明したため、

A' 

/ 

A 

。
(1 : 3) 10cm 

土器。
(1 : 100) 

-コ--
( L=94.00m ) 

4m  
遺布署

第105図上神増E12号墳周辺測量図
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第4章第6節上神地E古墳群の鯛査成果

この奥まった位置に横穴式石室が築造されたことについて理解することができた。

古墳は標高94-95 m付近に築造される。

( 2 )墳丘の構造 (第105図，第5表，図版48・49)

横穴式石室に平行するように溝が走っているが、 E12号墳とは特に関係ない可能性が高く、また墳丘

盛土も確認できず、削り出し等も確認できないことから、墳形・規模は不明である。

なお、第 105図のんA'断面の石室左側の掘り込みの堆積土は、 Ell号墳の南東側の周溝部分の土

B S' 

。
(1 : 50) 
二二二と二=

( L =94. OOm ) 

2m 

芯S

0

6
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第106図 上神増E12号墳償穴式石室検出状況および基底石、墓壌実測図
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上神増E12号積

砂である。乙のEll号墳の周溝の堆積土をE12号墳の墓績が掘り込んで、いることからEll号墳を破

壊してE12号墳が築造されたことが判明した。

( 3 )埋葬施設の構造(第106・107図，第26表，図版7・50"""52) 

埋葬施設はほぼ地下式に構築された擬似両袖式横穴式石第26表上神増E12号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-29030' -w 

室で、南からやや南東に向かつて閉口する。 石室全長 3.1m 

墓境・墓道墓墳は地山を1.5m程度掘り込んでおり、言室長11展 33r 
奥壁2石分が墓境内に収まる。天井石を除けば石室はほぼ 羨道長 O.25m 

墓療長 4.0m前後

幅側
首
1
4

幅
玄
幅
幅

室
室
道
城

玄
玄
羨
墓

O.8m 
O.6m 
O.5m 
1.7m 

墓境内に構築された可能性が高い。

墓墳は奥壁側が急激に窄まる。また、墓道側がやや狭くなる胴張り形の長方形である。墓道との境は

明瞭ではない。

墓道は石室羨門から1.5m付近まで石室主軸と同一方向へ伸びた後、そこから急激に南に向かい逆く

字形に曲がる。これはE12号墳が破壊したEll号墳の墓墳に当たったためで、 Ell号墳の横穴式石

室の関口方向へ曲げたと想定できる。

横穴式石室 石室平面形については、玄室は奥壁に向かつて急激に窄まる奥窄まり形である。

奥壁 奥壁に板状石材を 2段積んで、奥壁としている。立柱石も板状の石材を立てており、その高さは

ほぼ奥壁1段目の高さと同様で、ある。

側壁側壁は基本的に川原石を用いて構築されている。現状で9段、1.3m残存している。崩落して

pる天井石と川原石からはもう 1 ~ 2 段程度高かった可能性が高く、石室の内法高1.5 m程度で、あった

可能性が高い。側壁の積載方法については、基底石は長子面を内側に向けて据え、 2段目以上は小口積

みを基本としている。玄門は立柱石を設置した後、その上に川原石を積み重ねているため不安定で、特

に右側は崩落す前であった。立柱石の南側の羨道とする部分は l列しかなく、羨道として機能したかど

うかは検討の余地があり、前庭側壁である可能性が高い。

天井石 天井石には奥壁と同じような板状の石材を用いており、墓道まで崩落して移動した大型の角

離を数えれば、天井石は7石架構されていた可能性が高い。現状でその大きさを足していくとほぼ3.0

m程度となり、石室全長が3.1m、玄室の規模が2.85mであることから、少なくとも玄室は全体が天井

石に覆われていた可能性が高い。

なお、羨門部分から西側に向かつて川原石が4石裏込め土および墓域肩部分に据置かれている。これ

は、意図的に設置されたもので、墳丘内石列あるいは外護列石の可能性が高い。

閉塞 羨道には閉塞は確認できず、墓道内に天井石の崩落とともに川原石が出土したごとから、その

うちの一部が閉塞石であった可能性も排除できないが、すでに失われた可能性が高い。

敷石 敷石は確認できず、原位置を保持して出土した須恵器長頚壷は地山に直接置かれていたことか

ら、石室構築当初から設置されなかった可能性が高い。

( 4 )遺物の出土状況(第107図，図版51)

横穴式石室内では玄室中央やや北側の左側壁部分から須恵器長頚査 (509)が床面直上に正位の状態

で副葬されていた。また、墓道床面から 20cm程度上で、杯蓋 (503)、杯身 (505)、長頚壷 (508)が出土

し、その覆土中から坪身l点 (506)、杯蓋2点 (502・504)が出土した。さらに、石室西側では、石室内、

墓道から出土した破片と接合する査l点 (507)が出土した。また、これらとは離れて、墓道の南側から

須恵器杯身l点 (501)が出土した。この部分はEll号墳の墓域内にあたるため、 Ell号墳に伴う遺

物である可能性が高い。
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第4宣言第6節 上神地E古墳群の鯛査成来
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一一一 土器。

(1 : 10) 40cm 

0 
遺構

2m (1 : 50) 
二二立二二

( L=94.00m ) 

第107図 上神増E12号墳横穴式石室実測図および遺物出土状況図

( 5 )出土遺物 (第108図，第37表，図版83・84)
須恵器 501は須恵器杯身である。内傾して短く立ち上がるもので、口径1L2cm、器高4.9cmで、ある。

502 -504は摘付の杯蓋(摘蓋)である。大型の擬宝珠形の摘みで、天井は低く、口縁部で垂直に垂下

する。口径16.6-17.2cm、器高2.9-3.3cmである。505・506は高台付の坪身(有台杯)である。505

は台部よりも底がはらむものである。口縁部は底部から箱形に立ち上がる。口径15.8cm、器高3.4cmで、

ある。506は底部が台よりも高い位置にあるもので、坪部の形態は505と同様である。507は直口壷で
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EI2J;，'境墳丘・石室内・鋪道

EI2号境基道 508 

EI2号噴石盃内 509 

。
(1 : 3) 10cm 

507 

第108図 上神増E12号墳出土土器実測図

ある。胴部は無花果形で、平行タタキを施した後、カキメでタタキを一部消している。口縁部は直立する。

口径11.7cm、器高27.9cmで、ある。長頚壷 (509)は台付長顕壷で、肩の張る胴部で、口縁部はラッパ状

に聞き、口縁部を外側下位に向かつて垂下させる形態である。口径11.2cm、器高約25.8cmで、ある。

( 6 )小結

築造時期について 石室内に副葬された長顕査は台付査であり、口縁部を外側下にむかつて垂下さ

せるこ となどの特徴から遠江V期前半以降に位置づけることができる。また、墓道から出土した503・

505・508も同様の時期であり、 E12号墳の築造時期は8世紀前半であった可能性が高い。

一方、石室周辺および石室内、墓道で出土した杯身501は口径11.2cmと遠江皿期末葉に位置づけられる

可能性が高い。墓道部分はEll号墳を破壊していることを考慮すると、これらはEll号墳に伴う遺物で

ある可能性が高い。

したがって、 Ell号墳は遠江田期末葉の築造、 E12号墳は遠江V期前半(初頭)の築造である蓋然性

が高い。

追葬について 追葬については、時期差のある遺物が出土していないことから不明で、ある。
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第4章第6節 上神増E古墳群の嗣査成果

14.上神増E13号墳
( 1 )古墳の現況

Ell号墳の下位の斜面に築造されており、斜面の盛り上がりも一切確認できず、古墳が存在すること

は全く想定していなかった。 Ell・12号墳調査中に新たに発見した古墳である。

( 2 )墳丘の構造 (第 109図，第5表，図版53)

周溝、盛土ともに確認できない。小型の埋葬施設であるため周溝は掘削されなかった可能性が高い。

したがって、埋葬施設を覆う程度の墳丘のみであった可能性が高い。

( 3 )埋葬施設の構造(第110図，第27表，図版53)

埋葬施設は墓横内から石材 2点が、床面よりやや浮第27表上神増E13号墳埋葬施設の規模
ー 一 主軸方位 N-24030' -w 

いた状態で出土しているが、石室とするLは内法が狭埋葬施設長 2.1m以下 埋葬施設|幅 O.8m以下

すぎるため崩落した土砂に含まれた石材の可能性を想墓機長 2.1m 墓域幅 O.8m 

定したい。したがって、床石を敷設しない横穴式土墳である可能性が高い。

墓墳 墓墳は地山を掘り込んで築造しており、南側がやや狭くなる台形で、奥壁側は奥壁を据えるた

A. 

。

第109図上神増E13・14号墳周辺測量図
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(1 : 100) 

=二=コ--
( L =92. OOm ) 
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めに一段深く掘り込まれている。床面はほぼ水平に調整され

ている。

( 4 )小結

出土遺物がなく、時期を特定することができないが、古墳

の埋葬施設と しては非常に小型で、あることから遠江V期前半

( 7世紀末葉-8世紀初頭)以降に築造された可能性が高い。
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第110図 上神増E13号墳埋葬纏設実測図



第4章第6節上神崎IE古境群の剛査成果

15.上神増E14号墳

( 1 )古墳の現況

当初は古墳の存在は全く想定できなかった。 E13号墳同様、

E11・12号墳調査中に新たに発見した古墳である。
E14号墳周辺 510 

ピ三三二ヲ三三¥守
E14号墳周辺 511 

( 2 )墳丘の構造 (第109・111図，第5表，図版53・85)

盛土および周溝ともに確認できない。当初から周溝は掘削

されず、盛土は石室を覆う程度であったと想定する。
。

(1 : 3) 10cm 

第111図上神増E14号墳周辺出土土器実浪IJ図 周辺出土土器(第111図，図版85) 埋葬施設周辺からは、

須恵器杯蓋2点 (510・511)が出土している。杯蓋は摘付の杯蓋で、天井から大きく開いた後、口縁部

を垂下させるものである。口径は 15.6、16.6cmに復原で、きる。これらの特徴から遠江V期前半(飛鳥V

段階)、 8世紀前半に位置づけることができる。

( 3 )埋葬施設の構造(第112図，第28表，図版53)

半地下式に築造された横穴式石室であり、南東に向
第28表上神増E14号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-34015' -W かつて閉口する。
石室全長 1.0m以上
玄室長 l.Om以上 玄室幅 O.5m前後 墓墳墓墳は地山を掘り込んでおり、平面形は不整
玄室奥壁11:届 O.3m 玄室玄門側l幅 O.3m前後形な長方形である。
墓成長 1.2m以上 墓割高l幅 l.1m 

横穴式石室横穴式石室は小型の無袖形石室で、平

面形は樽形(胴張形)である。奥壁には板状の石材を立て、 側壁には川原石を置いている。 2段目は小

口積みしており、小型で、あるが横穴式石室の造り方を踏襲している。ただし、南東部分が流出しており、

南側部分に小口壁がある可能性も排除できないが、側壁の積み方、奥壁に使用した石材からみると、横

穴式石室である。

( 4 )小結

築造時期と追葬について 埋葬施設内から出土した遺物はなく、 時期は特定できない。B8号墳より

も小型化している乙とから、やはり 7世紀末葉以降に位置づけられる可能性が極めて高い。また、小型

の石室である乙とから当初から追葬を行わない構造であった可能性が高い。

B S' 

イ韓民
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第112図 上神増E14号墳横穴式石室実測図
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上神増EI5号境

16.上神増E15号墳

( 1 )古墳の現況

古墳はE9号墳が立地する尾根が南東に向かつて張り出す斜面の平坦地に築造されている。当初から

この位置が高まっており、 古墳の存在は想定できた。

( 2 )墳丘の構造 (第113・117図，第5・37表，図版53・54)

墳丘 墳丘は埋葬施設付近が後世の溝により大きく掘削・破壊されていたが、周溝および墳丘盛土も

一部残存していた。墳丘盛土は斜面下位にのみ残存しており (第113図3・4層)、また横穴式石室構

築の際に盛土を掘り込んで、いることから、-s.斜面上部と高さをそろえ平坦面を造成した後で、埋葬施

設の墓墳を掘り込んだ可能性が高い。

周溝 周溝は当初から丘陵上部のみ掘削されたもので斜面下部は削り出しか、それも行われなかった

可能性もある。周溝と埋葬施設の位置関係から、墳形は南北に長い楕円形に近い円墳であったと想定で

き、おおよその規模は、東西11m、南北12m程度で、あったと推測する。

墳丘・周溝出土遺物(第117図，第37表，図版85・89) 周溝西側で須恵器杯蓋1点 (512)、墳丘

上から須恵器フラスコ瓶片l点 (516)が出土した。

須恵器杯蓋 (512)は天井部のみの破片であり、特徴は明確ではないが、回転ヘラ削り調整を3回転行

っている。出土位置を考慮すると丘陵上にあるE10号墳に伴う遺物である可能性が高い。須恵器片(516)

はいわゆる「風船技法Jを用いていることから、 瓶類の破片である可能性が高い。図では提瓶のような
状態で図示しているが、図右側が上になる場合も想定できる。

( 3 )埋葬施設の構造(第114・115図，第29表，図版54)

埋葬施設は南側に向かつて閉口する横穴式石室である。

墓境・墓道墓墳は盛土および、地山を掘り込んだ半地下

式であり、奥壁側が広い逆台形で、南側に墓道が接続する。

墓道は南側に向かって伸びる。

横穴式石室 横穴式石室は大きく破壊を受けているた

第29表上神増E15号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-150 45'-W 
石室全長 5.0m以上
玄室長 3.0m前後
玄室奥壁幅 不明
言受道長 2.0m以上
墓機長 5.5m前後

加
明
明

m

じ
不
不
幻

幅仰い
日
1
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同

F
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幅
玄
幅
幅

室
室
道
城

玄
玄
毅
墓

め、残存状況は良好で、はないが、残存部位によりおおよその形状は把握できる。

墓域底面をみると墓域北壁から約3.5mの位置に左右に掘り込みが確認でき、側壁の笥i曲する形状か

らもこの位置に立柱石が据えられていた可能性が高いことから、 擬似両袖式石室であった可能性が高い。

さらに、墓城南側に板状の石材が据えられており、乙の石材が原位置を保持しているとすれば、この位

置にも立柱石が設置された複室系の疑似両袖式石室である可能性が高い。

玄室平面形は奥壁側が窄まる奥窄まり形で、側壁の基底石は平子を内側に向けて設置され、 2段目以

上は小口積みを基本としている。羨道部分の平面形態は不明で、あるが、玄室の形状から同じく胴の張る

樽形に近い形状であり、側壁は玄室と同じく基底石を平手積み、 2段目を小口積みしている。

敷石 敷石は現状で玄室部分のみ確認できる。一部板状の石材を設置しているが、基本的に 10-20 

cmの川原石を l面敷設している。

( 4 )遺物の出土状況(第116図，図版54)

遺物は石室内の撹乱土中から鉄製品(万子2点，鉄鍛1点，大万茎1点)が、羨道の残存する側壁の

ところで土師器盤 (524)がその北西側で平瓶 (520)が出土した。また、墓道で底面から須恵器平瓶 (519・

518)、杯身 (513)、壷瓶類口縁部片 (521)、土師器脚付盤 (523)が出土し、墓道の覆土中から須恵器
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ム
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第4寧第6節上神f曹E古墳群の悶査成果

A' A 

1 黄褐色砂貿土機粒含む

2 明黄褐色砂貧土 曜韓粒多く含む

3 褐色土

4 晴褐色土

。
(1 : 100) 4m 

( L=95.00m ) 

第113図 上神増E15号墳墳丘測量図
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上神増E15号境

s' 

c:CCコ

人

思
出土状況a-a'

G
属
U

(b 

C 

暗褐色土

灰褐色砂質土

褐色砂質土

明褐色砂質土

灰褐色砂質こと

褐色砂貿土

茶褐色砂賀工

階褐色土

B 

? (1則 干m
- T，一一'--------'

( L=9S.00m ) 

上神増E15号墳横穴式石室実測図

つ
u
q
4
d
 

vよ

B 

第114図



第4章第6節上神地E古噴群の鯛査成果
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第115図 上神増E15号墳横穴式石室基底石および墓域実演tl図
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第4章第6節 上神増E古漬鮮の綱査成呆

三J'E15号墳周溝西側中央 512 
513 

¥三J
E15号境事選 514 

手五 日1
E15号境事道 517 

E15号噴基道 518 

E15号墳繍丘 516 

Ei5号境基道 全面赤彩 523 

第117図上神場E15号墳出土土器実演IJ図

杯身(有台杯、 515)、平瓶 (517)、杯身 (514)、盤? (522)が出土した。

( 5 )出土遺物(第117・118図，第37・39表，図版85・86・89)

E 15号墳石室内から須恵器平瓶l点 (520)、土師器盤1点 (524)、大万片1点、 鉄鍬l点、万子2点

が出土した。また、墓道から須恵器杯身3点(513-515)、平瓶3点(517-519)、瓶類口縁部片l点(521)、

盤?1点 (522)、土師器脚付盤l点 (523)が出土した。

土器 坪身 (513)は、杯蓋の可能性も排除できないが、無台杯である可能性が高い。低平な底から

外上方に向かつて立ち上がり、口縁端部内面には凹線が確認できる。口径 11.0cm、器高3.9cmである。

杯身の可能性が高い514は底部から外上方に向かい立ち上がり、口縁端部は丸く収められる。 513と比

較すると器壁が厚手であり、杯ではなく短頚壷の蓋などの可能性も残る。口径10.lcmで、ある。杯身 (515)

は有台杯で、底部は台と同じ高さまで垂下する。口縁部は内湾気昧に立ち上がり、口縁端部はやや外反し、

丸く収められる。口径14.5cm、器高4.1cmで、ある。

須恵器平瓶 (519)は低平な胴部で、頚部は細く、直立に近く立ち上がり、口縁端部内面には回線が

確認できる。頚部にはカキメ調整が施されている。平瓶 (517・518)はほぼ直立する頭部で、口縁端部

は丸く収められる。 517は頭部中央に沈線が巡らされ、 518の頭部は直立した後口縁部は内湾する。平

-136-



瓶(520)は肩の張る扇平な胴部で、胴部は肩から急激に窄まり、

ほぼ水平な底部に至る。肩にはボタン状粘土が貼り付けられ

ている。頭部は太く、直立した後段を設けてそこから緩やか

に外反し、口縁端部は外側に向かつて引き出され、外傾する

面をもっ。口径10.lcm、器高 15.8cmで、ある。

521は大型横瓶あるいは大型平瓶の口縁部の可能性が高い。

頭部はハ字形に開いた後、口縁部は内湾するもので、口縁端

部は外傾する面をもっ。口径13.2cmに復原で、きる。 522は盤

あるいは脚付盤(高盤)の可能性が高い。底部はほぼ水平で、

口縁部は外上方に向かつて立ち上がり、口縁端部を外側に引

き出すもので、口縁端部上面は水平の面を持つ。同じような

特徴を持つ土器の類例としては浜松市半田山D3号墳出土の

脚付盤があげられる。

土師器脚付盤(高盤、 523)は、脚基部は太く、ラッパ状に

開いた後、端部を丸く収める。盤部は緩やかに内湾しながら

立ち上がり、口縁端部は丸く収められる。外面はミガキ調整、

内面は放射状のミガキ調整が行われている。口径24.3cm、高さ 9.1cmで、ある。盤内外面および脚部外面

に赤塗が施されている。盤 (524)は全面赤彩が確認できる。口縁端部はやや肥厚し、丸く収められる。

上神埼E15号墳

qコ:[開コー
526 

528 

。
(1 : 2) 10cm 

第118図 上神増E15号墳横穴式石室出土
鉄製品実測図

内面には調整の痕跡が残らない。口径 19.5cm、高さ 3.6cmである。

鉄器大万片1点、鉄鍛1点、万子2点が出土した。

万子 (525)は、木柄万子である。内湾する刃部であり、使用による研ぎ減りの可能性がある。聞は

直角均等両関で、茎は茎尻に向かい徐々に細くなる。茎には木質が残り、まず樹皮巻を行い、その上に

木柄を装着していることが判明する。なお、茎には木質が確認できるが、刃部にはその痕跡がないため、

抜き身の状態で副葬された可能性がある。

万子 (526)は刃部と茎の破片であり、茎は茎尻に向かい先細る形状で、 断面逆長台形である。

鉄鍬 (527)は平根 (腸扶)三角形式で、鍬身はふくらがあり、平造である。頭部は短く、茎関は腕関

である。

528は断面逆台形であること、 l幅2cm前後で、ある乙とから、鉄万の茎の可能性が高い。茎尻に向かい

先細る形状を呈する。

( 6 )小結

築造時期について 石室や墓道から出土した土器 (513)が無台杯であれば、遠江町期後半には築造

された可能性が高い。一方、坪蓋とする場合には遠江町期前半まで築造時期が遡る可能性があり、これ

は鉄鎖 (527)がその時期に位置づけられる可能性があることからも、その時期に築造された可能性も

排除できない。したがって、 E15号墳は遠江町期前半までさかのぼる可能性があり、少なくとも遠江町

期後半には築造されていたことは明らかである。

追葬について 土師器脚付盤 (523)、盤 (524)、須恵器盤? (522)は遠江町期末葉、 515・520は遠

江V期前半に位置づけることができるととから、 8世紀前半までに少なくとも 1回追葬が行われた可能

性がある。
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第4*第6節上神l曽E古墳群の鰐査成果

17.上神増E16号墳

( 1 )古墳の現況

E 15号墳が築造された尾根の緩斜面に位置している。尾根がやや張り出した位置に造営されており、

古墳が存在することは想定できる立地であった。 確認調査により新たに確認された古墳である。古墳は

E 15号墳の東側、 E17号墳の西側に築造されている。

( 2 )墳丘の構造(第119・120図，第5表，図版55・87・90)

墳丘墳丘盛土は一切確認できない。

周溝 周溝は斜面上部のみ確認されており、本来この位置しか掘削されなかった可能性が高い。周溝

と石室の関係から考えると、南北約11.0m、東西約8.8m以上の墳丘に復原で、き、墳形は不整形な円墳

であったと想定する。

周溝は最大幅2.8m、深さ 0.3mで、ある。

周溝出土遺物(第119図，第37表，図版87.90) 周溝から須恵器坪身1点 (539)、無蓋高杯l点 (541)、

古墳の周辺から須恵器の脚部 (高杯か)1点 (542)が出土した。杯身 (539)は垂直に高く立ち上がる

もので、口径13.0cmで、ある。無蓋高杯 (541)は杯部が椀形のもので、口縁部は強く外反し、平坦面が

作られる。脚部 (542)はハ字形に開くものである。

ピヲも}
E16号噴石室床面 529 

f-て与三ミ

ι二斗三ミ
E16号境}I道 531 

F7主主、
E16号墳墓道 532 

戸三「二二、
E16号墳}I道 533 

正二二一」二二~
E16号墳墓道 534 

E16号墳石室床面 544 

。
(1 : 3) 10cm 

三三~~
E16号墳石室床面 535 

E16号墳周溝

三正、、
E16号墳周辺 542 

541 

ミ士三「三み
よ t三才
E16号墳周溝 539 

E16号墳石室床面 543 

ーサ
第119図 上神増E16号墳出土土器実現j図
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第4章第6節 上神t曽E古墳群の鯛査成果

須恵器杯身は口径が大きく 、立ちあがりも高いことから、遠江皿期中葉に位置づけることができる。

一方、高杯は椀形の杯部である乙とから、少なくとも遠江皿期末葉以降に位置づけられる。

( 3 )埋葬施設の構造 (第121~ 123図，第30表，図版55・56)
埋葬施設は、地山を掘削し、半地下式に構築された、ほぽ南に向かつて閉口する擬似両袖式横穴式石

室である。
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6 淡茶縄色砂質土

7 淡茶色砂質土
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第121図上神増E16号墳横穴式石室検出状況図
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第4*第6節上神地E古墳群の側査成果

墓壊・墓道 墓墳は地山を掘り込む。平面形は逆徳利形で、この徳利形に幅を狭める部分は石室の玄

門部が当たり、石室を意識して、それに合わせて墓携を掘削したことは明らかである。墓道は玄室中央

部付近まで延び、玄室内は埋め戻された可能性が高い。現状で石室の主軸と同じ方向へ伸び、石室入口

から約1.4m残る。

横穴式石室 玄室は中央が膨らむ胴張形である。羨道は石室外側に向かつて逆ハ字形に窄まった後、

AI 

。
(1 : 50) 
- コ二二
( L=91.00m ) 

2m 

第123図 上神増E16号墳横穴式石室基底石および墓墳実測図
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第4章第6節 上神増E古墳群の綱査成呆

南側の2石は左右ともにハ字形に聞いており、窄まる

部分が羨道、開く部分が前庭であった可能性が高い。

奥壁・側壁奥壁は既に抜き取られているが、一部

残存する石材から 1枚の板状の石材を立てて鏡石にし

ていた可能性が高い。玄門は板状の石材を立てて立柱

第30表上神増E16号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-220 45'-W 
石室全長 6.75m前後
玄室長 4.5m前後
玄室奥壁|隠 l.Om前後
羨道長 2.25m 
墓機長 7.0m前後

一陥側
同
司
』

幅
玄
幅
幅

室
室
道
機

玄
玄
羨
墓

l.1m前後
O.8m 
O.75m 
2.3m 

石とし、内側に突出させている。

側壁は玄室・羨道ともに基底石を平手積み、 2段目以上を小口積み、を基本として積み上げている。

使用する石材は川原石である。用いられた川原石は基底石に利用されるものがやや大きい。

敷石敷石は現状で奥壁から約0.4m-2.8 mまでの長さ 2.4m、幅1.0mの範囲に敷設されている。

現状では奥壁側に空白部分、また左側壁側に偏在しているが、それぞれ石材が抜き取られているため、

その際に撹乱された可能性が高い。したがって、奥壁から 2.8mまでは敷石が設置されていたと考える

のが妥当で、ある。奥壁から1.7mの位置に他の敷石より大きい石材を用いて石室主軸に直交するように

屍床仕切石が設けられている。

( 4 )遺物の出土状況(第124図，図版56)

石室内からは主に敷石上と左側壁側の玄門部分で出土している。

敷石上では、奥壁側一中央部にかけて玉類が出土した。奥壁近くでは丸玉l点 (568)、藁玉1点 (558)、

耳環(572)がまとまって出土し、それより 60cm南、屍床仕切石の20cm北側、敷石の中央で、管玉l点(561)、

勾玉7点 (546・547・550・552-555)、丸玉4点 (562-565・569)、大万茎片 (588)、南端左側壁側

で須恵器平瓶 (545)が口縁部を上に向けた状態で出土した。 右側壁側の屍床仕切石付近で鉄鎖 (581)

が出土した。また、屍床仕切石の南から勾玉l点 (549)、左側壁に沿って万子1点 (576)が出土した。

残存する敷石の一番南側の石材の聞から鉄鱗茎片 (582)が出土した。

床面(地山)上では、左側壁の玄門部分で須恵器高杯l点 (543)、短頚査1点 (544)が出土した。

この他、右側壁が破壊された部分、屍床仕切石の西側から、耳環l点 (573)、鉄鍛 (580)、大万片 (586・

587)が出土した。さらに石室床面上から須恵器杯蓋l点 (529)、杯身2点 (535・538)、無蓋高坪l点 (540)

が出土した。これ以外の鉄製品、耳環、玉類は、横穴式石室の覆土から出土した。

墓道の覆土からは須恵器杯蓋5点 (530-534)、杯身2点 (536. 537)が出土した。

( 5 )出土遺物 (第119・125・126図，第37-40表、図版86-91) 

石室内から須恵器杯蓋l点、部身2点、無蓋高杯2点、平瓶l点、短頚査l点、勾玉10点、切子玉2点、

薬玉3点、管玉1点、丸玉・小玉10点、耳環4点、万子2点以上、鉄鍛2点以上、鉄鉾1点、大万片3片、

用途不明の鉄製品1点が出土した。また、墓道から杯蓋5点、杯身2点が出土した。

土器 まずは石室内から出土した土器について記述する。

坪蓋 (529)は、口径9.4cm、器高4.2cmで、天井と口縁部の境には稜は確認できない椀形(半球形)の

杯蓋である。天井部には 1-Jのへラ記号がある。杯身 (535)は、低く立ち上がるもので、口縁部の
高さはほぼ同じである。口径8.4cm、器高3.2cmで、ある。底部にはI-Jのへラ記号がある。このことから、

杯蓋 (529)と杯身 (535)は組合せ関係にある可能性が高い。 538はほぼ垂直に高く立ち上がるもので、

口縁部は丸く仕上げられている。受け部は水平に伸びる。口径l1.9cmで、ある。

無蓋高杯 (543)は椀形の坪部で、口縁端部は内傾する面をもっ。脚部には透かしがないが、中央部

分に回線二条を巡らせていることから長脚二段高坪である。脚部は回線部分までほぼ垂直に下がった後、

急激にハ字形に広がり、脚裾部に段を設け、脚端部は丸く収められる。口径16.5cm、器高13.4cmで、ある。
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上神増EI6号墳

高杯 (540)も543と同様の杯部である。口径16.4cmに復原で、きる。

平瓶 (545)は、肩平な球胴に、短い口縁部が取り付けられるものである。頭部はハ字形に立ち上がり、

口縁端部は丸く収められる。胴部の側面に 「汁」のへラ記号が刻まれている。

短頚壷 (544)は扇平な球胴で、肩部に胴部の最大径がある。口縁部は内傾しながら立ち上がり、口

縁端部は丸く仕上げられる。口径5.8cmで、ある。

以下に墓道から出土した須恵器について記述する。

杯蓋 (530-534)は返りをもっ杯蓋(返蓋)で、 返りは受部よりも外側に突出しない。 形態的に2種

類に区分できる。第1は、半球形の天井部で、口縁内側に返りを貼り付けるもの (530-532)である。

第2は半球形の天井部で、口縁部を内湾させ返りと し、その外側に受部を貼り付けたような状況を呈す

るもの (533・534)である。第2は受部を接合した可能性と、半球形の天井部の口縁部近くを急激に外

優 ~ ， -~ ~ D -1 ~ 動
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@② “7 ~ 

GBE 包 ~d -@ ~ ~ 
549 550 551 

Z診 @ @ 

~ O J!) eB2 包mJ
552 553 554 

@ @ @ 

伊匂@J~ @ ~ 
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第125図 上神増E16号墳横穴式石室出土玉類実測図
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第4章第6節 上神地E古墳群の刷査成果

。..-(fQ)-0--~-
572 574 573 575 

側に屈曲させ、その内側に返りを接着した可能

性もある。前者は口径(受部径)10.6 -10.8cm、

後者は同じく 10.4-11.0cmに復原で、きる。

杯身 (536)は、口縁部が内傾しながら立ち

上がるもので、受部よりもわずかに高いもので

ある。口径7.8cmで、ある。 537は口縁部が短く

576 直立するたちあがりで、受部よりもやや高いも

市一仁ご1二守フー塁~~

582 

~7 5m 
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1
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のである。口径8.4cmに復原で、きる。

玉類勾玉10点、切子玉2点、 藁玉3点、

管玉1点、丸玉・小玉10点が出土した。

勾玉は、璃瑠製 (546・548，550 -555)、

チャート (547)、石製(石材不明，549)である。

片面穿孔8点 (546・548，550 -555)、両面

587 穿孔の可能性があるのが2点 (547・549)で

ある。したがって、璃楢製のものはすべて片面

穿孔で、チャート製(その可能性がある)のも

のは両面穿孔であることがわかる。全長2.5-

で88 3.9cmで、ある O
10cm 切子玉(556・557)は水晶製で、12面体である。
ゴ
20cm 片面穿孔である。薬玉(558-560)は琉王自製で、

大きさが3点すべて異なる。管玉 (561)はい

わゆる碧玉製(蛇紋岩、緑色凝灰岩かグリー

ンタフ製)で、両面から穿孔しているが、図の下側から穿ったものは途中で、止っており、失敗したため

図の上側から再度穿孔しなおしたものである。

丸玉・小玉 (562-571)はすべてガラス製の可能性が高い。風化が進んで黒褐色などを呈しているが、

本来は紺色であった可能性が高い。小玉の色調は、 569・570は紺色、 571は濃緑を呈している。

耳環耳環 (572-575)はすべて銅地銀張である。 耳環のC字の小口部分を観察すると鍛が確認で

きることから、銅芯に銀箔を巻き付けたものであるととがわかる。大きさは575がやや大きく、直径2.9

cmの円形で、 572-573は直径2.6-2.7cmで、やや扇平な円形で、ある。 したがって、 574・575が石室覆土

内から出土しているため出土位置が明確ではないが、耳環の大きさから判断して、 572-574の3点で

2組、 575で1組の3組分が確認できるため、少なくともE16号墳には3人が埋葬された可能性が高い。

鉄器 万子2点以上、鉄万3点、鉾1点、鉄鍛2点以上、用途不明鉄製品が出土した。

万子 (576)は刃部側が直角、棟側が撫角の両関で、茎は直線的に茎尻に向かつて伸びる。茎断面は

棟側の幅がやや広い台形である。茎には木質は残存しておらず、柄の材質については不明で、ある。577

は万子の切先である。 578は万子の茎片で、関から茎尻に向かい幅を狭める。茎には木質が残存しており、

木柄万子であったことがわかる。

大万 (586-588)は切先、万身、茎尻の破片が出土しており、 586と587は万身幅が異なることから

別個体である可能性がある。586は切先の破片で、ふくらがやや張るものである。 587は万身片である。

588は茎片で、茎は茎尻に向かつて幅を狭めるもので、茎尻は丸尻である。目釘孔が確認でき、 目釘孔

には鉄製目釘が残存する。目釘は断面方形の可能性がある。

鉾(585)は鉾先片である。断面が三角形であり、三角穂式鉄鉾である可能性が高い。鉾身幅1cmで、ある。

31 

583 

0 
572 -585 C 

0 
586 -588 

584 

(1 : 2) 

(1 : 4) 

第126図 上神増E16号墳出土金属製品実測図
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上神増E16号喰

鉄鎖は、584が580・581のどちらかに伴うものであるとすれば、鉄鎖片5点は2点である可能性が高

い。 580・581ともに三角形式で、鎌身幅1.8-1.9Cll1で、 平造りである。鍬身幅が1.8-1.9cmと尖根式、

平根式の中間的な形態である。長頚鍛のように頭部が長いものと想定できることから、尖根式に近い。

584は頭部から茎の破片で、関は腕関である。582は茎片、 583は頭部片である。

用途不明鉄製品579は、幅1.8cm、厚さ 2mmの鉄板をL字形に折り曲げたものである。埋葬後変形し

たとすれば、縦などの可能性がある。

( 6 )小結

築造時期について 石室床面から出土した 538はその大きさから遠江田期中葉 (TK43型式併行期)

に位置づけるごとができる。また、古墳時代終末期に副葬されることが稀有な遺物である鉄鉾が副葬さ

れていることも、この須恵器の時期と一致しており、この他にこの時期に確実に帰属する遺物はないも

のの、これらの遺物をもって築造時期とすることができる可能性が高い。

これ以外の遺物では、椀形の杯部を有する無蓋高坪 (543)は長脚二段の痕跡を保持することから遠

江田期末葉、石室や墓道から出土した坪身・杯蓋は口径が10cm未満と小さく、杯身はほぼ立ち上がりが

受け部で見えないような状況である乙とから、遠江町期後半に位置づけるのが妥当である。

したがって、 E16号墳は少なくとも遠江田期末葉(飛鳥I期、 7世紀前半)には存在しており、遠江

皿期中葉~後葉、 TK43-209型式期)まで遡る可能性が高い。

追葬について 石室内からは耳環が4点出土しており、少なくとも 2人埋葬されたことは明らかであ

り、耳環の大きさからみると、 572-574の3点がほぼ同じ大きさ、575がやや大きいことから、 4点2

組分ではなく、 4点3組分で、 3人分の残り 2点は失われた可能性が高いと考える。

また、出土した須恵器についても、上述したように遠江皿期末葉、百期後半のものが存在しているこ

とから、 2回の追葬が行われたと想定できる。したがって、E16号墳は、 遠江皿期中葉に築造され、少

なくとも遠江皿期末葉、百期後半の2回追葬が行われた可能性が高い。
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第4章第6節上神増E古墳群の鯛査成果

18.上神増E17号墳

( 1 )古墳の現況

E9・10号墳が所在する尾根から東に派生する尾根の緩斜面の下位に位置していたが、斜面がやや張

り出しており、古墳の存在は予想できた。古墳は標高87-89 mに築造されている。西側の斜面上位に

E 16号墳が所在する。

( 2 )墳丘の構造 (第127図，第5表)

周溝は石室の周囲には一切確認できず、削り出しも確認できない。斜面上位に当たる西側にも周溝が

確認できないことから、築造当初から周溝は掘削されなかった可能性が高く、石室の周囲に削り出しを

行う程度であった可能性が高い。したがって、墳形・規模は不明で、ある。また、墳丘は、石室を覆う程

度の盛土であったと考えられる。

A A' 

縄色砂質土

。
('， : 100) 4m 

( L =88. OOm ) 

第127図上梓増E17号墳局辺測量図
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C 

淡茶褐色土

茶褐色土

陪茶褐色土

灰l!!.色土

費筒色土 型車粒多く含む

茶褐色土

l1lf茶抱色土

質18色土様粒含む

C 

。

第128図 上神増E17号墳横穴式石室検出状況および基底石、墓靖実現IJ図
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第4章第6節 上神増E古墳群の例査成果
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上神増E17号墳

( 3 )埋葬施設の構造(第128・129図，第31表，図版57・58)

埋葬施設は半地下式に構築された、ほほ浦に向かっ 第31表上梓増E17号墳埋葬施設の規模
主軸方位 N-17030' -W 

て閉口する擬似両袖式横穴式石室である。 石室全長 4.65m 

墓壇・墓道墓壊は地山(第 127図l層)を掘り込 玄室長 4.3m 
玄室奥壁幅 O.9m 
羨道長 O.35m 
墓横長 5.5m 

玄室幅
玄室玄門側幅
羨道l福
墓嫌幅

1.05m 
O.95m 
1.0m前後
2.3m 

んで構築しており、奥壁側では石室床面から1.0mま

で掘削されている。墓墳の形状は隅丸長方形であり、

南側に墓道が接続する。

墓道は石室入口から古墳の外側へ向かつて掘削されており、約1.5m確認した。幅約1mで、石室床

面との段差はない。

横穴式石室 横穴式石室は墓境内部に構築され、玄室は奥壁側がやや窄まるが、長方形であり、羨道

は非常に短く、 川原石l石分の長さしかない。このため、玄門立柱石南側の 1石は長さが短く羨道の機

能を果たさないことから、羨道ではなく、前庭側壁である可能性が高い。したがって、当石室は玄室と

前庭側壁で構成された可能性が高い。

奥壁・側壁 奥壁は板状石材を立てて鏡石とし、その上にやや大型の川原石を長手積みし、 3・4段

目は川原石を小口積みする。鏡石を含めて4段残存するが本来は川原石でもう 1・2石分高くまで積み

上げられていた可能性が高い。玄室平面形はほぼ長方形であり、板石を用いて玄門(立柱石)としている。

側壁は基底石の一部に長手積が確認できるが、基本的に小口積している。最大で8段、1.3m残存して

pるが、本来はもう 1・2段程度積載され、1.5-1.7 m程度の高さであった可能性が高い。使用石材は

奥壁の l段目と右側立柱石が板状の角際、それ以外は20-50cmの川原石を使用している。

奥壁と側壁の接続にいては、奥壁l段目の鏡石を挟み込むように側壁を積み上げ、鏡石の上部からは

側壁石材と奥壁石材を組み合わせるように積み上げている。側壁隅の持ち送りが著しく、天井側壁側は

ドーム状に積み上げられていた。

天井石 天井石は大型の角礁を用いている。玄門手前までで5石確認することができる。使用された

石材は長さ 40- 80cm 、 IIJ~80 -100cmの角礁で、あり、その長さを足すと、長さ 2.7m程度となるが、石

室の半分程度の長さしかなく、玄室全体を覆うにはもう 2、3石不足している。

床面床面には敷石が設置される。 川原石を用いており、 1面のみである。敷石は玄室全体に敷設さ

れているわけではなく、奥壁から 3.5mの範囲に設置されるが、奥壁から 0.8-1.0 mの範囲はやや空間

があり、奥壁側は石室幅全体に、中央は右側壁側のみ敷設され、奥壁側と中央の2箇所に敷き分けが存

在する。これは設置される敷石の大きさにも表れており、奥壁側は20cm以上の川原石を中心に、中央は

20cm以下の川原石を中心に設置している。奥壁側の敷石は長さ 0.8mで、|幅は約1mで側壁聞を埋める。

中央の敷石は長さ 2m、|幅0.7mである。

閉塞石室玄門付近で閉塞石が確認できるが、残存状況が良好で、はなく、 I段の残存である。 10~ 

30cm前後の川原石を用いている。第 128図のAのところまで石材が確認できることから、墓道内に閉塞

石が流出した可能性もある。その想定が正しければ、玄門付近と、墓道部分に流出した石材の大きさが

異なることから、墓道に流出したものが追葬時の閉塞石である可能性がある。

(4 )遺物の出土状況(第130図，図版5・58)

遺物は玄門近く左側壁側の敷石が敷設されない箇所から須恵器杯身5点 (594・595・597-599)・杯

蓋4点 (590-593)がまとまった状態で出土しているが、坪身・杯蓋を組み合わせた状態ではなく、

坪身5点は口縁を上に向けた状態で、郎蓋4点は口縁を下に向けた状態で出土した。つまり、組み合わ

せ関係を崩して副葬した可能性が高い。
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第4章第6節 上神噌E古噴群の関査成果

。
土務

(1 : 10) 40cm 

(1 : 20) 1π1 
。

出土状況

第130図 上神増E17号墳横穴式石室遺物出土状況図

また、中央よりの敷石横から鉄鉾l点 (600)が鉾先を南側に向けた状態で、南の敷石上から石突1点

(601)が先端を南に向けた状態で出土した。本来は鉄鉾・鉄石突で組合せ関係にあると考えるが、鉄鉾

が切先を南側に向けているため、木柄に両者が装着された状態を保持していない。副葬された後鉄鉾の

方向が変えられた、あるいは副葬段階で鉄鉾先のみ取り外して副葬した、の両者の可能性が考えられる。

このほか、須恵器杯蓋 (589)が石室内から出土した。 出土状況図には示していないが上記の須恵器

がまとめられて出土した箇所近くから出土しており、同じ位置に副葬されていた可能性が高い。
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正当
百主主
E17号墳石室床面 592 

三三-;

E17号境石室床面 598 

三主三、
に
た二1二才
E17骨境周辺 596 

上神増E17号墳

lι-ぞ九
三三J

ミ
E17号墳石室床面 597 

。
(1 : 3) 10cm 

、三J
E17号噴石室床面 599 

第131図 上神増E17号墳出土土務実測図

( 5 )出土遺物(第131・132図，第37・39表，図版89・91・92)

鉄製鉾1点 (600)・石突1点 (601)、須恵器杯身6点 (594-599)・杯蓋5点 (589-593)が石室

内および石室周辺から出土した。

なお、石突の断面図横に掲載した遺物は石突の鉄製目釘であるため、遺物番号は付加していない。

土器石室床面から須恵器杯身5点 (594・595，597 -599)、坪蓋4点 (590-593)、石室内から杯

蓋1点 (589)、石室周辺から須恵器杯身1点 (596)が出土した。

杯蓋は、天井部と口縁部の聞に明瞭な稜をもつもの (589-591)と、稜が目立たず、凹糠でその境

を示すもの (592・593)がある。前者は、口縁部内面に凹糠が確認でき、やや古L叶頃向を示す。前者は

口径11.3-12.1cmで、器高4.5-4.7cmで、ある。後者は口径 11.1-11.8cm、器高4.1-4.5cmで、ある。

郎身は立ち上がりが比較的高いもの (594. 595)と、低いもの (597-599)の2者がある。前者が

やや大きく、口径 10.3-10.4cm、器高4.3-4.8cmで、ある。後者は口径9.9-10.1cm、器高4.1-4.4cm 

で、ある。

この他、石室周辺から須恵器杯身l点 (596)が出土した。比較的高い立ち上がりで、口径9.8cmで、ある。

鉄器 鉾 (600)、石突 (601)が出土した。本来は組合せ関係にある可能性が高い。

鉄製鉾 (600)は鉾身、頭部、袋部で構成される珍しい形状の鉾である。全長20.2cm、鉾身長9.6cm、

鉾身11届1.6cm、頭部長 5.6cm 、 IIJ~1.lcm、厚さ 4mm、袋部長5.0cm、袋端直径1.9cmで、ある。鉾身は片側の

み鏑が確認できるレンズ形に近い片鏑造で、関は撫関、頭部は断面長方形で、関部分で-_EL幅を狭めた後、

直線的に袋部に繋がる。袋部は鉾身に比べて非常に割合が低い。袋部の断面は円形である。袋端部付近、

断面方形の鉄製目釘が打ち込まれる。合わせ目の反対側(図面左側)には目釘孔が穿たれているが、合

わせ目部分(図面右側)には目釘孔は確認できず、目釘の先端は合わせ目の内側で止まっている。目釘

の頭部は失われているため不明であるが、鉾と木柄を固定するため打ち込まれた後、袋部の外側部分を

叩いて遣す(かしめる)程度で、特別な工作はされていなかった可能性が高い。

石突 (601)は逆円錐形で袋端部から約4.0cmのところで中実の石突先端となる。袋部の断面は円形、

石突先端の断面は隅丸方形である。
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百¥4章第6節 上神t柑E古墳群の両査成果

¥J 

。 600 

ハ。 。

1+( 1 : 2) 

¥J 
601 LL 10cm 

第132図上神増E17号墳償穴式石室出土
鉄製品実測図

なお、鉄鉾が本来の位置近くで鉾身と袋部を反対に移動さ

せられ、本来の切先の位置に袋部が、袋部の位置に切先が位

置し、 石突が原位置を保持すると仮定するならば、鉾の長さ

は2.1mと推測できる。また、袋部を起点に切先が 180度回

転したとすれば2.3m程度に復原で、きる。したがって、鉾の

復原長(石突ー鉾先まで)は2.0~ 2.5 mであった可能性が

高い。

( 6 )小結

築造時期について 石室内から出土した杯身5点、坪蓋5

点は、口径の大きさや全体的な形状から遠江皿期末葉(飛鳥

I期、 7世紀前葉)に位置づけることができることから、 E

17号墳の築造時期も、その時期に位置づけることができる。

追葬について 出土した須恵器は同じ箇所にまとめられた

状態で出土することから、出土位置からは時期差を認められ

ない。しかし、たちあがりが低く短い杯身 (597~ 599)は

遠江町期前半(飛鳥E期 7世紀前半~中頃)まで降る可能

性がある。また、敷石に敷き分けが確認できること、閉塞が

2回行われた可能性がある乙とから、少なくとも 1回は行わ

れた可能性が高い。

したがって、遠江皿期末葉に築造され、遠江町期前半に追

葬された可能性が高t'¥ 0 
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第 5章古墳以外の調査成果

第1節縄文時代の遺構と遺物

l.陥穴
上神増E古墳群E-3区でE9・10号墳の所在する尾根上から東に下る斜面の稜線に沿って、陥穴8

基がほぼ等間隔に配置された状態で出土した(第 133図，図版27-2)。

各土坑に共通する特徴は、円形の掘り方で底に逆茂木を設置するための小穴が掘削されていることで

ある。各土坑の規模は第32表に示した。 土坑の大きさは1.3~ 1.7 mであり、深さは0.7~ 2.2 mである。

杭穴の大きさは0.1~ 0.3 m、深さ 0.14~ 0.30 mで、ある(第 134・135図，第32表，図版59)。

陥穴は等間隔で配置されることから計画的に掘削されて第32表陥穴一覧表

いることは明らかである。縄文人の狩猟戦略に基づき陥穴

を同時期に掘削し、機能させていた蓋然性が高い。

2.遺構に伴わない遺物

なお、縄文時代の遺物としては、 E-l区でE6号墳

の墳丘から出土した深鉢(第4章第6節 7，第82図431)

のほか、小片で文様等が施されていない縄文土器が出土し

ており、これらは縄文前期のものである。

遺精名 大きさ )1深 |逆茂木坑 逆茂木坑 備考(東西×南北 さの大きさ の深さ

SF04 1ωX 1.62 10.68 0.24-0.28 0.28 i盟物なし

SF05 1.62X1.56 1.20 0.14-0.14 0.23 巡物なし

SF06 1.66X1.67 1.40 0.20-0.21 0.30 遺物なし

SF07 1.28X1.26 1.36 0.18-0.19 0.24 辿物なし

SF08 1.32X1.31 2.14 0.17'-0.19 0.18 巡物なしl
ト一一

SF09 1.5'1>( 1.78 1.72 0.12-0.14 0.20 治物なし|

SFIO 1.50X 1.38 1.8210.14-0.18 0.14 )J;l物なし

SFll 1.43X1.50 1.3610.10-0.12 0.26 巡物なし|

単位(m)

A' 

A' 

大町
20m 

第133図絡穴の位置
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第5章古積以外の綱査成果

一企ι9S.2mA A 

[SF05] 
1 貧褐色土 砂様粒多く含む

E 晴黄織色土 砂担軽粒多く含む

3 晴ls色士
4 黒褐色二ヒ 炭化粒多く含む

5 帯褐色土 砂礎粒・炭化粒多〈含む

e 褐色士 砂際教(多量) 炭化粒含む

A' 

A A 

SF07 

~96 0m 

暗褐色土砂穣粒含む

明褐色土砂磁粒含む

褐色土砂礎段含む

晴黄褐色土砂様粒含む

5

6

7

8
 

[SF06] 
1 暗褐色土

2 且HIl色土砂磯粒含む
3 明褐色土

4 晴褐色土 2m 

A 

SF06 

一企 -9S.5m

(1 : 40) 
。

陥穴発掘状況図①

-156-

第134図



A 

[SF08] 
1 晴褐色土

2 且HI:J色土
3 貧褐色土

4 晴抱色土

5 貧相色土

6 灰褐色砂白土

7 褐色土炭化粒含む

8 附灰色砂質土

A 

[SF10] 
1 明賞褐色土

2 暗貧褐色土

3 鳳色土

4 賞褐色砂貧土

暗質伺色砂質土

6 賞縄色土

7 費灰色砂質土

8 暗賞灰色砂質土

9 ~音賛灰色砂質土

10 暗灰色砂質土

第11筋縄文時代の遺構と遺物

A' 

/; 
A A' 

一企-94.6m

一企二一92.7m

[SF09] 
1 11.¥何色土

2 :.U街色土
3 暗褐色土

4 "音質III色土
5 附潰褐色土

6 rill日色土

7 町一f日色土
8 明賞灰色砂釘土

9 質灰色砂~土

10 f;灰色砂n土
11 階灰色砂質土

A' A A' 

SF10 

A' 
ー一一-91.3m

[SFll] 
1 fI!，褐色土 僚粒 ・炭化粒含む
2 暗褐色砂質土

3 明褐色砂質土 膿粧台む

4 黒褐色砂n土 僚粒含む
5 明灰色砂u土
6 明灰色砂貧土

7 灰色砂質土

8 明灰色砂'l!土

9 灰色砂費土

10 階灰色砂貧土

11 rn色粘質土

。 2m (1 : 40) 

第135図陥穴完掘状況図②
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第5'-古噴以外の開査成果

第2節古代の遺構と遺物

1.火葬墓の概要

上神増B古墳群B-l区でSF14、SF15、E古墳群E-3区でSF03、SF13の4基が確認された。以下

に個々の特徴を述べる。蔵骨器を伴うことから墓であることは間違いなく、火葬骨を納めた火葬墓の可

能性が高いが断定的ではなく、改葬骨を納めた古代墓の可能性も残る。

上記4基の火葬墓の営造場所が異なるため、少なくとも3つの造営主体が存在した可能性が考えられ

る。また、古墳の近くに古墳を避けるように造営しており、古墳となんらかの関係があった可能性が想

定できる。

なお、石材が抜き取られているため確定的ではないが、蔵骨器を石材で囲むSF03とSF14は一部に石

材がなかった可能性があり、上神増B8、E14号墳のようなC字形に近い石室を模造した可能性も残る。

以下に、 B区、 E-3区の順で記載する。また、墓域(土坑)の規模については、第33表に示す。

2.火葬墓SF14(第 136・137図，第33・37表， 図版8・60・93・95)
B-l区のB5号墳の周溝北側約2.5 第33表 古代墳墓(墓域)陥穴一覧表

mで確認された。

墳墓の構造地山を掘削して築いた円

形墓域(土坑)の中央に土師器赤彩査を

据え、その周囲には人頭大の川原石でL

字形に囲む。土坑と残存する 2石の関係

池併名|土品所

SF03 E・3区

SF13 E-3区

SF14 8-1区

SF15 8-1区

概|形
大きさ

(~有北×東西)

火葬蕊| 円形 O.6XO.5 

火葬纂制丸方形 O.95XO.95 

火終草| 円形 O.6XO.6 

火葬墓| 円形 O.36XO.36 

遺物 備考

土師昔話蓋・査 車r1't器
土師ø~蛮 蔵骨器
整珂:身2組重2・Jf、身2組は加j納品
土師部遊 蔵骨器
土師器~.蓋 蔵骨量器

単位(m)

からすると、本来は東側から南側にかけても石材が設置されており、土師器壷を完全に取り囲んでいた

可能性が高い。石材で蔵骨器を取り囲む方式は、横穴式石室を想定させ、横穴式石室の系譜上にある可

能性を考慮、しておく必要がある。

なお、この蔵骨器の埋葬方法(墳墓の構造)は東海地方では、岐阜県砂行墳墓、浜松市半田山A古墳

群KSKlに類似している(岐阜県文化財保護センター 2000)。

出土遺物蔵骨器は赤彩された土師器査 (604)で、 胴下部~底部のみが出土した。 赤彩は現状では

残存部位の上部のみで確認されるだけであるが、本来は外面全体に塗布されていた可能性が高い。ただ

し、底部まで赤彩されていたかどうかは不明で、ある。

底部には直径1cm未満の円孔3孔が等間隔に穿たれている。この穿孔は土器の焼成後に底部から開け

られたものである。底部は平底である。胴部は底部から外側に向かつて丸みを持って立ち上がるもので、

球胴に近い形状であった可能性が高い。外面には細かpノ、ヶ調整が施されている。胴部径21.8cm、底部

径 8.3cmで、ある。

なお、乙の内部に堆積した土砂を洗浄したが人骨や微細遺物は出土していない。

3 .火葬墓SF15(第 136・137図，第33・37表，図版8・60・93・95)
SF14の南0.8m、B5号墳の周溝北側2.0mで確認された。SF14と非常に近い位置に営造されている

ことから、それと関連する墳墓であることは確実である。

墳墓の構造 地山を掘削した円形墓撲を蔵骨器の底部の形状に合わせて埋め戻し、その中心に蔵骨器

である土師器赤彩壷を正置の状態で納めている。SF14のような石囲いは行われていない。
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!f，2節古代の遺情と遺物

出土遺物蔵骨器は赤彩された土師器査 (611)で、胴下部一底部のみが出土した。赤彩範囲は外面

全体に及び、 一部底部まで塗布されている。ただし、 底部全体が赤彩されていたかどうかは風化が進み、

明確ではない。壷の底部は平底である。胴部は底部から外側に向かつて丸みを持って立ち上がるもので、

球胴に近い形状であった可能性が高い。外面には細かいハケ調整が施されている。底部径10.9cm、胴部

径24.5crnで、あり、 SF14のものよりもやや大きい。

蔵骨器蓋 (610)は摘みを有する土師器蓋で外面のみ全体に赤彩されている。つまみは擬宝珠形であ

るが接合部は若干くびれ、項部は平坦である。天井部はハ字形に開く低平な天井部である。

なお、墓横内から出土した土砂を洗浄したが人骨や微細遺物は確認できなかった。

SF03 

合/入
f

ノ手、 602

て-"_"下'v

A A' 

ピ壬F主主6
A A' 

ーム....:.._93.4m 

「包グ
608 

A 
_A_91.8m 

[SF03l 
1 暗灰賛飴色土

2 附貧褐色砂u土 砂E都立合む

A 

~~ 

¥ 
SF14 

A ~90.7m 

A 一企ι叩 9m べ雪ア
て豆rD7 [SF15l 

1 賛褐色砂質土

[SF14l 
1 黄禍色砂貧土

。
)
 
O
 
1
 

1
 
(
 

40cm 
土器。

遺構
(， : 10) 1m 

第136図 古代墳墓実測図および遺物出土状況図

n
y
 

に
d
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第5章 古墳以外の倒査成果

4 .火葬墓SF03(第 136・137図第33・37表，図版8・60・92・95)

Ell号墳の北東側約4mの地点で確認された。E12号墳とやや離れているものの、関連する可能性

がある。

墳墓の構造 地山を掘削して構築したほぼ円形の墓墳の外壁に、沿って拳大の礁を巡らせ、その中央に

蔵骨器と して土師器蜜が据えられた墳墓である可能性が高い。墳墓の構造は蔵骨器と離を置きやすくす

るためか、掘削した墓墳を埋め戻し、蔵骨器と離を据えている。蔵骨器の周囲に巡らせた磯は15cm以下

であり、蔵骨器の安定を図るために設置されたと考えるが、上部が削平されており、本来はもう少し高

くまで礁が積まれていた可能性もある。墳墓としてはSF14に近い形態であった可能性が高い。

なお、蔵骨器の設置方法であるが、出土した蔵骨器・蓋が原位置を保持せず撹乱されたような状態で

出土したことから明確ではないが、 SF14・SF15のように正置の状態で埋納された可能性が高い。

出土遺物蔵骨器と蓋が出土している。

/ 弓主主¥
SF03 602 

ケフ
(()) 

SF15 610 

。
(1・3) 10cm 

SF13 

第137図古代墳墓出土土器実測図
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第2露首 古代の濃t障と遺物
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第5章古墳以外の闘査成果

第3節 中世の遺構と遺物

1.1号中世墓 (SF01，第138図，第37表，図版60・94・95)

¥ ¥ I E-l区でE2号墳およびE3号墳の

斗fh J rr営された l一
一三三乙 ャー 構造 SF01li，地山を掘り込んさ

ム どパd
\!~V人J

/ 
/ 

/ 
2号墳周櫛

A' 

A' 

。
土器

ぼ円形墓墳で、1.05X 1.05 m以上、深さ

0.3 mである。蔵骨器は墓墳の中心ではな

く、やや北西に偏った位置に口縁部を上

に向けた正位の状態で埋置されていた。

出土遺物蔵骨器として使用された常

滑壷l点 (612)が出土した。

壷の口縁部は外反させ、玉縁状に成形

する。胴部は粘土紐巻上げ技法により成

形され、胴部下半はへラケズリを施して

pる。底部は平底である。

この陶器の帰属年代は愛知県一宮市長

園寺中世墓遺跡 (一宮市教委1995)の事

1 褐色土 例などを参考に、口縁部の形状から常滑

。
(1 : 20) 

(1 : 10) 

遺構
( L =91. OOm ) 

第138図 中世墓SF01実測図

1m 

5-6型式(赤根・中野1994)、13世紀

中頃一後半に位置づけることができる。

40cm 

2.炭窯 (第139-141図，第34・37表，図版61・94・95)

¥ニよ一二ブ
SF02 • 613 

|よ〆
一 - ...-_../. . . "'-- 一ー一 、 d 、

ミヨ云ヲク

ミ三匹2

57子二ト イ
SFOI 612 

。

第139図 SF01および炭窯ほか出土漬物実測図

-・糸切痕あり
(1 : 3) 

円

LP0
 

4
E
A
 

SF12、SF02の 2基

が出土した。

( 1) SF12 

SF12は、 E-3区

の南側ほぽ中央で確認

した。E16号墳の墳

丘から周溝を破壊して

構築されている。

構造葵凸が北側、

煙出が南側に設けられ

ており、ほぽ南北に主

軸を取る。この焚口の

配置は、北側から吹き

10cm 込む風を意識した配

置であった可能性が高

L、。



は焚口から煙出までほぼ水平でLある。 床面

中央に細長い溝が掘られるとと もに、 天井

を支えるための柱が設置された小土坑が4

基確認できる。

全長7.4m、焚口長0.85m、幅0.7m、

焼成室長6.55m、幅1.45mである。 _6一

遺物出土状況遺物は中央底部に近い位

置の覆土中から山茶椀 (614) 1点、覆土

の上層から山皿(615・616)2点が出土した。

これらの遺物は、炭窯を廃棄する際の祭

杷に伴い、供献された遺物である可能性が

ある(太田 1991)。

出土遺物 SF12からは山茶椀l点、小皿

2点が出土した。

山茶椀 (614)は、底部から外上方に向

かつて直線的にたちあがり、口縁部は外反

させ、丸く収める。台部は低く潰れた三角

焚口は楕円形で、緩やかに -下った後、焼

成室に至る。焼成室は隅丸長方形で、 床面

形である。口径16.6cm、器高約5.7cmで、ある。

小皿 (615・616)は底部の糸切痕はナデ

消される。底部から外上方に向かい直線的

にたちあがる。口径は8.8-9.0cm、器高

議¥

ーム 一一一一一一ァ一一一五

1 褐色砂貿土

2 褐色砂質土

3 暗賞褐色砂質土

4 焼土

5 U在貨10色砂質土炭化組合む
6 1日色砂質土
7 焼土

8 炭。

第3節中世の遺精と漬物

SF02 

(1 : 40) 
二二コ二二
( L =87. OOm ) 

2m 

1.8 -2.1cmで、ある。

614 -616ともにその特徴から渥美・湖第34表炭窯一長表

西産山茶J苑で、松井一明氏による渥美湖西

編年E期、12世紀前半に位置づけられる(松

井1989)。したがって、 SF12はその段階に

機能していた可能性が高く、これらの遺物が覆土からの出土で、かつ炭窯廃棄に伴う儀礼に伴う遺物で

あるとすれば、 SF12の操業自体は若干遡る可能性もある。

炭化材の樹種同定と年代測定について SF12から出土した5点の炭化材の樹種同定および放射性炭素

第140図炭窯実測図①

備考

14の自然科学的分析を行った。分析の結果、炭窯内から出土した炭化材はコナラ属コナラ亜属コナラ節

プナ科であり、その年代は補正年代で910士30BP-960 + 30BP (実年代で西暦1000年頃)である可

能性が高いことが判明した。コナラ節は重硬で強度が高い材質のため薪炭材としては優良とされること

から、この炭化材は製炭された木炭である可能性が高いことが判明した(第7章第2・3節参照)。

この炭素分析による自然科学的分析と山茶碗編年による時期差がおおよそ 100年近く存在しており、

山茶境は埋浸過程で、流れ込んだ可能'性も考慮、しておく必要がある。

(2) SF02 

SF02は、 E-l区のE3号墳の東10m、SD01を破壊して構築される。細尾根の頂部を尾根筋に直

交するように掘削している。

つd
ハh
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第5寧古墳以外の鰐査成果

|呂

C 

D 
~、旬、

s' 

c' 

SF12 

。
潰布陣

第141図炭窯実測図②
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1 貨褐色土炭化粒含む

2 暗黄縄色土炭化粒含む

3 県褐色土炭化粒多く含む

4 黒褐色土炭化粧(多量)・燐土粒含む

5 時褐色土炭化粒・焼土粧含む

6 鳳褐色土炭化粒 ・焼土粒多く含む

7 胤色士炭化粒含む

s 県色土 炭化粒多く含む
9 褐色砂質土焼士粒含む

10 黒褐色土

11 赤褐色砂貿土 しまりが強い壁工

12 焼土

0 
土器

(1 : 10) 

(1 : 40) 
= 二二
( L=92.60m ) 

s' 

c' 

D' 

40cm 

2m 



第3節中世の遺構と遺物

構造北東側が既に失われているが、南側に焚口が確認できないことから、 SF12と同様に焚口が北側

に設けられ、残存する南側が煙出である可能性が高い。この焚口の配置は、EI-E3号墳、 SF02が築

かれた尾根の北側谷部から吹き込む風を意識して構築した可能性が高い。

炭窯は南東一南西に主軸を取る。焼成室は隅丸長方形であったと考えられ、残存する北東の床面は急

激に下がる傾斜をもっ。煙出までほぼ水平である。

床面中央に細長い溝が掘られているが、 SF12のように小穴は確認できない。

出土遺物 SF02は覆土中から山茶碗l点 (613)が出土した。

山茶椀 (613)は、底部から外上方に向かつて直線的にたちあがる。台部は低く潰れた三角形である。

613はその特徴から渥美・湖西産山茶椀で、松井一明氏による渥美湖西編年E期、 12世紀前半に位置

づけられる(松井1989)。

3 .性格不明遺構
( 1) SX07 (第85図，第37表，図版44)

E-3区の尾根上、 E7号墳上に造られたL字形に石材が並べられた遺構である。

構造 人頭大の川原石をL字形に並べており、東面石列の南側はE7号墳の埋葬施設を調査する段階

で、石室内に崩落した石材として取り上げてしまったため、埋葬施設を構成する北側の板石部分までし

か現状で確認できない。このため、この石列の南側がどこまで延びていたのか不明で、ある。東面の石列

は0.2-0.3 mの拳大の川原石の小口面を東西に向けてー列に並べていたと想定する。

北面の西側は斜面の崩落に伴い石材が移動しており、こちらも不明である。

残存する部分は方形を意識して石材を並べたようにも観察できる乙とから、集石墓あるいは小型の建

物の基壇の可能性がある。

出土遺物 SX07を覆う土砂内から山茶椀I点 (621)が出土した。

山茶i宛は見込みから緩やかに立ち上がった後、口縁部が外反するものである。口径16.2cm前後で、ある。

この形態的特徴や、胎土の特徴から渥美・湖西産山茶j苅で、松井一明氏による湖西渥美編年E期 (12世

紀前半)に位置づけられる可能性が高い(松井1989)。
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第5章古渡以外の鯛査成果

第4節 その他の遺構と遺物

1.性格不明の遺構(第142・143図
第35表性格不明の遺構一覧表

第35表，図版61)

SX01-SX07の7基が出土した。 なお、

SX07については第3節で記載した。

( 1) SX01 

E-3区のEll号墳の北東側周溝部分

にある遺構である。 Ell号墳の周溝との

理 m.. ョIj命"
SXOl E-3区

SX02 I E-3区

SX03 E-3区

SX04 E-3区

SX05 E-3区

SX06 E-3区

SX07 E-3区

川コン4八

摘円形?

不鐙円形

隅丸長方形に主主
迫状の鴻がある。

隅丸長方形?

術円形?

隅丸長方形

方形石組

天きさ(長辺×短辺)1出土遺物 備考

1.8X1.2+ なし

1.2XO.9 なし

5.0X1.65 なし
横穴式木釜あるいは横穴
式土繍の可能性がある。

3.7X1.65 なし

3.7XO.8+ なし

2.35X1.5 なし l 

山茶焼1I 中世墓の可能ー性あり。
E7号噴j貧頂L構築か。

単位(m)

切り合い関係は確認できなかった。円形の土坑であった可能性が高いが、上端に比べて下端は狭い。

(2) SX02 

E-3区のE11号墳南西の周溝部分にある遺構である。 Ell号墳周溝との切り合い関係は不明で、ある。

不整形な円形の土坑状遺構である。

B 

C 

B 

c' 

B -

C 

第142図性格不明の遺構実測図①
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第4節その他の遺構と遺物
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第5寧 古積以外の開査成果

今/

s' 

A 

/// 
/~~/// 

SD04 

A' 
86.Om 

SDOS 

8号噴場開施殴

B 
， 
B 
88.5m 

S003 

SD04 

7~号墳周構

C 
， 
c 
--88.0m 

SDOS 

[8D03、04]
1 糞褐色土 4 晴褐色砂質土 保粒含む

2 黒鉛色土 S 晴褐色土

s 褐色砂質土

D ヰーSm

む

む

含

含

粒

粒

穣

様

土

土

色

色

掲

褐
暗

暗
4

5
 

土

土

土

l
色

色

色

5-
褐

褐

褐

∞

貧

暗

時

限
1

2

3

。
(1 : 100) 4m  

第144図溝状遺構実測図①
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(3) SX03 

SX03は、 E-3区のE10号墳の北側を掘り込んで形成された遺

構である。隅丸長方形の小口側に溝が取り付く形状で、あたかも横

穴式石室の掘方(墓墳)のようである。石材を設置した痕跡、敷石

は確認できず、遺物も一切出土していないごとから、性格を特定す

る乙とは難しい。 遺構の覆土には、炭化物が多く含まれるほか、長

方形の掘り込み部分に段差が確認できる点が他の横穴式石室墳と異

なるため、炭窯のような遺構か、あるいは三方原台地や磐田原台地

で確認される横穴式土墳の可能性も排除できない。

なお、掘方内の段差は地震等による地滑りで生じた可能性も考慮

しておく必要がある。

(4) SX04 

E-3区のE16号墳の周溝北西側に位置し、周溝に破壊される

遺構であり、古墳時代後期以前の遺構である可能性が高い。 SX04

は細長い楕円形である。遺物の出土はない。

(5) SX05 

E-3区のE16号墳の周溝南西側に位置し、周溝に破壊される

第4節 その他の遺構と遣鞍1

L
対
1
1、

A A' 

A A' 

ベミグ1
1 街色砂質土 4 崎貴褐色砂質土

2 18色砂rx土 5 防赤褐色砂質土

3 淡赤褐色砂質土 6 暗煎褐色砂償土

。 (1: 100) 4 m 
ト一一一一-， r一一一一→

( L=87.50m ) 遺構であり、古墳時代後期以前の遺構である可能性が高い。形状は

SX04と類似しており、細長い楕円形である。遺物はない。

(6) SX06 

E-3区のE16号墳の墓域北側にある遺構であるが、それとの関係は不明で、ある。やや不整形な隅丸

長方形で、底部南側には柱穴のような掘り込みがある。遺物はない。

第145図溝状遺構実測図②

2.溝状遺構(第 144・145図，第36表，図版61)
古墳に伴わない溝状遺構が5条出土した。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

SD01はE-l区で掘削されたもので、古墳の周溝の可能性 第36表湾状遺構一長表

と墓域を区画する区画溝である可能性もある。 SD03~ 05は

B-l区で確認されたもので、古墳の墓道などの可能性もある。

SD02はE-3区、 El1号墳の周溝内側で確認された。その

位置から考えると、周溝と横穴式石室の中間に位置するととか

ら、古墳を築造する際の目印となる溝である可能性があるが、

その性格を特定するととはできなp。

遺構名 均所 長さ 制 泡物 制暗

5001 &1区 5.2+ 2.1企 なし

5002 &3区 3.0+ 1.0+ なし

5003 6-1区 4.8 0.9 なし

5004 6-1区 9.5 2.1 なし

5005 6-1区 7.6 1 なし
」一一一一一一
単位(m)

王子二主三二当ミ二一〆

C2J h一二 十 一
3.遺構に伴わない土器
(第146図，第37表，図版94)

上神増E古墳群では、遺構外から須

恵器小片が多数出土しているが、小破

片のため器形の判明する4点を図示し

た。古墳の副葬品や古墳祭杷遺物の可

能性が高い。

遺情外 618 620 

。 (1 3) 10cm 
ヒコ二二立二亡に二ヒ=二二二=二二二ゴ

第146図 遺構以外の出土土器実測図
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第6章 出土遺物観察表

第 1節 上神増A ・B.E古墳群出土遺物観察表

1.上神増A・B.E古墳群出土土器・陶磁器観察表
第37表上神猶A・B・E古墳群出土土器・陶磁器観察表

出土位置
抑図 図版 遺物

舗別 器棚 残存節1立
残存率 i器高 器1圭 口径 底f圭 色間

備考
番号 番号 番号 (%) (cm) (CI11) (cm) (cm) (外面) (内面)

第l埋葬施政 20 1 !.Il.¥!l器 現 11ぽ全体 95 33.3 I 35.0 19.2 灰(N6/0) 灰(N6/0)

周溝 2 m.l!.(器 月:身 口縁ー胴部 10 (13.4) (11.3) 灰オリープ匂Y6/2) 灰オリープ(5Y612)

62 ' 64~ 須恕器 郎身 口緑~嗣部 10 (12.8) (11.3) 灰(N6/0) 以(N6/0)

4 jj1恵器
広は

全体 50 4.4 (10.3) (8.8) 灰(10Y6/1) 灰(N5/0)
短Jiiilli

A5号場
節 2J!ll務純般 21 5 須恵器 長顕箆益 口縁 7 (11.0) (7.6) 灰(5Y6/1) 灰(N4/0)

一一一
話皿予 ? ・

ワイングラス

6 jJl)J!-訴 口縁 20 (9.6) 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1) 形高停の可
口縁部

後性もある.

墳丘 7 j目立日告 王E 底部 10 (8.0) 灰賞(2.5Y7/2) 灰賞(2.5Y7/2)

第2埋葬施股 62.64 8 須恵器 提瓶 | 胴~ 10 (20.4) I 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

B5号~ 周辺 26 65 34 須m器 高対、 日銀~胴部・
50 (15.0) (15.0) (10.5) 灰白(7釘7/1) 灰(10Y6/1)

胸部

埋葬施般 37 64・65 35 須恵器 坪蓋 全体 58 3.1 (9.0) (9.0) 了一「 戻瓦石函 灰(N6/0)

周辺
36 主目忠告* 杯讃 口蹴 15 (98) ~~U 灰白(7.5Y7/1) 灰白(N7/0)

37 ;氏理器 郎身 全体 15 3.1 (9.0) I (7.2) (3.5) 阪(7.5Y6/1) J}<(N6/0) 

場丘 38 須.l!.1l器 杯身 全体 50 2.9 (宮7) (3.0) 灰(7.5Y6/1) 灰(N6/0)

B7号耳目 周辺 3ヴ 65 
39 I j.民恵器 珂:身 口緑 5 (10.0) (8.0) 灰(N5/0) 灰(N6/0)

!百溝 40 i民恵器 r.1珂: 口縁ー刷部 35 (16.6) (166) I 賞灰(2.5Y6/!) 灰貿(2.5Y7/2)

樫郭施政
41 3見事器 ?:5Jf 脚部 (10.4) (10.4) 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

拠盛裏込

周辺 42 窪田I器 珂:身 口緑~胸部 20 (14.1) (14.1) 灰白(5Y8/1) 灰白(ちY8/1)

B8号噴 周溝 39 66 60 須，!(器 同:身 全体 25 3.7 (14.2) (12.0) I オリープ灰(10Y6/2) 演灰(2.5Y6/1)
61 iJLw.器 杯延 I !;l.I1'全体 99 3.7 15.0 14.5 灰白(2.5Y8/2) 灰白(5Y7/1)

62 5民w.苦E 珂:益 全体 100 2.1 15.1 15.2 灰白(5Y7/1) 灰白(N7/0)

B9号羽 石室内 45 67・68
63 iJLl!.':器 亦身 l 全体 100 4.1 13.3 13.3 8.9 灰白(町7/1) 灰白(5Y7/1)

664 5 
須恵器 坪身 ほぽ全体 99 3.7 13.9 13.8 9.7 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2町7/1)

土師器 坪 |ほぽ全体 98 4.0 13.6 13.3 I 7.9 赤(10R4/6) 赤(10R4/6) 全面赤彩

66 土師器 悠 ほ11'全体 97 3.0 16.8 16.4 12.8 赤(10R4/匂 赤(10R4/6) 全面赤彩

El号横 東側
68 jjt¥l.(器 郎身 | 受邸 10 (12.6) 晴育灰(5B4/1) 灰(7.5Y6/1)

49 69 
69 須恵器 高杯 | 脚部 25 育灰(5B5/1) 膏灰(5B5/1)

6.70 
87 iU:'I.(l'f 停磁 !J.ぽ全体 90 4.7 (14.8) (14.8) 灰白(1OY7/1) 灰白(10Y7/1)

73 

88 須忠告器 珂:盤 | 天井 23 時脅灰(lOBG4/1) 情灰(10BG6/1)

89 mw.器 杯護 口縁 15 (12.9) (12.9) 背灰(5BG6/1) 育灰(5BG6/1)

90 5孔1M.器 停車E 口縁 18 (12.9) (12.8) 
晴緑灰 オリ プ灰
(7.5GY4/1) (2.5GY6/1) 

91 2見恵器 珂:費量 全体 80 4.3 11.3 11.3 灰黄色5Y7/2) 比賀(2.町7/2)

6'70 92 m恵器 Jf益 全体 50 4.7 (10.6) (10.6) 灰賛(2.5¥7/2) 灰貧(2町7/2)

73 93 i且恵器 月:身 ほ11'全体 99 5.5 15.3 灰白(2.5Y8/1) 灰白(2.5Y8/1)

E2号tp， 理E道 62 94 m1M.器 珂t身 ほ!1'全体 99 5.3 14.0 12.0 浅黄(5Y7/3) 灰(5Y6/1)

95 ;買恕器 杯身 口緑 8 (14.3) (12.0) 灰白(7.5YB/l) 灰白(7.5Y8/1)

70 
96 1只暫器 杯身 |口縁刷部 17 (14.0) (11.8) 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)

97 my!{器 珂:身 ロ縁部 15 (14.0) オリーブ灰 オリーブ灰
(2.5GY6/1) (2.5GY6/1) 

87730 98 須!.!~Z):
広口

1;<ぽ全体 90 5.3 10.3 9.8 4.5 灰白(7.5Y7/1) 灰(N5/0)
矯顕査を

70 99 須:Q.(器 平瓶 顕部 15 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

100 須恵器 題? 劇部 15 I (13.2) 灰白(N7/1) 灰日(N7/1)

70 101 lJj.l!.(器 mヲ 腕~底部 30 6.0 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1) 

t貴丘 6'73 251 須恵器 杯蓋 !;(ぽ全体 97 3.9 13.7 13.7 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)

'74 252 須恵、器 却益 全体 50 3.9 (13.4) 13.0 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)
東側

6 ・ 73 ~ 須JI.(器 呼董 全体 55 4.2 (15.0) 15.0 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1)

254 須恵器 珂:益 | 口縁 12 (14.9) (14.9) 灰(N6/0) 灰白(N7/0)

E3号tA 7J. 255 il1恕器 珂:身 全体 87 4.2 (14.0) (12.0) 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)

墳丘 256 須:Il>:器 郎身 |ほぽ全体 95 4.5 13.8 11.7 灰(N6/0) 灰(N6/0)
6'73 
257 須守、器 珂:身 ほ!1'全体 90 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)

74 
258 須.w.器 珂:身 全体 70 4.3 (13.8) (11.1) 5.1 灰白(7五Y7/1) 灰白(7.5Y7/1)

埋務範般 259 況で軍港 壷 全体 85 22.9 20.9 (14.6) 灰(7.5Y6/1) 灰(5Y6/1)

428 須1M.器 高杯 口縁 13 (12.9) (i2.9) 灰(7.5Y5/1) 灰白(5Y7/1)

E4号繍| 埋葬施設 76 429 須恵器 脚部 75 I 13.6 灰白(lOY8/1) 灰白(10Y8/1)
77 にぷい貨侵
430 土銅器E jl:lj~干 脚部 30 

(5'喰7/3)
黄灰(2.5Y6/1)

E6号繍 場丘商側 82 77 431 縄文 深鉢 口縁~胴部 23 (25.0) 
にぷい貧程 にぶい賞燈

(1OYR7/4) (10YR7/4) 

E7号壌と 79 439 I ;ru事器 珂:益 天井 12 膏灰(5B6/1) 脅灰(5B6/1)

E8号墳の問
84 

叫Q_li瓦恵器 土手蓋 全体 65 (13.0) (13.1) 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7.5Y7/1) | 77'79 3.8 
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第I節上神ltlA'B'E古噴群出土遺物観祭表

出土位置
抑図 図版 遺物 極別 器棚 残存部位

残存率 器商 器1圭 口径 底径 色悶
備考

番号 番号 番号 (%) (cm) (cm) (crn) (c潤) (外面) (内面)

441 須.l!.1器 がr、蓋 全体 50 4.4 14.1 I 14.1 灰白(N7/0) 灰白(5Y7/1)

442 須恵器 保葱 口縁 65 (13.4) (13.4) I 灰(N6/0) 灰(N6/0)

I貴丘
443 m;磁器 係董 口縁 5 (13.1) (13.0) 育灰(5BG5/1) 背灰(10BG6/1)

77・79
m恵器 杯身 全体 (15.4) (13.2) 育灰(10BG6/1) 育灰(10BG6/1)444 67 5.0 4.8 

445 須想、器 珂t身 全体 33 5.1 (15.5) (13.2) 4.3 灰(7.5Y6/1) 灰白(N7/0)

E7号墳 84 
制6 須恵器 杯身 全体 67 4.3 (15.8) (12.7) 灰(N6/0) 灰(N6/0)

埋事事箱設
447 須:II~器 民自 ロ縁 25 14.0 黄灰(2.5Y6/1) 策灰(2.5Y6/1)

448 須JJJ器 i 題 顕部~胴部 50 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7.5Y7/1)

墳丘
78'79 
449 須恵器 短顕蛮 ロ緑ー腕部 15 (16.2) (10.2) 背灰(5PB6/1) 背灰(5PB5/1)

墳丘 450 須!ll器 提瓶 胸部 80 11.9 質灰(2.5Y5/1) 黄灰(2.5Y6/1)

場丘 451 茸i:¥¥l器 挺瓶 胴部 I 15 
灰オリープ

灰(N5/0)
(7.5Y6/2) 

墳丘 469 須.¥!.I恭 珂;}I 全体 30 4.7 (15.6) (15.6) 灰(7.5Y6/1) 灰(N6/0)
埋葬施股

E8号唄 1貴丘 90 79・80，470 I匁恵捺 坪身 lま(f全体 99 5.0 14.6 11.5 灰白(5Y7/1) 灰白(N7/0)

埋草事施般 471 須恵器 高珂t 口縁~脚部 40 10.7 灰(N4/0) 灰(N4/0)

E轟道 474 須班、器 珂:益 ほぽ全体 99 4.4 13.7 13.7 日青青灰(5B4/1) 日府背灰(5B4/1)

埋努施般
7'82 475 m.w:、器 耳:廼 ほぽ全体 90 4.4 14.0 14.0 膏灰(5B5/1) 目白情灰(5PB4/1)
.83 

喜皇道 476 須.Il.Iお 係強 全体 80 4.2 (15.4) (15.5) 灰貨(2，5Y6/2) 灰貧(2.5Y6/2)

7・83 477 須立〈日号 同:身 ほぽ全体 97 5.3 (14.4) (11.5) 
オリープ灰

灰(N5/0)
墳丘 (2.5GY6/1) 

478 須田I器 町、身 口総 5 (14.8) (12.2) 日昔1i'灰(10BG4/1) 灰(5Y4/1)

主主退 479 須恕器 珂:身 全体 80 4.0 (15.3) (13.8) l'1灰(5B5/1) 背灰(5B5/1)

1苗丘 7'82 480 m恕器 杯身 全体 50 5.5 (15.5) (12.8) 灰(10Y5/1) 灰(10Y5/1)
EI0号tt! 95 -幻 オリープ灰

部草1 481 ，IU!~器 月:身 ほぽ全体 98 4.9 4.8 
(2.5GY6/1) 

灰(N6/0)

j揖丘 482 須.l!.1器十 杯身 l胸部 12 (13.0) f.1灰(5B5/1) 青灰(5B5/1)

五3道
7.81 
483 須JJ.l:a量 H邑 ほぽ全体 98 15.1 9.6 12.8 灰(N5/0) 世f灰(5PB5/1)

83 

思耕施般
484 須)J.l:&) 日向、 口緑 15 (10.8) (10.8) 灰(N5/1) 灰(N5/1)

(混乱坑)

1由丘
7・81
特5 須JJ."(号+ 目玉郎

口線刷部
20 (10.0) (10.4) 灰(N4/0) 灰(5Y6/1)

'83 脚部

E9'，}ttl 第 2煙草事施設 95 7・83 486 土師出; 日耳、 嗣部・側部 20 9.7 l宣(5YR6/6) 舵(5YR6/6)

周i押 82 498 i(i!!li器
必(長冒1

ほぽ全体 98 2.2 11.4 8.6 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1)
El1丹羽 103 蛍益か)

fIiIi南北側 499 mJJ.{~出 fHi1か 胴部 20 (11.3) 灰(N6/0) 灰(N6/0)

必道南側 501 m!J."(器 珂:身 全体 80 4.9 (13.0) (11.2) 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7.5Y7/1)

502 須JJ."(器; 珂:訟 全体 75 3.2 16.5 16.6 灰(N6/0) 灰(N6/0)

503 須且〈器 tf;-'~ ほぽ全体 98 3.3 17.2 17.2 灰(7.5Y5/1) 灰白(5Y7/1)

t:i滋 504 須山、部 杯;::1. 全体 60 2.9 16.7 16.7 灰(N6/0) 灰(N6/0)

E12号1J1 108 
7・83 505 UüJ.({~'i 杯身 ほぽ全体 98 3.4 15.8 15.8 12，2 灰(10Y6/1) 灰(10Y6/1)
。84
506 ，tiI!1宮4 郎.. t 全体 40 3.4 (15.6) (15.6) (11.5) 灰(N6/0) 阪(N6/0)

埋著者施段
507 須恕;t'i 詰f 全体 80 27.9 24.4 11.7 灰部(2.5Y6/2) 1ft灰(2，5Y6/1)

xhi且・別居

必辺 508 証i.w.:.; 長置1必 口』ま一節部 98 11.2 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1)

耳目線se~~ sω ，W!IW! 長阿波 全体 I 1∞ 25.8 15.4 11.2 7.2 灰白(7.町7/1) 灰白(7.5Y7/1)

E 14~ttl 周辺 85 
510 5自!J..(:~i 同:芯 白紙 10 (15.4) (15.6) 灰(7.5Y6/1) 灰オリープ(5Y6!2)

111 
511 lE!I!1器 杯京2 口総 10 (17.0) (16.6) 灰(10Y6/1) 灰(N6/0)

JI~i，I)i!!ißM 85 512 封ü.!!::~i 郎~l 天井ーロ級 ω 緑灰(7.5GY) II[it，~灰 ( 10G 1/4)

513 九1恕出l郎身 I:f:lf全体 95 3，9 11.0 11.0 灰白(10Y8/1) 灰白(10Y8/1)

'¥i五1 i 514 ~JüとJ出~:~1T- 目録~腕部 20 10.1 10.1 灰白(7町7/1) 灰白(7.5Y7/1)

515 lE!I!~~， 郎4- 全体 70 4.1 14.5 14.5 10.8 灰白(2.5Y8/1) 灰白(2.5Y8/1)

I古丘 516 ，u必i器 フラスコ甑 胴部 30 灰白(7町7/1) 灰白(7.5Y7/1)

517 ~J't!.!.(:t;. 平版か 口線 20 (5.0) 灰(10Y6/1) 灰白(10Y8/1)

'fJ道
85'89 
518 匁JJ.H出 平版 ほぽ全体 90 6.7 灰オリープ(5Y6/2) 灰オリープ(5Y6/2)

E15丹治 117 519 ，m!~i也 平市i ほIf全体 95 13.5 12.6 5.2 4.9 灰白(10Y8/1) 灰白(10Y8/1)

タI!W胞，，2 520 iJ，1.\l.~器 ぜF瓶 全体 75 15.8 18.5 10.1 6.6 灰白(10Y7/1) 灰白(10Y7/1)

521 須Jι;器 平脱? 口紛 65 (13.2) 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7町7/1)

広i且
522 須恕苫i 盤? 耐邸 10 D，(5Y6/1) 灰II(5Y7/2) 

523 土師~ 脚N但 全体 80 9.1 24.7 24.3 12.8 
i明i時三初 I'J，j¥¥拘 全而昔、彩
(2.5YR5/6) (2釘R5/6)

86.89 
明武利 明lri初

石室内 524 土例措十 理E 全体 70 3.6 (19.5) (19.5) 6.2 (10YR7/6) (10YR7/6) 
全而赤彩

理~施股床[庄 86・90 529 須恕~-i 停穏 全体 ω 4.2 (9.4) (9.4) 料灰(7.5GY6/1) 総灰(7.5GY6/1)

臼0 須恕器} 坪お 口線 10 (10.6) (10.6) 灰(N5/0) 灰(N6/0)

531 ifl.'，よ!.;畠 珂:主主 口線 5 (10.8) (10.8) 灰(7.5Y6/1) 灰(7，5Y6/1)

弘道
532 mJJ!.岩i 杯l1:l iコkJl 15 (10.8) (1O.8) 灰(N4/0) 灰(N5/0)

533 須砲、;器 珂:磁 口緑 5 (11.0) (11.0) 
オリープ灰

灰(10Y6/1)
(2，5GY5/1) 

534 須山、日告 珂:益 回線 5 (10.4) (10.4) 灰白(5Y7/2) 灰白(5Y7/1)

埋彬施股床直 535 m恕栂 杯# 全体 20 3.2 (10.2) (8.4) 灰白(N7/0) 灰白(N7/0)
87・90
536 須恵器 杯身 全体? 15 9.8 7.8 灰(N5/0) 灰(7.5Y6/1)

E16号)l:I 溢辺
537 須!J.(器 珂:身 ロt量一胴部 12 (10.0) (8.4) 世7灰(5B5/1) n月l!1灰(587/1)

理事側面股床直 538 ifi.ll.l器 停身 ロkJl 20 (14.2) (11.9) 背灰(586/1) 背灰(586/1)

周溝 539 i!1JS器 珂t身 目録一胴部 20 (15.2) (13.0) '1'1灰(5P86/1) 官f灰(5P86/1)

埋持施設床直 540 須!l{器 /.ii正平 口kJl-胴昌l 20 (16.4) (16.4) 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7.5Y7/1)

朋渦 541 須恕出f 高原 口線~胴部 15 (15.1) (16，2) 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

周辺 臼2 2瓦立て器 同時~ ? 脚部 s (11.0) 灰(7，5Y5/1) 灰(7.5Y5/1)

86'90 543 須恕器} 日k下 ほ{ま全体 90 13.4 16.5 16.5 12.0 灰白(7.5Y7/1) 灰白(7町7/1)

埋軍事施設
87.90 
544 須恕器 短顕~・ (:f:(f全体 95 5.7 9.7 5.8 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

545 須JJ.1..器 平版 全体 85 12.4 14.6 6.1 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

唱
E
ム
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第6章遺物観察表

出土位置
事[i図 図版 遺物

樋別 器樋 残存部位
残存率器高 f.i径 口径 底1量 色刷

備考
番号 番号 番号 (%) I (cm) (cm) (cm) (cm) (外而) (内面〕

589 須恵器 杯叢 ほIr全体 90 4.5 11.4 I 11.4 育灰(5B6/1) 脅灰(5B6/1)

89・91 590 ir1.¥l.l:器 杯益 ほIf全体 95 4.7 11.3 11.3 膏灰(lOBG6/1) 育灰(10BG6/1)

591 須l!¥器 杯通直 ほぽ全体 95 4.5 12.1 I 12.1 灰(N5/0) 灰(N6/0)

埋務施般 592 m恕器 同:益 Iまぽ全体 90 4.5 11.8 11.8 育灰(10BG6/1) 育灰(lOBG6/1)
89・92
593 須恵器 杯益 I孟ぽ全体 95 4.1 11.1 11.1 膏灰(5B6/1) 膏灰(5B6/1)

E17号墳 131 ，89'91 594 須恵器 郎身 111r全体 90 4.3 12.4 10.3 膏灰(lOBG6/1) 育灰(10BG6/1)

595 m~そ器 郎身 全体 1∞ 4.8 12.8 10.4 育灰(5B6/1) 情灰(5B6/1)

加辺 89 596 須恵器 珂:身 口縁 18 (11.9) (9.8) 灰(10Y6/1) 灰(N5/0)

89・92 597 須~.t~器 原身 111r全体 90 4.4 12.5 10.1 膏灰(10BG6/1) 育灰(10BG6/1)

埋事事胞般 89・91 598 ll'l!恵器 月:身 l孟ぽ全体 95 4.1 12.0 9.9 育灰(5BG5/1) 脅灰(5BG5/1)

89・92 599 筑l!¥器 杯身 11ぽ全体 95 4.2 12.1 10.0 灰(7.5Y6/1) 灰(7.5Y6/1)

ω2 土師器 杯i'i 嫡み 15 
にぶい貧燈 にぶい前俊 赤彩

8・92 (10YR7/4) (10YR7/4) 蔵骨器
5F1ω 137 

95 にぶい策担 にぶい誠促
印3 土師器 麹 口縁・脳部 30 (20.4) (11.0) 

(10YR7/3) (7.5YR7/4) 
蔵i't鵠

5F14 137 ω4 土師協 ~ H同高~-底部 60 8.3 
にぷい質経 にぶい質経 赤彩
(10YR7/4) (lOYR7/4) 蔵骨器

605 土師器 珂:重量 111r全体 90 4.0 
にぷい侵 にぶい担

赤彩
17.5YR6/4) (7.5YR6/4) 

8・93
印6 土師器 杯盤 全体 ω 3.3 ，(18.4) (18.4) 

にぶい貨鐙 にぶい貧桓
赤彩

'95 (10YR7/3) (10YR7/3) 

5F13 137 607 土師器 杯身 111r全体 95 3.4 13.5 13.5 
にぶい侵 にぷい櫨

坊、彩
(7町R6/4) (7.5羽~6/4)

ω8 土師器 杯身 全体 ω 3.4 14.9 14.9 12.3 
にぷい燈 にぶい鍛

赤彩
(7.5YR6/4) (7.5YR6/4) 

8.93 
邸19 土師器 出宝探~ ほIr全体 90 22.6 16.4 9.2 灰賛(2.5Y6/2) 灰黄(2.5Y6/2)

赤彩、

95 蔵骨器

610 士郎能 杯官E 全体 I 40 2.9 (16.3) (16.3) にぷい策俊 にぶい黄綬
赤彩

SF15 137 
8'93 (10刊 7/4) (10YR7/4) 

'95 にぶい筑慣 にぶい賛殴 |班、彩611 土銅器 ~ 胴部~底部 邸 10.9 
(10YR7/4) (10YR7/4) 

51'日1 139 94.95 612 常滑 1:1叫z iまぽ全体 95 23.3 17.2 10.5 10.0 灰伺(7.5YR6/2) 灰制(7.5YR6/2) 蔵骨様

5F02 139 95 613 山茶鴇 椀 ほIr全体 90 7.3 灰白(5Y8/l) 灰白(5Y8/1)

額土 614 山茶椀 椀 ほIr全体 95 5.7 16.6 16.6 (8.7) 灰白(2.5Y8/1) 灰白(2.5Y8/1)

5F12 
上層

139 94・95 615 山茶碗 小sll 全体 14 2.1 (8.8) (8.8) 3.8 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

616 山茶鳩 小皿 全体 25 1.8 I (9.0) (9.0) (5.2) 灰白(2.5Y7/1) 灰白(2.5Y7/1)

確箆トレンチ 146 94 617 須恵器 杯蛮 口縁 10 (16.0) (16.0) 灰黄(2.5Y6/2) 灰質(2.5Y6/2)

618 mJJ.~器 広口
全体 35 4.3 (10.6) (9.8) (6.2) 賞灰(2.5Y6/1) 灰白Y6/1)

鰻冒1子主
遺構外 146 94 

619 須思V器 宝E 底部 8C 灰(IOY6/1) 灰(10Y6/1)

620 m.w.器 f:l 底部 ω 4.5 tll灰(2.5Y6/1) 慣灰(2.5Y6/1)

SX02 139 95 621 山茶椀 旬邑 口線 15 I (16.5) (16.2) 灰白(5Y7/1) 灰白(5Y7/1)

※ 数値の括盛は1l!原数lI:i

2 .上神増A・B.E古墳群出土玉類観察表

第38表上神増A・B • E古墳群出土玉類観察表

/.lJ土位置
抑図 図版 遺物

極類 材質
直後 全長.ifljさ 孔f量 盟量

色側 穿干し 倒考
番号 番号 番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

62・64 9 勾玉 溺Jl!i 31.0 4.0 5.65 灰賞 片面

10 管玉 迎玉栄 1 9.3 27.0 3.0 4.32 漫録 片岡

11 管玉 強玉 9.0 23.0 I 3.0 3.12 濃総 片面

63.64 12 管玉 事豊玉 7.5 2.31 望量総 片面

A5号f貴賓¥2埋雑施般
13 管玉 恕玉 7.0 20.0 2.5 1.69 濃繰 片面

22 
u'玉 懇玉 6.8 18.0 2.1 1.42 濃緑 片而14 

15 小玉 ガラス 7.0 3.4 1.2 0.21 渡緑

16 小玉 ガラス 4.3 2.9 1.0 0.07 紺
62.64 

17 小玉 ガラス 潰総6.0 3.7 2.2 0.14 

18 小玉 ガラス 5.5 3.9 1.0 0.13 濃緑

70 小玉 ガラス 4.5 3.3 1.2 0.13 紺

71 小玉 ガフス 4.5 2.8 1.0 0.09 紺

72 小玉 ガラス 3.9 2.0 1.3 0.05 紺

73 小玉 ガラス 4.0 2.0 1.0 0.05 嗣f

74 小玉 ガラス 3.9 2.9 1.2 0，05 嗣f

75 小玉 ガラス 4.0 2.3 1.2 0.06 紺

El号明埋葬胞股
76 小玉 ガラス 3.0 2.1 1.0 0.04 紺

I 52 69 
77 小玉 ガラス 4.3 2.8 2.0 0.08 紺

78 小玉 ガラス 3.8 2.1 1.8 0.04 紺

79 小玉 ガフス 3.9 2.0 1.5 0.02 紛

80 小玉 ガラス 4.0 1.8 1.5 0.03 ライトプル

81 小玉 ガラス 3.5 2.2 1.7 0.02 ライトブルー

82 小玉 ガラス 3.0 1.5 0.01 ライト7")レー

83 小玉 ガフス 4.0 3.8 0.06 I ライトブルー
102 管玉 殺玉 12.0 29.0 3.0 7.05 漕緑 片面

103 管玉 麹玉 11.5 29.0 4.0 7.10 海緑 片面

104 管玉 溜玉 12.0 30.0 2.5 7.93 濃緑 片面

E2号場埋務施般 63 6・71・73 105 管玉 強玉 10.5 3.0 5.49 濃鍛 片面

106 'l1玉 麹玉 10.0 27.0 4.0 5.04 濃緑 片面

107 管玉 軍事玉 10.0 26.0 2.0 5.20 濃総 片面

108 管玉 到玉 I 9.5 27.0 2.5 4.39 濃緑 片面

内
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第l節 上神itlA・B.E古墳群出土遺物観察表

出土位置
抑図 図版 遺物

積曹{ 材質
直径 全長ー高さ 子LI! 質量

色間 !"J'孔 術者
番号 番号 番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

109 管支 建玉 9.5 25.0 4.0 4.28 漫緑 片面

110 管玉 事由玉 11.0 25.0 3.0 5.29 濃緑 片面

111 菅玉 惑玉 10.0 24.0 2.5 4.97 漉緑 片面

112 管玉 麹玉 11.0 24.0 2.5 5.36 漕緑 片面

113 11玉 1昆泊 11.5 19.0 3.0 2.72 明褐 片面

114 算盤玉 ホ~I 13.0 13.5 2.5 2.59 透明白 片面

115 算盤玉 本品 11.5 2.5 1.43 透明白 片面

116 切子玉 水晶 10.0 10.0 3.0 1.12 透明白 片面

117 丸玉 ガラス ? 12.0 11.0 3.0 1.77 ?聾貧 風化が進む

118 丸玉 ガラス ? 12.0 10.5 3.0 1.72 浅賀 風化が過む

119 丸玉 (石製) 11.5 10.5 3.0 2.23 日膏オリープ 片岡

120 丸玉 (石製) 10.5 9.0 3.0 1.63 時オリープ 片面

121 II!玉 担玉 8.0 10.0 2.0 0.77 濃緑 片面

122 小玉 ガラス 7.0 5.0 2.0 0.29 紺

123 小玉 ガフス 4.0 2.4 1.0 0.05 ライトグリ ン

124 小玉 ガフス 3.0 1.8 1.2 0.02 ライトグリーン

125 小玉 ガラス 4.2 4.4 1.2 0.09 紺

126 小玉 ガフス 3.0 1.8 1.8 0.03 紺

127 小玉 ガラス 3.2 1.9 0.02 紺

128 小玉 ガラス 3.8 1.8 1.0 0.04 ライトブルー

129 小玉 ガラス 3.2 1.8 1.0 0.03 ライ トブルー

130 小玉 ガフス 3.2 1.8 1.0 0.03 ライ トブルー

131 小玉 ガラス 2.8 1.5 1.0 0.02 ライト ブルー

132 小玉 ガラス 3.1 1.5 1.0 0.02 ライトブルー

133 小玉 ガフス 3.5 2.0 1.0 0.03 ライ トブルー

134 小玉 ガラス 2.5 1.8 1.3 0.02 フイトブルー

135 小玉 ガラス 3.0 1.1 1.0 0.02 ライトフ，，)[..-.ー

136 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.02 フイトブルー

137 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.02 ライト ブルー

138 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.1 0.02 ライトブルー

139 小玉 ガラス 3.5 1.9 1.8 0.04 ライ|ブルー

140 小玉 ガフス 4.0 1.8 1.0 0.03 フイト ブルー

141 小玉 ガラス 3.8 2.0 1.2 0.04 ライト ブルー

142 小玉 ガラス 3.2 1.8 1.0 0.04 フイトブルー

143 小五 ガラス 2.5 1.8 0.9 0.02 ライ lブルー

144 小玉 ガラス 2.9 2.5 0.9 0.03 フイ lブルー

145 小玉 ガフス 4.0 2.1 1.7 0.05 ライ トプルー

146 小玉 ガラス 3.5 1.9 1.0 0.03 ライト ブルー

147 小玉 ガラス 3.5 1.9 1.0 0.03 ライトブルー

148 小_li ガラス 3.0 3.0 1.2 0.04 ライトプルー

E2丹羽j型都施設 63 6.71.73 149 小五 ガラス 3.0 1.8 1.5 0.04 ライトフリレー

150 小玉 ガラス 3.2 2.0 1.8 0.06 ライト ブルー

151 小玉 ガフス 3.2 2.5 1.0 0.05 ライトブルー

152 小玉 ガラス 4.2 2.8 2.0 0.06 フイ lブルー

153 小玉 ガラス 4.8 5.4 1.2 0.16 ライト ブルー

154 小五 ガラ ス 3.0 2.5 1.0 0.03 フイトブルー

155 小玉 ガラス 4.7 2.2 1.5 0.07 ライト プル

156 小玉 カ.ラス 3.9 2.5 1.6 0.08 ライ トブルー

157 小:F. ガラス 4.0 2.1 1.0 0.05 ライ トブルー

1日 小玉 ガラス 3.9 2.8 1.5 0.05 ライ トプル

159 小玉 ガラス 4.0 2.5 1.8 0.05 ライトプル

160 小王 ガラス 4.0 2.8 1.5 0.08 フイトプルー

161 丸玉 ガフス 5.0 2.0 1.8 0.06 ライトブルー

162 小玉 ガフス 3.8 2.2 1.2 0.05 フイト ブルー

163 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.04 ライ lプルー

164 小玉 ガフス 3.2 1.8 1.0 0.03 ライ トブルー

165 小玉 ガラス 3.6 2.0 1.0 0.03 ライ トブルー

166 小玉 ガラス 3.0 2.1 1.0 0.03 ライ トブルー

167 小玉 ガラス 3.5 1.8 1.2 0.01 フイ トブルー

168 小玉 ガラス 3.0 1.9 1.0 0.02 ライ トプル

18宮 小玉 ガラス 3.0 1.5 1.2 0.02 フイトブルー

170 小玉 ガラス 3.8 1.5 1.0 0.02 ライトブルー

171 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.02 ライ トブルー

172 小玉 ガラス 3.1 1.5 1.0 0.03 フイトブルー

173 小玉 ガラス 2.8 1.5 1.0 0.01 ライトプルー

174 小玉 ガラス 3.0 2.0 1.2 0.03 ライトブルー

175 小玉 ガラス 3.5 1.2 1.2 0.01 ライト ブルー

176 小玉 ガラス 2.2 2.0 1.0 0.03 ライト ブルー

177 小玉 ガラス 3.2 1.4 1.0 0.01 ライトブルー

178 小玉 ガラス 2.5 1.5 1.0 0.02 フイトプル

179 小玉 ガラス 3.0 1.5 1.0 0.01 ライ トプル

180 小玉 ガラス 3.0 1.5 l.l 0.01 フイトブル

181 小玉 官iラフ、 3.0 2.0 1.0 0.03 ライトプル

182 小玉 ガラス 3.8 2.8 1.5 0.06 ライ トブルー

183 小玉 ガラス 3.9 3.1 1.0 0.08 ライトブルー

l剖 小玉 ガラス 3.7 2.3 1.0 0.05 ライト プル

185 小玉 ガ;7A 3.0 2.0 0.9 0.03 ライト プルー

186 小玉 ガラス 3.0 2.1 0.9 0.03 ライlブルー

187 小玉 ガラス 3.0 1.9 1.0 0.03 ライ トプル

188 小玉 ガラス 2.8 1.8 1.0 0.02 ライトブルー

189 小玉 ガラス 3.1 1.2 1.0 0.03 ヲイlブルー
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第6l1i 遺物観察表

出土位置
何1図 図版 遺物

種類 材質
直径 全長・両さ 子Lt圭 重量

色調 穿孔 備帯
番号 番号 番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

190 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 I 0.03 フイト7)レー

I 191 小玉 ガラス 3.0 2.4 1.0 0.04 ライトフリレー

192 小玉 ガフス 3.0 1.2 1.0 0.02 ライトブルー

193 小玉 ガfラス 3.0 1.8 1.0 0.03 ライトブルー

194 小玉 ガラス 2.5 1.8 1.0 0.02 ライ1'7;レー

195 小玉 ガフス 3.8 1.9 1.0 0.03 ライトブルー

196 小玉 ガラス 3.0 1.2 1.0 0.02 フイトブルー

197 小玉 ガfラス 3.0 1.2 1.0 0.02 ライトプルー

198 小玉 ガラス 2.8 1.4 1.0 0.02 フイトブルー

小玉 ガラス 3.8 2.2 1.0 0.04 ライトブルー

200 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.02 ライトブルー

201 小玉 ガラス 4.0 2.5 1.0 0.07 I ライトブルー
202 小玉 ガfラス 3.0 1.5 0.9 0.02 ライトブルー

203 小玉 ガラス 3.2 0.02 ライトブルー

204 小玉 ガラス 3.0 1.9 1.0 0.03 ライトプルー

205 小玉 ガラス 3.5 1.8 1.4 0.04 フイ1ブルー

206 小玉 ガラス 3.5 1.8 0.8 0.02 ライトブルー 1 

207 小玉 ガフヌ 2.5 1.2 1.0 0.02 ライトブルー

208 小宝 ガラス 4.0 2.1 1.2 0.04 ライトブルー

209 小玉 ガラス 3.4 1.6 1.0 0.03 フイトブルー

I 210 I 小玉 ガラス 4.0 2.2 1.5 0.04 ライトブルー

E2号墳理持B量殺 63 6・71・73 211 I 小五 ガラス 4.1 2.2 1.0 0.06 ライトプルー

小玉 ガラス 3.5 2.9 1.5 0.04 ライトプJレー

213 I 小玉 ガラス 3.0 2.1 1.0 0.04 ライトプJレー

小玉 ガフス 3.0 2.0 1.0 0.04 フイトプJレー

215 小玉 ガラス 3.0 2.4 0.9 0.03 ライトブルー

216 小玉 ガフス 2.3 1.5 0.6 0.02 ライトフリレー

217 小玉 ガフス 3.8 1.8 1.2 0.03 フイトブルー

218 小玉 ガラス 3.2 1.8 1.0 0.03 ライトブルー

219 小玉 ガラス 3.2 1.5 1.0 0.04 ライトプルー

220 小玉 ガラス 4.0 1.5 1.5 0.02 ライトブルー

221 小玉 ガラス 3.8 2.4 1.1 0.04 ライトブルー

222 小玉 ガラス 3.8 1.8 1.2 0.04 ライトフソレー

223 小玉 ガフス 3.5 2.1 1.5 0.02 ライトブルー

224 小玉 ガラス 3.8 2.1 1.1 0.01 ライトブルー

225 小玉 ガラス 4.1 2.0 1.1 0.02 ライトプ)"ー

226 小玉 | ガフス 3.0 2.0 1.0 0.02 フイトブルー

227 小玉 | ガラス 3.2 2.0 1.0 0.02 ライトブルー

228 小玉 | ガラス 3.1 1.1 1.0 0.01 ライトブルー

229 小玉 ガラス 3.9 1.8 0.02 ライトブルー

230 小玉 ガフス 1.9 1.0 0.02 ライトブルー

231 小玉 ガラス 3.2 2.0 0.01 ライiフソレー

232 小玉 ガラス 3.5 2.5 0.01 ライトブルー

260 小玉 ガフス 3.5 2.0 1.0 0.05 賛

261 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.1 0.04 紺

262 小玉 ガフス 1.5 1.0 0.03 紺

263 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.04 割f

264 小玉 ガラス 3.8 2.0 1.0 0.04 剖1

265 小玉 ガフス 4.0 1.9 1.7 0.04 紺

266 小玉 ガラス 3.3 1.9 1.0 0.03 紺

267 小玉 ガフス 3.8 1.8 1.0 I 0.04 紺

268 小玉 ガラス 3.8 1.8 1.2 I 0叫 踊I

269 小玉 ガフス 3.0 1.7 1.0 0.05 紺

270 小玉 ガフス 3.0 2.0 1.0 I 0但 掛I

271 小玉 ガラス 3.1 1.9 1.0 0.05 割f

272 小玉 ガラス 3.9 1.6 1.0 0.04 紺

273 小玉 ガラス 4.0 2.0 1.5 0.06 紺

274 小玉 ガラス 3.1 1.8 1.0 0.04 紺

275 小玉 ガfフス 3.1 1.6 1.0 0.03 紺

I 276 小玉 ガラス 3.1 1.9 1.0 0.04 劇I

277 小玉 ガフス 3.9 1.6 1.2 0.05 嗣f

E3号墳埋縛施股
小玉 ガラス 3.2 1.8 1.5 0.05 制I

72 6・73.75
小玉 ガラス 2.0 紺279 3.6 1.1 0.04 

280 小玉 ガフス 3.2 2.0 1.1 0.03 紺

281 小玉 ガラス 3.0 1.4 1.0 0.03 紺

282 小玉 ガラス 3.0 1.9 1.0 0.03 嗣I

283 小玉 ガブス 3.0 1.3 0.9 0.04 調I

|捌 小玉 ガラス 3.5 1.6 1.1 0.03 紛

I 285 小玉 ガラス 3.5 1.8 1.2 0.05 紺

286 小玉 ガfラス 3.0 1.8 1.3 0.03 調I

287 小玉 ガフス 3.2 1.9 1.0 0.04 紺

288 小玉 ガラス 1.3 1.1 0.04 紺

289 小玉 ガラス 3.2 1.6 1.2 0.05 紺

290 小玉 ガラス 3.0 2.0 1.0 0.04 嗣I

291 小玉 ガラス 3.5 1.8 1.2 0.03 紺

292 小玉 ガフス 3.0 1.5 1.0 0.03 紺

293 小玉 ガラス 3.0 1.5 1.0 0.03 鮒

294 小玉 ガラス 3.0 1.6 1.0 0.03 紺

295 小玉 ガフス 2.9 1.5 0.9 0.03 紺

296 小玉 ガラス 3.2 1.8 1.0 0.03 紺

297 小玉 ! ガラス 1 3.0 2.0 1.0 j 0.03 I 紺
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第6.遺物観察表
出土位置

布f<図 図版 遺物
積書E 材質

直径 全長。高さ 孔径 極量
色刷 穿孔 備考

番号 番号 番号 (mm) (mm) (mm) (g) 

379 小玉 ガラス 3.0 1.5 1.0 0.04 紺

380 小玉 ガラヌ 3.1 2.0 1.0 0.03 紺

381 小玉 ガラス 3.0 1.5 1.0 0.04 紺

382 小玉 ガラス 4.0 1.8 1.0 0.03 紺

383 小玉 ガラス 3.0 1.4 1.0 0.04 紺

384 小玉 ガラス 3.2 1.5 1.0 O.O~ 紺

385 小玉 ガフス 3.5 1.9 1..1 0.03 紺

お6 小玉 ガラス 3.9 2.0 1.0 0.04 轟f

387 小玉 ガラス 3.9 2.0 1.0 0.04 紺

認8 小玉 ガラス 2.9 1.3 1.0 0.03 紺

389 小玉 ガラス 3.2 1.9 1.0 0.03 車甘

390 小玉 ガラス 3.4 1.8 1.0 0.03 紺

391 小玉 ガラス 4.2 1.9 1.2 0.03 紺

392 小玉 ガフス 3.0 1.8 1.2 0.04 紺

E3号墳埋事事施股 72 6'73'75 393 小玉 ガラス 3.1 1.9 1.2 0.05 紺

394 小玉 古77，、 3.4 2.5 1.0 0.03 紺

395 小玉 ガフス 3.5 2.8 1.0 0.05 紺

396 小玉 ガラス 3.4 2.0 1.0 0.05 紺

397 小玉 カ.ラス 3.8 2.0 1.0 I 0.04 ライトプル
398 小玉 ガラス 3.5 2.5 1.0 0.07 ライトブル

399 小玉 ガラス 3.8 2.9 1.0 0.05 ライトブルー

4∞ 小玉 ガラス 3.1 2.3 1.0 0.04 ライト7')レー

401 小玉 ガラス 3.0 1.8 1.0 0.02 ライトブルー

402 小玉 ガラス 4.0 2.0 1.0 0.02 ライトブルー

403 小玉 ガフヌ 3.8 2.0 1.0 0.03 ライトブル

404 小玉 ガラス I 3.0 2.2 1.0 0.02 フイトブ，レー

405 小玉 | ガラス I 3.5 3.0 1.0 0.04 ライトブルー

|揃 小玉 ガラス 3.0 1.5 0.01 ライトプル

I 407 小五 ガラス 4.0 1.2 0.04 ライトブルー

432 勾玉 滑石 16.5 1.5 0.67 灰白

433 ¥1玉 刻玉 7.0 18.5 I 4.0 1.20 総灰

434 小玉 ガラス 7.4 5.8 2.1 0.38 紺

E6号潰煙線路股 81 77 435 丸玉 ガラス 8.6 7.3 3.0 0.63 紺

436 小玉 ガラス 5.2 3.0 I 1.6 0.11 紺

437 小玉 ガラス 5.0 4.1 1.5 0.11 趨緑 風化が進む

438 小玉 ガフス 4.4 3.0 2.0 0.06 ライトブルー

452 管玉 ガラス 7.0 12.0 2.0 0.87 紺

453 丸玉 ガラス 8.0 6.0 1.9 1.59 紺

454 丸玉 ガラス 8.5 7.8 2.1 0.71 制f

455 丸玉 プfラヌ 8.0 6.0 1.5 0.57 紺

456 丸玉 ガラス 9.0 6.0 2.2 0.70 紺

丸玉 ガラス 8.2 6.4 1.5 0.61 制f

458 丸玉 カ.ラス 8.5 6.0 1.8 。‘64 紺

E7号横埋務純股 87 78'79 459 九玉 ガラス 8.2 6.0 2.0 0.62 紺

4ω 丸玉 ガラス 8.9 5.8 3.0 0.64 紺

461 丸玉 ガラス 8.5 6.0 2.0 0.72 紺

462 丸玉 ガラス 8.4 5.2 2.0 0.53 紺 寸
463 丸玉 ガラヌ 8.0 7.0 1.8 O.臼 紺

464 丸玉 ガラス 9.0 5.9 2.0 0臼 紺

465 小玉 ガfラス 5.8 3.0 1.6 0.10 緑灰 風化が進む

466 小玉 ガラヌ 6.7 5.0 1.5 0.17 烈制(紺1) 風化が進む

E10号墳埋事事施般 100 7・82'83 497 管玉 {1/.玉 10.0 26.5 3.5 5.48 重量銭

546 勾玉 現1薗 39.0 3.0 10.77 黄灰 片面

547 勾玉 チャー } 36.0 2.5 9.05 灰 両而

1 拙 勾玉 窃硝 33.0 1.5 9.29 淡貧 片面

549 勾玉 (石担) 31.0 3.0 10.18 灰オリープ 岡田

550 勾玉 場羽 34.0 3.0 7.33 赤鰯 片面

551 勾玉 現羽 33.0 3.5 7.87 賞尚 片面

552 勾玉 現地 30.0 3.0 4.97 f間賞絢 片面

553 勾玉 I).~J苗 29.0 2.0 5.59 赤禍 片面

554 勾玉 現楢 28.0 1.5 4.87 明賀補 | 片面

555 勾玉 現地 25.0 3.0 5.31 灰糞 片面

556 切子玉 本品 15.0 22.0 4.0 5.51 透明白 片面

557 切子玉 ホ品 14.5 15.5 5.0 3.60 透明白 片面

E16号噴埋葬施鮫
558 111玉 覇軍柏 20.0 32.0 4.0 6.21 略赤掬 片刷

125 8'88・90
559 111玉 現世泊 15.5 3.0 暗赤褐 片面1.01 

%。 高玉 成泊 11.5 14.0 2.0 0.61 I 附赤掲 片面

561 管玉 初玉 9.5 25.5 3.0 2.98 総灰 片面 失敗により内穿干し

562 丸玉 ガフス? 12.5 10.0 3.0 1.10 灰白 風化が進む

563 丸玉 ガラス? 9.0 6.5 3.0 0.50 縄灰 風化が進む

564 丸玉 ガラス? 8.4 7.4 2.5 0.31 明貧鈎 風化が進む

565 丸玉 ガラス? 9.4 6.4 3.0 0.70 灰白 風化が進む

566 丸玉 ガフス フ 9.0 6.4 2.5 0.65 照掬 風化が進む

567 丸玉 ガラス ? 8.0 5.0 2.4 0.43 拠調 風化が進む

丸玉 ガラス 9.0 6.0 2.3 0.63 背則

569 小玉 ガラス 7.0 6.0 1.2 u.39i 紺
570 小玉 ガラス 3.2 2.8 1.0 0.05 紺

小玉 ガフス 3.8 3.8 1 1.0 0.06 漉緋

出l とこでrw玉Jとしたものについては理化学的分析を行っていないため材質が判明していないものであり、知玉、蛇紋省、緑色凝灰岩、グリーンタフの可能性があるものをさす。
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第 l節上神増A・B.E古噴群出土遺物観察表

3 .上神増A・B.E古墳群出土金属製品観察表

第39表 上神増A・B.E古墳群出土金属製品観察表

出土位置
柿図 図版 遺物

種瓢 材質 全長
鎌身・刃部ー釘# 際部 華航部刀装具袋部

制考
番号 番号 番号 長 紺 畏幅 長 紹 量量

20 刀袈具 金銅装 (1.0) 0.11 賞金具か

21 不明 鉄 (4.1) 6.88 周具か

22 不明 鉄 (3.4) 2.23 鉄鎌顕部?

23 鹿角柄万子 鉄 (12.2) (7η 1.4 (4.5) 0.8 16.02 

24 木柄刀子 鋲 (11.1) (9.8) 1.5 σ3) 0.9 14.04 

A5号繍首~2浬事事施般
25 *柄万子 鉄 11.3 7.1 1.3 4.2 0.8 11.37 

22 63・64
26 万子 欽 (5ヲ) (5.9) (1.0) 4.83 

27 f!g角柄万子 鉄 (4.0) (0.4) 1.2 3.6 0.7 4.93 

28 刀子 鉄 (3.5) (2.3) 1.5 (1.2) 0.9 7.76 

29 刀子 鉄 (9.5) β.4) 1.4 6.1 0.9 15.03 

30 小刀{短刀) 鉄 (22.5) 16.5 2.5 (6.0) 1.6 70.95 

31 刀装具 鉄 2.0 13.32 柄縁金具か嗣

A5号積墳丘 日
32 銅銭 鉄 2.3 2.41 「寛4、通費J

23 
33 銅銭 鉄 2.4 「冗盟通賓」2.35 

43 釘 鉄 (10.6) (10.2) 0.65 0.4 1.5 6.67 

釘 鉄 (5.9) (5.5) 0.4 0.4 1.3 3.87 

釘 鉄 (4.4) (4.0) 0.6 0.4 1.0 5.76 

|必 量I 鉄 (3.4) 2.7 0.5 0.7 1.3 3.88 

47 釘 鉄 (3.9) (3.6) 0.6 0.3 1.0 3.31 

1必 釘 鉄 (3.6) (3.1) 0.6 0.5 1.0 4.26 

49 釘 鉄 4.1 3.7 0.7 0.4 1.1 5.05 m駅長7.6咽前後

64.66 50 釘か鎌? 鉄 (8.1) (8.1) 0.5 3.13 量I身か織の胃1部の可能性が高い。

B7号.tt'!Jjjl事事施紋 38 51 釘か織? 鉄 (4.1) (4.1) 0.5 2.18 釘身か鎌の顕部の可能性が日い。

52 釘か織 ? 鉄 (1.2) (1.2) 0.5 0.33 事T身か織の鮪部の可能性が日い。
53 釘か織? 鉄 (10.8) (10.8) 0.'1 3.45 釘身か畿の阿部の可能性が日い。

54 釘か織? 鉄 。0) 。0) 0.4 0.71 釘身か織の益の可能性が高い。

55 欽織 鉄 (2.4) 0.6 0.6 (1.8) 0.6 1.12 尖線富市式

56 鉄鎌マ 鉄 (5.7) (5.7) 0.4 1.55 

57 欽銀? 鉄 (3.1) (3.1) 0.5 1.24 釘~か織の~の可能性が高い。

64-66 58 Il:l付足金物 鉄 (4.4) 4.15 第11悲に鮮述。

8・64-66 59 装飾N大刀 鉄 65.8 215.0 第11悲にmふ
84 万子 鉄 σ6) (5.6) 1.3 2.0 0.7 7.59 

El勾mJSl特施"直 52 68・69 85 掛l 事k (35.0) (28.4) 3.3 (6.6) 2.6 99.61 拘J~I;t.平造

86 向l 鉄 (73.0) 61.8 4.0 (11.2) 2.8 555.0 剣身1主制泊。鉄拠目釘残存.

233 木柄小刀 鉄 20ふO 14.9 2.0 5.1 1.0 判 33

234 刀子 鉄 (5.1) (5.1) (1.2) 2.86 

お5 万子 鉄 (2.4) (2.4) (0.8) 0.73 

勾6 鉄司臨 鉄 (9.6) 5.5 (2.5) 2.9 。7 (1.2) 0.4 10.61 平忠良ー角形式
237 鉄血匝 鉄 (5.6) (4.8) (2.6) (0.8) 0.7 7.59 電l'似tミー向形式

お18 鉄滋 鉄 (3.9) (3.9) (2η 9.11 平摂長=.IQ形式

239 鉄織 鉄 (7.4) (4.6) (2.5) (2.8) 。7 9.47 平線長ー角形式

240 鉄自酷 鉄 (4.3) (0η (1η 2.3 0.8 1.3 OA 3.27 平板長三角形式

E2勾f白煙車~施設 6'71・73
241 鉄鎌 鉄 (5.0) (0.3) 0.4 (4.7) 0.5 2.16 阿部ー益}-'i

64 
242 鉄滋 鉄 (3.6) 。5) 阿部1-;岩片0.7 (1.1) 0.5 3.91 

243 鉄滋 鉄 (7.5) 。.1) 0.5 (4.4) 0.4 4.12 匝1昌s-:.>;片
244 鉄継 鉄 (4.0) (4.0) 0.4 1.97 ~Jヤ

245 鉄歯車 鉄 (3.2) (3.2) 0.4 0.48 茎片

246 環頭大刀柄頭 鉄 (12.6) 4.0 5.8 (3匂 1.4 40.43 m16表に鮮述。

247 刀設よL 鉄 4.0 4.4 3.6 11.04 柄顕接見か鮪尻金只か

248 万波f-!.ヲ 金J阿波 (2.4) (2.4) 0.6 0.78 立金具か

249 大万 鉄 (39.6) 33.2 2.2 (6.4) 2.0 113.74 柄庇l技rlありの
250 大刀 鉄 (65.0) (56.6) 2.8 (3.4) 2.0 485.00 

6・73・76 409 !児世I柄刀子 鉄 (14.8) θ。0) 1.8 5.4 1.1 33.19 

410 鉄皇甚 鉄 16.0 7.3 2.5 3.2 0.7 6.7 0.4 30.70 '1'，叡nlJt:先柳紫式

411 鉄雄 鉄 (15.9) (6.0) 2.4 3.5 0.7 7.0 0.4 23.99 平組問j)<柳誠式

412 鉄鎖 鉄 (12.8) (5.4) 2.3 4.2 0.6 3.5 0.4 19.41 平観的扶柳紫式

413 鉄鉱 鉄 13.5 5.5 2.5 3.2 0.7 4.8 0.4 12.37 平線~.::角形式

414 鉄織 鉄 (12.4) (5.1) 2.5 3.1 0.6 4.2 0.4 9.28 平総長ー角形式

415 鉄織 鉄 13.3 5.3 2.3 3.0 0.7 5.1 0.5 15.41 平狽IJljt)!畏=角形式

6.73・75・76
416 鉄描量 量生 11.0 4.3 2.1 2.2 0.8 4.5 0.5 16.93 平棋畏ニ角形式

417 鉄鎖 鉄 (5.4) (2η 2.2 (2.7) 。7 6η 平線:1:E角形式

E3号明時I!綜施設 73 418 鉄織 鉄 (5.8) 2.2 1.7 (3.6) 0.6 

(1.5) 

4.66 平.JlE角形式
419 鉄鎖 鉄 (11.η 。6) 1.0 7.6 0.5 0.3 8.34 尖制御措式

420 鉄滋 鉄 (2.勾 (1.2) 0.7 (1.0) 0.4 1.82 >ii部~茎片

421 鉄量臨 鉄 (5.8) (2.8) 0.8 (3.0) 0.4 6.56 JfI古~-~片

422 鉄雄 鉄 (1.4) (1.4) 0.4 0.62 茎片

423 鉄鎖 鉄 (2.9) (2.9) 0.3 0.87 主片

424 鉾 鉄 17.5 5.1 2.1 10.4 2.3 139.55 

6・73・76
425 大万 鉄 (6.6) (6.6) (0.8) 4.45 万身片

426 刀裂l'~ 鉄 (4.5) 0.6 0.1 2.65 

427 大刀 鉄 (104.5) (83.8) 4.2 20.7 2.6 1165.00 自慢1羽岡扶院細形

E7培噴埋葬錨股
467 鉄織 鉄 (7.0) 2.7 (0η (4.3) 0.5 3.40 尖根抑義武

87 78'79 
468 刀子 鉄 (10.6) 11.89 柄衿~良品り.8.8 1.3 (1.8) 1.0 

E8号明埋葬飽段 91 79・80
472 耳盈 金銅裂 (3.4) 12.86 民金具の品鉄地金銅破.

473 大刀 | 欽 θ8) (9.8) I 2里 45.16 
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第6章 遺物観察表

出土位置
姉図 図版 遺物

掴頬 柑質 全長
鎌身・刃部・釘身 顕部 茎・顕部・刀装具袋部

備考
番号 番号 番号 長 |幅 長幅 長 l幅 重量

487 鉄車甚 鉄 (12.0) (2.7) 0.8 9.0 0.6 (0的 I0.4 7.79 尖線片刃箭式
488 鉄鎌 鉄 (11.5) 3.0 0.8 8.5 0.5 (0.8) 0.5 6.83 尖線片刃前式

489 鉄鱗 鉄 (3.7) (2.7) I 0.7 (1η 0.4 2.18 尖蝦片刃筒式

96 7.81'83 490 鉄鎌 鉄 (3.9) (2.7) 0.7 (1.9) 0.7 2.15 尖線}守刃筒式

E9号墳節2埋雑鹿股
491 鉄鎌 鉄 (4.6) 2.9 0.7 (2.7) I 0.7 2.54 尖担片刃情式

492 鉄鎌 鉄 (6.0) I (4.6) 0.7 I (1.4) I 0.5 4.02 曹1部茎片
493 鉄鍛 鉄 I(2.3) 。3)I 0.6 1.51 茎片

7・82・83
494 揖リ 鉄 。2.8) 32.0 2.6 0.8 1.8 91.44 自l身~茎片

日7 495 大万 鉄 。0) (3.0) (1.6) 1.94 刀身片

80・83 496 大刀 鉄 (76.2) (66.8) 2.6 (9.4) 2.0 375.0 刀身~裟片

E11号横埋弊施設 104 82 500 万子 鉄 I11.2 6.4 1.1 4.8 0.7 4.96 

525 木柄刀子 鉄 (10.8) (5.3) 1.2 (5.5) 0.8 6.98 

E15号t由埋却施般 118 86・89
526 万子 鉄 (6.0) (3.4) (1.1) (2.6) (1.1) 7.19 

527 鉄車陸 鉄 σ2) 4.4 3.2 3.1 0.8 平栂四角形式

528 大万 鉄 (4.0) (4.0) (1.9) 13.71 茎片

576 刀子 | 鉄 (9.1) (6.5) 1.1 (2.6) 0.8 7.21 

577 刀子 鉄 (1.7) (1η (1.0) 0.83 

578 木柄刀子 鉄 (3.9) (3.9) I (1.1) 4.51 
579 I 不I~I 鉄 (1.1) I (1.1) ， 1.8 1.56 刀装具か

88'91 580 鉄自臨 鉄 (4.5) (1.9) 1.9 (2.6) 0.6 5.44 平組三角形式

581 鉄織 鍛 (3.8) 2.5 1.8 (1.3) 0.5 3、20 平』日::='JlI形式

E16号墳単線施設 126 582 鉄自民 鉄 (3.2) (3.2) (0.4) 1.25 蓋片ヲ

583 望k祖島 鉄 (3η (3.7) 0.6 1.65 fJ1部片 ?

回4 鉄鉱 鋲 (8.2) (6.0) 0.5 (2.2) 0.4 3.81 冒i~-茎片

88 見5 鉾 鉄 (4.7) (4η 1.1 8.81 '::='PI.fl¥!式鉄鉾

586 大刀 鉄 (4.2) (4.2) (2.2) 7.91 号]先片

88'91 587 大刀 鉄 (4.0) (4.0) (2.8) 刀身片

588 I 大刀 鍬 (5.0) (5.0) (0.7) 6.60 1(;片

E17号繍埋事事B極限 132 89・92
600 鉾 鉄 20.2 9.6 1.6 5.6 1.1 5.0 1.9 I 45.55 鋪造.顕部をもっ鉄鉾.
型J_j_ 石突 鋲 7.1 7.1 (2.6) I 18.76 目釘残存長1.5個

出指弧内は残存する部分の数値。 数値 (cm.g) 

4.上神増A.B.E古墳群出土耳環観察表
第40表 上神増A・8 • E古墳群出土耳環・錫製品観察表

出土位置
抑図 図版 遺物

材質
平而 断面 ffilll 備考

番号 番号 需勾 長軸 煩軸 形惣 長側 短軸 (g) 

A5号』調節2埋葬施政 22 63・64 19 錦地銀iJJ< 3.4 2.9 円形 0.9 0.8 25.56 飯沼，)~

89号墳埋務施般 46 67・68 67 銅j也銀張 1.8 1.6 術円形 0.6 0.4 2.52 世l箔弧

E3号墳埋務施股 72 6.73・76 I 408 錫 (2.6) (2.4) 吉署形 0.6 0.5 1.57 

572 鋼地銀張 (2.6) α4) 円形? (0.6) (0.5) 6.43 銀箔張

E16号機埋務施般
573 鋼地銀円長 (2.6) 。5) 円青5 0.6 0.5 8.76 銀箔張

126 8・88・90
574 I 銅地銀張 円形 銀箔1M2.7 2.4 0.6 0.6 9.52 

575 I 銅j也釦JI 2.8 2.7 円形 0.7 0.7 14.01 銀箔強

謀E3号横山土の錫製品 (408)については、完形品ではないため磁定ではないが、主主身具(耳環)の可能性が高い。
※括弧内I主残存する部分の数値。

単位 (叩)
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第 7章 自然科学分析の成果

第1節金属製品の材質について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

静岡県磐田市(旧豊岡村)に所在する上神増E古墳群では、 6世紀後半頃とされるE2・E3号墳が

確認され、石室からは豊富な遺物が出土した。 本報告では、 E2号墳の石室内から出土した万装具とさ

れる鉄製の小片遺物およびE3号墳出土の環状を呈する金属製遺物について、その材質を明らかにし、

遺物の性格に関わる資料を作成する。

1.試料

試料は、上神増E古墳群のE2号墳横穴式石室より出土した鉄製小片2点(鉄片l、2とする)とE

3号墳横穴式木室床面より出土した環状を呈する金属製小片1点(408、環状遺物とする )である。各試

料の外観は、写真25-27に示す。

なお、鉄片1・2ともに三葉環頭大万の万装具の可能性があるとされている。

2.分析方法

鉄片2点については、 表面に塗膜状の光沢が認められたことから、特に漆の塗布の有無を確認するた

めにフーリエ変換赤外分光分析を行う。ただし、 後述するようにその結果から無機化合物である可能性

が考えられたため、 X線回折分析による再分析も行った。さらに、 断面組織観察と成分分析を主とした

金属学的調査を行い、材質の構造と成分を明らかにする。また、環状遺物については、蛍光X糠分析に

よる非破壊分析から成分を求めた。以下に各分析方法を述べる。

( 1 )フーリ工変換赤外分光分析伊下IR)

a.赤外線分光分析の原理

有機物を構成している分子は、炭素や酸素、水素などの原子が様々な形で結合している。この結合し

た原子聞は絶えず振動しているが、電磁波のようなエネルギーを受けることにより、その振動の振幅は

増大する。この振幅の増大は、その結合の種類によって、ある特定の波長の電磁波を受けたときに突然

大きくなる性質がある。この時に、電磁波のエネルギーは結合の振動に使われて(すなわち|吸収されて)、

その物質を透過した後の電磁波の強度は弱くなる。

有機物を構成している分子における結合の場合は、電磁波の中でも赤外線の領域に入る波長を吸収す

る性質を有するものが多い。そこで、赤外様の波長領域において波長を連続的に変えながら物質を透過

させた場合、さまざまな結合を有する分子では、様々な波長において、赤外線の吸収が発生し、いわゆ

る赤外線吸収スペクトルを得ることができる。通常、このスペクトルは、横軸に波数(波長の逆数cm-1

で示す)、縦軸に吸光度 (ABS)を取った曲線で表されることが多い。 したがって、既知の物質において、

どの波長でどの程度の吸収が起こるかを調べ、その赤外線吸収スペクトルのパターンを定性的に標本化

し、これと未知物質の赤外線吸収スペクトルのパターンとを定性的に比較することにより、未知物質の

同定をすることができる(山田 1986)。

b.赤外線吸収スペクトルの測定

鉄片試料の表面の塗膜状物質を剥離し、供試した。なお、これら鉄製品には保存処理が施されていた
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第7章 自然科学分析の成果

ため、剥離試料はアセトンに漫潰し、繰り返し洗浄を行い、保存処理剤を除去した後、分析に用いた。

測定は、 FT-IR装置(サーモエレクトロン(株)製NicoletAvatar 370)を用いる。なお、赤外線吸収ス

ペクトルの測定は、試料をメノウ乳鉢で微粉砕した後、回rと混合・希釈し、錠剤に成型し、透過法で行う。

また、得られたスペクトルは各種の補正を施した後、吸光度 (ABS)で表示する。測定条件及び各種補正

処理の詳細については、 FT-IRスペクトルを示した図lに併記しているので、そちらを参照されたい。

(2) X線回折分析

メノウ乳鉢で微粉砕した試料を無反射試料板に充填し、 X線回折分析試料(無定方位試料)を作成し、

以下の条件で測定を実施する。なお、検出された物質の同定解析は、 MaterialsData，Inc.のX緩回折パ

ターン処理プログラム]ADEを用い、該当する化合物または鉱物を検索する。

装置:理学電気製MultiFlex Divergency Slit : 1。

Target : C u (Kα) Scattering Slit : 10 

Monochrometer : Graphite湾曲

Voltage : 40KV 

Current : 40Ma 

Detector : SC 

Calculation Mode : cps 

( 3 )金属学的調査

a.外観観察

Recieving Slit : 0.3mm 

Scanning Speed : 20 / min 

Scanning Mode :連続法

Sampling Range : 0.020 

Scanr也19Range : 2 -610 

調査遺物は、外観的特徴をデジタルカメラおよび実体顕微鏡により観察・記録した。

デジタルカメラ Finepix F401型(富士写真フィルム工業製)

実体顕微鏡 SZ-40型(オリンパス光学工業製)

b.組織調査

鉄片2点は着磁良好な箇所を約5mrn片に切り取り、断面が観察面になるように樹脂埋め込みし組織を

固定後、鏡面になるまで研磨し、金属顕微鏡にて観察・記録した。

金属顕微鏡 BX51M型(オリンパス光学工業製)

C.成分分析

鉄片2点は、組織観察用研磨試料を用いて、 残留金属鉄および非金属介在物の組成をX線マイクロア

ナライザー(EPMA)にて分析した。一方、環状遺物は、蛍光X線分析装置により構成元素を求めた。以

下に使用装置を示す。

X線マイクロアナライザー(EPMA) 氏A-8100型(日本電子製)

蛍光X線分析装置 ZSX-100e型(リガク製)

3 .結果

( 1 )フーリ工変換赤外分光分析

FT-IRスペク トルを第 147図に示す。鉄片1の赤外線吸収特性では3100cm-1付近に幅広く強い吸収帯

が見られるほか、 1150cm一l以下の低波数域に多数の吸収帯が確認される。鉄片2では3400cm-1、3100

cm-1付近に幅広く強い吸収帯が見られるほか、鉄片1と同様に 1150crn-1以下の低波数域に多数の吸収

帯が確認される。
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第 1)茄金属製品の材質について

両試料とも漆に特徴的に認められる2930cm-1、2860cm一lのメチル基およびメチレン基のιH伸縮振動、
1710cm-1のc=o伸縮振動、 1620cm-1のc=c伸縮振動による吸収が認められていないととから、漆の可
能性は考えにくい。なお、 IT-IRスペクトルを見る限りでは、有機化合物というよりは無機化合物であ

る可能性が高い。そこで、X線回折分析による追加調査を実施し、無機化合物の材質を検証した。

(2) X線回折分析

X線回折図を第148図に示す。鉄片1、2ともに鉄の酸化・水酸化鉱物である磁鉄鉱 (magnetite)、針

鉄鉱(goethite)、レピドクロサイト(lepidocrocite)が検出された。

( 3 )金属学的調査

a.鉄片1

写真25に外観と断面マクロ・ミクロ組織を示した。また、成分分析の結果は第149図に示した。大きさは、

18 X 23で厚さ約2剛、重量は2.053gを測る。全体的に茶褐色で錆化は進んでいるものの磁石を近づけ

ると若干ではあるが吸い付く。厚みに対し水平に模様が形成しており、明らかに鍛造して薄板に成形し

たことがわかる。全体的に錆化しているが、極一部には白色を呈する金属鉄が残存している。また、写

真中にA'Bで示した部分は突起部で、明らかに板状に加工した後、突起加工を施したものと考えられる。

とれは、本遺物の表面に何らかの被覆を施すため、被覆材の密着性や剥離難易性を向上させるためのも

のと考えられる。地金成分は残留金属鉄が殆ど残っていないため正確な情報は得られなかったが、金属

鉄中には微量成分として硫黄(S)が約0.1%検出し他の元素は存在しなかった。したがって、元は炭素量

の低い軟鋼と推測される。また、非金属介在物も見当たらず、比較的清浄な材料と考えられる。

なお、表面の一部には灰色粒子を包有した暗灰色の付着物が認められた。その成分を第41表に示すc

暗灰色の基質は、珪酸分と鉄分が多く少量のアルミを伴い、灰色粒子は珪酸分が約80%を占め、少量の

アルミを伴う組成であった。

b.鉄片2

写真26に外観と断面マクロ・ミクロ組織を示した。また、第42表と第150図に成分分析結果を示した。

大きさは、 14X 25で厚さ約3rum、重量は2.439gを測る。鉄片lと同様に茶褐色で錆化は進んで、いるも

のの磁石には吸い付く。また、厚み方向に対し水平に模様が形成しており、 鍛造によって薄板加工をし

たことが判る。全体的に錆化が進んでいるが極一部に白色を呈する金属鉄が残存し、その近傍に非金属

介在物が存在する。金属鉄中には微量成分としてニッケル(Ni)が0.18%検出するが他の元素は存在しな

かった。炭素濃度は残留金属鉄が少なく判断するには困難であるが、 薄板に加工していることから、元

は炭素量の低p軟鋼と推測される。 一方、非金属介在物は若干のチタ ンσi)、マグネシウム仰g)、パ

ナジウム何)を含むウスタイトと燐(P)を含むウスタイトおよび非品質珪酸塩からなる構成鉱物である。

Ti02 i K20 

0.34 

0.32 I 0.12 

-181--



ω
O
C
E
to
E』〈

。υ
E
Z』
0
2〈

40 

第7章 自然科学分析の成呆

測定情報

サンプルスキャン回数 40 
バックグラウンド、スキャン回数

分解能 4.000 
ミラー速度 0.6329 

備考

KBr錠剤成型
透過j去

C02除去(直線化)
オートベースライン補正

スムージング処理
Y軸正規化

光学系の構成

検出器 DTGS KBr 
ビームスプ1)ッタ KBr 
光源。 IR

FT-IRスハ:クト;v第147図

①鉄片1(刀装具片)

ハU

n

u

n

u

n

u

 

a

u

a

a
マ

(
ω
a
O
)制
綱
相

川，.，.\~..，..引200 

。
②鉄片2(万装具片)

.L.....!. 

40 

上ム」

い
30 

2θ(deg) 

20 10 

亡

~ 600 
C/J 

Q_ 。
制 400
;w¥ 

200 

X線回折図

-182-

第148図



第 i節 金属製品の材質について

， 

‘司、...， 
_" 

| N町R剛 I__  I)M o_日目 苛.111116.
矢印 分析箇所(金属鉄 ，白色結晶)

凶;.H 刊o~ 1/ヘa』「 1 1 1  

20 0 ~;ヘJ 古川川__c I 
0r • 白 1 ・ 1 ア?凸?叫..... ・十吋}吋「一七二=r:l

J 

17jijI」JJ:;JJJJJJJJJJJJJ 。

1-1目 ISI

加を電庄 15. u IlV 
~.~_~~ì旺 1.02oE・07A
CH-l凶E211
CH-l LO[1H 
CH-2 TAP 
CH-3 PETH 
CH-4 Llf 

u
 
h
 
e
 
F
 
S
 
O
 

A
同

C
O
 
日
夕

7

加
ン

ン

ト
-
フ
ラ

判

A
B

口f 車計寸-一了-一τ
rゐp "，，，，，，1 

6叩00ι

300Ft Au 

[、 AU

。北ー-'-ーニ玉三=主~
"'" 80 

「一.----r

u、u
.___.._，_，ーーーーム
120 

r. ~ 

tP!l.̂--I ， FJ ，1 i 
Z泊目 2.0 

Lー」ー一」
160 

j
 

-

A
巴
・
，

h

F

u

f

」

「

Au
--

;
 
;
 

-

P

凶

-

u
臼

;
 

-

i

i

側
内
U

;
 

;

-

1

4

-

a

 

;

2

 

J

-

-

eι

司一

i
 

o

o

D
 

口

目
日

5

1
 

ロ

--
ー」200 24目

守，"; JI官001ト 0 ・ t ，.... I 1 唱・ 冒 1 ~ 
‘tt 1 

20001- 1 ~ 

~ Fe J 

nU川 . ，__lム-，土 1 .Jーしー」ー」ー'---j____， j 
mm. -80 J 20 160 200 

第149図 鉄片 1の金属鉄の成分分析結果

つdnO
 

1
i
 



第7f;! 自然科学分析の成果

4 

2 ~ 3 

:_1 ・・..，|晶岨 ¥!-.，( 
司11司u ‘.....砂
CII' U(='・
CIi・，，民M
Cわき，.. 

c“・3符M
CII..t. Ilf 

tlfiVLi;:::::J 
jL子 JJ ぺ~， ，;，. i 
叫に トイ，.....1
.i二MI||

A'j;，r;J・e・r，111 ，.. s，.....， 

1.金属鉄(白色)

1iムトJ、一一ιL-JJ
「:LJillJJ;;;;;;;Jlb
mjiJYJ;ムコ
4L-h;; :J::j 
.1」」 ;-JJi 

2司君

i‘芝電定 ，..・H
解剖'CI I司1(，0(，ゐ
Ct'r-1~ 
C1H lOC附
CH:-l 11.; 
CH-3 m例
CH-4 LIf 

創

価
-
h
 

m
B
V
 

』
聞
岬

'
言

2.ウスタイトA(明灰色)

;しY-L--L--J1
:-2 
唱~ r:"tU' 
町ro:t ，醐.. ・
仁村-， 1CI'<l 
r;H.j I巴l川
ct¥. 1"" 
CH'l r-，'i 

Cドー'"

γE7~~~~'~ーτi l HIJ)Du・u・ふ ':1 .:1 1¥1" 
:.at，l. 

七二 J つ
二にごー ι | 
3ウスタイトB(灰色)

|~'~ ~fc;，~:~~'~:-~:iXーーで;j
ft;li;;;;;:11昨
k:::比町;，siLJ

JjiiLUHト|

‘-・『
t4~ t5...凶
野町司目 1“鴎也?‘
CIH I民治
CH" lt[tK 
CH-:' 1 .... 
C附.:1t{1. 
Ctt..... ，1' 

勧
ム
リ

匂

u

.，
 

-
z

，a
 

u
ヴ
e

同

V
F

第150図 鉄片2の金属鉄および非金属介在物の成分分析結果

4.非品質珪酸短(暗灰色)

4
 

n円
)
1
ょ



占，， 1節季属畏品の材rtについて

菌断弓〆』

7
s
l
川

G
U
l
川

FD
山
川

ド

4
山

T

I

l

l

 

川

I
3山
川

川

H

川

2
山
観

1

1

4

・EJ
L
H
H

h
7

3.A拡大

A • B 突起

4.8拡大

写真25 鉄片1の外観と断面組織

亡
-u
n
H
U
 

噌
『
ム



第 7:<::< n然科学分析の成果

分析獄料採取

i-;-n 

2 

i.外観

3.A極大

写真26 鉄片2の外観と断面組織

ハh
U

凸

6
寸
』
ム



第 lI!Ii 金属製品の材質について

C.環状遺物

写真27に外観写真、第43表に成分分析結果を示した。黒灰色で表面は凹凸が著しくリング状をした

環状遺物である。リングの太さは4~程度で重 さ 1.572g を測る。主成分は錫 (Sn) で、酸化物として存

在する。また、鉄 (Fe)・燐(町 ・クロム (Cr)・亜鉛 (Z吋 ・鉛 (Pb)は、錫 (Sn)中の不純物として存在す

るものと考えられる。その他の検出元素は周囲からの混入物質と考えられる。非破壊分析のため、表面

の情報であるので内部の情報は計り知れないが、いずれにしても錫 (Sn)を主体とする遺物である。

4.考察
鉄片1および2の表面に見られた塗膜状の物質は、Ff-IRおよびX線回折分析の結果より、漆である

可能性は低く 、地金が腐食したことによって表面に析出した鉄錆である可能性が高い。また、鉄片1の

表面に認められた付着物については、その成分から、 おそらく鉄錆と泥の混合したもの(特に灰色粒子

は泥の粒)であると推定される。なお、鉄片試料は、いず、れも炭素量の低い軟鋼を鍛造により薄板加工

した加工品であることが確認された。鉄片1は刀装具の一部であることから、今回の分析結果は、当時

の金属加工品の特'性の一部を示すものと言える。また、鉄片2は鉄片1とほぼ同様の特性を示したこと

から、鉄片1と同様に万装具の一部である可能性が高い。

環状遺物は錫製の金属製品で、あることが明らかとなったが、

かは不明で、ある。今後の類例の発見を待ちたい。

|体的にどのような性格の遺物であった

引用文献

1-18 ~、「亦外線吸収スペクトル法Jr機;恭分析のてびきj第I集 化学問人山岡国1礼子 1986 
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第2節 炭窯 (SF12)出土炭化材放射性炭素年代 (AMS測定)

(株)加速器分析研究所

1.測定対象試料

測定対象品料は、上神増E古墳群中で検出された炭窯SF12出土炭化材 (1: IAAA-90008、2: 

凶AA-90009、3: IAAA-90010、4:IAAA目90011、5: IAAA-90012)合計5点である。

2.化学処理工程
(1)メス・ピンセットを使い、根 ・土等の表面的な不純物を取り除く。

( 2 )酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA: Acid Alkali Acid)により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では 1Nの塩酸 (80
0C)を向いて数時間処理する。その後、 超純水で中性になる

まで希釈する。アルカリ処理では 1Nの水酸化ナトリウム水溶液 (80
0C)を用いて数時間処理

する。なお、 AAA処理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。そ

の後、超純水で中性になるまで希釈する。 最後の酸処理では 1Nの塩酸 (80
0C)を用いて数時

間処理した後、 超純水で、中性になるまで希釈し、 90
0

Cで乾燥する。 希釈の際には、 遠心分離機

を{史用する。

( 3 )試料を酸化銅と共に石英管に詰め、 真空下で封じ切り、 500
0

Cで30分、 850
0

Cで2時間加熱する。

( 4 )液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を精製する。

( 5 )精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽l出 (水素で還元)し、グラファイトを作製する。

( 6 )グラファイトを内径 lJnIllのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

3.測定方法
掴1]定機器は、加速器をベースとした 14C_品 AS専用装間 (NEC社製)を使用する。測定では、 米国国

立標準問 (NlST)から提供されたシュウ酸 (HOxrr) を限準試料とする。この様準試料とパックグラ

ウンド試料の測定も同時に実施する。

4.算出方法
(1)年代値の算iI~I には、 Libby の半減期 (5568 年)を使間する (Stuiverand Polash 1977)。

( 2) 14C if代 (LibbyAge : yrBP)は、 過去の大気1-1"14C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年 (OyrBP)として遡る年代である。この値は、 δ13Cによって補正された仰であ

る。 14C年代と誤差は、 1HJ t Iを四局五入して 10年単位で表示される。また、 HC年代の誤差 (i::

1σ)は、 試料の 14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

( 3) O 13Cは、 猷料炭業の13C濃度 (13C/2C)を測定し、 基準誌料からのずれを示した値で、ある。 同

位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0)で表される。測定には賞量分析<11ある

いは加速器を用いる。加速器により ωc/2Cを測定した場合には表中に (AMS)と注記する。

( 4) pMC (percent Modern Carbon)は、 標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の剖合である。

( 5 ) 暦年較正午代とは、年代が既知の試~q の はC ~;度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の14C濃度変化などを補正し、 実年代に近づけた値である。 暦年較正年代は、 HC年代に対応

するTI校正曲楳よの暦年代範囲で、あり、 1標準偏差 (1σ=68.2%)ある L刈ま2標準偏差 (2σ=

95.4%)で表示される。 暦年!I安正プログラムに入力される値は、下一桁を四姶五入しない 14C年

円む
口
0
1
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第2節 炭号車(SFI2)出土炭化材肱射性炭素年代

代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、

プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とパージョ

ンを確認する必要がある。ここでは、 暦年較正年代の計算に、 IntCa104データベース (Reimer

et a1 2004) を用い、 OxCalv4.1較正プログラム (BronkRamsey 1995 Bronk Ramsey 2001 

Bronk Ramsey， van der Plicht and Weninger 2001)を使用した。

5 .測定結果
14C年代は、 1が960土 30yrBP、2が910:t 30yrBP、3が930:t 3句rrBP、4が920:t 3匂rrBP、5が

920:t 3句rrBPである。誤差の範囲内ですべて重なっており、ほぼ同年代と判断される。炭素含有率は

しミずれも 70%前後と十分な値であり、化学処理、測定上の問題は認められず、妥当な年代と判断される。

第44表 SF12出土炭化材の放射性炭素年代測定結果一覧表

試料
形態 S 日C(日ゐ ) O 13C ll1i正あり

測定番号 試料名 採取場所
処四方法 (釧S) Libby Age (yrBP) pMC (%) 

lAM-90008 1 遺構 :SF12 炭化材 AAA -23.84 :t 0.85 960土 30 88.71士0.33

IAAA-90009 2 治榊 SF12 炭化材 AAA ー21.83土 0.81 910 :t 30 89.29土 0.34

lAM-90010 3 泣構 :SF12 炭化材 AAA -24.72 :t 0.69 930士30 制 士0.32 I 

lAM-90011 4 Jfitl1i : SF12 炭化材 AAA -22.62 :t 0.64 920土 30 89.18 :t 0.33 

lAM-90012 5 巡榊 SF12 炭化材 AAA ー28.98:t 0.92 920士30 89.16 :t 0.33 

[';2891) 

O i3C補正なし !腎:[f.岐正用
iIIIJ定得ザ

(yrBP) 1σ!百年代範囲 2σl密年代範凶
Aεe (yrBP) pMC (%) 

1024AD -lO'lRAD (24.5%) 
凶AA-90008 940 :t 30 88.92 :t 0.29 962土29 10tl7AD -11己~AD (33.2%) 1020AD -1155ADθ5.4%) 

113SAD . 1150AD (10.4%) 

1045AD -1098AD (40.0%) 
1034AD -1189AD (92.8百)

民AA剖 009 860 :t 30 89.87 :t 0.30 910土 30 1l19AD -1142AD (16.3'!!.) 1198AD -1207AD (2.6%) 
1l47AD-1164AD (12.0%) 

lAM-9∞10 930 :t 30 89.10 :t 0.30 931 :t 29 1040AD -1058AD (12.5%) 1025AD -1166AD (95.4%) 
1075AD -1154AD (55.7首)

lAM-90011 880 :t 30 89.62 :t 0.31 919 :t 30 1044AD -1100AD (42.2%) 1028AD -118.5AD (95.4%) 
1l19AD -1158AD (26.0%) 

1045AD -1099AJコ(42.5%)
lAM-90012 990:t 30 88.44 :t 0.28 921 :t 29 1119"叫)-1142AD (18.1%) 1028AD. 11S2AD (95.4%) 

1147AD-1l57AD (7.6%) 

1 主 ~l'Iì' i1 

参考文献

Stlli¥<'r M. and Po[ash H.A 1977 DisclIssion: Reporting of 14C data， Radiocarbon !Cl， 355-363 

Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratぼTaphy:the OxCal Program， Radiocal'bon 37(2)， 42ら430

Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radioc丘rbonProgTam OxCal， Radiocarbon 43 (2A) ， 355-363 

Bronk Ramsey c.， van der PlichtJ. andもNeningerB. 2001'¥:司liggleルIatching'radiocarbon dates， Radiocarbo珂43αA)，381-389

Reimer， P.]. et aL 2004 1ntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration， Cト26calkyr BP， Radiocarbon 46，1029-1058 
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第3節 炭窯 (SF12)出土炭化材の樹種同定

(株)加速器分析研究所

はじめに

上神増E古墳群は、天竜川左岸の丘陵尾根部に立地する。これまでの発掘調査により 20基以上の古

墳の他、縄文時代の土坑、古代墳墓、中世の炭窯等の遺構が検出されている。

本報告では、中世の炭窯における木材利用を明らかにするため、内部から出土した炭化材について樹

種同定を実施する。

1.試料

試料は、 SF12(炭窯)から出土した炭化材5点(試料番号1-5)である。

2.分析方法
試料を自然乾燥させた後、木口(横断面)・柾目 (放射断面)・板目(接線断面)の3断面の割断面を作製し、

実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本およ

び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東 (1982)や羽市町ler他 (1998)を参考にする。また、

日本産木材の組織配列については、林(1991)や伊東 (1995，1996，1997，1998，1999)を参考にする。

3.結果
樹種同定結果を第45表に示す。炭化材は、全て落

葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定され第45表 SF12出土炭化材の樹種周定結果

た。 解剖学的特徴等を記す。
番~t ;!:l1神 鼠料名 樹姐

1 SF12(J，)t議) 炭化材 コナラ属コナラ!Ili.fllコナラ節

コナラ属コナラ直属コナラ節 (Quercussubgen. 2 SF12U党忽) が;化材 コナラ腐っナヲ必属コナ7節

3 SF12(炭窯) 炭化材 コナラ属コナラ克服コナラfijj

Quercus sect. Prinus) ブナ科 4 SF12(炭議) J夫化材 コナラ民コナラ直属コナラ節

環孔材で、孔闘部は 1-2列、孔圏外で急激に管径
5 SFl2(i1.tm) 炭化材 コナラ属コナラ~属コナラ節

を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、 壁孔は交互状に配列する。放射

組織は同性、 単列、 1-20細胞高のものと接合放射組織とがある。

4.考察
炭窯から出土した炭化材は、製炭された木炭あるいは木炭を生産するための燃料と考えられている。

これらの炭化材は、年代測定により 910:::!::: 30BP -960 :::!::: 30BPの補正年代が得られている。炭窯の炭

化材は、 調査した全てが落葉広葉樹のコナラ節に同定された。日本のコナラ節には、コナラ、ミズナラ、

カシワ、ナラガシワの4種といくつかの変種がある。いずれも木材は重硬で強度が高い材質を有しており、

薪炭材として優良とされることから (平井，1996)、出土した炭化材は製炭された木炭の一部で、ある可能

性が高い。

炭窯で製炭された木炭は、製鉄燃料材等、何らかの生産活動に利用されたことが推定される。今後、

生産遺構から出土する炭化材について樹種同定を行うことで、木炭の利用状況などを明らかにすること

が望まれる。
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第 7 ~ 白書E科学分析の成柴

1 コナラ属コナラ亙属コナラ節 (SF12:No.l)

a:木口，b柾目，c板目
-・・・・・・・ 200μm.a

200μm:b，c 

写真28 炭窯SF12出土炭化材の組織
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第8章 上神増A・B.E古墳群の評価
第1節 上神増A ・B.E古墳群の築造順序と群構成

1.上神増A・B.E古墳群の築造順序
( 1 )上神増A・B• E古墳群の編年的位置づけ

今回調査した上神増古墳群の形成過程について検討する前に、ここでは検討資料とする各古墳の埋葬

施設と主な出土遺物、時期的な位置づけを提示する。第 152図には各古墳の埋葬施設、築造時期と追葬

時期についてまとめた(註 1)。第153図には、古墳時代中期に位置づけられる古墳の埋葬施設と主な

副葬遺物を、第 154. 155図には古墳時代後期~終末期に位置づけられる古墳の埋葬施設と副葬遺物を

示した(各古墳の詳細について第4章第3節第5表参照。第 154図には、既往調査の上神増D.F古墳

群，新林l号墳についても掲載した)。

さらに、合代島丘陵に築造された古墳群のうち発掘調査され、内容が判明しているものについて第46

表にまとめた。なお、第 152図、第46表は後述する合代島丘陵に築造された古墳群の分節に基づき作

成しており、単純に古墳番号ごとには表示していない。

( 2 )合代島丘陵の古墳の築造順序

ここでは、今回調査した古墳の位置づけとともに合代島丘陵の古墳群の動向について考え、今回調査

を実施した古墳の意義について考えたい。第156図には時期ごとに築造された古墳、追葬が行われた古墳、

前段階に築造された古墳を示した。

数 3 

下型
数
4 

単位群の01ま竪穴系組紫施設 ・・築造-追葬 維定
KA=上事jl.l(1A古f高官平 KB=.上神地B古tL'l群 KE=上布jlftj)E古墳群 ※箱形石柄、検口榊造の石械、横穴式石室の可能性がある。
石材・ 側I]};に川原石を主に使用 . 側壁に角E撃を主に使用

第152図 今回調査した古墳の築造時期と追葬時期

つdQU
 

4
1
ム



自~8 掌上神崎A 目。E古墳群の評価

-古墳(墳形明碗)
O 古墳(墳形不明)
*古墳の可能性あり。

地図

円山

¥ 

第153図

-194-



第1節 上神増A・B.E古噴群の築造順序と群構成
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第8章 上神増A・B.E古墳群の評価
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第l節上神増A.B.E古墳群の築造順序と群構成

a.古墳時代中期中葉~末葉一合代島丘陵における古墳の初現ー

この時期(遠江I期中葉~末葉、 TK208-TK47型式期)に築造された古墳は、上神増A5 (第l埋

葬施設)、上神増E9号墳(第 156図)、新平山B1・2号墳である。上神増E1・6号墳、新平山B8

号墳(豊岡村教委1992，以下，新平山B古墳群についてはこの文献参照)は乙の時期の築造である可能

性が高い。なかでも上神増A5号墳と新平山B2号墳が中期中葉に遡る可能性が高く、現状でこの2基

が合代島丘陵で確認された最も古い古墳である。この時期が第 lの画期(古墳の出現期)であり、今回

の調査で合代島丘陵の古墳築造の開始時期が中期中葉まで遡ることが判明したことに意義がある。合代

島丘陵周辺では、旧豊岡村の五反田l号墳(豊岡村教委2000b)が中期前半、同じく大手内A15号墳(豊

岡村教委2000a，以下大手内A古墳群はこの文献参照)が前期末~中期前半に位置づけられるため、今

後さらに遡る時期の古墳が確認される可能性も高い。しかし、これらはいずれも単独であり、中期中葉

~末葉に10基弱がまとまって築造された点が重要で、ある。この時期は磐田原台地北西縁に血松塚古墳(前

方後円墳，全長約50m)が築造された時期でもあり、この古墳の築造に連動した可能性が高い。

この時期の古墳は西尾根から西側に派生する尾根上、東尾根北端の丘陵上に単独あるL刈ま2基程度で

築造されており、平坦面が少ないことから集中箇所は確認できない。今後合代島丘陵の調査が進んだと

しても、この傾向に大きな変化はないものと考える。

また、この時期の古墳は 10-15 mの小規模な円墳で、やや大型の上神増A5号墳、新平山B1・2

号墳は葺石を葺く。若干の規模差に階層差が表れている可能性がある。これらは木棺直葬を埋葬施設と

する。遺物は玉類、鉄剣・万、鉄鍬、土器であり、一般的な遺物が出土している。

b.古墳時代後期前半一合代島丘陵の古墳の変質一

つづく後期前半(遠江E期~皿期前葉)に位置づけられる古墳は上神増E7・8・10号墳の3基のみ

である。前段階では6箇所7基の築造が確認できたが、新平山A.B古墳群、上神増A5号墳周辺では

築造が継続しておらず、後期前半には-_flこの3基を除いて古墳の築造は下火となる。したがって、合

代島丘陵の古墳群は、古墳時代中期から終末期まで古墳群全体としては継続的に築造されるものの、微

視的にはこの時期に-_fl断絶が確認できる。

この時期の3基は丘陵尾根上に築造される点は変わりないが、今回調査した古墳群では西尾根の最も

高い尾根筋に築造されている。古墳の規模は10m前後で、あり、全段階と同様であるが、埋葬施設は大

きく変化している。 E7号墳は箱形石榔、「横口構造の石榔J、または横穴式石室の可能性がある特異な

埋葬施設であり、 E10号墳は「横口構造の磯榔」の可能性が高く、遠江でも早い段階に横穴系埋葬施

設の影響を受けて竪穴系埋葬施設が変化した可能性が高い。

残念ながら盗掘や地震による地滑りの影響が大きく、副葬品は多くが失われているが、 E8号墳では

金銅装鞍金具 (鞍)が確認されており、豊富な遺物が副葬されたことが想定できる。

之の段階は、古墳の築造数の減少、埋葬施設の変化という大きな変化があった時期である。今回の調

査によりこれまでに確認されなかったこの時期の3基が確認されたことに意義がある。

C.古墳時代後期後半一合代島丘陵における横穴系埋葬施設の本格的導入一

後期後半(遠江皿期中葉~血期後葉 TK43-TK209)には尾根上はもちろん、この段階で西尾根の

両斜面に古墳が築造されるようになり、古墳の築造が急増する。以後、活発に奈良時代直前まで古墳の

造営が続く。上神増D (押越)古墳群や新林古墳群(豊岡村1993)、新平山A古墳群ではこの段階から

古墳の築造が始まり、上神増A古墳群では古墳の築造が再開される。尾根上から斜面へ徐々に古墳築造

範囲を広げている様子が窺える。

この時期に築造される古墳は、上神増A5、E2・3号墳が挙げられ、上神増E16号墳が築造された

可能性が高い。また、既往の調査では上神増D2・4. 7号墳(豊岡村教委1983，以下上神増D古墳群
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第8章上神t曽A.B.E古噴群の評価

第46表合代島丘陵の古墳群時期別古墳数

支群 古墳群名 古墳番号 古墳数割査数 I中 I後 E 直前 E中田後 阻末 N前 IN後 N末 V前 V~表 不明

新平山群
新平山A 1-11 11 11 2 1 2 1 2 3 

新平山B 1-18 18 18 I 3 1 6 8 

合代白I群 合代{JA 1・2 2 。
合代島A 3-5 3 。
合代taB 2-6 5 。

合代品H群
上神地A 1-9 9 1 1 1 

上神噌D
1-9，11-

15 3 4 2 1 2 3 
14・16・20

新林 1.-3 3 1 1 

上村，!曽A 10-13 4 。
上神増B 1-9 9 5 1 l l 2 

合代島m鮮 上神地E 11-17 9 7 1 l 1 3 1 

上神増F 1-9 9 3 2 1 

合代品C 1-7 7 。
合代品N群 上神僧E 1 -10 10 10 I 4 1 2 1 1 

合計 114 71 1 7 I 1 l 6 8 6 13 10 4 6 9 

についてはこの文献参照)、新林l号墳、新平山Al・4号墳が挙げられる。さらに、調査されていない

ため不明確ではあるが、『静岡鯨史~ (静岡鯨1930)の記述が正しいとすれば、鈴鏡の出土が伝えられる

「上神増古墳Jや三累環頭大万が出土した 「合代島古墳j、板石積みの「合代島1号墳jがこの時期の築
造と考えられる(静岡県系1930)。

現状で上神増B古墳群では後期後半に遡る古墳は確認できないが、今回のB-1調査区から出土した

須恵器に遠江皿期後葉に位置づけられるものがあり、未発見の古墳が近くに所在する可能性がある。

第156図には遠江皿期中葉と皿期後葉に分けて掲載した。これをみると、皿期中葉は上神増D古墳群

と上神増E2・3・16号墳の築造のみで合代島丘陵全体ではなく 」部地域に限られていたものが、遠江

田期後葉に上神増A古墳群、新平山Al・4号墳、 新林1号墳が築造され、合代島丘陵全体で古墳の築

造が行われた可能性が高い。

この段階の古墳は、墳丘20mほどと想定される上神増A1・6号墳や、鈴鏡が出土した 「上神増古墳」、

三累環頭大万が出土した 「合代島古墳Jがあり、規模が大きく、豊富な遺物が出土した古墳が確認でき

るようになる。装飾付大万や鈴鏡など遺物も豊富でらあることからこの段階では、合代島丘陵西尾根に築

造された古墳が、盟主的な古墳であったといえる。古墳規模が大きく なり、金銅製品を有することから

合代島丘陵の古墳群の造営者集団の重要性が増した時期といえよう。一方で¥尾根斜面に築造された古

墳は、これらに比べると規模がやや小さ く、遺物も鉄製馬具が副葬される程度である。 したがって、こ

の時期の合代島丘陵の古墳群は、尾根の最も高い部分にやや大型の古墳が築造され、その古墳を中心と

して、古墳群が築造された可能性が高い。

また、この段階では上神増A5号墳第2埋葬施設が、第1埋葬施設を大きく破壊して築造するなど、

前段階の古墳を破壊・再利用しており、古墳を再利用している面からみれば同一系譜にある築造者集団

と捉えられるが、その中心となる埋葬施設を大きく破壊していることを評価すれば、築造集団が異なり、

A5号墳第2埋葬施設を築造した集団は、ただ単に丘陵の高まりを利用しただけの可能性もある。 した

がって、この段階に合代島丘陵の古墳群の造営集団自体が変化した可能性がある。

後期後半は、古墳築造数の増加とともに合代島丘陵全体が古墳造営地として機能していたことが確認

できたこと、磐田原台地東縁や、小笠山丘陵に限られると考えられていた横穴式木室が旧豊岡村域で確

認されたことに意義がある。

d.古墳時代終末期前半ー古墳の盛行一

終末期前半(遠江田期末葉~町期前半飛鳥I-II期)には、 古墳の築造が活発に行われるとともに、

既存の古墳には追葬が行われた時期で、 合代島丘陵における古墳築造の最盛期である。 この時期に位置

づけられる古墳は上神増B7、Ell・17号墳をはじめ新平山A.B古墳群を中心に計16基以上が確認
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第l節上神地A.B.E古漬群の築造順序と群栴成

古境時代中期中葉~後葉(遠江I期中葉~末葉) メ〆 古墳時代後期前半((遠江E期-m胴葉，6世紀前半~中頃)

〆 古墳時代終末期後半(遠江W期後半-v期前半l
7世紀後半-8世紀初頭)

- 祭造された古積
迫事草された古境
0 以前に築造された古明
党火葬甚

奈良時代中頃~後半 円

(遠江V期後半.8世紀中頃~後半)】 ( 1 10.000) 400m 

第156図 今回調査した古墳の築造過程
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之の段階は、百現趣宮艇J様、火葬患に移行すQ築簡が侍在する時臨粧が両いιとが判明した鳳が璽

要である。

2.合代島丘陵の古墳群の分節単位と意義
(1)分節の方法について

合代島丘陵に造営された吉墳群は、おおよそ地域ごとに新王子山、合代島、上神増、新林の4古墳群に

区分され、それぞれがさらに地形や字により新平山古墳群2支群(A'B)、合代島古墳群3支群 (A-C)、

上神増古墳群5支群 (A'B. D-F)、新林古墳群l支群の合計11古墳群が潤知されている。しかし、

これはあくまでも現代のわれわれが調査離の地形や宇などを考感しながら分節したものであり、各古墳

の内容を検討して区分しているわけではまい。したがって、周知された古墳群の区分が、古壊時代当時

説)()



(2) 剖~島1Í:離の古墳群の分館一立地、事選、荷重形態、使用石材からー

Y' 
」ー υ~

~ ---;~ 
『ノ、

今回顕査した後期古境の分節今回発掘調査した横穴系埋葬施設を有する古墳を①立地状況、②華道

の方向から単位群に区分したものが第157図である。この分析では、細かく入り込む谷により尾棋簸か

らの小規模企掘り出しが多く、その屠棋斜面に2-4基程度が築瀧される。との同ーの強り出し斜面に

築造された古墳は、纂避の方向も一致しており、省機的な関保を想定してよいと考える(註3)。また、

裏道を西側に向ける丘綾上のE2・3. 7・10古墳とA5号墳は@石軍形態や④使用石材により埋葬施

設形態が大きく異立り、別系統と考えられるととから、剖の単位群と強定する。

したがって、今回調査した古墳は竪穴系埋葬施設の可能性のある上神増E7号墳を含めて、尾根上iこ

築濃された支群〈合代島N群〉、西部斜面に築造された支群(合代廃立群)、東醐斜面に築造された支群(合
代島菌群)に大きく支群分けし、 3支群9単能群に分節する。
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「新平山群Jは合代島丘陵東尾根の北端に築造された支群で新平山A.日古墳群で構成される。合代

島丘陵の中では遠江E期後葉と後期古墳の築造開始が漉い支群である。

当群は角磯積とJlI原石積石輩が併容するが、同-{i震において11(原石・角離を併用するもの長除いて

は角離積とJ11原石積若叢は同一単世群中には存遊せず、排他的である。乙れにより使用石材により同一

支群中に所在しながらも築造者集団が異なっていた可能性が高い。

なお、当支群の盟主的古墳であるA2.A4号墳は尾根先端に築造される。この2基からは可耕地で

あるー饗斎JIIが縄析した平野部に向かつて寵接墓避を伸ばすととが可能であるが、華道は南に向かつて

伸経させている。 ζの墓灘は、合代島丘陵中央部の平現地からー饗斎JIIの平野部に想定した「中央幹糠」
が意識されていた可能性が高いφ また、新王子山A2・4号墳の以外の合代島丘陵の有力墳と想定する20

m規模の古墳は、合代島丘鞭商尾根項部の合代島Al‘S号壌であり、との古墳は天竜JIIが形成した平
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第l節 上神増A・B.E古噴鮮の築造順序と群栴成
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第157図 今回調査した古墳の分節
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第 U~ 上神増A.B.E古墳群の評価
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第158図合代島丘陵の古墳群の分節

野部と、中央幹線とした平地部を見渡すごとができる。したがって、現在天竜浜名湖鉄道が走ることから、

われわれは古代にも下野部から敷地に抜ける主要幹線を想定しがちであるが、合代島丘陵に築造された有

力墳の位置とその意識した方向からは、中央幹線が太田川平野から天竜川平野へ抜けるための主要道で

あったと想定できる。之の中央幹線と北側副幹線では、中央幹線に向かつて伸び、る尾根斜面に古墳が多い
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第I1市 上神増A・B.E古漬鮮の築造順序と群構成

一方で、北側副幹線が天竜浜名湖鉄道と同様敷地方面へ抜けたと想定する場合、合代島丘陵東尾根東斜

面に築造された古墳群が少ないことも、中央幹線が主要道であった根拠となると考える。

b. I合代島I群」

合代島A古墳群の数基で構成される。現状では合代島A1・2号墳のみを区分しているが、墓道が東

斜面に向かい、 新平山群と同様北側が意識されたと想定できれば、新平山群と同ーの支群として統合で

きる可能性がある。なお、同様の理由により合代島A3-5号墳はこの支群に分節できる可能性もある。

C. I合代島E群」

「合代島E群Jは合代島丘陵の尾根上~西尾根斜面に築造された、墓道を天竜川平野へ向けて伸ばす
古墳で構成される支群である。円離を主体的に用いる古墳もいくつか確認できるが、角磯(板石)を主

体的に用いる古墳が多く、新平山群同様、 川原石積と板石(角磯)積の石室はある程度排他的な関係に

あった可能性が高い。遠江の群集墳と しては片袖式石室が多数確認できることも注目できる。 上神増A

5号墳、新林1号墳ともに短い羨道を有する右片袖式(の可能性が高い)で、基底石に板石を縦位に用

いる点が特徴的である。また、左・右片袖式とも、板石を平積みする点が特徴的である。また、両袖式

石室が片袖式石室と同時に築造されており、在地化しながらも片袖式・両袖式と畿内系石室の影響を受

けている点は注目してよい。とれらの角磯・板石積の石室は遠江皿期中葉一後半の比較的古い時期に築

造された古墳が多い。

一方、遠江田期末葉以降に築造された古墳 (D5・8号墳)が円1離を主体的に用いる傾向にあり、時

期が新しくなるにつれて混在していく可能性が高い。

なお、「合代島E群jの西側に存在すると考える 「西側幹道」を南に向かうと、角磯積で短い羨道を有

する右片袖式石室の大手内A6号墳や、角磯積の道東3号墳(磐田市教委1992)などが所在し、敷石に

板石を使用する寺谷坂上17号墳(磐田市教委1988)なども確認できるととから、角磯・板石使用の横

穴式石室については広く磐田原台地北西縁辺部の古墳を含めた交流を考える必要があろう。

また、右・左片袖式石室・両袖式石室ともに確認できる地域は渥美半島である。左片袖式は田原市神

明社古墳、城宝寺古墳、両袖式は新美古墳・能池古墳、藤原8号墳(三河考古学談話会1994)で確認で

きる。渥美半島の左片袖式は袖の反対側に立石が埋め込まれており、上神増D2・7号墳と類似している。

さらに、三重県鈴鹿市にある岸岡山古窯で、生産された特徴的な須恵器が渥美半島の藤原古墳群と上神増

D2号墳で確認できる(豊岡村教委2000b)。この点から「合代島E群jは渥美半島との交流を想定して

おく必要がある。

また、上神増D古墳群では砥石が出土しているが、古墳に通常副葬される遺物ではなく、遠江ではそ

れほど多くはない。上神増E3号墳など横穴式木室の築造者集団が鍛冶技術を有する可能性も指摘され

る(柴田 1983，鈴木敏1991，田村2008)ところでもあり、乙うした砥石の副葬からは鍛冶技術など特

殊な技術を有する集団であった可能性も考慮しておく必要がある。

d. I合代島E群J
合代島丘陵西尾根東斜面と、東尾根の斜面(合代島C古墳群)で構成される円離を主体的に用いる支

群で、墓道を合代島丘陵中央の平坦地に向ける。乙の支群では、一部の単位群に奈良時代に古代墳墓(火

葬墓)が造営されるごとに特徴がある。 上神増A10-13号墳は板石 (角離)積である以外は、横穴式

石室は、既往調査の上神増Bl-4号墳、上神増F古墳群(旧社山1-3号墳)を含めて川原石積疑似

両袖式石室が主体である。また、新平山支群同様、単位群中に川原石積と板石(角磯)積は混在しない。

「合代島E群」と「合代島田群」は時期的な前後関係による違いもあるが、 iII群Jが角磯主体、 iIll群」

が川原石主体と、石室を築造する石材が大きく異なる。また、 iII群Jには片袖式・両袖式石室が確認

されるが、「皿群Jは疑似両袖式が主体である。この相違が何に基づくか現状では解明できないが、①
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第8前よ神地A.B.E古墳群の僻価

第47表 合代島丘陵の古墳群の支群分節と各古墳の概要

酔単位貯 古墳名 h由形 脱様 岐路施般 側壁 床面 築造i時開l 出土遺物 文献

l1i平山Al 円 両袖式 • • 田後 須恵器
V-l 

新平山A2 同 疑似両柑i式? • 凹末 銀』匝繊顕権大刀鍋焼金銅銭1叫j:}.玉費目ほか

新平山A3 円? • なし ? (不明) なし
V-2 

新平山A4 円 20 両袖式ヲ • なし? 田f量 顕雄大万金銅裳馬具・鋭，玉軍1須恵器

新平L1JA5 円 。 町前 須恵器
豊岡村教委l鈎2'1鈎3，

V-3 新平山A6 円 疑似両袖式 。 • W前 金銅・J毘角装大刀・副1 .須~可能ー土師器
盛岡村1993

新平山All 円 疑似両袖式 。 • (不明) なし

新平山A7 円? 小型石室 。 W前以降 なし

新新平平山A8 円 | 御室疑似両嗣 . 。 • Vl間? 立l恵器
V-4 

山A9 円? 小石榔 。 。 V前 なし

新平山A!O 円 疑似両袖式 01.。 IVl憧 須恕器

中期 新平山81 円 13 不明 H主~末 鉄刀;(潰丘)土問l悩

平新群山
新平山82 円 13 木桁[直線 1 i量~末 刀子l鉄錐6

新平山83-A 古境 無担11形 7 。 。 IV1両ワ 玉額須J!f.器

d代I群V 間RsB 、

新平山83-8 古繍 無袖形 9 。 X Ni圭ヲ なし
V.5 新平1.1184 方 8:1: 疑似両相11式 .。 なし ? Ni主? 土師器

新平山B10 不明 無柑i形? 。 なしフ IVl長 なし

新平山811 不明 観軍疑似両仙式 。 .。 IVi& 鍬刀・;j!!'¥(.. 

新平山85 1''1 13 被宝疑似両袖式 • なし? Nl長ヲ lnm世;
V.6 新平山86 円 6 無担11形 • なし? 百前 (周溝Hu恕器

新平11187 円 10 傾筆疑似両副11式 • 0圃 百前 U!m器V'土[師器 盟問村教委1鈎3，lIi!附村1993

h 新平I.liB16 l司 9 疑似両担11式 • .1 百前 須;w，器

新平山817 円 11.5 二重疑似両~II式 • • H前 (li茄)鉄錬1;(2次)耳環鉄雄m恕器
V.7 

新平山B18 不明 無担11形 • 立し ? (不明) なし

新平山88 方? 15士 不明(木綿直線か) I後ー末 鉄剣

V.s 新平山89 円か 8士 疑似両~II式? 。 なしJ Ni長 土剛器

新平1J.1812 円 11 級車疑似両1111式 .。 • IVi圭 鉄織・mm器
新平111813 円 9 報室履似両袖式 .。 主し W官iJ 須恵器

平9
新平山814 不明 無仙形 。 • IV後 なし

新平山815 円 B 無袖形 。 • 目末 {基迦)宜U!{絡

中期 上神地A与那l 円 15 木船鹿野 I中後 (縮上)証l'!lr.ill
本硲

E守l 上神J1'lA5-耳12 円 15 繍穴式石室 • • 問中後 玉類耳m.短刀・刀・不明鉄製品・須w-器
上神J1'lDl 円 14 両袖式ヲ • ノト明 耳環(鋭環)2・鉄鑑

ll.2 
上神J1'lD2 1'1 15 左片袖式 • E中 刀子園鉄鎖・須l!!.器

上神噌D3 円 8 左片袖式 . 1 V前 ? 玉類・耳環・鉄刀鉄織砥石

上神噌D4 円 左片制l式 • 皿中 馬具・鉄刀・鉄路・須JJ!器

上神地D5 円 l 傾室疑似両袖式 。 皿末 鋲刀・鉄銀・須恵器・土師器

群高島

上神噌D6 円 両1111式 • 皿後 耳i盟鉄万・万子鋲錨・磁石須11~&量ほか

上事1'Jl'lD7 円 左片袖式 • 皿中 耳環l万子刀装具 須恕器

上神I¥'1D8 円 両他式 。 • 出後一末 鉄鎌万子，(2而Hrt¥ll器 盤附村教書~1983

上科噌D9 円 疑似両柑!式フ 。 不明 時現(飢瑚)・玉類・鉄刀

未定
上判'J1'lDI2 円 疑似両1111式フ 。 間後 玉矧(事道)須曹、器土師器

上神噌011 円 榔穴式石室 • 不明 玉頬須恵昔話鉄片

上神1¥'1013 円 左片1111式 ? • 皿末 玉額(華道Hu曹、器 土師様

上神明014 円 無担11形ヲ • 田怯 鋲刀鉄雄，;n恵器

上神噌D16 円 樹穴式石室 • 国後 フ 玉類・馬具鉄織・須恕器

上事i'Jl'lD20 円 領穴式石室 • V前? 短刀須JJ!様

新林1 円? 右片納式 • 皿中-1詑 iIim器・2査飾須X!!.1届 fl!岡村1993

中時l 上神I目El 円? 12.2 木綿直割t I後ー末 鉄剣2・刀子1丸玉14

N-1 
上判:'Jl9E2 内? 12.4 無袖形 。 • 皿中 一葉環顕大刀・刀装具。鉄刀・鉄鉱・玉矧ほか

上神時IE3 円7 10 本軍 。 。 間中 玉膏1・錫製品・量生刀・鉾・鉄鎖，須珪.(r.;ほか

N.2 上制'mE4 不!i'i 9 木霊 ? 。 皿後~末? li且磁器2土師器1

J代群島H rk E 
中期 上神地E5 不明 木粧直梯? 不明 なし

中期 上事l'I¥'1E6 円 11.2 本指i直弊 Ii章一末 玉類(勾玉1管玉1丸玉5) 本格

N.3 
上神明E7 円? 12.5 特殊な埋緋施般 • ll-皿前 玉傾・鋲鎌1・刀子1・須恵器

上神地E8 不明 本桁砿事事? 目前 馬具{鞍)・鉄刀1・須JJ!

上神mE!).第l 17 木由l直抑 1 i量~末? なし
中間l

上神鳩E!).耳12
同

木精広務 Ii虫 末 鉄骨'Il.鉄刀I鉄線5土師務l

N-4 上神噌E10 円 11 「横口構遣の蝶概」 。 不明 E前~中 玉類須:¥l(ilF

皿6 上神i四日1-4 円? 横室疑似両制i式 。 不明 量岡村1993

上神地85 円 4 繍穴式石室 10  。 百後以降 なし

上神増86 円 18:1: 疑似両袖式 。 。 百後以降 なし

皿1
上神増87 阿 8士 疑似両仙式 。 。 W前 装飾付大刀鉄鍛鉄釘須忠器

上神地88 円 3.3 無袖形 。 。 N末? (周溝)須!l.¥器

SFl4 墳車事 V後

SF15 J団事 V後

ID.2 上神明89 不明 疑似岡袖式 。 。 V前 耳環I須恵器4土師器2

食島
上仲I¥'1E11 円 110.5 榊穴式石室 。 。 IDi圭 万子1:(周溝)須1!¥器2

本書
上神ll'lE12 不明 | ー 疑似両袖式 。 。 V前 ? 須恵器

皿3 上布l'mEl3 立し? 横穴式土繍? 。 。 ? N末以降 立し
群 上判'mE14 立し?1ー 無袖形 。 。 百末以降 なし

SF03 墳墓 | Vi金

土事l'mEl5 円? 疑似両袖式 。 。 N末 ? 鉄刀・万子・鉄鎌・須恵器・土師器

ID-4 
上判'~YI EI6 円 11 疑似両納式 。 。 皿中一後? 玉頬・耳環，刀子・鉄刀・鍛錬。鉾・須!l.¥器

上判'll'lEI7 不明 8:1: 疑似両納式 。 。 皿末 鉄鉾石突 m:w昔話

SF13 鳩11 V後

上紳噌F4 円 10 無補形 。 。 町前? tlia脹・万子，玉類・i孔JJ!器・土師器

ID.a 上神増F5 円 5 小石概 。 。 N前以降 鉄鉱刀子 盛岡村教餐1983

上神増F7 円 10 観3r疑似商袖式 。 。 N前以降 鉄線万子須恵器

略配号 f由形 円=円樹、ィ、樫=不較形』貴.1貴丘の有無不明側壁・床面・=板石戸i目撃主体，0=)lIJj;{石主体，・0=111様板石，)IIr.1石併用
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第2節 上神増E3号墳の横穴式木室について

1.はじめに

横穴式木室は、木材で構築した墓室と横穴の入口構造を伴う埋葬施設であり、主に近畿・ 北陸・東海

地方において、6世紀前半-7世紀中葉の古墳に認められる。しかし、同時期に展開する横穴式石室に

比べて圧倒的に数が少なく、極めて限定的に用いられたことが判明している。

上神増古墳群においても大半が横穴式石室

を埋葬施設とするが、今回の調査によってE3

号墳に横穴式木室が採用されたことが明らか

になった。ここでは、 E3号墳が伴う特徴を整

理し、その存在意義について検討する。

2 .分布と存在形態の特徴

東海地方における横穴式木室は、伊勢と遠江

という 2つの地域にしか確認されていない。さ

らに、各地域においても、横穴式石室のように

全体に広く普及した状況は把握できず、いくつ

かの小地域・古墳群に集中する傾向が強い(第

159図)。

伊勢においては、君ヶ口古墳と南山古墳、畳

河古墳群中の4基に横穴式木室が確認されて

いる(第159図)。君ヶ口古墳のみが安濃川流域、

南山古墳と畳河古墳群は同じ五十鈴川流域に

位置する。君ヶ口古墳と南山古墳の横穴式木

室は、 6世紀前一中葉における単独墳(単独立

地の古墳)への点的な採用として把握できる。

一方、畳河古墳群の横穴式木室4基について

は、 7世紀前~中葉における後期群集墳への

集中的な導入として把握することができる。た

だし、畳河古墳群には同時期の横穴式石室墳

2基も分布する。

遠江においては、後期群集墳が展開する西寄

り地域(群集墳地帯)で古墳群への導入、後

期群集墳の展開が認められない東寄り地域(横

穴群地帯)で単独墳への採用が認められる。

後者は6世紀後半前後において、林2号墳や堀

ノ内13号墳という点在的な採用が認められる

(第 160図)。前者は6世紀前半-7世紀初頭

の中で、三方原台地東縁中央部(瓦屋西古墳群、

半田山古墳群)、小笠山丘陵西端部(高尾向山

古墳群、団子塚古墳群、北山古墳群)、磐田原

( ， ，2β∞倒)()) 50km 

No. 古境名 所在 時期
墳噴畏

断面
長 幅 粘火

形 (m) (m) (m) 土化

l若ヶロ • 18 箱 2.9 2.2 )< 1 X 
2南河山A I 。

17 箱箱箱dぷロロsh 、

3.5 3.1 XIX 

3 昼昼 2 凹 。13 4.8 1.7 X 10 
河CI2 血 。 。 3.4 1.5 X 10 

昼昼半河CI3 m 。 ワ 3.0 1.3 X 10 
河CI4 E 。 。 2.4 1.2 X 1 0 
4 田山84 • ZZ8 合£令ロh 。 1.2 0 1 X 
半田山DIO E 。 3.2 1.4 X 1 X 

半瓦瓦屋座田山E4
E 。13 3.8 1.2 0 1 X 

5 西日1 I 。 51 ? 2.0 1.3 0 1 X 
西日3 • 

21 880 箱合合箱合

3.2 1.2 。×
瓦鹿西B5 。 3.8 1.4 0 1 X 

瓦瓦瓦屋屋屋西日7
I 。 3.5 1.1 0 1 X 

西DI 日 ロ II つ 1.4。。
西C5(1) E • 23 3.6 1.3 X 1 X 

瓦屋西C5(2) E • 23 。 3.3 I.7 X 10 
瓦瓦瓦屋鹿屋西CIO(2) E 。181 ? 3.5 1.4 XIX 
西C14 E 。 B 合 3.4 1.6 0 1 X 
西CI7 E 。10 箱合ワ 4.0 1.6 X 1 X 

瓦屋鹿西C19(I)) E 。11 3.7 1.6 0 1 X 

克E軽自主西百C2川42 
E 。

113喜2 : 
4.1 1.5 0 1 X 。II 2.9 1.0 0 1 X 

6 向山5 日 。12 0 1 X 
向山7 E 。11 0 1 X 

7 塚10 E 。13 2.4 r 1.3 0 1 X 
嫁3EEKKIt-、 E 。10 2.4 1 1.3 。。

団子塚3(;;:3::< E 。 。合 。。 0 1 X 

81 ~ 北山1 E 。 7 合 2.4 1 I.l 0 1 X 

ヒ山山2 E 。11 合ムロ 2.7 1 1.5 。。
1ヒ 3 E 。11 2.61 1.2 01 X 

E 。
l?l 合合~ 2.2 1 1.1 0 1 X .-lI 。 2.2 I 1.4 0 1 x 。12 2.3 1.5 。×

-lI 。 51 ? 2.5 1.3 XIX 
E 。

1 08 d合合合ロh 

2.1 1.2 01 X 
E ロ 2.2 1.4 。。。。10 2.1 1.6 oOx × 7 2.7 1.2 。 81 ? 2.4 1.1 0 1 X 。

8 合合合 2.1 1.8 
。。

• 0 1 X 
E 。101 .g-1 2.3 1 1.9 0 1 x 

11 • 171 .g-1 2.9 [ 1.5 0 1 x • 0 1 x 。
oO A x 

12 E 。121 .g-1 2.2， 1.7 
13 E 。151 .g-I 2.8 I 2.2 。×
H絹ノ内13 静岡県掛川市 E 。25 合 4.112.0 0 1 x 
古繍名 古憤・号慣などは省略.，.，は副主時の仮番号であ弘正式ではない。
時期 I六世紀前業~中葉 E六世紀後葉~七世紀初頭四七世紀前業~中葉
樹形・前方後円噴 O 円墳口方横
断面緒。玄草横断面が方形合玄室慣断面が三角形 幅・長さ 玄室内法(推定を含む)

二の{也に、上面で硝臆されたものや状況から描制されているものが教基ある.

(田村2008)

第159図 東海の横穴式木室の分布
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第8章上神増A.B.E古噴群の評価

瓦屋西日吉積群 O (1 : 3，000) 100m 

L:c 一一ー一一→
第160図 群集墳中の績穴式木室墳の存在形態

台地南東部(明ヶ島古墳群、権現山古墳群、屋敷山古墳群)に局地的に導入される(第160図)。小型

前方後円墳を含む場合(瓦屋西古墳群、半田山古墳群、権現山古墳群、屋敷山古墳群)と含まない場合、

横穴式石室墳と並存する場合(半田山古墳群など)と並存が認められない場合(北山古墳群、明ヶ島古

墳群など)といった遣しリまあるが、 いずれにしても、 横穴式木室が特定の小地域・古墳群に集中的に採

用されるという傾向が注目されている。

ごうした中にあって、上神増古墳群における横穴式木室墳 (E3号墳)は群集墳地帯にあるものの、

横穴式木室墳が集中する諸地域から離れ、横穴式石室主体の群中に点的に築造された状況にある。横穴

式石室墳と横穴式木室墳が並存する場合でも、数基以上の横穴式木室墳が築造される場合が多く(第

159図)、また、立地や築造時期において両者の在り方が異なる場合が多い。上神増E3号墳のような群

集墳中の l基に横穴式木室が構築されるという存在形態は、半田山D10号墳や同E4号墳に指摘でき

る程度である。天竜川西岸の半田山古墳群、天竜川東岸の上神増古墳群における横穴式木室墳の存在形

態について、これまで注目されてきた局地的な集中とは異なる評価が必要で、あろう。

3.埋葬施設の特徴
上神増E3号墳の横穴式木室は、棟持柱を伴う合掌形(横断面が三角形になる形態)の墓室、片袖形

になる入口形態、そして側壁に石積みを伴う入口構造をもっ。前2者については、伊勢と西遠江(天竜

川以西)には少なく、中・東遠江(天竜川以東)に多く認められる要素である。すなわち、中 -東遠江

の地域的特徴として評価できる(鈴木敏1991など)。 その一方で、側壁に石積みを伴う入口構造につい

ては、後述するように決して天竜川以東の地域的特徴を反映したものとはいえない。

東海地方の横穴式木室48基の中で、側壁に石積みを伴う入口構造 (以下、石積みの入口構造)があ

るのは7基 (第161図)のみであり、特異な要素であることがわかる。さらに、その分布や時期をみると、

特定の地域や時期に限定された要素であるとはいえないことがわかる。

南山古墳や畳河C12号墳、上神増E3号墳では、石積みの入口構造が墓坑の外側に構築されている。

しかし、北山 1-3号墳や屋敷山1号墳南棺では、 石積みの入口構造が墓坑の内側に構築されている。

また、南山古墳では天井石が存在するが、上神増E3号墳では入口構造の天井が木造であった可能性が

指摘できる。北山1-3号墳は、この要素が集中する唯一の古墳群であるが、その入口構造は他に比べ

て非常に短小である。屋敷山1号墳南棺は、天竜川以東にありながら両袖形に構築するという特徴をも

っ。このように、同じ石積みの入口構造であっても、それぞれに異なる特徴をとりあげることができる。

石積みの入口構造を採用する背景としては、 横穴式石室との関連性があげられよう。 横穴式石室は、

横穴式木室と同時期に広く普及・展開するが、石顧みの入口構造は通有の要素である。そして、横穴式
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第2節上神相E3号墳の横穴式木室について

し寸寸f l---S ___________.;エ ヘ-&--."一頃~

昼河C12号墳 町8r~ i N.:t I ¥，¥ ¥1 ~tJJj1号墳

1 屋敷山1号境(南) ι 
北山3号境

南山吉境 上神i普E3号墳 北山2号墳

移字予閉塞石
。

(1 : 200) 10m 

第161図 石積みの入口構造を伴う横穴式木室

木室墳の周囲にも横穴式石室墳が多く築造されている乙とから、両者の存在形態によって様々な影響が

あったと推測され、その一つが石積みの入口構造として表れていると評価したい。 横穴式木室の構造と

形態については、様々な要素を共有させながら地域ごとに異なるものを構築していたことが判明してい

る(鈴木敏1991，田村 2008など)。入口構造の側壁に石積みを用いるという横穴式石室の影響について

も、まばらで多様な受容であったと考えたい。

上神増E3号墳については、周囲に同時期の横穴式石室墳が多く築造されており、その影響を強く受

ける環境にあったと推測できる。しかし、この古墳と同時期もしくは先行する横穴式石室となると、同

じ古墳群の中に明確な羨道構造を伴うものが確認できない。隣接するE2号墳も、無羨道(無袖)の横

穴式石室(以下，無袖の石室)である。一方、西側の上神増D (押越)古墳群には明確な羨道をもっ片

袖式石室が認められるが、羨道側壁は板石の腰石と小口積みによる構造であり、上神増E3号墳の入口

構造との関連性は見出し難い。

そ乙で、上神増古墳群の南約1.5km、同じ天竜川東岸北部に位置する大手内古墳群をとりあげたい。 乙

の古墳群では、 6世紀代に無袖の横穴式石室が導入されるが、 6世紀末葉頃の大手内A6号墳の横穴式

石室には、明確な入口構造が付く(第 162図)。この入口構造は、非常に幅狭で短小なものであり、側

壁は円際積み、天井石が存在するかは不明である。墓室(玄室)は無袖の石室と同じ細長い平面矩形を

呈しており、 有羨道(片袖式)の横穴式石室が導入されたというよりは、無袖の石室に短小な入口構造

を付加したといった評価が可能である。同様の状況は、小笠山丘陵西端部の団子塚6号墳にも認められ

る。無袖の石室を主体とする古墳群の中で、団子塚6号墳の横穴式石室には幅狭短小の入口構造が付き、

その形態的特徴は大手内A6号墳のものと類似する。また、上神増古墳群においては、 A5号墳の横穴

式石室に短小な入口構造を伴っていた可能性が指摘されており、乙の構造が類例となる可能性がある。

大手内A6号墳などの横穴式石室は、無袖の石室が導入された古墳群において、羨道とは異なる短小

な入口構造が構築される場合があることを示す。ただし、遠江の中でも特殊形と称されるほど、一般的

に出現する形態ではない(静岡県考古学会2003)。一方、これらが位置する地域(天竜川東岸北部と小

笠山丘陵西端部)には、石積みの入口構造が付く横穴式木室が分布している。また、周囲の横穴式石室

が無袖を主体とすること、入口構造は円際積みで短小で、ある乙となど、共通点も少なくない。天竜川東

岸北部と小笠山丘陵西端部には、片袖式・両袖式石室の羨道とは異なる入口構造を墓室に付加する発想

が一部に生じ、それが横穴式石室(無袖の石室)に限らず横穴式木室にも表現された可能性を評価して

4
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第8章上神増A.B.E古墳群の評価
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第162図 幅狭短小の入口構造を伴う横穴式石室

性を考えている(柴田 1983，鈴木1991，田村2008など)。

10m 

おきたい。

4 .まとめ

埋葬施設の形態・構造の

違いは、様々な地域間交流

と地域的伝統によって表れ、

その背景には被葬者集団の

何らかの性格が反映してい

ると考えられることが多い。

そして、横穴式木室につい

ては渡来系・外来系の可能

性が指摘され、また筆者を

含めて地域生産において特

別な役割を担っていた可能

6世紀における上神増古墳群の埋葬施設の在り方は、無袖の石室を主体とする群や左片袖式石室を主

体とする群など、多棟な群が集合した状況にある。その中で、横穴式木室墳は一群を成さず、無袖の石

室の一群の中に築造される。上神増E3号墳の調査成果は、遠江における横穴式木室の分布だけではな

く、 群集墳中の存在形態や横穴式石室との関係性を考える上で重要な新情報をもたらすものと思われる。
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第3節特異な石積み埋葬施設について

1 .上神増E7号墳の埋葬施設について

( 1 )上神増E7号墳埋葬施設の概要

E7号墳の埋葬施設は、板石を縦位に用いたコ字形あるいは長方形の埋葬施設である。古墳の西側が

崩落しているため、この位置に石材があったのかどうか明確ではなく、この部分の石材の有無が確定す

れば竪穴系埋葬施設か横穴系埋葬施設かどうか判断可能で、あるが、今では確定することはできない。ま

た、 埋葬施設の上部は、 SX07構築時に破壊されたらしく、より上位に石積みがあったのかどうかも不明

である。なお、埋葬施設の規模は、長辺で3.5m以上、短辺で0.9mであり、床面には玉石を設置している。

以下では、ごの埋葬施設がどのような構造であったのかを検討する。

( 2 )上神増E7号墳埋葬施設の復原

箱形石棺との比較木棺直葬をもっ古墳が主体的で

ある遠江にあって、合代島丘陵周辺は、稀有な箱形石

棺が捜数確認される地域である。旧豊岡村地域では寺

山14号墳(小竪穴式石室)、五反田3号墳(箱形石棺

か)がある。このほか、森町文殊堂8号墳、菊川市高

田ヶ原遺跡、などで確認され、遠江全域で10基が確認

されている(大谷2004a)。旧豊岡村に所在する 2基

と上神増E7号墳を比較する(第163図)と、上神増

E7号墳は箱形石棺とするにはやや大きい。遠江で確

認される箱形石棺の大きさも全長2m前後、幅は50

cm前後で、あり、大人一人を埋葬する程度の広さである。

上神増E7号墳のように幅が 1m弱、長さが最低3.5

mと大人一人を埋葬するに必要以上の大型のものは確

立翠Z

J院
議;
生霊

γω，. 2 

1 上神増E7号墳 2 寺山14号墳 scale= 1: t 00 

第163図 上梓増E7号墳と関連する竪穴系埋葬施設

認できない。また近接する寺山 14号墳と五反田3号墳が側壁や天井石と同じ板石を床面に据えている

のとは異なり、玉砂利を敷いている点も異なる。さらに、時期的に寺山 14号墳と五反田1号墳が遠江I

期後葉~末葉 CTK23-TK47型式期)に位置づけられるのに対し、上神増E7号墳は遠江E期-III期前葉

CMT15-TK10型式期)であり、 1-2型式の時期差があり、大きさもかなり相違するごとから、上神増

E7号墳の埋葬施設を単純に箱形石棺とすることには臆錯する。

西側小口壁が存在した場合に想定される類似する埋葬施設を確認することは困難であるが、少なくと

も板石で固まれた範囲内には木棺が据えられるだけの空間があるため、堅穴系埋葬施設と仮定する場合

には「箱形石榔」とするほうが妥当で、ある。「箱形石榔」とした場合、遠江では類例は確認できず、系

譜関係を隣接地域に求めることは難しい。

横穴式石室との比較 上神増E7号墳のように板石を基底石として縦位に用いる古墳がいくつか確認

できる。また、板石ではなく、大型の角礁であるが腰石を用いる浜松市興覚寺後古墳などが構造的に類

似する(第164図)。主に磐田原台地北西部と合代島丘陵の古墳群であり、興覚寺後古墳を含めても天

竜川平野北部から北東部にかけてみられる構造であるといえる。これらの横穴式石室は玄室11'高が最も狭

p上神増A5号墳でも1.3m程度あり、上神増E7号墳の約0.9mとはかなりの差が確認できる。したが

って、上神増E10号墳の埋葬施設が横口構造であった場合にも、横穴式石室としてはやや狭く、高さ

も低かったと考えられる。したがって、横穴系埋葬施設の場合には「横口構造の石榔」であった可能性

qa
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第8.上神地A.B.E古墳群の評価

1上神増E7号墳

2 上神増A5号墳
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第164図 上神増E7号墳と関連する横穴式石室

が高く、上神増A5号墳第2埋葬施設と同形態の石室であった可能性も残る。

ただし、 上神増A5号墳のような横穴式石室の場合は、少なくとも1.5m前後の石室高が必要で、あり、

現状の墳丘上のさらにこの上に墳丘盛土が載せられていたとすると、現状より 2m以上高くなることか

ら、上神増E7号墳は横穴系の埋葬施設であった場合にも、人が内部で立つことができる大きさを有す

るものであった可能性は低い。

上神増E7号墳の埋葬施設の復原 上述した検討結果により、竪穴系埋葬施設、横穴系埋葬施設のど

ちらとも断定するには至らない。可能性としては、箱形石榔あるいは「横口構造の石榔」の2者のどち

らかである可能性が高い。いずれにせよ、遠江地域では非常に珍しい埋葬施設形態であり、その系譜関

係をさまざまな根拠をもとに説明することで、新たな歴史的事実が確認される可能性が高い。

( 3 )上神増E7号墳の系譜

上神増E7号墳の埋葬施設に板石を利用する点は、地域にあった板石を縦位に用いる箱形石棺(五反

田3号墳)、小竪穴式石室 (寺山14号墳)などの合代島丘陵周辺に存在した埋葬施設の影響を受けてい

ると考えられる。

一方で、、上記で検討した板石を基底石に用いる上神増A5号墳や大手内A6号墳、新林1号墳などは、

在地化した片袖式石室と考えられる (田村2003，本章第2節)が、この在地化する要因として、もとも

と地域にあった上神増E7号墳の板石を縦位に用いる技法などの影響を受けている可能性が高い。つま

り、これらの在地化した板石を縦位に用いる石室については他地域からの横穴式石室の情報や技術的な

影響を受けつつ、この合代島丘陵の伝統的な埋葬施設の構造の伝統を受け継ぐことで成立したといえよ

う。箱形石棺・小竪穴式石室 → 上神増E7号墳 → 板石を縦位に用いる横穴式石室という流れで

ある。

上神増E7号墳は、この点で在地的な堅穴系埋葬施設と横穴系埋葬施設を繋ぐ役割を果たしていたと

pえる。
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第3節 特異な石積み埋葬施般について

2.上神増El0号墳の埋葬施設について

( 1 )上神増E10号墳埋葬施設の概要

上神増E10号墳埋葬施設は拳大~人頭大の石材を用いて構築された埋葬施設であり、残存する側壁

は川原石積横穴式石室のように丁寧に積み上げられたような状況ではなく、磯榔のような乱雑に積み上

げられたような状況を示している。著しい破壊を受けているため当初からこのような乱雑な状態であっ

たか明確ではないが、横穴式石室のような石を組み合せて積み上げていく意識が低く、横穴式石室ある

いは竪穴系横口式石室とするには帰路する。 しかし、上神増E10号墳は西側が地すべりにより大きく

崩れているが、墓道状の掘り込みが確認できること、その墓道部分に須恵器が副葬されていたことを評

価すれば、横口部があった可能性が高い(以下， I横口構造の磯櫛J)。

( 2 )上神増E10号墳埋葬施設の復原

上述した特徴は、掛川市(旧大東町)五塚山古墳(大東町教委2001)や袋井市春岡A1号墳、同愛

野向山B12号墳第1主体部(袋井市教委2004)など磯榔の構造に類似している。また、川原石を利用

した特異な堅穴系埋葬施設(木櫛?)には浜松市(1日浜北市)二本ヶ谷積石塚群や辺田平古墳群(浜北

市教委2000)がある。 このうち上神増E古墳群からは直接確認できる三方原台地上に構築された辺国平

12号墳では、円!離を用いた埋葬施設の小口の一方を開放させ、埋葬施設内部に下る斜めの床面を構築し

ており、二本ヶ谷積石塚群の特異な竪穴系埋葬施設が横穴式石室の影響を受けて横口部がつけられた横

穴系の埋葬施設と考えられている(鈴木-2000・2003)。

したがって、上神増E10号墳の特異な埋葬施設は、磯榔を構築する集団が横穴系埋葬施設の影響を受

けて、機榔に横口部を設けた、横穴系埋葬施設と機構との融合形態であると考えたい。

( 3 )上神増E10号墳埋葬施設の成立要件

ここでは、上神増E10号墳の成立要件について考えておきたい。機榔は遠江においては比較的少ない

もので、上述したように愛野向山B12号墳(中期)、春岡l号墳(前期)、五塚山古墳(中期)がある。

0) 
三磁器鍛私

~ ¥ 
~“ 

3 
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1上神増E10号墳 (r検口構造の様櫛j)
2 辺田平 12号墳 (r横口構造の襟槻j)

3 愛野向山812号墳(磯槻)

4 五塚山古墳(磯榔)

第165図 上神増E10号墳と関連する埋葬施設
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第4節 合代島丘陵における横穴系埋葬施設の変遷

1.合代島丘陵における横穴系埋葬施設の分類

合代島丘陵の古墳群の埋葬施設は、遠江で確認されるほぼすべての埋葬施設の形態が存在している。

遠江ではさまざまな石室形態が、 階層差、地域性により導入されたと考えられているが、合代島丘陵は

その中でも多系統の横穴系埋葬施設が構築され、「埋葬施設のデパート」とでも呼べるような多様性を

示している。したがって、 それぞれの系譜関係を明らかにすることは非常に困難であるが、ここでは下

記の分類に基づき、 合代島丘陵におけるそれぞれの埋葬施設の展開を追うととで、横穴系埋葬施設の位

置づけを行いたい。

合代島丘陵における横穴系埋葬施設は、横穴式石室、横穴式木室、横穴式土墳が確認できる。また、

横穴式石室の影響を受けて堅穴系埋葬施設が変化した可能性のある上神増E7・10号墳については横口

構造の埋葬施設として区分する。横穴式石室の分類は、 本書の第4章第l節3で記述したように、片袖

式(右・左)、両袖式、疑似両袖式、無袖形に区分し、横穴式木室は確実なものは上神増E3号墳のみ

であるが、上神増E4号墳は壁面に石材を用いない埋葬施設である可能性が高く、墓横内から粘土が確

認されていることから、木室系の横穴系埋葬施設である可能性が高い。ここでは横穴式木室の範障とし

て扱うが、今後類例が確認されれば横穴式土墳とすべきかもしれない。横穴式土墳は石材・粘土が確認

されなかった上神増E13号墳が該当する。

以下では、横穴系埋葬施設が導入される以前の段階(古墳時代中期中葉~後期前半)、横穴系埋葬施

設が導入されたと考えられる段階(古墳時代後期前半)、 横穴系埋葬施設が本格的に導入される段階(古

墳時代後期後半)、横穴系埋葬施設に変質が見られる段階(古墳時代終末期)に分け、変選についてま

とめておきたい

2.合代島丘陵における横穴系埋葬施設の展開
( 1 )横穴系埋葬施設導入以前

合代島丘陵では、遠江I期中葉~後葉に木棺直葬が出現し、横穴式石室が本格的に採用されるまで継

続的に採用される。合代島丘陵周辺では、遠江では珍しい箱形石棺や小竪穴式石室が採用されているこ

とから、やがてはこ うした埋葬施設が確認される可能性が高い。また、後述する上神増E10号墳の祖

形となる磯榔が発見される可能性もある。

(2 )横穴系埋葬施設の導入

遠江において横穴式石室は磐田市甑塚古墳で最も早く 、遠江E期に導入され、続く遠江皿期前葉に袋

井市大門大塚古墳、森町崇信寺10号墳など各地域の有力墳が横穴式石室を採用しているが、 群集墳で

採用が開始されるのは遠江田期中葉以降である。

第3節で検討したように上神増E7号墳が横穴式石室の影響を受けた「横口構造の石榔jであるとす

れば、合代島丘陵では遠江E期~皿期前葉に導入されていたごとになるが、その後、同形態の埋葬施設

が確認されないことから、これをもって横穴系埋葬施設の導入と断定することは困難である。

つづく、上神増E10号墳は、墓道を伴い、その墓道部分で須恵器臨など数点が原位置を保持した状態で

出土しており、明らかに横穴系埋葬施設の埋葬方法を採用しているといえる。側壁の残存状況が不良で

あるとともあるが、本格的な横穴式石室のような壁面構成をとらず、墓域側壁との聞に人頭大の!離を充

填して側壁・奥壁とする点から牒榔が横穴式石室の影響を受けて変化した、「横口構造の磯榔Jといえる。

したがって、この上神増E10号墳の導入時期をもって、合代島丘陵で、の横穴系埋葬施設の出現とするこ

ウ

i
噌
『
ム

円
/
“



第8)極 上神相A.B.E古墳群の野価

とができ、遠江の古墳群(群集墳)の中ではいち早く横穴系埋葬施設を採用した地域として注目できる。

( 3 )横穴系埋葬施設の本格的導入ー遠江E期中葉~後葉一

上神増E10号墳における「横口構造の磯榔」の導入にやや遅れ、本格的な横穴系埋葬施設の第一段階

として、右・左片袖式石室、無袖形石室、横穴式木室が遠江田期中葉 (TK43型式期)に導入される。以下、

それぞれの形態についてみておきたい。

左片袖式石室 左片袖式石室は上神増D2-4、7号墳があり、 D13号墳はその可能性がある。上神

増D4号墳の側壁は直線的で、あり、ぞれ以外は胴張りを呈することから、上神増D4号墳が最も古く 、

上神増D2・3. 7号墳は若干新しい傾向にあると考えたい。左片袖式石室は、遠江皿期中葉に出現し、

E期後葉をもって衰退した可能性が高い。

左片袖式石室は遠江では合代島丘陵でのみ確認される形態であり、強い地域色を示す。田村隆太郎氏

は、胴張りするとと、基底石に板石を縦位に用いる点などから、甑塚古墳など畿内系片袖式石室ではな

く、畿内系石室が在地化する中で二次的に伝播した横穴式石室と想定している(田村2003a)。合代島丘

陵の片袖式石室は袖がない右側壁側にも立石を設けており、この点は、渥美半島の神明社古墳や栄厳寺

古墳(三河考古学談話会1994)などの左片袖式石室に確認できることから、渥美半島の集団などとの交

流も想定すべきであろう。

右片袖式石室 今回調査した上神増A5号墳と、新林l号墳が挙げられる。どちらも左片袖式石室同

様基底石に板石を縦位に用いる点が特徴的である。磐田原台地北西縁に位置する大手内A6号墳は同形

態である(註5)。左・右の遣いはあるが、基底石に板石を縦位に用いる構築方法を採用する点は、共

通性が高いといえる。大手内A6号墳と上神増A5号墳は石室形態だけではなく、基底石上に円傑を積

載した可能性が高く、共通性が強いことから同一の技術をもって石室が構築されたと想定する。一方、

新林l号墳は板石を平積する点や玄室幅が広い点など上記2者とは差異がある。複数形態の片袖式石室

が採用されていたといえよう。

合代島丘陵に特徴的な右片袖式石室は左片袖式石室同様、畿内系片袖式石室が二次的な変容を受けて

いると考えられ、在地色が強い石室といえよう(田村2003a)。

右片袖式は、遠江田期中葉に出現し、皿期後葉に築造されたものが確認される可能性があるが、左片

袖式石室同様、皿期後葉をもって衰退した可能性が高い。これは遠江における片袖式石室の衰退と軌を

ーにしており、遠江では同時期に片袖式石室の存在意義が失われたと想定する。

両袖式石室 今回調査した古墳では確認できないが、新平山Al号墳、上神増D6号墳で確認できる。

二者ともに角磯・板石を用い、中央部が膨らむ胴張形の玄室で、玄門に立柱石を用いるが側壁から突出

しない点が共通する。遠江田期後葉に出現し、遠江田期末葉まで築造された可能性がある。玄門立柱石

が突出しない両袖式石室は周辺では確認できないことから、浜松市火穴古墳や、渥美半島の藤原8号墳

などとの関係を想定すべきだろう。ただし、両袖式石室であるが胴張りがあり、羨道が細いなど畿内系

石室でもかなり在地化が進行した石室といえよう。また、基底石に板石を縦位に用いないなど、同時期

に存在する片袖式石室とはやや石材の用法が異なる。

疑似両袖式石室 上神増E16号墳など合代島丘陵西尾根東斜面や新平山B古墳群で継続的に採用され

た石室形態である。上神増E16号墳が最も遡る可能性があり、遠江皿期中葉~後葉の築造と想定する。

以後、遠江V期前半まで継続的に築造され、片袖式石室、両袖式石室の築造終了後の主要な石室形態で

あった。この疑似両袖式石室は、西・中遠江で主体的に採用された石室形態であり、遠江E期末葉以降西・

中遠江全般で増加する傾向にあることから、歴史的な変化は遠江の中で共有されている。

無袖形石室 上神増E2号墳が挙げられる。この石室は遠江田期中葉に出現するものの、片袖式石室
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第5節 上神増E2号墳出土の三葉環頭大万について

1 .三葉環頭大万の復原

上神増E2号墳から、鉄製三

葉環頭大万柄頭が出土した。 X

隷写真撮影の結果、象販は施さ

れていないことが判明した。

再度、その特徴を概観すると、

柄頭は蒲鉾形(上円下方形，圭

頭形)の環内に三葉文を表現し、

柄頭茎は柄頭と一体造で長い。

柄頭茎は万身茎と直接目釘で

装着されるものと想定できる。

上神増E2号墳からは大万が

2点出土しているが、この柄頭

とは離れた場所から出土してお

り、①古墳の埋葬段階で柄頭

が取り外された状態で副葬され

たか、 ②追葬時の片付けの際に

壊(さ)れたか、あるいは③盗

掘の際に破壊されたか、の3者

が考えられる。いずれにしても

出土状態から原形を復原するの

は困難で、ある。 このため柄頭に
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1 上神地E2号境(鉄製)
2後作図古横群(鉄製)
3横山台古噴群(金銅製つ)
4 山の神塚古墳(銀装)
5東富山古堀町(金銅製)
6伝 ・京都(金舗装)
7 東大寺山古墳群(銀装)
8韓国義城t浴苦里1号墓(金銀装)
9韓国皇南大塚(北墳)(金銀装)

復原案を作成するにあたり、他の三葉環頭大万の柄間の長さが 5C.剖耐1

伴う刀身が明確で、はないが、出
第167図上神増E2号墳出土

土した2点の大万のどちらかが 三葉環頭大万復原図
(石室内出土大万と組み合

この柄頭に伴うという想定で第 わされる場合)

167図に復原案を示した。

8 

G二:B 9 

10 -12cmのものが多いごとから、 2者ともにほぼその長さにな 第168図蒲鉾形三葉環頭大万の類例

るように柄頭茎と万身茎を重ね合わせた。柄頭茎には目釘孔が2孔確認できるが、 2点とも万身茎には

1孔のみしか現状では確認できない。 249と装着される場合は欠損している箇所に目釘があったと仮定

すれば2孔で固定した可能性があるが、現状では万身にはl孔しか確認できないため、 柄頭茎の I孔は

未使用であった可能性が高い。 250と装着される場合は、目釘孔が関に近い位置にある乙とから重なり

合う部分が非常に長かった可能性が高く 、先端に近L刈まうの目釘のみの使用でもう l孔は使用されなか

った可能性が高い。この他、別の大万が副葬されていた可能性があり、第167図復原案が妥当かどうか

今後事例の増加を侯って、評価する必要がある。

2 .三葉環頭大万所有の意昧~上神増E2号墳の被葬者像と合代島丘陵の古墳群の位置づけ~

( 1 )三葉環頭大万の分類 ・分類からみた系譜

三葉環頭大万の起源は漢代にあり(穴沢・馬目 1989)、上神増E2号墳のように環内が明確な三葉文
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朝鮮半島 大谷晃二氏の図(大谷晃2006) を参考に作成
日本列島 穴沢日正光・馬目順一氏の集成(穴沢・馬目1989)

に上神憎E2号墳を加えて作成

第169図 日本列島および朝鮮半島の三葉環頭大万出土遺跡分布図

となるものは、日本列島、朝鮮半島で出土している。これまでの研究により、三葉環頭大万(二葉も含

む)は環頭の形状から円形環と蒲鉾形(圭頭形、上円下方形)環に区分できる。この種類ごとに出土位

置を示したのが第 169図である (註6)。この分布図からも分かるように朝鮮半島では、蒲鉾形三葉環

頭大万は新羅地域に多く、円形は百済 (栄山江流域)や伽耶地域に分布することが論じられている(穴沢。

馬目 1989、大谷晃2006、持田2006などんしたがって、上神増E2号墳例は朝鮮半島の新羅のものの

系譜を引くと考えることができる。

穴沢昧光氏によると、上神増E2号墳のように柄頭の茎が長く、直接万身茎の目釘孔と柄頭の茎の目

釘孔が万身茎と直接目釘で固定されるのは朝鮮半島に多い技法とL寸。この特徴も本例が朝鮮半島との

かかわりが想定できる根拠となる。

しかし、朝鮮半島で生産され、上神増E2号墳被葬者集団にもたらされたとは断定できない。上神増

E2号墳の築造時期は遠江皿期中葉 (TK43型式期， 6世紀後)に位置づけられ、本例が初葬に伴うもの

としてもその生産はそれほど遡らない可能性が高い。朝鮮半島ではこの時期に生産された三葉環頭大万

は非常に少ない上、朝鮮半島の蒲鉾形のものは金銀装であり、基本的に鉄製のものが確認されていない

ことから、上神増E2号墳例は新羅の系譜を引きつつも日本列島内で生産された大万である可能性が高
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日本国内では円形三葉環頭大万が一般的で、蒲鉾形三葉環頭大万は上神増E2号墳を含めて7点 (6 

古墳， 1不明)出土している (第168図)。例示すれば、福島県後作田古墳群、同横山台古墳群、伝 ・

京都府出土、東大寺山古墳群、徳島県川之江市東富山古墳(妻鳥塚陵墓参考地)、宮崎県児湯郡高鍋町

山の神塚古墳 (持田28号墳)であり (穴沢・馬目 1989)、うち後2者が金・銀装親子大刀であり、新羅

から直接もたらされた可能性が高い。伝・京都府出土は金銅装、 東大寺山古墳群例は銀装、横山台古墳

群例は材質不明(穴沢・馬目氏は金銅装と想定する。穴沢・馬目 1989)、後作田古墳群例は鉄製である。
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第5節 上神地E2号墳出土の三業環顕大万について

九

yh

朝鮮半島。大谷晃二氏の図(大谷晃2006)を著書考に作成。
日本列島:[野垣好史氏の集成(野垣2002)に奈良県吉備塚古境

など近年制査されたものを追加して作成。

第170図 日本列島および朝鮮半島の三累環頭大万出土遺跡分布図

これにより、上神増E2号墳例は後作田古墳群出土例と最も近い関係にある。また、材質不明のため比

較可能かどうか明確ではないが、横山台古墳群出土例が実寸に近い状態が報告されているとすれば、柄

頭茎が長い、目釘孔が2孔である、という 2つの特徴が上神増E2号墳出土例と類似しており、この2

個体は近しい工房で生産された可能性を想定できるのではなかろうか。

( 2 )三累(繋)環頭大万との関係

三葉環頭大万の評価にあたり重要となるのが、上神増E2号墳と同一丘陵上にある合代島古墳(詳細

不明)から出土したとされる三累環頭大万である(第4章第1節 第5図)。この三累環頭大万は出土

古墳不明であり、既に盗掘が行われ、開口している横穴式石室内に副葬されていた可能性が高い。

第170図に示したように三累環頭大万も三葉環頭大万と同様朝鮮半島の新羅で多く確認されるもので

あり、新羅系と考えられている (穴沢・ 馬目 1987，大谷晃2006，持田2006など)。

( 3 )三葉環頭大刀、三累環頭大万からみた合代島丘陵の古墳群の位置づけ

朝鮮半島の新羅に系譜を有し、新羅や、伽耶で流行する三葉環頭大万、三累環頭大万を保有する古墳

が合代島丘陵上に2古墳存在することは、この地域の集団が直接的に渡来人を示すものではないにして

も、渡来系あるいは朝鮮半島(新羅)と関係をもつような集団であった可能性が高いと考える。

装飾付大万について三葉、 三累環頭大万と同時期には単鳳環頭大万が主体的に存在するが、それと比

べて三葉・ 三累環頭大万の出土数は少ない。また、単鳳環頭大万は朝鮮半島の百済や伽耶に系譜を有し

(大谷晃2006，持田2006ほか)、百済・伽耶・倭で副葬される。一方、三累、三葉環頭大万は朝鮮半島

の新羅に系譜を有し、新羅・伽耶で流行するものである。単鳳環頭大刀と三葉・三累環頭大万は全く異

なる歴史的脈絡により創出され、朝鮮半島でも分布範囲が異なり、日本列島内でも共伴する事例はほと
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上神増B7号墳出土の環付足金物で、侃用する大万について第6節

1.上神増B7号墳出土大万の復原

大万の概要 上神増B7号墳から装飾付大万が出土した。乙の大万は環付足金物の環が失われている

が、凸状貴金具を有する点、凸状責金具で固定された端部が欠損する棒状金具が存在する点、鞘口金具

に凹状切欠が確認できる点、を総合的に評価して、環付足金物で侃用する大万(以下，環付足金物侃用

大万)と断定した。また、柄頭・鞘尻金具が残存していないが、盗掘などによる被害は受けていないごと、

金属製の鞘口金具や縦、鍔などの装具が残存していることから、柄頭と鞘尻金具が後世に持ち出された

可能性は非常に低く、有機質の柄頭・鞘尻の環付足金物倒用大万であった可能性が高い。

復原の参考例 上神増B7号墳例は捺えの一部が銅装である可能性が高いこと、 環付足金物侃用大万

のなかで環付足金物を 2箇所責金具で固定することから、この特徴を有する大万を探すと、前者では島

根県松江市連行1号横穴墓(島根県教委2002)、後者では和歌山県御坊市岩内l号墳(巽1998)がある。

連行l号横穴墓例は、銅製の円頭・圭頭・方頭に近い形態をしており、報告書では圭頭大万とされる。

搭えは柄頭・鍔・鞘口金具・鞘尻金具・責金具が銅製で、柄聞は布巻を行った上に糸巻(葛巻)を施し

ている。鍔は喰出鍔で、組は装着されているが材質は確認できない。

岩内l号墳例は、柄頭は銀装とされ(松崎1983)、鞘尻金具は出土していない。柄聞は銀線巻(銀線蛭巻)、

鍔・鞘口金具は銅装で、復原では柄頭・鞘尻は木製漆装に復原されている。鍔は喰出鍔である。

なお、このほか奈良県斑鳩町法隆寺蔵の七星文銅製大

万(伝製品，白鳳期とされる，法隆寺1989)は、金銅装の

鞘口金具に凹状切欠が確認でき、漆塗鞘にはこの切欠部分

から一直線に漆がはげている部分があり、この部分に環付

足金物の足金物が装着されていたことが想定できることか

ら、環付足金物で侃用する大万と想定できる。乙の大万も

後世の補修であるが銅製の方頭柄頭が装着されており、上

神増B7号墳の大万を復原する上で参考となる。

上神増87号墳出土装飾付大万の復原 以上の参考例な

どをもとに、上神増B7号墳出土例の想定復原図を第 171

図に示した。柄頭、鞘尻金具は失われているが、柄頭は有

機質(木製か)漆塗で方頭、鞘尻金具は有機質(木製か)

漆塗で平尻であった可能性が高い。柄聞は糸巻き漆塗り、

鍔は銅製喰出鍔、鋼は銅製、鞘口金具は鉄製漆塗である可

能性が高い。鞘は鞘口金具のみ金属製の飾りが装着される

「素鞘J(瀧瀬1984)に相当する(第 171図)。 。

20cm 

上神増B7号墳出土環付足金物保用大万
の想定復原図

(
1
6
)
 

第171図

2 .環付足金物で(凧用する大万の評価について

ここでは、環付足金物侃用大万について、先学の意見を

参考にしながら、その評価を試みたい。

( 1 )環付足金物侃用大万の系譜と編年的位置

系譜現状で最古のものは、 韓国公州市武寧王陵出土の

金銀装万子(下大迫2003)で、武寧王陵の没年である 523

年以前に生産された可能性が高い。韓国ではこの他、羅列、|

E
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第8輩上神増A.B.E古墳群の肝価

の伏岩里3号墳(国立文化財研究所2001)から 3例出土しており、出土数は少ないものの、他の装飾付

大万と同様、朝鮮半島(特に百済)に起源する何用方法である可能性が高い(下大迫2003)。

編年 日本国内での初現は奈良県藤ノ木古墳の銀装万子(橿考研1995)でTK43型式期に位置づけられ、

大万で環付足金物を伴うものはつづく TK209型式期には埼玉県小見真観寺古墳出土大万と万子、茨城

県梶山古墳などの圭頭大万で確実に採用されており、奈良時代まで用いられる侃用金具である。大万へ

の採用は、愛知県磯辺王塚古墳 (豊橋市教委 1998)などから出土したものがTK43型式期まで遡る可能

性があり、刀子と同時期に日本列島で採用された可能性が高い。

環付足金物侃用大万の変遷について、現状での見通しでは、 TK209型式期までは金属製の柄頭が伴う

もので、 70cm以上の大万に伴うことが多い。一方、飛鳥I期以降は金属製柄頭を伴うものが減少し、有

機質の柄頭が増加するとともに、 70cm以下のやや短い大万が多くなる。

この仮定が正しpとすれば、上神増B7号墳例は約65cmと短い部類で、古墳は遠江lV期前半(飛鳥E

期)に位置づけられることから、古墳と環付足金物倒用大万の関係は妥当であるといえる。

( 2 )環付足金物侃用大万の意義

環付足金物侃用大万の分布とその意義 環付足金物については、神林淳雄氏が最初に注目し(神林

1938)、松崎元樹氏が全国的な集成を試み(松崎1983)、下大迫幹洋氏 (下大迫2003)が両氏の研究を

継承し研究を進めている。下大迫氏は日本列島内の環付足金物価用大万の出土遺跡を集成・公表し、 47

事例が列挙されている(下大迫2003)が、報告書が手に入りにくい古墳が多いことが要因と思われ、静

岡県の事例はすべて遺漏されている。新発見と遺漏を含めた筆者と瀧瀬芳之氏の集成(第48表，註7・8) 

によれば、朝鮮半島で4例、日本列島で北海道から福岡県で 115遺跡の出土で合計126例が確認できる。

この他の遺漏を含めれば130-140例前後となる蓋然性が高い。

日本列島では環付足金物侃用大万は均等に分布するわけではなく(第 173図，第48表)、群馬県を中

心とする関東に約50例と多い傾向は先学の意見 (松崎1983 下大迫2003)を追認できるが、群馬に次

いで多い静岡の 16例が抜け落ちていること、これ以外の地域でも島根、奈良でも 7例が出土しており、

下大迫氏が想定したよりも、全国的にもやや分散する傾向にある。したがって、下大迫氏が集成をもと

に群馬と東北に多く、大和(奈良)にも一定数存在するごとから、蝦夷政策と関連した畿内王権と上野、

東北地方との関係により配布されたとする点は重要で、ある(下大迫2003)が、 この指摘は環付足金物侃

用大万のー側面を評価したにすぎないといえる。方頭大万など7世紀前半以降に用いられる大万が東日

本に偏在する点は同様であり、これらとの差異を明らかにしていく必要があろう。

環付足金物侃用大万の分布で興味深いのは、群馬、関東と東北に多いことのほかに、奈良に7例で、

それも法隆寺の寺宝、藤ノ木古墳からの出土など畿内の中心的

な古墳や寺院が保有すること、法隆寺のものは銅製で七星文が

刻まれていることである。このことから環付足金物侃用大万は

畿内で生産された可能性が高く、畿内中枢部でも古墳時代後期

から奈良時代まで断続的に副葬が続き、階層的には上位の被葬

者が考えられることが挙げられ、重要性が高かったと考えられ

る。また、九州の壱岐や対馬、島根の隠岐など朝鮮半島との交

流を想定すべき島々から出土している点も注目すべき乙ととし

て挙げられる。

環付足金物侃用大万が、壱岐・対馬で出土していることは朝北陸，1

第172図地域別の環付足金物保用大万出土数鮮半島との外突や広域流通を担うなどの役割を果たしていた集
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第6節よ神増B7号墳出土の環付足金物で慨用する大万について

団に配布された可能性も、畿内王権の東国・蝦夷政策と併せて想定しておくべきであろう。

また、 環付足金物は主要な装飾付大万の生産が終罵し、方頭大万が主体となってpく時期と盛行時期

が重複しており、方頭大万の分布とも比較検討しながら、推古朝以降に施行された冠位制度との関係も

想定すべきと考えている。

遠江における環付足金物を配する大万を副葬する古墳について 静岡県の 16例中、特に遠江が13例

(註9)と群馬に次いで、多い点が確認されたことは重要である。遠江の事例は、森町院内甲墳が獅噛環

頭大万である以外は柄頭が確認されるものはなく、 また全長が60cm前後と短いものが多い。時期的には

第48表 環付足金物保用大刀出土遺跡一覧表

No. 遺跡名 所在 遺構 規模 遺物名 Nu 遺跡名 所在 遺構 規艇 遺物名

l 柏木東遺跡2号潰 1北海道恵庭市 北海 7 制jjr，装方郡大万 61 大厳寺繍穴幕 神奈川県厚木市 横穴;1 金銅銀裳大万

2 柏木東遺跡2号境 北海道恕縫市 北海 7 期桜装(方顕)刀 62 雑色横穴事 神奈川県中井町 横穴墓 鉄裳大刀

3 西島松5遺跡P96 北海道恕鹿市 土機墓 鉄漆装大刀 63 唐沢8号積穴纂 神奈川県松田町 横穴1); 鉄蓑大万

4 大年寺山6号事E 宮城県仙台市 績穴g 銅製大刀 64 薮田薬師3号事 富山県氷見市 横穴嬰 金調書生円顕大万

5 亀井岡16号基 E主成V~大崎市 横穴基 金銅裳方01大刀 65 唐植石古墳 長野県岡谷市 円墳 15 鉄畿大刀

6 川北A地区6号暮 宮減県大崎市 横穴" 金鋼製足金物 66 まわり場古噴 長野県原動市 円噴 金銅波大刀

7 朽木綿13号泌 宮城県大崎市 横穴M 金銅装大万 67 大塚古噴 長崎県茅野市 円墳 金銅軍軍足金物

8 混内山7号通話 宮械~~大崎市 続穴蕗 金銅裳大万 68 釜石古墳 長野県茅野市 円積 金銅tI1Jj略環顕大刀

9 色麻24号1買 宮城県色麻町 円噴 9 金銅装大万 69 幸神l号明 長野県佐久市 円墳 20 鉄装大万

10 沼ノ上3号境 組向日(偏向市 円墳 呂 鉄製偲など 70 土狩長塚古唄 静岡県長泉町 円IJ'I 13 金銅装双竜環顕大刀

IJ 駒板新田12号g 術向県会ゆ若松市 械穴基 鉄地銀~I!足金物 71 判11男4号IJ'tO 静附~\静刷市 円積

12 八暢25号誌 都lio¥¥¥いわき市 戦大E晶 銅製足金物目他 72 牧ヶ谷2号111 rrt剛県静岡市 古I貫 金銅鼓大刀

13 白河観音は13号事 桐島県白河市 概穴基 金銅装圭顕大刀 73 水掛波Cl号墳 静陶~，\r..田市 円JJt 8 金銅製足金物など

14 八幡古噴 稲島県相潟市 不明 金銅袈大万 74 縄ヶ谷2号語。 静岡県御前崎市 l1c穴g

15 武者塚古墳 茨戚~~土浦市 円1J't 23 銀製圭顕大刀 75 宝野金山古1J't r.;凶M袋井市 円積 10 足金物

16 武者塚古噴 茨城県土浦市 円1J't 23 制鉄聖書ー累環顕大刀 76 山田原Al号明 静岡県袋井市 円1買 8 足金物

17 七ッ匁古墳群 茨城県常総市 古噴 島t金銅装大万 77 π名地A5号JJ't 師側~tl~袋井市 f'JJJt 17 金鋼鉄差益大万

18 新進古墳(2号遺構) 茨戚~r;;ひたちなか市 古JJ't 金銅製開口など 78 院内叩IJ't(4"}JJ't) 静岡県議町 円積 金銅製割削育環lKi大刀

19 純山古IJ'I 茨峨v占鉾凶市 円lJ't 40 鋼袈大刀 79 上神刷B7号3貫 官事凶V，\~回市 古明 鋼鉄業大万

20 立岩古JJ't醇 栃木県足利市 門別 銅製足金物など 80 寺谷坂上17号fJ't 静附v~.n悶ïIï 内積 14 金銅製掛目。足金物

21 続手塚古再開 群，I.!~V，川}制高市 後円 28 金銅抜大刀 81 大股敷A14勾fJ't r，~凶V，!浜松市 円 8.5+ 会鋼設足金物

22 l直塚古明 昨瓜~，\nW~ïlï J1'J1J't 25 制波大刀 82 地政平B17勾古積 Il~ ll.j~;1浜松市 円積 9 金lM裳足金物

23 拠J!，(7号flt 群J.ßY.~t，'j崎市 円JJ't 10 鋪装大刀 83 半111山C39{子fll 1';)凶~II.浜松市 円Jft 18 金銅袋足金物3など

24 奥Ii;t37号明 群賂Mt~紛ïlj 円JJ't 6 金銅製鶴自など 84 機辺王3宮古JJ't ~知県fil.'!ïIi 円fl'l 25 金銅裟足金物

25 御部入8号明 昨'.~V，~，山崎市 "i!日貫 金鋼製足金物など 85 天神山2号明 愛知県関崎市 円fJ't 12 鋼鉄賀大万

26 J.'.i賀野町出土 昨.U~即日崎市 不I~I 金創設圭01大万 86 上野山12";.JJl =~広~'，~.i桁ti 方fl'I 15 足金物

27 昨田町近郊州土 群n~ i'， ~. ~'，~崎市 不明 金lM裂円買l大刀
87 
平滅J;C左京=4k二型J 7告此tl~.奈bi. rli iPi 銅r芋製鞘口

28 揃現Xi古Il't 群.U~ !J;~~':j崎市 円墳 33 sa銅製足金物 (S051∞} 

29 赤似村3号JtI 群.I.!~V;~伊勢崎市 円1J't 28 金銅波大万 86 汁iJU市町柚之内 指良県天理市 不明 銀喪主0Ci大刀

30 漏五目午5.~;.tJ! 昨防~I，~伊勢崎市 円tJ't 12 金銅装大万 89 能11古誕(能11遺跡) m1.UI，~似井ïfï Il'tli品 鋼設大万

31 茂町村9号明 群馬県伊勢崎市 円IJ! 30 金銅製足金物 90 (伝)今jj! 奈良県符芝iIi 古明 j!!袈大万

32 巌穴山古川 昨.l.CV，~太日lïlï 方3首 30 銅製鶴固など 91 掛ノ木古fJ't 来良県roc町 円lJl ~8 鋭装万子

33 奈.Q21+)'J.ll r.f.'.n県沼mili 円fJ't 8 金鋼鉄袈大万 92 (ヒM.釦l無文剣) 奈良県斑崎町 {云1吐品 金鋼業大刀2

34 石町並古喰 目下 ，~MB'，川市 世jJJ't 金銅袈大刀 93 岩内I号ー杭 相I~山県御坊市 方IJ'I 13 銅lJ!波大万

35 (伝)石!日付近 昨I耳目J、渋川ilj 不明 金銅装大万2 94 ;市í~\'2号 JJ't 鳥取県む袋町 円Jjl 金銅製足金物

36 (伝)白石 群，I.!~U県勝岡市 不明 務付大万 95 i勾ノ合第16号必 山Ji)(県目前町 横穴泌 鋼裂大万

37 旧雌岡町付近 |昨町!班岡市 不明 金銅銀裳圭顕大万 96 古天神古JJ't t!線県松江市 後方 27 銀金舗装円l.il大万

38 横瀬4号IJ'I 群馬県ili'・岡市 円積 金鋼製資金"，"!.ーなど 97 向山l号明 n線県松江市 方JJ't 30 銀製足金物・鞘口

39 慣瀬5ザ噴 群JJ~~~~1~i岡市 円1貫 鉄製足金物など 98 述行遺跡I号器 島根県松江市 被穴司E 鋼袈圭顕大JJ

40 l;Iシメ木3号積 群!旦保有#町 円J，12 鋼繋?大刀 上自証冶23支群
山線県出雲市 続穴g 罰g書大万

東シメ本3号明 罪事H~V日吉井町 円積 鋼製駒田・足金物
99 7号ー溢41 12 

42 鍛屋地2号古明 群馬県昭和村 円l.n 19 銀裳圭頭大万 l∞ 中村I号明 品III県出雲市 円1ft 16 銀鋼裳主m大刀

43 御I'J4{子古墳 群馬県昭和村 円IJ'I 鋼裳大万 101 飯ノ山繍穴墓群 X~恨ViU:\肢の防町 横穴高島 jJ!~大万

44 小児其観寺古1貫 地玉県行田市 後円 112 蝉，tI1圭聞大万 102 大鹿西l号墳 白帆tl:~.~岐のぬ町 円喰 11 銅担足金物

45 小見l~観寺古1貫 埼玉県行田市 後円 112 
ー114聖刀子 103 定耳I塚古漬 問山県奥底市 方 17 銀波刀子

46 田木山第l号Jlt 時玉県東松山市 PlIJ'I 12 鋼鉄費大万 104 唐慣古墳 広~~~~f:t原市 後円 48 鋼'!J1l日?など

'17 かぷと思古墳 埼玉県吉見町 円JI't 28 銀鋼主主圭顕大刀 105 仁保4号墳 相l崎県飯阜市 円Jl't 10 金銅製足金物

48 山王遺跡I号Jlt 千業県千葉市 円IJ'I 16 金銅護大万 106 竹並A.6ι2サ益事 福岡県行橋市 横穴延 剣銀装大刀

49 金鈴2宮古I買 千1出!T，t木更潟市 後円 95 金鋼釦王E圭E賀大刀 107 竹1kC-4-4号溢 術l珂¥'.'.-行裕市 横穴j弘 銅製大万

日 西大須賀横穴轟群 千難県成田市 検穴忌 鋼餐円l!l1大刀 108 相原2号明 初陣1県i'j'il生市 円墳 I ~ 刀子、食銅製豊富固など
阿玉台北遺跡

千積県香取市 方JJ't
鋼製賞金物 109 勝浦水利1遺跡SO-OI 福間i';~稲治市 P'JItI 10 銀琵大万

51 
A地点∞4号境

10 
鋼鉄製鮪尻 110 3弘治15.3号誕。 制限~lfI:i量賀町 横穴主Z 鉄製足金物?2

52 片野8号噴 千葉県守取市 円墳 20 鋼鉄裳(方自~)大刀 111 茶!ilの辻古墳 長崎県大村市 円J1I 獅噛E君原柄到など

53 駄J~軍古町E 千穂県111俊市 方喧1 ω 欽艶足金物など 112 矢立1111号IJ'I 長崎県対話市 円治 20 金綱授大万

54 浅間l山古Jl! 千葉県保町 後円 70 盆銅製足食物2 113 双六古JtI 長崎県を般市 後円 91 金鋼製2巨額柄顕など

55 寝台遺跡3サ古噴 千襲\~，横芝光町 方明 20 足金物2(刀子治、) 114 間下荷積 長崎Vil1Hh市 古墳 鼻l設大刀

前広110地遺跡
*京都日野市 遺情外 金銅製足金物 ?

115 不評 不問、(日本国内) 金銅担鐸など
56 (筋10，九濁査) 116 武車玉f!.! ol国公州市 f'J 20 金銀聖書刀干

57 凹戸台2号誕 神奈川県横須tl市 横穴1ii 鉄波大刀 117 伏潜旦3号明 線国会轟m道雄州 方台形 40 圭!!I大万

58 天神IlJl号墳 神高詰川県小田原市 古町民 金銅製賃金物など 118 伏岩思3号JlI 側凶金属南道揖州 方台形 40 =媒.咽環顕大万

59 岩井μ23号副長 神荻川¥t;¥;j!野市 椀穴基 銅製硲日・足金物 119 伏'必lli3号JJ't =罰金紐南道錨州 方台形 40 刀干

ω 桜土手1'1号lJ't 神奈川県3草野市 円Jl't 15 鉄装大刀 lil.f立1m)

円 1 2i集戚は、滋瀬芳之氏に耳慣f.t足念物(円売罰)の集成を提供していただいた。それに一部出3 遺跡名の後lこrOJを児被したものは、環付JI!.金物の可能性がよい、ことを示す。
加市したものである。 4 一古lJ'tか旬桜E主出土しているllHtもあるが‘大刀の形式が判明するものについて純
mz 略必 Iti革=北海道式1ittt.後IXj=前方後門1J't.後方=1前方後方嶋 君主として掲載し 耳目付足金物が制;l:出土した古JJ!は造物のところに敏悦をl札Eした。
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第8輩上神地A.B.E古墳群の評価
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第173図 日本列島および朝鮮半島の環付足金物出土遺跡分布図

-大刀
食刀子

院内甲墳が遠江皿期後葉に位置づけられる以外は、時期的に7世紀前半以降に位置づけられる古墳が多

また、遠江では中遠江に多く(特に磐田原台地北部から合代島丘陵に3例)、また、浜松市半田山C

39号墳で3例、地蔵平B17号墳の三方原古墳群中で4例と同一地域に多い傾向にある。群馬でも多野

郡に多く確認されるようであり、同様の侃用方法の大万が同一地域に分布する点は注目する必要がある。

このように環付足金物侃用大万が複数存在する理由は同じような役割を担う被葬者が存在していたこと

の証となろうか。

遠江の出土例は遠江田期末葉以降が多く、小規模古墳からの出土が多い。遠江E期末葉以降装飾付大

万の副葬が減少する中で、畿内王権から配布された可能性の高い環付足金物価l用大万を有することは、

この時期に新たに畿内王権との結びつきを強めた群集墳の盟主的存在が多々存在していたことになろ

う。これらの人々は、下大迫氏が想定したように軍事的な役割のほかに、交易等の流通を担うなどの役

割を担った人物であり、それまでに主体的であった主要な装飾付大万とはやや侃用者の性格が異なる可

能性がある(註 10)。
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第7節 上神増A・B.E古墳群出土の装飾付大万以外の遺物について

1.耳環

今回の調査では4点の耳環が出土しているが、すべて銅地銀張の銀環である。また、製作技法は、端

面の観察から薄い銀箔を銅地に巻きつけ、端部で絞り込んだ痕跡が確認できる。耳環においては銀環が

多い点は注意しておく必要がある。

2.錫製品の出土
自然科学分析の結果、上神増E3号填から錫製の環状遺物が出土している。残存する部位の湾曲状況

からすると、耳環の可能性が高い。錫製品は主に九州、|や東北北部から北海道で確認される遺物である。

しかし、乙れまでは分析数が多い地域で確認される傾向にあり、今後調査が増えるにつれ、各地域でも

出土数の増加が見込まれる。

ごのような状況の中、静岡県では袋井市(旧・ 浅羽町)五ヶ山B1号墳(浅羽町教委1999)から錫製

釧、同愛野向山B13号墳 (袋井市教委2004)から耳環が出土しており、管見では上神増E3号墳例が

県内で3例目である。五ヶ山Bl号墳、愛野向山B13号墳は中期古墳であり直接的な関係は見出しにく

い。 しかし、この2基が所在する小笠山丘陵北西麓では古墳時代後期には横穴式木室が多数築造される

地域であり、上神増E3号墳のように羨道に石材を用いる点も共通する北山古墳群などが存在している。

時期がことなるため断言はできないが、このような特殊な素材を扱う集団が小笠山丘陵北西麓に存在し

ており、その集団が後期後半に横穴式木室を採用し、そしてこの上神増E3号墳の成立に影響を与えた

可能性も考えておく必要がある。

さらに、錫製品を所有することは、この上神増E3号墳の埋葬施設が横穴式木室であることと考え合

わせると非常に興味深い。横穴式木室は、鉄器生産とかかわる集団の墓制との指摘もあり(柴田 1983，

鈴木敏1991，田村 2008など)、鍛冶技術を有する集団であった可能性も高い。そうした技術集団が錫製

品を有する点は、鍛冶技術との関連で錫製品なども入手していた可能性も考慮、すべきであろう。

3 .鉄鉾

上神増E古墳群では、 E3・E16・E17号墳と 3基の古墳から鉄鉾が出土している(第174図)02001 

年の段階で古墳時代後期以降に東海地方で鉾が出土した古墳・横穴墓は約30基を数える(三河古墳研究

会編2001，静岡県考古学会編2001に新出土・遺漏分追加)。

鉄鉾は古墳時代後期以降副葬の度合いが減少する。乙れは

古墳時代後期に朝鮮半島と日本列島各地の首長層との交流の

証としてあった鉄鉾を、朝鮮半島との窓口を一元化するため

畿内王権が鉄鉾の流通を制限し、 一元化したためと考えられ

ている(高田 1998)。乙の一元化に伴い、畿内王権は鉾身の

断面が正三角形になる三角穂式と呼ばれる鉄鉾を創出・配布

し自らの権威を高めた。この三角穂式は畿内以外の地域では

有力古墳から出土する乙とが多いことから、三角穂式は畿内
1上神増E16号墳

王権と地方の有力者との関係の中で配布されたと考えられて 2 上神増田号墳

3 上神増E17号墳
いる(高田 1998)。この三角穂式鉄鉾は遠江でも上神増E16 

号墳のほか磐田市甑塚古墳や御前崎市梶ケ谷横穴墓群などで

2 

y~ ， 
出土している。東海地方では静岡市賎機山古墳などで出土し 第174図 上神増E古墳群出土の鉄鉾
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第8節 上神増B.E古墳群出土の古代墳墓について

1 .遠江における古代墳墓出土遺跡の概要

遠江でこれまでに確認された奈良時代の古代墳墓(蔵骨器が確認された遺構)は、管見では 16基で

ある(第49表)。これらは古墳時代後期一終末期の群集墳の大規模発掘調査により確認されたものが大

部分であり、古墳群に伴わないものが多いと仮定すれば、本来はこの数倍が造営されていた可能性が高

い。したがって、現状での様相が今後大きく変化する可能性がある。現状では、浜松市三方原古墳群、

磐田原台地西部の磐田市広野地区、同東部の二子塚古墳群、合代島丘陵の上神増B.E古墳群、原野谷

川下流域で複数が確認されている。

なお、 ここで挙げた事例には浜松市作原6号墳や浦前町・ V区2号墳など横穴式石室や横穴墓内に納

められた蔵骨器が出土した遺跡については例示していなp。別報告(大谷2004b)で論じているため、

そちらを参照願いたい。古墳の埋葬施設内に納めた事例は、浜松市三方原古墳群や佐鳴湖西岸の古墳群

に多く確認される一方で、中・東遠江には少ない(大谷2004b)。

2.遠江における古代墳墓の様相

古代墳墓の立地状況 浜松市半田山A古墳群(浜松市遺跡調査会1984)や磐田市二子塚古墳群(磐田

市教委2003)、上神増E古墳群は、終末期まで築造が行われる古墳群中に位置している(第 175図)。蔵

骨器(想定されるものも含む)を納めた横穴式石室内や横穴墓も、基本的に古墳時代終末期まで築造が

継続する古墳群・横穴墓群である場合が多い。したがって、遠江における奈良時代の墳墓の一類型は古

墳群・横穴墓群中に築造されたものである。

一方で、古墳に伴わず単独で、出土した遺跡としては磐田市上坂上C遺跡や湖西市}11尻東遺跡が挙げら

れる。

古代墳墓の類型 遠江における古代墳墓は、①横穴式石室や横穴墓内に査や裂を蔵骨器として納める

もの、②土坑を掘り、そこに査・裂を蔵骨器として納めるもの、がある。②では土坑を掘削するが蔵骨

器を据えてそのまま埋め戻すもの(②A)、土坑の内部に石組をしてその内部に蔵骨器を納めるもの(②

第49表遠江における古代墳墓-~ (奈良時代)

i口跡名 出土地 あり方 治構 蔵'丹器棚類 埋納 伴出迎物 量も 考

川尻東遺跡 湖西市 単独? 土坑
土問l器密

縦む なし
須!.!X器杯身

瓦屋西D1号墳
浜松市 単独 古墳墳丘上 須忠告告獄脚付fi! なし?

墳丘内1貫主5
半田山A古f賞者平KSK1 浜松市 古I貨幣中 土割高g(際使用) 土師器室電※ 縦記1 なし

半田山A古墳瀞KSK3 浜松市 古墳群中 土明白石2 土師器喫 縦世 なし

上神I曽E古1策群SF14 ~田市 古J賞制'中 土績g(機使用) 土師協蛮 縦Iiit なし

上神噌E古漬群SF15 鰐田市 古筑前中 土鳩主主 土師器盈f'蓋 縦l[l なし

上林増E古墳群SF13 ~田市 古積書宇中 土雛窓(際使用) 土師探査 |縦lr1
蓋-杯身 制器の蓋に川原 |

2組 石を使用か。

上神j包E古漬群SF03 磐田市 古f員官学中 土墳墓(機使用) 土師器護霊 |縦置 なし

上;股上Cill跡 ~田市 単独? 土坑 土師器受益 縦書E なし

広聖子出土 鰐田市 単独? 不明 須JlI:器四耳澄 不明 不明

一子原古f員辞SK10 毒事田市 古墳群中 土担耳石E 土師器室型車E l 秘置 なし

二子爆古墳群SKll 磐田市| 古墳群中 土境基? 土師器 | 不明 なし
繍mか?土師器小
片出土。

権現山)jj跡GN1地点K1 袋井市 被数? 土機器 土師器 不明 なし 人骨出土

椴現山;rt跡
袋井市 不明 土割高墓? 土銅器 不明 不明 包含庖からの出土

3.4地点出土

宮ノj感辺跡出土 袋井市 不明 土墳墓? 土師器宮署 不明 不明
のため葛か不明。

南河~10号fJ 掛川市 繍穴芸官宇中 横穴1;[;? 土師背骨費 不明 不明 秘穴芸?

以佐野1995の半田山A古墳精KSKlの出土遺物として掲載されているものはKSXlの泊物の誤りである。
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揮~8章上神増A . B . E古墳群の評価

註(第8章)

1 この位置づけは主に須恵器・土師器を用いている。ただし、上神増E16号墳など一部鉄製品により補正している古墳があり、

須恵器の編年的位置づけと異なる部分がある。

2 一方で、遠江V期前半に位置づけられる遺物のみが出土した古墳でもやや石室規模が大きい上神増B9、E12号墳があり、

この差異が何に起因するのかを明らかにする必要がある。

3 ::こで注意しなければならないのは尾根上に立地する上神増E10号墳とその斜面に立地するE15 -17号墳である。尾根上

のE10号境が遠江田期前薬~中葉で、斜面の古墳はそれよりも時期が下るため、尾根上から斜面へ築造したようにみえるが、

墓道の方向は瓦 10号墳が西方向、 E15 -17号墳は東方向へ向けられており、それぞれの築造集団が意識した方向が異なって

いた可能性が高い。したがって、この墓道の方向を重視し、別の単位群と考えている。

4 ただし、現・合代島A古墳群中の南側の尾根に築造された古墳の様相が明確ではなく 、これらの古墳は関口方向や墓道の方向

により支群の範囲の集成が必要となる。

5 ただし、上神増A5号墳と大手内A6号墳は片袖式といっても、いわゆる「苦笑道jは短く、天井が載せられていない可能性も高い。

これらは無袖形石室に横口を付加した構造との見解もあり(田村2003，本書第8章第2節)、注意が必要で、ある。

6 なお、朝鮮半島の出土位置については大谷晃二氏(大谷晃2006)、持田大輔氏(持団 2006)が提示した図を、日本列島につい

ては穴沢昧光・馬目順一氏の集成(穴沢・馬目 1989)と瀧瀬芳之氏から提供いただいた集成表をもとに参考に作成した。

また、 朝鮮半島の事例については、鈴木一有氏から出土遺跡について御教授を賜ったうえ、文献の教示を得ました。銘記して

御礼申しあげます。

7 環付足金物の事例については、瀧瀬芳之氏にご教授賜るとともに、本報告にあたり資料の提示について相談したと乙ろ、氏が

長年時間をかけて集成した資料の掲載許可を項きました。また、東北地方の事例については菊地芳朗氏に御教示いただきました。

銘記して御礼申しあげます。

8 第48表は紙帽の関係で、出土遺跡の地名と古墳の場合の規模と、環付足金物侃用大万形式のみを示すに留めた。別の機会に

詳細な一覧表を示したい。

9 静岡の事例は環付足金物が大刀に装着されたものは本書で報告する上神増B7号墳の事例を含め長泉町土狩長塚古墳、静岡市

牧ヶ谷2号墳、島田市水掛渡C1号墳、袋井市実名地A5号墳、森町院内4(甲)号墳例などが確認できる。 このほか環付足金

物のみが半田山C39号墳 (金銅装3点)・同地蔵平B17号墳 (金銅装)、袋井市山田原A1号墳(金銅装)・宝野金山古墳(金銅装)、

磐田市寺谷坂上17号墳(金銅装)、浜松市大屋敷A14号墳(金銅装)で出土し、御前崎市梶ケ谷2号横穴墓、静岡市神明4号

墳で環付足金物の可能性が高い金属製品が出土している。

10 なお、環付足金物偏用大万については将来的に別稿にて詳しく検討したい。
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第 9章結語

最後に、今回発掘調査した上神増A.B.E古墳群の調査成果を記載し、本書を閉めたい。

1.縄文時代

縄文時代早期・前期 上神増E6号墳の墳丘中から出土したが、どのような遺構に伴うのか不明であ

る。少なくとも上神増E古墳群周辺に縄文時代早期に人為が及んでいた可能性が高いことが明確となっ

た。また、図示していないが、縄文時代前期に帰属すると想定する縄文土器片が出土している。今回の

発掘調査地点では、早期一前期にかけての人間活動が確認できる。後述する陥穴と同時期か不明確であ

るが、関連する時期の遺物とも考えられる。

陥穴 縄文時代とは特定できないが、陥穴の形状から縄文時代に位置づけられる可能性が高い陥穴8

基がほぼ等間隔に出土した。これはほぼ等間隔に掘削されていること、規模もほぼ同じ大きさであること、

特徴も同一で、あることから、同時期に掘削された可能性が高い。当時の狩猟戦略に基づいた追い込み猟

の可能性が高く、陥穴の聞は樹木を切り倒すなどして塞ぎ、陥穴へ導くような戦術をもって狩猟をおこ

なっていた姿が復原できる。狩り場として合代島丘陵全体が機能していた可能性が高い。

磐田原台地北部の山田原I遺跡(袋井市教委 1994)では、丘陵斜面部に陥穴5基が連続して掘削され、

その並びは鈎状に確認されている。本来は調査区外まで陥穴が掘削されていた可能性がある。この陥穴

の距離は大九4-5m間隔で並んでいる。この陥穴の聞に樹木などを切り倒しておき、斜面下位から動

物を追い立てれば、有効な畏となるであろう。したがって、こうした狩猟戦略に基づく陥穴の配置が磐

田原台地北部や合代島丘陵で共通している点は重要である。

2 .古墳時代

縄文時代から暫くの時を経て、合代島正陵一帯は古墳時代の造墓地となる。今回の調査地点では古墳

の可能性があるものを含めて、 23基の古墳が確認された。

合代島丘陵では古墳前期に遡る古墳は確認できず、古墳中期中葉(5世組後半)以降に古墳の造営が

開始され、奈良時代直前まで古墳の造営が継続する。 しかし、継続的に同数が築造されたわけではなく 、

中期中葉~後半に築造が開始され、中期後半~末葉に築造数が増加するが、続く後期前半には-E!_減少

する。そして横穴式石室が採用される後期後半以降再び増加し、 終末期後半まで盛行し、規模を縮小し

ながら古墳数は古墳の終罵まで築造される。

上神増A・B.E古墳群は立地状況や古墳の意識する方向、横穴式石室の形状や使用石材の差異から

尾根上と西側斜面の古墳、東側斜面の古墳の少なくとも大きく 3群(合代島丘陵全体では5群)に区分

することができる。特に今回「合代島E群J、「合代島田群」とした合代島丘陵西尾根の東西斜面に築造

された古墳は使用する石材、石室形態が支群ごとにある程度まとまりが確認できる一方で、 ilI群」と「皿

群Jではそれらに大きな相違が確認できることから、それぞれの築造集団の性格の違いがあった可能性
を想定した。そしてその中間に位置するiN群」 はilI群」、 I皿群Jよりも古く、両者の中間的な石材の

使用方法を採用しているととなどからiII群」と「皿群」の築造集団の橋渡し役的な存在と想定した。こ

の当該古墳群の分析が、群集墳の構造(あり方)について一石を投じるものとなれば幸いである。

上神増A・B・E古墳群は、在地における横穴系埋葬施設への受容期の竪穴系埋葬施設の変化の具体

像が把握できたこと、横穴式木室がはじめて磐田原台地北部で確認されたことなど、今後地域史を考え

る上で重要な発見があった。合代島丘陵における横穴系埋葬施設の形態の多様性は築造集団が他の集団
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全景

写 真図版

調査区の位置

に3>l

上神増古墳群図版 1

遺跡の北からの遠景 中央は合代鳥丘陵(手前) と終岡原台地(~)、 右には実屯川が流れる 。



図版2 上神増古墳群 調査区全景

1 上神増E古墳群全景(東から) Bー 1・21三と E-3区が調査中

2 上神増 E古墳群E - 3 区 ( E 7~ 1 7号墳)全景(南東から)



B古墳群・A5号墳 上神増A.S古墳群図版3

1 .上神増B古墳群8-1区(85"-'8号墳)全景(南東から)

2 上神増A5号墳全景(南西から)



図版4 上神増8-E古墳群 87・E2・12-16号墳

1.上神増E2号墳全景(南西から)

2.上神増E2号墳墳丘盛土断面(南西から)

3 上神増B7号墳石室内(南東から) 5.上神増E16号墳 横穴式石室内勾玉出土状況(西から)



E3・17号墳・SF13 上神増E古墳群図版5

1.上神増E17号墳 横穴式石室内土器出土状況はじから) 2. SF13 土器出土状況(南東から)

3.上神増E3号墳横穴式木室
左袖部土層断面(北東から)

4 上神増E3号境横穴式木室土層断面(南から)



図版6 上神増E古墳群 E 1・2号墳

• 

1 .上神増E2号墳出土遺物
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2 上神増E3号墳出土遺物



E9・12号墳 上神増E古墳群図版7

1 上神増E9・10号噴出土遺物

2 上神増E12号墳出土遺物



図版8 上神増B・E古墳群

1 .上神増E16号墳出土玉類

3. SF03・13'""15出土土器

B7・E16号墳・SF03・SF13~ 15 

2.上神増87号墳出土
装飾付大力



A5号墳 上神増A古墳群図版9
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1 .上神増A古墳群A-l区(A5号墳)全景(南西から)
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図版10 上神増A古墳群 A5号墳

， .....・，
、、

1 .上神増A5号境全景(南西から)

2.上神増A5号墳盛土除去後(北東から)



A5号墳 上神増A古墳群図版11 

1.上神増A5号墳西部葺石(南西から)

2 上神増A5号墳東部葺石(東から)

3.上神増A5号墳東部墳裾(北から) 4.上神増A5号墳西部墳裾(北から)



図版12 上神増A古墳群 A5号墳

、J‘r'iih_~':晶
1 .上神増A5号墳石室検出状況(南西から)

2.上神増A5号墳石室北西部(南から) 3 上神増A5号墳石室北東部(南西から)

4.上神増A5号境石室墓道(北東から) 5.上神増A5号墳石室墓道(南西から)



A5号墳 上神増A古墳群図版13

2 上神増A5号墳石室内耳環(19)出土状況(西から) 3.上神増A5号墳石室南西部遺物出土状況(北西から)

4 上神増A5号墳石室墓嬢(南西から) 5 上神増A5号墳石室墓場(北東から)

。上神増A5号墳墳丘上部土器出土状況(南から) 7.上神増A5号墳 墳丘上部土器出土状況(北西から)



図版14 上神増A古墳群 A5号墳

1 .上神増A5号墳第1埋葬施設(南西から)

2.上神増A5号境第1埋葬施設(西から)



85号墳 上神増B古墳群図版15
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86号墳 上神増B古墳群図版17

2 上神増86号墳石室検出状況(北西から)



図版18 上神増B古墳群 86号墳

1 .上神増B6号墳石室検出状況(南東から)

2.上神増B6号漬石室右側壁(北から) 3.上神増B6号墳石室左側壁(南から)

4 上神増B6号墳石室床面(南東から) 5 上神増B6号墳石室基底石(東から)



87号墳 上神増B古墳群図版19

2.上神増87号境 石室検出状況(南から) 床石除去状況



図版20 上神増B古墳群 87号墳

1 .上神増87号墳石室右側壁(東から)

3.上神増87号墳 石室奥壁および床面・遺物出土状況(南から)
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図版22 上神増B古墳群 88号墳

1 上神増88号墳全景(南から)

2.上神増88号墳 石室検出状況(南から)
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図版24 上神増B古墳群 89号墳

1 .上神増B古墳群8-2区(89号墳)全景(南東から)

2.上神増89号墳石室崩落状況(南東から) 3.上神増89号墳石室検出状況(南東から)
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図版26 上神増B古墳群 89号墳

1・4露呈{:~
21問ーさ端、
2.上神増89号墳石室基底石(南東から) 3.上神増89号墳石室墓犠(南東から)



E1---4・7---17号墳 上神増E古墳群図版27

1 .上神増E古墳群E-l区(E1 ~ 4号墳)全景 (北東から)

2 上神増 E古墳群 E - 3 区 ( E 7~ 1 7号墳)全景(東から)



図版28 上神増E古墳群 E 1号墳

1 .上神増E1号墳全景(東から)

"，' . .1' • 1 人:1S
2.上神増E1号墳埋葬施設(備撤) 4 上神増E1号墳 埋葬施設内鉄剣等出土状況(北から)



m
N
h州
沖
獅

ー
汁
草
革
問
叶
飾
帯

図
活
N

∞



図版30 上神増E古墳群 E2号墳

石室崩落状況(南から)



E2号墳 上神増E古墳群図版31

1 上神増E2号墳石室転落石除去状況(南から)

ムー . . ('i.¥l 

2.上神増E2号墳石室右側壁崩落状況(南から) 3.上神増E2号墳石室左側壁崩落状況(北西から)

4.上神増E2号墳石室閉塞石(石室外南西から) 5.上神増E2号墳石室閉塞石(石室内:北東から)



図版32 上神増E古墳群

1 .上神増E2号墳 石室残存部・床上面検出状況(西から)

E2号墳

2 上神増E2号墳石室北東部
遺物出土状況(南から)

5上神増E2号墳石室奥壁残存状況(南西から) 6 上神増E2号墳墓道内土器出土状況(南から)



E2号墳

/; . r~ : !- '，~・ t'，

み;に'
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2.上神増E2号墳石室床下面 (南西から)

上神増E古墳群図版33

石室基底石(南西から)



図版34 上神増E古墳群 E3号墳

1 .上神増E3号墳全景(南から)



E3号墳 上神増E古墳群図版35

!イル:・・EHJI
1.上神増E3号墳 木室粘土・閉塞石検出状況(南から)

2 上神増E3号墳木室閉塞石(木室外南から) 3.上神増E3号墳木室閉塞石(木室内北から)
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E3号墳 上神増E古墳群図版37

1 上神増E3号境 木室床面・遺物出土状況(南から)

2.上神増E3号墳木室羨道閉塞石除去状況
(木室外・南から)

4 上神増E3号墳木室羨道左側壁(北西から)

3 上神増E3号墳木室羨道閉塞石除去状況
(木室内・北から)

5 上神増E3号墳木室羨道右側壁(北東から)



図版38 上神増E古墳群
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E3号墳

1 .上神増E3号墳 木室床面・柱穴等検出状況(北西から) 2.上神増E3号墳 木室床面・柱穴等検出状況(南西から)

4 上神増E3号墳木室内鉄鎖出土状況(東から) 木室墓媛(南から)
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図版40 上神増E古墳群 E4号墳

例。
1 .上神増E4号墳埋葬施設土層断面(南から) 2.上神増E4号墳埋葬施設内(南から)

3 上神増E4号墳埋葬施設北部(南西から) 4.上神増E4号墳埋葬施設南部(南西から)
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5.上神増E4号境埋葬施設北東問土器出土状況 埋葬施設墓機(北西から)
(南西から)
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図版42 上神増E古墳群 E6号墳

埋葬施設検出状況(南東から)

3 上神増E6号墳埋葬施設墓境断面(南から) 5.上神増E6号墳埋葬施設内管玉等出土状況(東から)



E7号墳 上神増E古墳群図版43

1 .よ神増E7号墳全景(東から)

2.上神増E7号墳全景(東から)
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図版46 上神増E古墳群 E9号墳

1 .上神増E9号墳全景(El0号墳盛土除去状況)(北から)

2.上神増E9号墳 第1・2埋葬施設けじから) 3.上神増E9号墳
第2埋葬施設内万剣等出土状況(北から)



E10号墳 上神増E古墳群図版47

1 .よ神増El0号墳全景(北東から)



図版48 上神増E古墳群 E10---12号墳

1 .上神増E10号墳埋葬施設検出状況(東から) 2 上神増E10号墳埋葬施設基底石(西から)

3.上神増E11・12号墳完掘状況(南東から)



E 11・12号墳 上神増E古墳群図版49

1 .上神増E11・12号墳全景(南東から)

2 上神増E11号墳



図版50

l"!f 

上神増E古墳群

、~~

. .~;A;~"'._~ :-;.-~.. 
~・..:0-_ _. 
0.;.3、_...ー

....， ，，' :.;曹FJ 
・・v

ム~ -，... ..~!，， # 
..... . ー
ごや."'_，

-(~ 

γ Iえ>{f‘
.......:- I‘'_' 

ー時. 
'.， 

・鬼 一
*. 

石室検出状況(南東から)

2.上神増E12号墳 石室内(南東から)

E12号墳



E12号墳 上神増E古墳群図版51

1 .上神増E12号墳石室右側壁(東から) 2.上神増E12号墳石室左側壁(南西から)

石室検出状況(北西から) 4.上神増E12号墳石室内土器出土状況(南東から)

5 上神増E12号墳墓道内土器出土状況(南東から)
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石底基室石2.上神増E12号墳



E 13 ~ 15号墳 上神増E古墳群図版53

1 .上神増E13号墳埋葬施設検出状況(南から) 2.上神増E14号墳石室検出状況(南から)

3.上神増E14号墳石室検出状況(東から) 4.上神増E14号墳石室基底石(南から)

5.上神増E15号墳全景(南から)



図版54 上神増E古墳群 E15号墳

1 .上神増E15号境石室検出状況(南から) 3.上神増E15号墳墓道東側土器出土状況(束力、ら)

可護

4 上神増E15号墳石室基底石(南から) 5 上神増E15号墳石室墓嬢(南から)
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図版56 上神増E古墳群
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1 .上神増E16号境 石室右側壁(北東から)

3 上神増E16号墳 石室床面(西から)

5.上神増E16号墳 石室内耳環等出土状況(北から)

河 野 ・ 置且亡三Jtム一一一一
7 上神増E16号墳石室土器出土状況①(西から)

E16号墳

2.上神増E16号墳 石室左側壁(北西から)
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4.上神増E16号境石室基底石(北から)

_/' 

6.上神増E16号墳 石室内勾玉等出土状況(西から)

8.上神増E16号墳 石室土器出土状況②(北西から)



E17号墳 図版57

1 .よ神増E17号墳石室崩落状況(南から) 2 上神増E17号墳石室検出状況(南から)

3.上神増E17号墳石室検出状況(南から)



図版58 上神増E古墳群 E17号墳

1 .上神増E17号墳石室右側壁(北東から) 2.上神増E17号墳石室左側壁(北西から)

1..-

3.上神増E17号墳石室検出状況(北から) 4.上神増E17号墳石室土器出土状況(北東から)

5 上神増E17号墳 石室基底石(南から) 6.上神増E17号墳石室墓犠(南から)
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図版60 上神増B・E古墳群 墳墓(SF01・03・13'" 15) 

1 . SF03 (南東から) 2. SF03 (北から)

3. SF13 (南東から) 4. SF14 (東から)

5. SF15 (南から) 6. SFOl (東から)



炭窯・土坑・溝状遺構・性格不明遺構 上神増B.E古墳群図版61

1 . 5F02 (東から) 2.5F12(北から)

3. 5D03・04(南東から) 4. 5X03 (東から)

5. 5D01 (南から)



図版62 上神増A古墳群 A5号墳
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上神増A5号墳出土土器・玉類



A5号墳 上神増A古墳群図版63
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上神増A5号墳出土玉類・金属製品



図版64 上神増A.S古墳群 A5・S7号墳

1 .上神増A5号墳出土遺物一括

2 上神増B7号墳出土遺物一括



85・7号墳 上神増B古墳群図版65

34 

1 .上神増BS号墳出土土器

35 58・59

38 

40 

59 

58・59 58 

2 上神増B7号墳出土遺物①



図版66 上神増B古墳群 87・8号墳
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2 上神増88号墳出土遺物



89号墳 上神増B古墳群図版67
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上神増89号墳出土遺物



図版68 上神増B・E古墳群 89・E1号墳

Q 

1 上神増89号境出土遺物一括

2.上神増E1号墳出土鉄製品一括



E 1号墳
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上神増E古墳群図版69

85 

上神増E1号墳出土遺物
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図版70 上神増E古墳群 E2号墳
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E2号墳 上神増E古墳群 図版71
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上神増E2号墳出土遺物①



図版72 上神増E古墳群 E2号墳
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上神増E2号墳出土遺物①



E2・3号墳

‘4・ "，' 

ω 

1 .上神増E2号墳出土遺物一括

2.上神増E3号墳出土遺物一括

上神増E古墳群図版73



図版74 上神増E古墳群
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E3号墳 上神増E古墳群 図版75
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上神増E3号墳出土遺物①



図版76 上神増E古墳群
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E4・6・7号墳 上神増E古墳群図版77
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1 .上神増E4号境出土遺物 2 上神増E6号墳出土遺物
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3 上神増E7号墳出土遺物①



図版78 上神増E古墳群
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上神増E7号墳出土遺物①
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E7・8号墳 上神増E古墳群図版79

1 .上神増E7号境出土遺物一括

2.上神増E8号境出土遺物一括



図版80 上神増E古墳群
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472 -1.上神増E8号墳出土遺物
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E8・9号墳

496 

2 上神増E9号墳出土遺物①



E9・10号墳 上神増E古墳群図版81
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1 .上神増E9号墳出土遺物① 2.上神増El0号墳出土遺物①



図版82 上神増E古墳群 E10・11号墳

480 475 

481 474 

479 476 

477 

1 .上神増E10号墳出土遺物②
498 

500 

497 

2.上神増ElO号墳出土遺物① 3 上神増 E11号墳出土遺物



E9・10・12号墳 上神増E古墳群図版83

1 .上神増E9・10号墳出土遺物一括

2.上神増E12号墳出土遺物一括



図版84 上神増E古墳群 E12号墳
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上神増E12号墳出土造物



E14・15号墳 上神増E古墳群図版85

1 .上神増E14・15号墳出土遺物
(E14号墳...510・511，E15号墳一.514・517・522)
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521 
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2.上神増E15号墳出土遺物①





E16号墳 上神増E古墳群図版87
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上神増E16号墳出土遺物①



図版88 上神増E古墳群 E16号墳
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上神増E16号墳出土遺物①



E15・17号墳 上神増E古墳群図版89

H函.... ' 

1 .上神増E15号墳出土遺物一括

2 上神増E17号墳出土遺物一括



図版90 上神増E古墳群
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E16号墳

1.上神増E16号境出土土器一括

2.上神増E16号墳出土玉類一括



E16・17号墳 上神増E古墳群図版91

1 上神増E16号積出土遺物@
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591 595 

2 上神増E17号墳出土遺物①



図版92 上神増E古墳群 E17号墳・SF03
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2. SF03出土遺物 1 .上神増E17号墳出土遺物①
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上神増E古墳群図版93
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図版94 上神増E古墳群 SF01・12・遺構外
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1 中世の遺物 2 遺構外出土の遺物



SF01・03・12"J15 上神増S.E古墳群図版95

1 . SF03・13~ 15出土造物一括

2 中世の遺物一括



図版96 上神増A・B古墳群 既往調査の古墳

1 .上神増B古墳群の調査中 2.上神増B古墳群の調査中

4 上神増B古墳群の調査中 5 上神増A古墳群石室壁面(A1号墳か)
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古墳中期~
古墳 l基(木 (木棺直葬)須恵器、 葺石をもっ円墳。

上神増A5号墳 古墳
後期

棺直葬と横 (横穴式石室)鉄鍬、 中期後半の埋葬施設を破壊して、 f表
穴式石室) 玉類、須恵器 期後半の横穴式石室が築造される。

装飾付大刀、鉄鍬、
古墳時代終末期の横穴式石室を埋葬

古墳 古墳終末期 古墳5基 耳環、釘、須恵、器、
施設とする古墳5基

上神増B古墳群 土師器

墳墓 奈良 火葬墓2基 土師器
8世紀後半の火葬華。赤彩された壷
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上神増E古墳群 古墳 終末期

古墳 17基 鉄鍬、鉾、 刀子、玉類、
穴式木室を埋葬施設とするti墳 l

耳環、錫製品(耳環か)、
基、箱形石榔(か)を埋葬施設とす

須恵、器、土師器
る古墳 1基など 17基の古墳である。

墳墓 奈良 火葬墓2基
土師器(査，杯蓋， 8世紀中頃~後半の火葬墓。赤彩さ
t不身) れた壷などを蔵骨器とする。

墓-
炭窯 1・中世 中世墓は常滑壷を蔵骨器としたもの

生産 鎌倉
墓l基

山茶椀・常滑
である。炭窯は12世紀の炭窯である。

遺跡

上神増A'B.E古墳群は古墳時代中期中葉一後半に築造が開始され、-s.後期前半には築造
数が減少するものの、後期l後半以降奈良時代直前まで連続的に古墳が築造され、いくつかの単位
群では火葬墓も導入されていたことが判明した。また、当古墳群では様々な形態の埋葬施設が導
入されており、古墳の築造に当たっては被数の情報が流入していたことが判明するとともに、集

要約 囲内の埋葬施設に対する規制カが弱かったことが判明する。
さらに静岡県内では初出土の三葉潔頭大万、 3例目となる錫製品が出土しており、遠江の中で
も一般的な古墳群とは様相の異なる古墳群である。また、古墳時代後期には副葬されることが少
ない鉾が3基から出土し、それぞれが異なる形態である点も当古墳群が通常の古蹟群とはやや性
格の異なる古墳瀞であることを示していると考えられる。
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